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　廃はい墟きよの街──

　陽光の届かない暗い地下街で、宮みや住ずみ琉る威いは足を止めた。

　隣となりにいるのは、栗くり色いろの癖くせ毛げに獣けものの耳を生やした少女──天あま瀬せ優ゆ乃の。建設会社のヘルメットを被かぶった作業服姿の中年男性が、引ひき攣つった表情で琉威たちのあとについてくる。

「この通路で、間違いありませんか？」

　チョークで描いた落書きのような標識を眺ながめて、琉威が訊きいた。

　ああ、と答えたのは作業服の男だった。簡略化された手書きの地図を懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らしつつ、男は枝分かれした地下道の一本を指さす。

「端末の記ロ録グやと、四班の二人は昨日の昼過ぎにここを通過したことになっとるんや。連中の仕事は誘導標識ガイドビーコンの設置だけじゃけぇ、二時間もあれば終わるはずなんやが──」

「ひと晩経たっても彼らは戻ってこなかった、と」

　暗くら闇やみに向かって目を凝こらしながら、琉威は静かにうなずいた。

　目の前に広がる光景は、内部の構造を剝むき出だしにした無機質な街だ。

　それは産業革命直後の煤すすけた大都市のようであり、寝静まった深夜の工場のようであり、あるいは無人で漂流を続ける巨大な宇宙船の内部のようでもある。

　その街は、絃いと神がみ島じまと呼ばれていた。

　正確には、絃いと神がみ新しん島とう第だい六ろく島群クラスタ。異世界より浮上した古代超文明の遺産。〝咎とがの方はこ舟ぶね〟と呼ばれる人工島群ギガフロートクラスタのひとつである。複合材料とセラミックと金属と、魔ま術じゆつによって造られた城じよう塞さい都と市しだ。

　数百基にも及ぶ島々の中で、第六島群クラスタを構成する人工島は三つ。総面積は東京都新宿区とほぼ同じ。その地下には、複雑な四層構造の地下街が広がっている。

　かつては大量の古代兵器を収容していたその場所も、今は空からっぽの廃墟に過ぎない。この土地に封印されていた兵器たちは、ふた月ほど前の大規模な紛争──通称〝真しん祖そ大たい戦せん〟によってすべて破は壊かいされてしまったからだ。

　だからといって、〝遺産〟としての方舟の価値が失われてしまったわけではないし、広大な土地は移住先としても単純に魅力的だった。絃神島は日本国内で唯一の〝魔族特区〟であり、魔族の生態研究や魔導技術の開発のために移転を希望する企業は多い。

　そもそも得え体たいの知れない魔術遺跡を、いつまでも放置しておくわけにもいかない。異例とも思える急ピッチで絃神新島の再開発が進められているのは、それが理由だ。

　人工島群内部の学術調査と測量。上下水道や送そう電でん網もうなどのインフラ整備。そして建設作業員や難民向けの大規模仮設住宅の設営──それらの作業が絃神新島のあちこちで、同時並行的に開始されている。それはこの第六島群クラスタも例外ではなかった。地元の業者による地下街の測量作業が、第六島群クラスタで始まったのは、もう二週間も前のことになる。

　だが、その作業は思いがけず難航したらしい。島内で奇怪な現象が起きるという噂うわさが広まり、作業員たちが第六島群クラスタでの仕事を嫌いやがったのが原因だ。

　実際、第六島群クラスタでは、不可解な事件が続いていたらしい。異常な振動や電でん磁じ波はが確認されたり、付近から海鳥や魚が消えたり──という類たぐいの怪奇現象だ。原因不明の漏水や、通信ケーブルの切断事故の報告も上がっていた。そして昨日、ついに作業員二人が、忽然と姿を消したのだった。

「もちろんこがぁな土地じゃけぇ、脇わき道みちに入りこんで迷子になっとるだけかもしれんがの。例の噂うわさのこともあるけぇ、念を入れて、兄さんたちに来てもろぉたっちゅうわけや」

「例の噂──というのは？」

　琉る威いが怪け訝げんそうに目を細めて訊きき返す。

　男は、ああ、いや、と歯切れ悪く言葉を濁にごして、

「ほら、あれや。〝戦せん王おう領りよう域いき〟の蛇へび遣つかいの呪のろいちゅうやつ。第だい四よん真しん祖そに敗れたディミトリエ・ヴァトラーの亡ぼう霊れいが、絃いと神がみ新しん島とうの地下を今でも彷徨さまよっとぉとかなんとか」

「はあ」

　第四真祖という言葉を聞いて、琉威が少し困ったように視線を泳がせた。優ゆ乃のは悪戯いたずらっぽく口元を押さえて、洩もれ出しそうな笑いを嚙かみ殺している。

「いや、もちろんわしゃぁ呪いなんぞ信じとらんのやが、万一っちゅうこともあるけぇの」

「そうですね。いい判断だと思います。ヴァトラー公の呪いはともかく、この辺りには魔ま術じゆつ的てきな罠トラツプが生き残っていても不思議ではないですし」

　琉威はそう言って、手首に嵌はめた呪じゆ具ぐをちらりと見た。腕時計型の魔力検知器だ。アナログ式の針の激しい震ふるえは、周囲の残留魔力濃のう度どがかなりの高水準であることを示している。

　琉威の言葉に、そうじゃろ、と男はホッとしたように息を吐き、

「急な依頼で済まんかったの。兄さんたちも絃こ神つ島ちに来てまだ間もないのに」

「いえ、こちらこそ助かりました。絃神新島の地下構造には前から興味がありましたし。こういう機会でもないと、なかなか立ち入り許可が下りませんから」

「そうそう。あたしたちみたいな新人の民間攻魔師を雇ってくれるお客さんは、貴重だしね。毎度ありがとうございます」

　琉威の言葉を引き継いで、優乃がにこやかにそう言った。

　国際資格である攻魔師免許Ｃカードの保有者も、全員が国家攻魔官になるわけではない。魔ま導どう技ぎ師しなどのような研究職に就つく人々や、民間警備会社などに雇われる者も多い。あるいは顧こ客きやくから直じかに依頼を受けて、魔術関係のトラブル解決に乗り出す民間攻魔師という職業もある。琉威と優乃が、通信制の高校に通う傍かたわら、副業アルバイトとして選んだのが、そんな民間攻魔師稼か業ぎようなのだった。

「いやいや、兄さんたちの評判は、絃げん北ほく建けん設せつの社長さんからも、よぉ聞いとったけぇ。若いのにけっこうな凄すご腕うでじゃあ言ゆうて。イロワーズの生き残りっちゅう噂も本当なんやろ？」

「ええ、まあ。そうですね」

　琉る威いは肩をすくめて苦笑した。彼らが六年前に崩ほう壊かいした欧おう州しゆう〝イロワーズ魔ま族ぞく特とつ区く〟からの帰き還かん者しやというのは真実だ。

　本人たちにしてみれば、取り立てて誇るようなことでもないのだが、世間の評価は少し違う。

　魔女に支配された異空間で果てしない戦せん闘とうシミュレーションを繰り返していた、あるいは、第だい四よん真しん祖そと殺し合った、などの無責任な噂うわさが拡散し、いつの間にかイロワーズの生き残りというだけで一いち目もく置かれるような状況になってしまっていたのだ。

　もっともイロワーズ出身者には、琉威たちも含めて実戦経験を持つ攻こう魔ま師しが多いので、あながち根拠のない噂というわけでもない。そんなこんなで、琉威たちの小さな攻魔師事務所にも、それなりの数の仕事の依頼があったし、今回の作業員捜そう索さくもそのひとつというわけだった。

「あれ？」

　三人の先頭にいた優ゆ乃のが、なにかに気づいたように目を見張った。獣じゆう人じん種しゆである彼女は、夜よ目めが利きく。大きく広がった虹こう彩さいが、わずかな光を増幅して、闇やみの中で金きん色いろに輝かがやいている。

「ルイルイ、見て。あれ。突き当たりの壁のとこ」

「……階段？　いや、床が陥かん没ぼつしてるのか？」

　優乃が指さした方角に視線を向けて、琉威は表情を硬くした。

　左右を背の高い建物に囲まれた廃はい墟きよの地下通路。その路上にすり鉢ばち状じようの大穴が、ぽっかりと口を開けている。穴の直径は七、八メートルほど。深さは五メートル足らずだが、側面に穿うがたれた亀き裂れつのような横穴は、どこまで続いているのか見当もつかない。

「誘導標識ガイドビーコンの設置予定地点は、この先の街区ブロツクでしたね？」

　依頼主の男を振り返って、琉威が訊きく。男は困惑したようにうなずいて、

「そうじゃが、先週、無人機の調査が入ったときには、こがぁな穴はなかったはずじゃ」

「迷子になった人たち、ここに落っこちたってことはないのかな？」

　穴の奥をのぞきこみながら、自問するように呟つぶやいたのは優乃だった。

「降りてみるしかありませんね」

　琉威が短い溜ため息いきを洩もらす。どことなく不穏な印象を感じさせる地形だが、失しつ踪そうした作業員を探す手がかりがほかにない以上、目の前にある異変を見過ごすわけにもいかない。

　地下への突入を想定して、優乃はさっそく愛用の装そう甲こう手袋グロープやブーツの確認を始めている。このような強行偵てい察さつは、獣人種特有の身軽さと鋭えい敏びんな五感に加え、高い格闘戦能力を備えた彼女の専門分野なのだ。

「すみませんが、ここで待っててもらえますか？　なにかあったら、すぐに地上に連絡を」

「あ、ああ……」

　琉威の真剣な表情に気け圧おされたように、依頼主の男がふらふらと壁かべ際ぎわまで後退する。

　それを見た優乃が、ハッと驚おどろいたように息を吞のみ、

「待って！」

「優ゆ乃の？」

「なにかいるよ！　この下！」

　わずかな震しん動どうを読み取ろうとするように、優乃が掌てのひらを地面に押し当てる。

　彼女の瞳ひとみに浮かんでいるのは、かすかな戸惑いの色だった。獣じゆう人じん種しゆの超感覚をもってしても、地下にいるモノの正体を特定することができないのだ。

「遭そう難なん者しやかい？」

「わからないけど、人間じゃないと思う。なんだろ、地面の下を這はい回ってるみたいな」

「──ここまで残留魔ま力りよくが濃こいと、探査系の魔術は使えない、か」

　取り出した呪じゆ符ふを起動しようとして、琉る威いは小さく舌打ちした。

　異界から召しよう還かんされて間もない絃いと神がみ新しん島とうでは、今もところどころに濃のう密みつな魔力が残留している。特にこの第だい六ろく島群クラスタの地下はそれが顕けん著ちよだった。人体に悪あく影えい響きようが出るほどの魔力量ではないが、壁越しに生物の位置を探るような繊せん細さいな魔術は阻そ害がいされて役に立ちそうにない。

「この下の階層はどうなってますか？」

　足元を睨にらんで、琉威が訊きく。石材とも樹脂とも見分けのつかない、謎なぞめいた床ゆか材ざいに覆おおわれた灰色の地面である。

「ま、まだ完全には調査が終わっとらんのやが、人工島の構造部になっとるっちゅう話や」

　依頼主の男がぎこちない口調で答えてくる。ふむ、と琉威はかすかに眉まゆを寄せ、

「通路というわけではないんですね？」

「当然じゃろ。出口も入り口もありゃせんのに……」

「そうですね。たしかに」

　琉威はうなずいて、腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜いた。

　銃口部に大きな宝石を埋めこんだ、奇妙な銃器。実弾ではなく、呪術そのものを撃うち出す護ご身しん用ようの呪術投射機スペルスロワーだ。取り扱いの難しさのせいで使用者は少ないが、銃器の携帯が許されない民間攻魔師の間では評価の高い武器である。高レベルの術者が使えば、その威力や射程距離は、本物の拳銃を凌しのぐといわれている。

「下には僕一人で行くよ。優乃は依頼主さんの警護ガードを頼む」

　琉威は優乃にそう言って、路面に穿うがたれた穴へと近づいた。

　その瞬しゆん間かん、地じ響ひびきに似た荒々しい震しん動どう音おんが、琉威の足元で鳴り響く。

「ルイルイ！　右っ！」

　優乃が叫びながら地面を蹴けって飛び出した。琉威は、彼女の言葉と同時に身体からだを反転させ、前触れもなく地面に生じた亀き裂れつをギリギリのところで回避する。

　地面を割って飛び出してきたのは、蛇へびに似た細長い生物だった。路上に出現している部分だけでも、全長は三、四メートル近く。太さは女性の胴体ほどもありそうだ。それは鞭むちのように全身をしならせて、琉威の身体を搦からめ捕とろうとする。

　それを撃げき墜ついしたのは、優ゆ乃のだった。装そう甲こう手袋グローブに覆おおわれた彼女の拳こぶしが、生物を横殴りに吹き飛ばす。

「ひ……!?　ひいいいいっ──!?」

　その直後、琉る威いたちの背後で悲鳴が聞こえた。振り返った琉威たちが目にしたのは、謎なぞの生物に巻きつかれ、転倒した依頼主の姿だった。

　仰あお向むけのまま地面を引きずられて、彼は恐怖に顔を歪ゆがめている。しかし今の琉威たちに、彼を助けに行く余裕はなかった。新たに出現した生物は、その一体だけではなかったからだ。

　地面のあちこちを引き裂いて、蛇へびに似た謎の生物が次々に現れる。それらは陸に打ち上げられた魚のように激しく跳はね回りながら、異様な正確さで琉威たちを襲おそってくる。

「なんなんだ、こいつらは？」

　琉威が両手に構えた呪術投射機スペルスロワーを連射した。装そう塡てんした呪じゆ弾だんは貫通系だ。錐きりのように研とぎ澄すまされた呪力の塊かたまりが、生物の胴体を穿うがっていく。

　だが、生物が痛みを感じている様子はなかった。透明な体液を撒まき散ちらし、ほとんど真っ二つにちぎれかけながらも、それらは琉威たちへの攻撃を続行する。

　苦戦しているのは優乃も同じだ。彼女がどれだけ殴りつけても、相手にはダメージが通らない。このまま戦せん闘とうが長引けば、先に体力が尽きるのは間違いなく彼女のほうだろう。

　触しよく手しゆの動きは不規則ランダムなようでいて、統合された意思のようなものが感じられた。昆虫のような群体とも少し違う。まるで一個の生物の一部のような──

「まさか……触手!?　こいつらの本体は別にあるのか……!?」

　蛇に似た生物の異様なタフさの理由に気づいて、琉威がうめく。それぞれが人間並みの質量を持ちながらも、それらは、もっと遥はるかに巨大な生物のごく一部分に過ぎないのだ。蛸たこが脚の一本や二本を失っても平気なように、この触手をいくら傷つけたところで無駄だろう。触手の動きを止めるには、本体を直接攻撃するしかない。

「そこか──！」

　触手によって抉えぐられた地面の下に向かって、琉威は最大出力の呪弾を投射した。銃口部に埋めこまれた宝石が、血の色に似た眩まばゆい輝かがやきを放つ。呪力の過負荷で銃じゆう身しんが赤せき熱ねつしているのだ。

　それでも琉威は攻撃をやめない。

　やがて琉威たちの足元から、雷らい鳴めいのような激しい咆ほう哮こうが聞こえた。

　出現していた十数本の触手が、電気に撃うたれたように震ふるえて、一斉に動きを止める。

「やった……の？」

　不安そうに身構えたまま、優乃が振り返って訊きいてくる。

「いや……」

　荒い息を吐きながら、琉威は力尽きたように膝ひざを突いた。

　まるでその一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらったように、凄すさまじい勢いで大地が震えた。

　巨大な爆ばく発はつと見まがうほどの衝しよう撃げき。路面を覆おおう床ゆか材ざいが吹き飛び、破片が舞う。地面を突き破って現れたのは、視界を埋め尽くすほどの巨大な怪物だ。

「なっ!?　なにこれ……!?」

　怪物の巨体を見上げて、優ゆ乃のが悲鳴を上げた。その優乃の身体からだが音もなく吹き飛んだ。怪物の前まえ肢あしが彼女を無造作に薙なぎ払はらったのだ。

「優乃っ!?」

　琉る威いが絶叫とともに呪術投射機スペルスロワーを構える。しかし残されたわずかな呪じゆ力りよくでは、呪弾を起動できない。たとえ呪力が残っていたとしても、これほどの怪物を相手に、どんな攻撃が出来るというのか。

　どれほどの魔ま力りよくをぶつけても、この怪物は倒せない。

　おそらく、世界最強の吸血鬼の力をもってしても。

　なぜなら、そう、なぜなら、こいつは──

「うわああああああああああああああああああああ──っ！」

　全身を粉々にするような衝撃に襲おそわれて、琉威の視界が闇やみに包まれる。

　薄うすれゆく意識の中で、琉威が最後に見たのは巨大な瞳ひとみ。

　燃えるように輝かがやく六ろく対ついの赤い瞳だった。

　　　　　　　　　　†

　コツコツ、と音が鳴っている。それは誰だれかが、指先で机を叩たたく音だった。

　無自覚に内心の苛いら立だちを表現し、それを聞く周囲の者を余計に苛立たせる──そんな音だ。

　古い建物の奥にある、薄暗い部屋。

　年代ものの豪華な机に座っているのは、背広姿の老人だった。

　年齢は七十代の後半あたり。たるんだ頰ほおの肉とは裏腹に、眼光は鋭く力強い。この国に住む誰もが、少なくとも一度は目にしたことのある顔だろう。与党最大派は閥ばつの領りよう袖しゆう。政界の重じゆう鎮ちんと呼ばれる有名な政治家だ。

　机の上には、数枚の写真が置かれている。

　星雲にも似た無数の島々からなる巨大な人工島。

　そしてパーカーのフードを被かぶった目立たない少年。少年の写真の背景には、小柄な少女の姿も写りこんでいる。黒いギグケースを背負った、制服姿の少女である。

「第だい四よん真しん祖そ領りよう──〝絃いと神がみ市し国こく〟か」

　重々しい口調で老人が言った。威い厳げんと狡こう知ちを感じさせる低い声。穏おだやかだが、他人に命令することに慣れた者に特有の、傲ごう岸がんな響ひびきが感じられる。

「人工島管理公社との交渉は、ほぼまとまりました」

　老人の呼びかけに応じたのは、部屋の片かた隅すみにいた影だった。身長は二メートル近くあるだろうか。豊かな白はく髪はつを野の武ぶ士しのように束たばねた、無ぶ骨こつな巨きよ漢かんだ。

　男は、老人に向かって片かた膝ひざを突き、恭うやうやしく頭こうべを垂たれている。

　彼が身に着けている衣服は、漆しつ黒こくの直ひた垂たれ。古代の武士の正装である。腰に佩はいた刀の柄つかには、奇妙な紋章が刻みこまれていた。〝雪せつ霞か狼ろう〟と呼ばれる槍やりに刻まれたものと同じ紋章だ。

「結論からいえば、今回の独立騒さわぎ──我が国にとって悪い取り引きではありません。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟から得られる収益はほぼこれまでどおり。なおかつ、絃いと神がみ島じまが引き起こす様々な事象についての免責を、他国に主張することができます」

　黒衣の男が、淡々と続けた。無骨な外見に似合わぬ、理知的な声こわ音ねだ。

　老人は、男の言葉にうなずいて、再び机の上の写真に目を落とす。

「あの島は、いつでも切り捨てられる手て駒ごま、ということか」

「そういうことです」

「賢さかしいな。その理屈で、花はな森もりや四よ方も田だを口説き落としたのか？」

　ク、と酷こく薄はくに喉のどを鳴らして、老人が訊きいた。男はなにも答えない。

　花森。四方田。いずれも与党の大物政治家たちだ。絃神島に自治権を与えるための異例の法整備に、大方の予想を覆くつがえして、政敵であるはずの彼らが協力したのは記憶に新しい。

　老人は、クックッと嘲あざけるように不気味に笑い、

「絃神島だと？　あのような鉄てつ屑くずなどどうでもいい。問題は第だい四よん真しん祖そだ。違うか？」

「いえ」

　違わない、というふうに黒衣の男は首を振った。

　老人は満足そうにうなずいて、少年の写った写真を手に取った。そこには全身を鮮血に濡ぬらした少年が、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族と殺し合っている姿が焼きつけられている。

「不死にして不滅。一切の血けつ族ぞく同どう胞ほうを持たず、支配を望まず、ただ災さい厄やくの化け身しんたる十二の眷けん獣じゆうを従え、殺し、破壊するだけの、世界の理ことわりから外れた吸血鬼──たしかに第四真祖の存在は、我が国の喉元に突きつけられた刃やいばなのであろうよ。だからといって他国にくれてやるわけにもいかぬ。さて、どうしたものかな、獅し子し王おう機き関かん？」

「第四真祖の首には鈴をつけてあります。これまでも応分の働きはしてくれたかと──」

　男が淀よどみのない口調で言う。しかし老人は、写真の背景に映りこんだ少女を、ひどく醒さめたまなざしで一いち瞥べつしただけだった。

「足りんな」

「は？」

　黒衣の男が、初めて困惑したように顔を上げた。老人はそんな男の前に、少女が写った写真を投げ落とす。

「破は魔まの槍やりの巫み女こ。噂うわさには聞いている。だが、信用に足る者とは思えんな。我らの命運を託すにはあまりに幼く、未熟。聞けば、この者には、姉妹きようだい縁えん者じやもないというではないか。いかに優れた霊れい力りよくを備えていようとも、それでは政まつりごとは動かせぬ──わかるな？」

「此この者を更こう迭てつせよ、と？」

　男が、確認するように訊きき返す。

　老人は、その問いかけに沈ちん黙もくで答えた。肯定の意味だ。

「後任の人選は任せる。くれぐれも第だい四よん真しん祖その機き嫌げんを損ねぬようにな」

　老人は、大きなガラス製の灰皿の上に、机の上の写真を束たばねて置いた。そして金色のライターで火をつけた。写真はたちまち赤い炎を上げて燃え上がる。老人はそれを無表情に眺ながめた。

　写真は、やがて真っ白な灰となって燃え尽きる。

　そのときには、もう黒衣の男の姿は消えていた。黄昏たそがれ時どきの、影のように──
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　暁あかつき古こ城じようが目を覚ますと、隣となりには裸の少女が寝転んでいた。

　印象的な大きな瞳ひとみと、長い睫まつ毛げ。鎖さ骨こつのあたりまで伸ばした艶つややかな髪。まだ幼さを残しているが、ハッとするほど綺き麗れいな顔立ちの娘である。

　細身で華きや奢しやだが、儚はかなげな印象は受けなかった。

　無駄な肉のない引き締まった彼女の肉体は、美しく気まぐれな猫ねこ科かの猛もう獣じゆうを連想させる。

　身体からだに巻きついた毛布の隙すき間まから、胸元の膨ふくらみがのぞいていた。新雪のように真っ白な素肌には、うっすらと青白い血管が透けている。

「……ひ、姫ひめ柊らぎ？」

　古城は困惑しながら彼女に呼びかけた。

　軽く青ざめている古城を上うわ目め遣づかいに見上げて、少女が愉たのしそうに目を細める。

　ほんのりと赤みの差した頰ほお。濡ぬれた瞳。悪戯いたずらっぽくも艶つやめいた表情だ。

　彼女の肌は吸いつくように滑なめらかで、触れ合った部分からほのかな温ぬくもりが伝わってくる。

「どうしたんですか、そんな他人行儀な呼び方して？」

　不思議そうに小首を傾かしげながら、彼女は古城に顔を寄せてくる。思いがけないその密着感に、古城は落ち着かない気分で背中を反らす。

「いや……他人行儀っていうか……」

「もしかして、わたしから逃げようと思ってます？」

　逃げ腰の古城を真まっ直すぐに見つめて、少女は声を低くした。彼女はそのまま身体を起こし、押し倒すような姿勢で古城に乗っかってくる。

「駄目ですよ、ずっと監視みてますから」

「ひ、姫柊……見てるというか、見えてるんだが……」

　馬乗りの姿勢で見下ろしてくる少女を、古城は見上げて呆ぼう然ぜんとうめいた。はらり、と肩から毛布が滑すべり落ち、彼女の未成熟な裸身があらわになっている。

「わたしの身体をこんなふうにしたんですから、ちゃんと責任取ってくださいね」

　自分の下腹部にそっと手を当てて、彼女は、ふふっ、と美しく微笑ほほえんだ。虹こう彩さいの開ききった無感情な瞳が、古城の強こわ張ばった表情を映している。

「せ、責任……って？」

「こういうことです」

　少女がにっこりと唇くちびるの端を吊つり上げて笑う。赤い唇の隙間からのぞいたのは、鋭く尖とがった、上下二に対ついの長大な牙きばだ。

「姫柊、おまえ──!?」
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　頰ほおを引ひき攣つらせる古こ城じようの肩を押さえつけ、少女は身体からだを寄せてきた。

　剝むき出だしになった古城の首筋へと、彼女は唇くちびるを押し当てる。

　舌先がなぶるように古城の喉のど元もとをくすぐり、白い牙きばが容よう赦しやなく肌を裂く。流れ出した鮮血を少女が啜すする。言葉にならない快感が、古城の背筋を駆け上がっていく。

「やめろ……おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　快楽と恐怖と悲嘆の中で絶叫し、そして古城は今度こそ本当に目を覚ます。

「あの、先輩……？」

　ぼやけた視界に映ったのは、古城を心配そうに見つめる姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なの顔だった。

　もちろん彼女は服を着ている。鮮やかな青い襟えりのセーラー服。彩さい海かい学がく園えんの女子の制服だ。

「姫……柊……？」

　古城がかすれた声で彼女を呼ぶ。はい、と雪菜は微笑ほほえんでうなずき、

「大丈夫ですか？　顔も赤いし、なんだかすごい汗ですけど……」

「あ、ああ。いや……ちょっとな……」

　体温を測るため、古城の額ひたいに掌てのひらを当ててくる雪菜から、古城は無意識に目を逸そらす。さっきまで夢で見ていた彼女の裸身がちらついて、さすがに少し後ろめたい。

　そんな古城をからかうために、凪なぎ沙さが雪菜の肩越しに顔を出し、

「夢に雪ゆき菜なちゃんが出てきたの？　寝言で雪菜ちゃんのことを呼んでたし、責任がどうとか、見えてるとか──なんかエッチだなあ」

「エッチじゃねえよ！　姫ひめ柊らぎの夢っていうか、どう考えてもただの悪夢じゃねーか！」

　半はん眼がんで見つめてくる妹を睨にらんで、古こ城じようは必死に反論した。いつになくムキになっている古城の反応を、ふーむ、と凪なぎ沙さは興味深そうに眺ながめる。

　一方の雪菜は、思いがけず傷ついたように表情を引ひき攣つらせ、

「……わたしの夢は、ただの悪夢、ですか……そうですか」

「そんなことより、どうして姫柊がウチにいるんだ？　まだ登校時間にはなってないだろ？」

　枕まくら元もとの時計を確認して、古城が訊きいた。第だい四よん真しん祖その監視役を自称する雪菜が、古城を迎えに来るのは毎朝のことだが、それにしてもまだ早い。普ふ段だんなら凪沙も眠っている時間帯である。

「今日から新学期だからね、雪菜ちゃんと一緒に新しい制服の準備をしてたんだよ」

　拗すねたように沈ちん黙もくする雪菜に変わって、凪沙が古城の疑問に答えた。

　古城は怪け訝げんそうに目を瞬またたく。凪沙たちが着ているのは、いつもどおりの彩さい海かい学がく園えんの制服だ。今いま更さら、早起きして準備が必要とも思えない。

「制服の準備……ってなんだ？」

「まだ気づかないの？」

　首を傾かしげている古城に向かって、もう、と凪沙は呆あきれたように息を吐いた。

「タイだよ、タイ。高等部になったから制服のリボンを替えたの！　ほら！」

「ほら、って言われてもな……」

　妹たちの制服姿を見比べて、古城は今度こそ本気で考えこんだ。

　彩海学園の中等部と高等部では、制服のタイの形が違っている。中等部ではリボンタイ。高等部の場合はネクタイだ。ただしそれはあくまで建たて前まえで、高等部になったら好きなものを身に着けていい、というのが生徒間の暗黙の了解になっていた。実際、浅あさ葱ぎあたりは、気まぐれで、ほぼ毎日のようにタイを取り替えている。

　そんなわけで、雪菜たちも制服のタイを替えたらしいのだが、古城には違いがわからない。タイの色は学年ごとに統一されているため、雪菜たちのタイは青のままである。それもあって今までとまったく同じに見える。もしかしたら引っかけ問題ではないのか、と疑ってしまう。

「あー、悪い。全然、見分けつかねーわ」

「うわ、最低！」

　思わず本音を口にした古城に、凪沙が怒りを爆ばく発はつさせる。

「いいよいいよ。こんな人、放ほっとこ、雪菜ちゃん。古城君なんて一人でエッチな夢でも見て喜んでればいいんだよ！　とにかく朝ご飯、食べちゃってよね。遅刻しても知らないから！」

　ひと息でそこまでまくし立てたあと、凪沙はくるりと背中を向けて古城の部屋を出て行った。どうして自分が怒られているのか理解できないまま、呆ぼう然ぜんとそれを見送る古城。

　雪ゆき菜なは、そんな古こ城じようを見つめて、諦てい観かんしたように深々と息を吐き、

「あの、先輩？　本当に身体からだは大丈夫ですか？」

「あ、ああ。嫌いやな夢を見ちまっただけだから」

　気を取り直したように確認してくる雪菜に、古城は弱々しく笑ってみせる。

　そして古城は、ふと思い出したように身体を起こすと、目の前の雪菜へと顔を近づけた。古城の唐とう突とつな行動に、雪菜が驚おどろいたように目を大きくする。

「せ、先輩？　あの、なにか……？」

「姫ひめ柊らぎ」

「は、はい」

　古城の右手が彼女の頰ほおに触れた。

　緊きん張ちように身体を竦すくませながらも、雪菜は抵抗しようとはしなかった。

　二人の視線が至近距離で交わる。少女の艶つややかな唇くちびるに、古城の指がそっと触れる。

　そして古城はその指先を、不意に雪菜の口の中に突っこんだ。

　そのまま唇を、イーッ、と思いきり横に引っ張って、彼女の歯並びを確かめる。透明感のある白い歯だ。特に犬けん歯しの大きさが目立つということもない。歯ブラシのＣＭにすら使えそうな綺き麗れいな歯並びだった。雪菜の吐息は真新しいミントの香りがする。

「あの……先へん輩ぱい？　これは、なにを？」

　あまりの出来事に怒ることすら忘れて、雪菜が呆ぼう然ぜんと古城に訊きいた。

　彼女の口の中に人差し指を入れたまま、古城は心からホッとしたような声を出し、

「よかった。いつもの姫柊だな」

「は？」

　安あん堵どの息を吐いて座りこむ古城を、雪菜はぽかんと見つめている。そしてハッと我に返ると、自らの唾だ液えきで濡ぬれた古城の指先を、取り出したティッシュで慌あわてて拭ぬぐった。

「いったいどんな夢を見てたんですか……!?」

　怒りとも戸惑いともつかない表情を浮かべて、雪菜が恨みがましく古城を睨にらみつける。

　古城は、ギクリと肩を震ふるわせて曖あい昧まいに首を振り、

「え、いや……どんな夢かと言われても、それは……」

「……先輩？　どうして目を逸そらすんですか、先輩!?」

　露ろ骨こつに不審な古城の挙動に不安を覚えたのか、雪菜が真顔で詰め寄ってくる。

　古城はジリジリと後ずさりしながら、気まずげに窓の外へと目を向けた。

　頭上に広がっているのは、うんざりするほどに青い空。水平線近くを漂ただよう夏の雲が、強い陽ひ射ざしを浴びて銀色に輝かがやいている。潮の香りを含んだ風が、開けっ放しの窓から吹き込んでくる。

　いつもと同じ、暑い一日を予感させる人工島の朝──新学期初日の朝だった。
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　その日の彩さい海かい学がく園えんは、普ふ段だんよりずいぶん騒さわがしかった。

　校舎の入り口に張り出された名めい簿ぼで新学年のクラス分けが発表され、期待と不安、悲喜こもごもの感情を抱えながら、生徒たちは新しい教室へと移動。クラスメイトの顔ぶれや担任教師の名前に一いつ喜き一いち憂ゆうしながら、面倒な自己紹介の中身について頭を悩ませる。

　世界最強の吸血鬼などと呼ばれていても、そのあたりの感覚は、古こ城じようもほかの生徒たちと変わらない。自分の正体をひた隠しにしているぶん、周囲の変化には、むしろ人一倍気を遣つかう。

　だが、実際に登校してみた結果、古城が味わったのは期待外れのような肩すかし感だった。

「──新学期っつっても、案外、代わり映えしないもんだな」

　校舎三階の新しい教室で、古城は頰ほお杖づえを突きながらしみじみと呟つぶやく。

　座席の配置こそ多少の変化はあったものの、机から見る景色は、なぜかほとんど変わらない。

　出席番号の関係で、古城の前の席に座っているのは、相変わらず藍あい羽ば浅あさ葱ぎのままである。

　その浅葱は、横向きに椅い子すに座って古城の机で頰杖を突きながら、

「クラス替えがあったはずなのに、ほとんど知った顔ばかりだもんね。担任も那な月つきちゃんのまま据え置きだし」

「要するにアレだろ。問題のありそうなメンツだけ集めて、一括で管理するつもりなんだろ」

　そう言ったのは、用もないのに古城の隣となりに立っていた矢や瀬ぜ基もと樹きだった。今年の彼も、当然のように古城と同じクラスなのだ。人工島管理公社理事の権限で、そうなるように裏で仕組んだのかと一いつ瞬しゆん疑ったのだが、そういうわけでもないらしい。

　まるで、その事実を裏付けるかのように、古城たちの背後から不意に声がした。舌足らずな幼い声だが、そのくせ妙に偉そうな響ひびきがあった。

「よくわかってるじゃないか、矢瀬。そのとおりだよ」

「げ、那月ちゃん……？」

　死角から突然現れた小柄な女教師を見下ろして、矢瀬が驚おどろいたように後ずさる。

　ちゃん付けで呼ばれたのが不満だったのか、那月は、そんな矢瀬の鼻先を、手に持っていた扇子せんすで殴りつけた。扇子から放たれた不可視の衝しよう撃げき波はを喰くらって、矢瀬の額ひたいがゴンと痛々しい音を鳴らす。

「二年続けて貴き様さまらの相手をするのは不本意だが、ほかの教師たちが、このクラスを受け持つのを嫌いやがってな。さすがの私も、学園長に泣いて土下座されては断り切れん」

「学園長が泣いて土下座って……俺たちはそこまで嫌われてるのかよ……」

　溜ため息いき混じりの那月の言葉に、古城は思いきり顔をしかめた。那月はこの手の話題では冗談を言わない。学園長が土下座したというのは、おそらく現実にあったことだ。

　那な月つきは、自覚してなかったのか、と言わんばかりの視線を古こ城じように向けてきて、

「まあいい。それよりも、暁あかつき。自覚といえば、貴き様さま、自分が本当にギリギリで進級できたというのはわかっているんだろうな？」

「あ、ああ。その節は皆様にも大変お世話になりまして──」

　ぐ、と喉のどを詰まらせながら、古城は那月に頭を下げた。

　度たび重かさなる出席日数不足と成績不振で、ほとんど留年が決まっていた古城は、那月の補習授業と浅あさ葱ぎの献けん身しん的てきな個人指導、そして矢や瀬ぜ家の口くち利ききによって、紙かみ一ひと重えで進級が許されたのだ。

　もちろんそこには、絃いと神がみ市し国こくの領主である第だい四よん真しん祖そが落第生というのは外聞が悪い、という政治的な理由と、そんな面倒な生徒はさっさと卒業させてしまいたい学校側の思惑もあったりするのだが。

「自覚してるのなら話は早い。今年は心を入れ替えて真ま面じ目めに勉学に励むんだな。これ以上は私も面倒を見きれんぞ」

「わかってるって」

　古城はうんざりしたように投げやりに手を振った。

「まあ、心配要らないだろ。ヴァトラーの野郎も異ノ境ドに行っちまったし、アヴローラの容態も安定してるし、政府間のゴタゴタも落ち着いてきたし、タルタロス・ラプスとか真祖大戦とか恩おん萊らい島とうみたいな騒さわぎは、そんな滅めつ多たに起きるものじゃないしな」

「そう願いたいものだな」

　那月がしかめっ面つらでうなずいた。過去一年足らずの間に古城が巻きこまれた膨ぼう大だいなトラブルの数を思えば、疑いたくなる彼女の気持ちも、まあわからないではない。

「ねえねえ、那月ちゃん。ところで、マゾ部の件って、どうなった？」

　その那月のドレスの袖そでをくいくいと引っ張って、浅葱が唐とう突とつに質問する。

「まぞぶ？」と古城は思わず訊きき返した。聞き覚えのない名前だ。

「担任教師をちゃん付けで呼ぶな」

　不ふ機き嫌げんな口調でそう言って、那月は二つ折りの書類を浅葱に突き返す。ちらりと見えたのは、『部活動新設申し込み書』の文字。顧こ問もんの欄らんには、浅葱の字で、那月の名前が書かれている。

「あれ？　なにこれ。ハンコ押されてないんだけど……」

　受け取った書類を見下ろして、浅葱はムッと眉まゆを寄せた。那月は冷ややかに息を吐き、

「そいつは却下だ」

「え？　なんで……!?」

「生徒会の規約くらい読んでおけ。部活の新設には専属の部員が五人以上必要だ」

「掛け持ちの部員は、人数に含まれないってこと？」

　そんなあ、と浅葱が肩を落とす。それでも那月は眉ひとつ動かさない。これ以上面倒を増やされてたまるか、と言いたげな素っ気ない態度で背中を向け、そのまま職員室へと戻っていく。

「浅あさ葱ぎ？　なにかやりたい部活があるのか？」

　高校二年にもなってなんで今いま更さら、と怪け訝げんな表情で古こ城じようが訊きいた。

　浅葱は少し呆あきれたようにまなじりを吊つり上げて、

「なにを他ひ人と事ごとみたいに言ってるのよ。あんたもやるのよ」

「俺おれが？」

「そ。魔ま族ぞく特とつ区く研究部。略してマゾ部。〝魔族特区〟の運営や、魔族の生活の実情について調査研究する部活動よ」

「……誰だれがやりたがるんだ、そんな面倒くさそうな部活」

　迷惑さを隠そうともせずに古城が呟つぶやく。すると浅葱は勝ち誇ったように華か麗れいに微笑ほほえんで、

「馬ば鹿かね。誰もやりたがらないのがいいのよ」

「は？」

「……あのな、古城。忘れてんのかも知んねーけど、おまえはいちおう独立国の首長っつーか、世界に四つしか存在しない夜の帝国ドミニオンの領主なんだぞ」

　やれやれ、と肩をすくめながら、矢や瀬ぜが気け怠だるそうに解説した。

「あ、ああ……」

　だからなんだよ、と古城は首をひねる。

「普ふ段だんの絃いと神がみ島じまの運営は人工島管理公社がやってっけど、そうはいっても、でかいトラブルが起きれば、おまえが出て行ってどうにかしなきゃなんねーんだよ。絃いと神がみ市し国こくの国防力ってのは、結局のところ第だい四よん真しん祖その戦せん闘とう力りよくにかかってるわけなんだから」

「そ、そうか」

　その理屈は理解できなくもなかった。ほかの三人の正統な真祖たちと違って、第四真祖には同じ血族の吸血鬼も、配下の魔族もいないのだ。小さな犯罪事件ならともかく、大規模な戦闘にでもなれば、古城が自ら出て行かざるを得ない。夜の帝国ドミニオンの領主というのは、そういう損な役回りなのだ。

「だから、人工島管理公社と直接つながってる中継基地が学校内にあったら、なにかと都合がいいでしょ、って話。部外者が近寄らなくて、なおかつ、あたしたちが頻ひん繁ぱんに出入りしても怪しまれないような」

「……それと魔族特区研究部と、なんの関係があるんだ？」

「正式な部活動として認められたら、校内に部室がもらえるでしょ」

「あ」

　そういうことか、と古城はようやく理解した。

　浅葱の目的は部活動ではなく、部室そのものというわけだ。そこに人工島管理公社と直結の通信設備や電子機器、あるいは例の有脚戦車ロボツトタンクをこっそり置いておくつもりだったのだろう。

「でも、五人か……掛け持ちが駄だ目めってことだと、ちょっと厳しいわね」

「部員を集めるだけなら簡単なんだけどな、古こ城じようや俺たちの正体を知ってて、協力してくれる生徒ってのはなあ……」

　突き返された申請書を眺ながめて、浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが頭を抱える。

　絃いと神がみ島じまは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟だ。魔族だからという理由で、おおっぴらに差別されるようなことはない。彩さい海かい学がく園えんにも魔族の生徒はいるし、教師である那な月つきに至っては、〝魔族殺し〟の異い名みようを持つ強力な魔女である。自分が吸血鬼化したことを古城がひた隠しにしていたのは、魔族恐怖症である妹の凪なぎ沙さに嫌われたくないという、極めて個人的な動機によるものだ。

　では、その凪沙に秘密がバレてしまった以上、古城が正体を隠す意味はなくなったのか、といわれると、そう単純な話でもないのだった。

　なにしろ第だい四よん真しん祖そといえば、悪あく名めい高き世界最強の吸血鬼だ。世界中のどこで、どんな恨みを買っているか知れたものではない。度たび重かさなる眷けん獣じゆうの暴走でこの絃神島に与えた損害額だけでも、軽く一千億円を超えている。

　公式には第四真祖の存在を否定することで、今はまだどうにか誤ご魔ま化かせているが、うっかり正体が特定されて訴訟でも起こされた日には、古城は確実に破産する。

　そんなこんなで、古城は今でも自分の正体を隠し続けている。そのあたりの面倒な事情は、〝カインの巫み女こ〟である浅葱や、矢瀬財ざい閥ばつの新しん総そう帥すいである矢瀬も似たようなものだ。

　とはいえ、魔族特区研究部の目的を考えれば、遅かれ早かれ、身内である部員たちには秘密をバラさざるを得ないだろう。古城たちの正体を知った上で秘密を厳守し、危険を伴うかもしれない活動に協力してくれる。そんな都合のいい生徒が、そうそういるとは思えない。

「──ていうか、どうしてこんなわけのわらん部活に、簡単に部員が集まると思ったんだ？」

　謎なぞの自信に満ちた矢瀬の態度に疑問を覚えて、古城が訊きいた。

　矢瀬はニヤリと愉たのしそうに目を細め、

「そんなもん、浅葱と姫ひめ柊らぎちゃんがアニメキャラのコスプレでもして、勧誘すれば楽勝だろ。なんかこう身体からだにぴっちりフィットした、露ろ出しゆつの高いエロい感じの──」

「なんでアニメキャラのコスプレなのよ……」

　浅葱が、心底嫌いやそうに頰ほおを引ひき攣つらせて矢瀬を睨にらむ。矢瀬は真顔で目を瞬またたいて、

「もちろんレースクイーンでもバニーガールでも俺は構わんが……」

「だからやらないってば！　それをいうなら、あんたと古城がバニースーツ着るなり脱ぐなりすればいいでしょ!?」

「なんで俺を巻きこんだ……!?　そもそも姫柊が部員になるのは確定なのかよ……？」

　古城が冷静にツッコミを入れるが、矢瀬と浅葱はそれを冷たく聞き流す。どうやら彼らの間では、雪ゆき菜なは当然のように部員の頭数に含まれているらしい。

「お倫りんに頼もうと思ったんだけど、あの子、今年から生徒会役員になっちゃったのよね」

「凪なぎ沙さちゃんはチア部だし、叶かな瀬せちゃんはボラ部だしな」

「第だい四よん真しん祖そっていうわりには、案外、人望ないわよね」

「うるせえよ！」

　浅あさ葱ぎたちの身勝手な物言いに、古こ城じようは短く反論した。ちなみにチア部とはチアリーディング部、ボラ部はボランティア部の略称である。

「……待てよ。部員って、中等部の生徒でも構わないのか？」

　古城がなにか重要なことを思い出したように顔を上げた。

「そうね。たぶんそのはずだけど」

　申請書の規約に目を落としながら、浅葱がうなずく。矢や瀬ぜが意外そうに眉を上げ、

「誰か心当たりがあるのか？」

「まあ、いちおう」

　古城は曖あい昧まいにうなずいて、中等部の校舎へと視線を向けた。

「本人が入部を承知するかどうかはわからないけどな」

　　　　　　　　　　３

　新学期初日ということで、その日の授業は午前中だけで終わった。真昼の強い陽ひ射ざしの下、生徒たちはぞろぞろと校門をくぐって帰路につく。

　その同世代の集団の中に、約一名、ひときわ目立つ少女の姿があった。

　彫りの深い端たん整せいな顔立ちと、印象的な大きな瞳ひとみ。

　そして純白の長い髪。

　鬼族オグレスと呼ばれる希少種の魔ま族ぞくにして、聖団ギセラの修女騎士パラデイネス最後の生き残り──香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラである。

　雫梨と並んで歩いていたのは、同級生とおぼしき女子が二人。帰る方角が違うのか、校門を出たところで彼女たちはバイバイと雫梨に手を振った。

「シズリン、手伝ってくれてありがとね」

「じゃあね、シズリン。また明日ー」

「ご機き嫌げんようですわ」

　愛あい想そよくにこやかに友人たちに手を振って、雫梨はモノレールの駅の方角へと歩き出す。

　その雫梨が、突然ギョッとしたように足を止めた。彼女が出てくるのを待ち構えていた古城の存在に気づいたのだ。

「よう、カス子。元気そうだな」

「暁あかつき古城……？　わ、わたくしを待っていたんですの？」

　一いつ瞬しゆん、キラキラと表情を輝かがやかせた雫梨だが、慌あわててそれを誤ご魔ま化かすように、殊こと更さらに素っ気なく訊きき返す。古城は、そんな雫梨の内心の葛かつ藤とうにも気づかず、遠ざかる彼女の同級生たちをなぜか感心したように見送って、

「意外にちゃんとクラスになじんでるんだな。浮きまくってるかと思って心配してたんだが」

「余計なお世話ですわ！　わたくしにも人並みの社交術の心得くらいありましてよ」

　本気で安あん堵どした様子の古こ城じようを睨にらんで、雫しず梨りが長い溜ため息いきをつく。

　そして雫梨は、何気なく古城の背後に目を留めた。そこに気配もなく立っていたのは、黒いギグケースを背負った小柄な女子生徒だ。

「ひっ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な──！」

　怯おびえたように頰ほおを強こわ張ばらせた雫梨が、咄とつ嗟さに自分の腰に手を当てた。本来そこにあるはずの、深紅の長ちよう剣けんを引き抜こうとしたのだ。しかし、もちろん学校帰りの女子中学生の腰に剣はない。丸腰であることを自覚して、雫梨の瞳ひとみに絶望が浮かぶ。

　対する雪菜も反射的に重心を落として、背中のギグケースに手を掛けていた。ケースの中に格納された銀色の槍やりを引き抜こうとしたのだ。

「ま、待て！　落ち着け！　べつに姫柊もおまえと喧けん嘩かしにきたわけじゃねーから！　姫柊も挑ちよう発はつに乗ってんじゃねえ！」

　慌あわてて彼女たちの間に割りこんだ古城が、睨み合う二人をたしなめる。渋々と臨りん戦せん態たい勢せいを解ときつつも、雪菜と雫梨はそれぞれ警けい戒かいしたように身構えたままだ。

「違うんです。わたしは、その、殺気を感じたので、つい──」

「わたくしのは単なる自衛行動ですわ……！　その女がいきなり出てきて脅おどかすから──」

　気まずげな雪菜の言い訳に、雫梨がすぐさま反論する。以前、本気で戦って殴り倒されて以来、雫梨は、雪菜に妙な対抗意識を燃やしているのだ。

「コホン。それで……喧嘩が目的ではなかったら、いったいなんの用ですの？」

　どうにか落ち着きを取り戻した雫梨が、取とり繕つくろうように咳せき払ばらいをして古城に訊きいてくる。

　古城は、どこから話を切り出すべきか迷って、

「えーと、まあ、部活の勧誘かな。説明すると長くなるんだが……」

「……あなた、なにを企たくらんでますの？」

　当然ながら、雫梨は、胡う散さんくさいものを見るような眼まな差ざしを古城に向けてきた。実にわかりやすい反応だ。古城は困ったようにガリガリと頭をかいて、

「とりあえず場所を変えようぜ。さすがにここは目立ちすぎる」

「……人前では出来ないような話ですの？」

「だから、部活の話だって言ってんだろうが！」

　なおも警戒を続ける雫梨を、古城は必死に説得する。

　雫梨の容姿はとにかく人目を惹ひくし、注目されるという意味では雪菜も同じだ。彼女たちと一緒にいるだけで、どんな噂うわさが流れるかわかったものではなかった。

「仕方ありませんわね。それで、どこに行きますの？」

　さすがに自分が目立つことは自覚しているのか、雫しず梨りが仕方なく説得に応じてくる。

　特になにも考えていなかった古こ城じようは、どうしたものかな、と少し悩んで、

「そうだな。今日は校内のカフェテリアもやってないしな」

「駅の北口のゴエティアコーヒーはどうですか？　この時間帯ならまだ空すいてるはずですし」

「そうか。じゃあ、そこでいいか──」

　雪ゆき菜なの控えめな提案に、あっさりと賛同する古城。そのやりとりを眺ながめていた雫梨は、どこか不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、

「わたくしは紅茶のお店を所望しますわ。コーヒーなんて、あのような粗野な飲み物……！」

「いや、おまえ、恩おん萊らい島とうではコーヒーもガブガブ飲んでたじゃねーかよ」

「あ、あれは、古城がわたくしのために淹いれたコーヒーだから、仕方なくですわ！」

　古城の冷静なツッコミに、赤面しながら雫梨が言い返す。

　それを聞いた雪菜の顔から、スッと表情が抜け落ちた。彼女はそっと寄り添うように古城に近づき、さも偶然思い出したかのように口を開く。

「先輩は、ゴエティアのパンケーキがお好きでしたよね。クリームとナッツの」

「ああ。あれは美う味まいよな。てか、姫ひめ柊らぎ、よく覚えてたな」

「前に、わたしと二人で入ったときに美お味いしそうに食べてましたから」

　さりげなく牽けん制せいするように微笑ほほえむ雪菜を、雫梨がムッと睨にらみつけた。まるで雪菜に対抗するように、雫梨は古城の右腕をつかんで、

「断固として紅茶を要求しますわ」

「いいえ、コーヒーです！」

　古城を挟はさんだ反対側から、妙に頑かたくなに言い張る雪菜。

「どっちでもいいだろ、そんなもの」

　二人に背後から詰め寄られて、古城は思わず天を仰あおいだ。異様に目立つ少女二人に挟まれた古城の姿を、行き交う生徒たちが生なま温あたたかな瞳ひとみで眺ながめていた。

「で、結局、自販機なのかよ……」

　古城は学校近くの公園のベンチに座って、人生に疲れたような深い溜ため息いきをついた。

　右手に握にぎっているのは飲みかけの炭酸飲料。雪菜と雫梨が最後まで主張を譲ゆずらなかった結果、なぜか公園の自販機で好きなものを買え、という結論になったのだ。

「姫柊センパイが大人げなく意地を張るからですわ」

　ペットボトルの紅茶を啜すすりながら、フェンスにもたれた雫梨が言う。雪菜に対する先輩という敬称には、どことなく皮肉めいた響ひびきがあった。

「そ、それはあなたが……！」

　反射的になにか言い返そうとした雪菜を、まあまあ、と古城がどうにか押しとどめる。古城たちは今回いちおう、雫しず梨りを勧誘する立場なのだ。

「それで、さっきの魔ま族ぞく特とつ区く研究部の話だけど、どうだ、カス子？」

　誰だれがカス子ですの、と言いたげに、雫梨がギロリと古こ城じようを睨にらんだ。そして彼女は短い溜ため息いきを洩もらして、

「まあ、おおよその事情はわかりましたわ。入部するのはやぶさかではありませんけど」

「そうか。助かる」

　面倒な勧誘があっさり片付いたことに、古城はホッと息を吐く。

「ですけど、具体的にわたくしはいったいなにをすればいいんですの？」

「普ふ段だんはなにもしなくていいんじゃねーかな。要は問題が起きなきゃいいんだし」

　当然とも思える雫梨の疑問に、古城は肩をすくめて無責任に答えた。

「問題が起きるというのは、絃いと神がみ島じまが危険にさらされるということですわよね？」

「まあな。そもそも魔族特区研究部を創つくるのは、絃神島になんかあったときのためだしな」

「万一の場合には、戦せん闘とうもあり得ると」

　雫梨が、なぜか雪ゆき菜なを睨んで言う。もちろん、とうなずきながらも雪菜は目を逸そらさない。

　再び流れ始めた険悪な空気に、古城は若じやつ干かんの不安を覚えて、

「いや、べつにカス子が戦う必要はないんだが──」

「古城の面倒を見るのは、香か菅すが谷や班の元班長であるわたくしの務めですし、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスとして、当然、協力して差し上げますわ」

　古城の言葉を途中で遮さえぎって、雫梨がきっぱりと言い切った。その迫力に古城は、お、おう、と圧倒される。今いま更さら、仮想現実の中での肩書きを持ち出されても正直困るが、雫梨が部活動にやる気を出してくれたのはいいことだ。

「香菅谷班といえば、天あま瀬せたちは最近どうしてる？」

　古城は、ふと恩おん萊らい島とう時代の仲間のことを思い出して質問した。

　恩萊島の結界から解放されて以来、雫梨は絃いと神がみ新しん島とうに造られた帰還者用の団地で、優ゆ乃のとルームシェアして暮らしているのだ。

「優乃さんと琉る威いさんは、先々週から民間攻こう魔ま師しのお仕事を始めてますわ」

　雫梨が、爪つま先さきで地面に落書きしながら、どことなく拗すねたような口調で言う。

「……民間攻魔師？」

　聞き慣れない職業名に古城が首を傾かしげ、

「企業や個人からの依頼を受けて、魔族や魔術関連のトラブル解決を担当する職業です。除じよ霊れいや呪じゆ詛その解呪、あとはボディガードや警けい備び関係のお仕事も」

　そうフォローしたのは雪菜だった。

「私立探たん偵ていの魔術師版みたいな感じか。あいつらには向いてるかもな」

　古城が羨うらやましげな表情で低く唸うなった。優乃は近接格かく闘とう戦せんにおける高い戦闘力と、獣じゆう人じん特有の鋭えい敏びんな感覚を持つ優れた探たん索さく者しや。琉る威いは優秀な狙そ撃げき手しゆで、かつ苦手分野を持たない万能の魔ま術じゆつ師しだ。民間攻魔師の仕事には、大規模破壊しか能のない第だい四よん真しん祖そなんかよりもよっぽど適任である。

　それになにより独立した事務所を構えた専門家プロフエツシヨナルというイメージが、男心をくすぐる感じで素直に恰かつ好こういい。古こ城じようとしても憧あこがれを感じずにはいられない。

　そして雫しず梨りは、自分だけ仲間はずれにされたのが面白くないのか、

「攻魔業法の年齢制限がなければ、わたくしも一緒に働けたのですけど……！」

　ふて腐くされたような表情でそう呟つぶやいた。

　恩おん萊らい島とうでの体験のせいで大人びてはいるものの、雫梨の実年齢はまだ十四歳。そのせいで彼女は民間攻魔師の営ラ業イ許セ可ン証スが取れなかったのだ。

「まったく、ライセンスの取得に中卒資格が必要ってなんですの!?」

「なんですのって言われても、中学は義務教育だしな……まあ、おかげでおまえがウチの学校に来てくれたんだから、俺おれとしては嬉うれしかったけど」

「そ、それはどういう意味ですの？　わたくしと一緒の学校に通いたかったという……？」

　雫梨が頰ほおを赤らめながら、声を上うわ擦ずらせて訊きいてきた。雪ゆき菜なが感情のない瞳ひとみで古城を見る。

　古城は、彼女たちの反応を意外そうに見返して、

「いや、マゾ部の部員を集めるのが楽だったという意味だけど」

「あ……あなたはそういう吸血鬼ニンゲンでしたわね……」

　一いつ瞬しゆんでも期待してしまった自分を恥じるように、雫梨がぐったりとうなだれた。彼女に同情するように雪菜が小さく首を振る。

　木琴の音色に似た電子音が、どこからともなく流れ出したのはその直後だった。わたわたと少し慌あわてた様子で、雫梨がバッグからスマートフォンを出す。

「優ゆ乃のさんからですわ……」

　画面に表示された名前を見て、雫梨が訝いぶかしむように呟いた。噂うわさをすれば影というが、あまりにもいいタイミングで電話がかかってきたからだ。

「はい。もしもし……え？　はい、香か菅すが谷や雫梨はわたくしですけれど……」

　電話に応答した雫梨が、不意に声を硬くした。

　通話相手が優乃ではなかったのか、妙によそよそしい口調に変わる。スマートフォンを握にぎりしめた雫梨の指先が、硬く強こわ張ばって小刻みに震ふるえている。

「待ってくださいまし、それはいったいどういう……は……はい……」

　スマートフォンを耳に押し当てたまま、雫梨がふらふらと後退した。

　彼女の異様な反応に、古城と雪菜が真顔になって立ち上がる。

「どうした、カス子？」

　倒れこみそうになる雫梨を支えて、古城が訊いた。

　どうにか答えようとする雫しず梨りだが、声を詰まらせるだけで言葉が出ない。彼女の唇くちびるは血の気けをなくして、凍こごえたように白くなっている。

「琉る威いさんと、優ゆ乃のさんが……仕事中に魔ま獣じゆうに遭そう遇ぐうして……意識不明の重体、って……」

　必死で呼吸を整えながら、雫梨がたどたどしい口調で言った。

「あの二人が……噓うそだろ……？」

「魔獣……？」

　古こ城じようが啞あ然ぜんとしたようにうめき、雪ゆき菜なの表情が真剣なものに変わる。

　その古城たちの前で、雫梨の身体からだがぐらりと揺れた。ショックで立ちくらみを起こしたのだ。

　魔獣の襲しゆう撃げきで、仲間たちが負傷した──その事実が、恩おん萊らい島とうの迷宮カルケリで刻みつけられた恐怖を呼び覚ましたのかもしれない。

「香か菅すが谷やさん！」

「カス子！」

　倒れこむ雫梨を、雪菜と古城が同時に抱き止めた。

　二人に強く抱きしめられて、それでも雫梨は、いつまでも弱々しく震ふるえていた。

　　　　　　　　　　４

　優乃の意識が戻ったという連絡を受けたのは、古城たちが病院に辿たどり着く直前のことだった。

　彼女たちの入院先は、人工島北地区アイランド・ノースにある魔族医療専門の救急病院だ。受付で面会の許可を得て、古城たちは真まっ直すぐに優乃の病室へと向かう。

「優乃さん！　無事ですの!?」

　最初に病室に入ったのは雫梨だった。貼はり出された患者名のプレートを確認するなり、ノックもせずにドアを開け、息を切らせたまま病室に走りこむ。

　そして雫梨は愕がく然ぜんと息を吞のみ、石像と化したように固まった。

　彼女が魔族だからということもあり、優乃には個室があてがわれていた。患者用のベッドの隣となりには、三十歳前後とおぼしき女性医師と、若い看護師の姿がある。

　そしてベッドの上にいたのは、上半身裸の優乃だった。優乃の脇わきには体温計が挟はさまれ、医師が聴ちよう診しん器きを彼女の背中に当てている。ちょうど診察の途中だったのだ。

　包帯とガーゼの隙すき間まからのぞいているのは、小柄な身体に不似合いな豊かな胸の膨ふくらみだ。

「天あま瀬せ、もう起きて大丈夫なのか……って……え!?」
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　開けっ放しのドアをくぐって病室に入ってきた古城が、一いつ瞬しゆん、驚おどろきに目を見張り、

「──って、み、見るなああああああああっ！」

　ぐるり、とその場で旋せん回かいした雫梨が、古城の首元へと全力のラリアットを叩たたきこむ。突然の奇き襲しゆうに受け身も取れず、古城は仰あお向むけに廊ろう下かへと吹き飛んだ。すべては刹せつ那なの出来事だ。

　前触れもなく病室で起きたその惨さん劇げきを、優ゆ乃のたちは呆ぼう然ぜんと目を丸くして見つめていた。

「──心配かけてごめんね、シズリン。コジコジも、わざわざ来てくれてありがとね」

　数分後。無事に診察を終えた優乃が、あらためて古こ城じようたちを出迎える。

　彼女の両腕は包帯まみれで、右脚にはごついギプスが嵌はまったままだが、顔色はそれほど悪くない。むしろ強烈なプロレス技を喰くらった直後の古城のほうが、よほどひどい顔をしている。

「あなたたちは？　患者のお友達？」

　女性医師が、冷淡な目つきで古城たちを睨にらんで訊きいた。彼女の態度がきついのは、もちろん雫しず梨りがやらかした暴力行為と無関係ではないだろう。

　そんな医師の前に歩み出たのは、雪ゆき菜なだった。彼女が取り出した攻魔師免許Ｃカードを見て、医師は意外そうに目を細める。

「獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ──国こつ家か攻こう魔ま官かんです。状況のご説明をお願いします」

「そう……あなたも国家攻魔官なの」

　医師が短く溜ため息いきをついた。雪菜のような少女が攻魔官と聞かされても、特に驚おどろいている様子はなかった。逆に納得しているような印象すら受ける。

「説明と言われても、ここはただの病院だから。患者の容態くらいしか答えられないけど」

「お願いします」

　医師の奇妙な反応に、戸惑いながらも雪ゆき菜なが答える。患者の意思を確認するように、医師は優ゆ乃のと目を合わせ、優乃がうなずくのを待って、事務的な口調で話を切り出した。

「彼女──天あま瀬せさんの負傷は、強い衝しよう撃げきによる内臓の損傷、および肋ろつ骨こつ四本と大だい腿たい骨こつの骨折。常じよう人じんなら全治六カ月ってところね。まあ、彼女の場合は獣じゆう人じん種しゆだから、一週間もあれば退院できるわ。後遺症も残らない」

「宮みや住ずみは？」

　この場にいない琉る威いの容よう態たいについて、古こ城じようが訊きいた。それはおそらく、優乃も気にしている情報のはずだ。

「一緒に運ばれてきた男の子？」

「ああ」

「負傷の程度は、彼のほうがだいぶ軽いわね。手術の必要もないくらい」

「そ、そうか」

　古城が表情を明るくした。雫しず梨りも安心したように胸を撫なで下ろす。しかし言葉とは裏腹に、医師の顔色は冴さえなかった。

「ただし彼の場合は失血が酷ひどくて、意識がまだ戻ってないわ」

「失血……？」

「輸血しても駄目なんですの？」

　古城と雫梨が、驚おどろいて医師に詰め寄った。

　その勢いに気け圧おされたように医師は一いつ瞬しゆん、言葉を切って、

「ああ、ごめんなさい。失血というのは言葉のあやよ。彼の場合、血液そのものが不足しているわけじゃないの。問題なのは流れ出した血液の量じゃなくて、血液中に含まれている精気の枯こ渇かつ。Ｄ種に大量に生命力を奪うばわれた状態に近い、といえばわかりやすい？」

「Ｄ種って……吸血鬼か？」

　古城の表情が険しさを増す。自分自身の立場を思えば、琉威が血を奪われたという医師の仮説には、過敏に反応せざるを得ない。

「あくまでも喩たとえよ。あえてよく似た症例を探すと、そうなるというだけの話。これ以上は精密検査の結果が出るまでなにも言えないわ」

　医師が突き放すような口調で言った。

「わかりました。ご協力、感謝します」

　雪ゆき菜なが礼儀正しく頭を下げた。医師は無言で肩をすくめる。雪菜は、そのままベッドの上の優乃に視線を向けて、

「このまま天瀬さんに少し話を聞いても？」

「あたしはいいんだけど、教えてあげられることがほとんどないんだよね。触しよく手しゆっぽいのを相手にするだけで精いっぱいだったから。結局、相手の本体もよく見えなかったし」

　医師が承しよう諾だくする前に、優ゆ乃のがリクライニング式のベッドにもたれたまま答えてくる。

　それは古こ城じようたちにとって意外な情報だった。優乃や琉る威いほどの使い手が、魔ま獣じゆうの本体ですらない、触しよく手しゆを相手に苦戦するとは思ってもみなかったからだ。

「触手って、タコの脚みたいなやつってことか？」

　古城の疑問に、優乃は、うーん、と少し迷って首を振る。

「タコというよりはウナギかなあ……最初は、それが本体かと思ったんだけどね」

「触手だけで、一般的な魔獣と同等の大きさだったということですの？」

　驚おどろいて訊きき返したのは雫しず梨りだった。

「一般的かどうかは知らないけど、殴り合いができるくらいには大きかったよ。あたしが遭そう遇ぐうしただけでも、十四、五本はあったかな」

「な……」

　雫梨が今度こそ絶句する。どうやら優乃たちが遭遇したのは単なる魔獣などではなく、想像を遥はるかに超える化け物だったらしい。並みの魔獣と同等の触手が十数本。優乃たちが苦戦するのも当然だ。

「事故の状況なら、建設会社の人から聞いたほうがいいんじゃないかしら」

　優乃の疲労を心配したのか、医師が、古城たちの質問を遮さえぎるようにそう言った。

「建設会社の人、というのは？」

　誰だれですの、と雫梨が訊き返す。医師は、横たわる優乃をちらりと一いち瞥べつして、

「天あま瀬せさんの依頼主なんでしょう？　彼は軽傷よ。今は二階の談話室にいるんじゃないかしら。あなたのお仲間が事情を聞きたいって言ってたから」

「……ありがとうございます」

　雪ゆき菜なが医師にあらためて頭を下げた。

　傷ついた優乃に事故の状況を思い出させるのはたしかに残ざん酷こくだし、これ以上の新たな情報が引き出せるとも思えない。古城は雪菜とうなずき合って優乃の病室を後にする。

　雫梨は、そのまま優乃に付き添うべきか少し迷って、結局、古城たちについてくることにしたらしい。優乃たちを傷つけた魔獣の正体が気になって仕方ないのだろう。

「姫ひめ柊らぎのお仲間って、いったい誰のことだ？」

　病棟の階段を下りながら、雪菜を振り返って古城が訊きいた。

「わかりません」と雪菜が首を振る。「魔獣対策は獅し子し王おう機き関かんの管かん轄かつではありませんし……特区警備隊アイランド・ガードの攻魔官でしょうか？」

「誰だれかは知りませんが余計な真ま似ねを！」雫梨がギリッと攻撃的に奥歯を鳴らした。「優乃さんたちの敵かたき討うちはわたくしの役目ですのに！」

「いやいや、カス子は天瀬たちについててやれよ。宮みや住ずみのことも心配だし、入院の手続きとか、いろいろ大変だろ。魔獣退治は俺おれがやるから」

　すっかり戦やる気になっている雫しず梨りを不安そうに眺ながめて、古こ城じようが言う。

　その古城の最後の発言を、雪ゆき菜なが慌あわてて咎とがめ立てた。

「駄だ目めです、先輩。魔ま獣じゆう相手に第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを使うつもりですか？　そんなことをしたら、街にどれだけの被害が出るか……」

「だけど、あの天あま瀬せたちを病院送りにするような魔獣なんだぞ。野放しにしてたら、それこそ大だい惨さん事じになりかねないだろ」

「ですから先輩の代わりにわたしが調べます」

　まるでわかりきったことを告げるような口調で、雪菜がきっぱりと言い切った。

　それを隣となりで聞いていた雫梨がギョッとする。

「は!?　どうしてそうなるんですの!?」

「先輩の監視役として、当然の判断です。第四真祖による大規模破壊行為を未然に防ぐのが、獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとしての任務ですから」

「そんなこと関係ありませんわ！　被害に遭あったのは、わたくしの友人ですのよ！　このまま危険な魔獣を放置するのは、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスの名折れですわ！」

「香か菅すが谷やさんは民間人なんですから、おとなしく学校に通っていてください！」

「あなただって同じ学校の生徒でしょう!?　そもそもこんなときのための魔族特区研究部ではなかったんですの!?」

「あー……おい、姫ひめ柊らぎ。カス子も、ちょっと落ち着けって……」

　睨にらみ合う二人をなだめようと古城が横から声をかけるが、

「わたしは冷静です！」

「古城は黙だまっててくださいまし！」

　逆に彼女たちに一いつ喝かつされて、古城はすごすごと引き下がる。そんな世界最強の吸血鬼の代わりに雪菜たちを諫いさめたのは、どことなく気け怠だるげな冷たい声だった。

「少し騒そう々ぞうしくてよ、あなたたち。病院では静かにしろと、子どものころに教わらなくて？」

「え……？」

　聞き覚えのあるその声に、古城がハッとして振り返る。

　真っ白な壁を背景に立っていたのは、ほっそりとした人影だった。

　古風な長い黒髪に、同じく古風な黒いセーラー服を着ている。綺き麗れいな顔立ちの少女ではあったが、世を拗すねたような目つきのせいで、どことなく近寄りがたい印象を受ける。

「おまえ……！」

「妃き崎さきさん!?」

　政府太たい史し局きよくの六りく刃じん神しん官かん──妃崎霧きり葉はの唐とう突とつな出現に、古城と雪菜は壊れた電子機器のように硬直フリーズした。

　ただ一人、霧葉と初対面の雫梨だけが、途方に暮れたように立ち尽くす古城たちを眺ながめて、

「……誰だれ？」

　と不思議そうに首を傾かしげていた。
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　霧きり葉はは小さなカメラバッグを右手に提さげ、左肩に大型の三脚ケースを背せ負おっていた。事情を知らない人間には、写真好きの女子高生にしか見えない姿だ。もちろん三脚ケースの中身が、六りく刃じん神しん官かんの専用装備である双叉槍スピアフオークだなどとわかるはずもない。

　特に外国育ちの雫しず梨りにとっては、太たい史し局きよくという名前すら、おそらく聞いたこともないはずだ。

　それでも霧葉がただ者ではないと、動物的な直感で見抜いたのだろう。見知らぬ人間を警けい戒かいする野生の狼おおかみのように、間合いを開けて霧葉を睨にらんでいる。

　霧葉は、そんな雫梨を愉ゆ快かいそうに眺ながめながら、談話室のソファに座って脚を組んでいた。

　決して行ぎよう儀ぎが悪いわけではないのだが、どことなく偉そうに見えるのは、女王様っぽい彼女の見た目と、人を小こ馬ば鹿かにしたような表情のせいだろう。

「妃き崎さきさん……どうして太史局の六刃神官がこんなところに？」

　対面の椅い子すに座った雪ゆき菜なが、迷惑そうに霧葉を見つめて訊きいた。

　医師が言っていた雪菜の仲間の国こつ家か攻こう魔ま官かんというのは、どうやら霧葉のことだったらしい。たしかにある意味、同類なかまには違いない。だが、同じ政府直ちよつ轄かつの特務機関でも、太史局は、雪菜たち獅し子し王おう機き関かんと微妙に利害が異なる組織だ。

　特に雪菜は、霧葉と本気の殺し合いを演じたことも、逆に共きよう闘とうしたこともある。そのせいで、どう反応すればいいかわからずに戸惑っているのだろう。

「心外ね。どうして、はこちらの台詞せりふだわ」

　逆に雪菜を責めるように、霧葉が長い溜ため息いきを洩もらす。

「獅子王機関の任務は大規模魔ま導どう犯罪の捜査。魔ま獣じゆう退治は太史局の管轄よ。違って？」

「それは、そう……ですけど」

「そんなわけで、絃いと神がみ島じまに出現した未確認魔獣の対策は、太史局の六刃たる私が担当するわ。これは絃神島人工島管理公社からの正式な依頼に基もとづく、日本政府の決定よ、姫ひめ柊らぎ雪菜」

　霧葉の高圧的な宣告に、雪菜は、なにも言い返せないまま沈ちん黙もくした。

　獅子王機関の剣けん巫なぎが対魔族戦闘に特化しているのと同様に、六刃神官は魔獣退治の専門家だ。

　その六刃の一人である霧葉が魔獣対策に乗り出すのは、当然すぎるほど当然のことで、雪菜に反論の余地はない。唯一、気がかりなのは太史局の対応が早すぎることだが、その迅速さは賞賛されこそすれ、文句を言われる筋合いのものではなかった。

「な……納得がいきませんわ！　そもそもなんですの、この偉そうな女は！」

　一方、霧葉の素す性じようを知らない雫梨が、空気を読まずに猛もう然ぜんと抗議する。

「おいこら、カス子。やめとけって！」

「な、なにをするんですの、古こ城じよう!?　離しなさい！　って、どこを触って……!?」

　古城に後ろから羽は交がい締じめにされて、雫しず梨りがじたばたと手脚を振り回す。

　めずらしい動物を見るような眼まな差ざしで、取っ組み合う古城たちを眺ながめていた霧きり葉はは、不意になにかに気づいたように、雫梨の頭に目を留めた。

「……あなた、鬼族オグレス？」

「だ、だったらなんですの？」

　無意識に左右の角つのを両手で隠して、雫梨が怯おびえたような声を出す。髪型を工夫して髪飾りのように見せてはいるが、以前のように頭巾ウインプルで隠しているわけではない。見る者が見れば、彼女が鬼族オグレスというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「暁あかつき古城とどういう関係なの？」

「そんなこと、あ、あなたに教える義理はありませんわ！」

「ふぅん……これはまた面白い愛人を見つけてきたものね、暁古城」

　攻撃的な雫梨の発言をさらりと受け流して、霧葉が感心したように呟つぶやいた。

「だ、誰が愛人かっ……！」

　なおも猛たけり狂ったように喚わめき散らす雫梨だが、霧葉はとっくに彼女に興味をなくして、退屈そうに自分の髪を指先で弄いじり始める。そんな霧葉の舐なめた態度に、更さらに激げつ昂こうする雫梨。

　古城はやれやれと疲れたように首を振る。霧葉が苦手なのは、実は古城も同じなのだ。

「妃き崎さき。魔ま獣じゆうの被害に遭あった民間攻魔師が、俺たちの連れなんだ。話くらい聞かせろよ」

「ああ、そういうこと」

　霧葉が少しだけ表情を和やわらげた。考えてみれば当然だが、実は彼女のほうでも、古城たちが事件に関かかわってきた理由がわからず、密ひそかに警けい戒かいしていたらしい。

「そういうことなら聞かせてあげなくもないけれど、私の情報は高くついてよ？」

「金を取るのかよ!?」

　おまえいちおう公務員だろ、と思わず本気で抗議する古城。霧葉は愉たのしそうに目を細め、

「まさか。そうね。今夜ひと晩、あなたが私につき合うというのはどう？」

「妃崎さんっ……！」

「あ、あなたなにを考えてますの!?」

「ふふ、恐こわいわね、冗談よ」

　雪ゆき菜なと雫梨の初うい々ういしい反応を眺めて、霧葉がクックッと腹を抱えて笑い出す。隙すきのない霧葉にしてはめずらしい、ごく普通の少女のような表情だ。

「正直に言うと、今はまだ、聞かせてあげられるほどの情報がないのよ。魔獣に遭そう遇ぐうした建設会社の作業員は、ほとんどなにも見てないそうよ。現場は暗かったし、逃げるのに必死だったみたいだから。ひどく興奮してて、証言も一定しないし」

「まあ、普通の人間ならそんなもんだよな」

　なんの証拠のない霧きり葉はの言葉を、古こ城じようは素直に信用した。今回に限っては彼女が古城たちを騙だます理由がないし、証言の内容にも信しん憑ぴよう性せいがある。

「そんな足手まといを無事に地上まで連れ帰ったのだから、民間攻こう魔ま師しの二人は、あの怪け我がでよくやったと思うわ。作業員も感謝してたわよ」

　霧葉が本気で優ゆ乃のたちに感心しているように呟つぶやいて、

「優乃さんと琉る威いさんなら、当然ですわ」

　雫しず梨りが少し誇らしげにそう言った。霧葉は静かに微笑ほほえんでうなずき、

「とにかく作業員の証言ではっきりしたのは、魔ま獣じゆうの出現地点の正確な場所だけね。これから太史局ウチのスタッフを連れて、現場検証に行くわ。その結果次第では、あなたにも協力してもらうわよ。よろしくて、暁あかつき古城？」

「高くつくってのは、そういうことか」

　古城は諦てい観かんしたように短い溜ため息いきをついた。霧葉に借りを作ってその程度の代だい償しようで済むのなら、むしろ幸運だったのではないかと、少し自じ虐ぎやく的てきに考える。

　用は済んだわね、と言わんばかりに霧葉は荷物を抱えて立ち上がり、談話室の出口に向かって歩き出す。そして彼女は、ふと思い出したように雪ゆき菜なの隣となりで足を止め、

「ところで、姫ひめ柊らぎ雪菜。ひとつ質問があるのだけど」

「わたしに、ですか？」

　雪菜が驚おどろいたように霧葉を見返した。霧葉は、そんな雪菜の瞳ひとみをじっとのぞきこみ、

「あなたと暁古城の関係に、なにか変わったことはない？」

「は、はい？」

　予想外の角度から放りこまれた霧葉の質問に、雪菜は咄とつ嗟さに反応できずに固まった。

「それは、どういう意味ですか？」

「べつになにもなければいいのよ。ただ、少し気になっただけ」

　そう言って霧葉は、雪菜の左手に視線を落とす。雪菜の薬指に嵌はまっているのは、〝雪せつ霞か狼ろう〟によく似た材質で造られた銀色の指輪だ。

「今回の魔獣騒さわぎもそうだけど、敵は、いつだって意外なところに潜ひそんでいるものよ」

　雪菜の耳元でそっと囁ささやき、霧葉はそのまま挨あい拶さつもせずに去って行く。

　彼女の囁きは古城たちの耳に、妙に印象的な余よ韻いんを残していつまでも響ひびいていた。
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「慣れないことはするものじゃないわね」

　ケミカルライトに照らされた通路の薄うす闇やみの中で、霧葉は自じ嘲ちようするようにそう呟いた。

　絃いと神がみ新しん島とう第だい六ろく島群クラスタ──昨日、民間攻こう魔ま師し二名が未ア確ン認ノ魔ウ獣ンと遭そう遇ぐうした地下街だ。

　地上では、そろそろ夜が明けたころだろう。霧きり葉はが魔ま獣じゆうの本格的な追跡を始めたのは、深夜零れい時じを過ぎてからのことである。

　彼女に同行しているのは、本土から到着したばかりの太たい史し局きよくの捜査員八名だ。霧葉たち六りく刃じん神しん官かんのような単独での戦せん闘とう力りよくこそ持たないが、魔獣の追跡や捕ほ獲かくに関しては一流の技量を誇る専門家たちである。だが、彼らの不眠不休の捜そう索さくにもかかわらず、いまだに魔獣の行方ゆくえはつかめていない。

「妃き崎さき攻魔官？」

　霧葉の呟つぶやきを聞きつけたのか、捜査員の一人が緊きん張ちようの面おも持もちで振り返る。年齢では霧葉より十歳近く年上のはずだが、彼の態度には霧葉に対する恐怖に似た敬意が滲にじんでいた。

　命令に忠実なのはけっこうなことだが、霧葉にしてみれば、いささか退屈な印象も否いなめない。からかって遊ぶにしても、力で抑えつけるにしても、少しくらい反抗してくれたほうが歯ごたえがあって面白いというものだ。その点、獅し子し王おう機き関かんの連中や、昨日、病院で出会った鬼族オグレスの少女は、実に刺激的で興味深い相手だった。

　姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なに余計なアドバイスをしてしまったのも、いつになく愉たのしい気分にさせてもらった礼だった。とはいえ、喋しやべりすぎてしまった、という反省もある。

「独ひとり言ごとよ。気にしないで」

　そう言って霧葉は、捜査員に微笑ほほえんで手を振った。

「失礼しました」

　直立不動で敬礼し、捜査員は逃げるように持ち場へと戻っていく。彼と入れ替わりに霧葉に近づいてきたのは、捜査班の班長である荒あら島しま早さ海みだった。

　タイトスカートのスーツに小こ洒落じやれたヒールローファー。太史局の捜査員というよりは、美人音楽教師という感じの、上品な雰ふん囲い気きの持ち主である。年齢は満二十七歳。独身。彼氏募集中。霧葉が六りく刃じんの養成施設にいるころからの知り合いで、互いに気心の知れた仲だった。早海自身、高位の探索魔術を得意とする魔ま導どう技ぎ師しでもある。

「霧葉、ちょっと来てくれます？」

　その早海が、通路の奥を懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らしながら、霧葉を呼んだ。

「なにか見つけて？」

　ようやく退屈から逃のがれられそうだと期待しながら、霧葉は指示された通路に近づいた。

　廃はい墟きよと化した建物と建物の隙すき間まにある、抜け道のような狭い地下道だ。天あま瀬せ優ゆ乃のたちが魔獣と遭遇した場所からも、それほど離れてはいない。直線距離で二百メートルといったところか。

　地下道の奥の地面には、深い亀き裂れつが走っていた。

　見慣れない材質で覆おおわれた道が、鋭利な爪つめですくったようにごっそりと抉えぐられている。

　しかし奇妙なことに、周囲の建物に被害はない。巨大ななにかが、地下から這はい出してきた痕こん跡せきのようでもある。そして亀き裂れつの奥底には、真新しい金属の塊かたまりが埋まっていた。

　金きん属ぞく塊かいのサイズは、ちょうど一般的なドラム缶ほど。形状としては弾丸に似ている。あるいは生物の卵のようにも見える。金属塊の中央部は喰くい破られたように大きく裂けて、その内側は空っぽだった。どろりとした液体がわずかに残っているだけだ。

「これは……？」

　立ちこめる異臭に顔をしかめて、霧きり葉はが言った。生なま臭ぐさいというよりは、揮き発はつ性の化学薬品のような刺激臭だ。

「残念ながら、正体は不明です。ただ、比較的最近になって、ここに設置されたものじゃないでしょうか。周囲の建物とは明らかに材質が違いますから」

「設置されたというよりは、空間制御魔ま術じゆつで撃うちこまれたようにも見えるわね」

　空間制御の使い手である小柄な魔女の姿を思い出しながら、霧葉が顔をしかめて言った。あの魔女と同等の空間使いが、事件に絡んでいることなど考えたくもない。

「未ア確ン認ノ魔ウ獣ンとの関係は？」

「調べてみないとなんとも言えませんね。無関係ではないと思いますけど、予断は禁物ですし」

　早さ海みが技術者らしい慎重な言い回しで答えてくる。

「まるで培ばい養よう槽そうだわ。気に入らないわね」

　対する霧葉は、己の直感をそのまま口にした。巨大な魔ま獣じゆうが入れる大きさではないが、このような怪しげな物体の存在が、単なる偶然であるはずがない。

「現場の撮影はもう終わっているのね。サンプルを回収して、魔ま捜そう研けんに分析を頼んでおいて」

　近くにいた捜査員を呼びつけて、霧葉は彼に指示を出す。

　捜査員は少し戸惑ったように霧葉を見返して、

「魔ま導どう捜そう査さ研究所ですか？　攻魔局けいさつの内部機関ですよ？」

「獅し子し王おう機き関かんに頭を下げるよりは、警察のほうがまだマシでしょ。魔術師が絡んでいるのなら、太史局ウチじゃなくて連中の管かん轄かつだわ。なにがご不満？」

「た、直ただちにかかります！」

　べつに脅おどしたつもりはなかったのだが、捜査員は震ふるえ上がってぎこちなく敬礼した。自分の笑顔がそんなにも恐ろしいのかと、霧葉は小さく溜ため息いきをつく。

　そして霧葉は、自分の隣となりで笑いを嚙かみ殺している早海に向き直り、

「それで、肝心の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンのほうは？　追跡できそう？」

「例の民間攻魔師との戦せん闘とうの痕跡は見つかりました。ほぼ彼女たちの証言どおりです。ご覧になりますか？」

　ええ、と霧葉はうなずいて、先に立って歩き出した早海に続いた。

　ほどなくして見えてきたのは、ズタズタに破壊され尽くした地下の路地だった。魔獣との戦いの痕こん跡せきというよりは、大規模な爆ばく撃げきがあったとしか思えない壮絶な光景だ。半径十数メートルにわたって地面が陥かん没ぼつし、人工島の構造部までもが無む惨ざんに抉えぐり取られている。

「ひどいものね」

　霧きり葉はが呆あきれたように呟つぶやいた。とてもではないが、まともな生物が引き起こした破壊とは思えない。まるで第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうが暴れた跡のようだ、と心の中だけで感想を洩もらす。

　だからといって天あま瀬せ優ゆ乃のたちも、一方的にやられていたわけではないらしい。戦場のあちこちには、飛び散った魔ま獣じゆうの体液や肉片が付着している。得え体たいの知れない怪物を相手に健闘した、と言ってもいいだろう。

「魔獣の全長は推定十四、五メートルといったところですね。これと戦って生き延びたのなら、非武装の民間攻魔師としては、あり得ないくらい優秀です。太史局ウチにスカウトしたいくらいの人材ですね」

　本気で感心したような口振りで、早さ海みが彼らを賞賛した。

「慣れてたんでしょ、その手の化け物を相手するのに。例の恩おん萊らい島とうからの帰き還かん者しやらしいから」

　霧葉が素っ気なく答えて首を振る。

　早海がそれになにか言い返す前に、衝しよう撃げきがあった。地面が震ふるえるほどの大きな衝撃だ。

　瓦が礫れきが崩くずれ落ちるような轟ごう音おんと、少し遅れて絶叫と怒ど号ごうが聞こえてくる。霧葉たちが立っている場所のすぐ背後だ。廃はい墟きよの建物の中に、なにかが潜ひそんでいたらしい。

「何事？」

「出ました！　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンです！」

　叱しつ責せきするような霧葉の鋭い声に、捜査員が悲鳴混じりに答えた。その悲鳴は、すぐに銃声に塗ぬり潰つぶされる。捜査員たちが発砲しているのだ。

　跳ちよう弾だんの火花に照らされて、薄うす暗ぐらい建物の中に、異い形ぎようの影が浮かび上がる。その姿は、巨大なエビやトカゲ、あるいはカンブリア紀の海に棲せい息そくしていた古代生物のようにも見える。不気味さと美しさが同居した、獰どう猛もうな姿だ。全長は五、六メートルといったところだろう。常じよう軌きを逸する巨体というわけではないが、それでも大型のワニに匹敵するサイズである。

「予想より小さいですね。幼体こどもでしょうか？」

　早海がビデオカメラを構えながら、冷静に呟つぶやいた。その間に霧葉は、背中のケースから全金属製の双叉槍スピアフオークを引き抜いて身構える。

「早海、民間攻魔師の証言にあった、触しよく手しゆのことを覚えていて？」

「……切断された触手が、独自に増ぞう殖しよく、再生したというのですか？」

　まさか、と早海が表情を硬くした。

「だとしたら、とんでもない生命力ね」

　霧葉が面白くなさそうな口調で言う。

　早海は戦せん慄りつして息を吞のんでいた。切断された触手が独自に再生したということは、最悪、銃撃で飛び散った肉片からでも、同様の現象が起きないとは限らない。

「発砲やめ！　やめなさい！」

　魔ま獣じゆうへの銃撃を続ける部下たちに向かって、早さ海みが叫んだ。魔獣の再生能力がどの程度のものかわからない以上、銃撃を続けて、肉片を飛散させるのが得策とは思えない。この魔獣を安全に駆除するためには、外傷を与えない形で無力化しなければならないのだ。

「できれば生かして捕ほ獲かくしたいところね」

　音おん叉さの形に似た槍やりの穂ほ先さきへと、霧きり葉はが呪じゆ術じゆつ式しきを装塡インストールする。

　多種多様な生態を持つ魔獣に対応するため、太たい史し局きよくの乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レには特定の術式が刻印されていない。代わりに与えられた能力は、蓄積された魔力を増幅し、使い手の意思に応じて放出すること──すなわち魔力の模倣コピーである。

　その乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レの能力によって、霧葉は、本来使えないはずの強力な魔術や特殊能力を自在に操れるのだ。もちろんコピーの元になる能力と、事前に接触しておく必要はあるのだが。

　捜査員たちの銃撃が途切れると同時に、霧葉は魔獣の待つ建物の中へと飛びこんだ。魔獣が、その気配を敏感に察知して振り返る。が、

「遅い！　〝霧む豹ひよう〟！　〝双そう月げつ〟──！」

　鞭むちのように振り下ろされる触手をすり抜けて、霧葉は槍の先端を魔獣の脇わき腹ばらへと突き立てた。双叉槍スピアフオークの左右一いつ対ついの穂先が震しん動どうし、装そう塡てんされた術式が起動する。

　霧葉が選択したのは、冷却魔術だった。魔力によって強制的に目標内部の水分を蒸発させ、その気化熱で相手の体温を奪うばう、ごくありふれた術式だ。だが、乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レに蓄積された膨ぼう大だいな魔力をぶちこむことで、それは巨大な魔獣をも一いつ瞬しゆんで凍結させる、凶悪な攻撃魔術へと変わる。

　魔獣の全身が凍気の霧きりに包まれた。真っ白な霜しもが、粘液に包まれた魔獣の全身を覆おおっていく。

　捜査員たちが、おお、と畏い怖ふのこもった溜ため息いきを洩もらした。

　霧葉の冷却術式は、対象の肉体を一瞬でマイナス七十度近くまで冷却する。いかな凶暴な魔獣といえども、生なま身みの肉体を持つ以上、その状態で活動を続けることは不可能だ。

　否いな、不可能なはずだった──

「なっ!?」

　動きを封じたはずの魔獣の触しよく手しゆが、ヒュンと大気を裂いて霧葉を横殴りに襲おそった。霧葉は咄とつ嗟さに背後へと跳とんで、その攻撃を回避する。

　全身を覆う霜を払い落として、凍りついていたはずの魔獣が咆ほう哮こうした。

　霧葉の術が失敗したわけではない。だが、双叉槍スピアフオークから流しこまれた魔力のほとんどは、魔獣の体内で無効化されていた。正確には、無効化されたというよりも──

「魔力を……吸われた……!?」

　金属製の槍の柄つかを握りしめて、霧葉は小さく舌打ちした。乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レの内部に蓄積された魔ま力りよくのほとんどが、根こそぎ引き抜かれたように消失している。

　逆に魔ま獣じゆうの細胞組織は、遠目にもわかるほどはっきりと活性化していた。銃撃によって穿うがたれた傷きず痕あとまでもが、凄すさまじい勢いで回復していく。

「くっ……！」

　長大な尻尾しつぽの一撃を浴びて、霧きり葉はの身体からだが吹き飛んだ。尻尾の直撃は槍やりで防いだが、衝しよう撃げきを完全に受け流すことはできなかったのだ。

「妃き崎さき攻魔官を援護！　電でん磁じネット投射、急げ！」

　動けない霧葉に代わって、早さ海みが叫んだ。

　特とく殊しゆ鋼こうで編まれた金属ネットが、魔獣の四し肢しへと次々に絡みつく。しかしそれでも魔獣は動きを止めない。流しこまれた高圧電流すらものともせず、ネットを強引に振りほどく。

「各員近接戦せん闘とうは避けろ！　呪じゆ術じゆつ系の装備は使うな！　化学系麻酔弾のみ使用を許可！」

　早海の声にも焦りが滲にじんだ。魔術攻撃も、高圧電流も効かない。撃うちこまれた麻酔弾の量は、すでにゾウの致死量すら超えている。まったく効果がないとは思いたくないが、魔獣の活動が停止する兆ちよう候こうは見られなかった。このままでは魔獣を捕ほ獲かくするどころか、捜査員たちが全滅する危険すらある。

「退どいて、早海！」

　冷たい汗を流し始めた早海を、背後から霧葉が怒鳴りつけた。切れた唇くちびるから血を流す霧葉は、眉まゆを吊つり上げて獰どう猛もうに笑っている。

「霧葉、なにを……!?　その術式……！」

　双叉槍スピアフオークに装そう塡てんされた呪力の波形に気づいて、早海が驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　この魔獣に魔術攻撃は通じない。乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レに残された魔力もごくわずかだ。しかし霧葉はそれに構わず、無造作に槍を振り上げた。

「〝煌こう華か麟りん〟──！」

　キン、と耳みみ障ざわりな音を立てて銀光が迸はしった。魔力によって形成された不可視の刃やいばが、空間そのものを薙ないだのだ。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ、煌きら坂さか紗さ矢や華かが得意とする擬ぎ似じ空間切断の術式だ。

　しかし霧葉が攻撃したのは、魔獣そのものではなかった。たとえ肉体を両断したところで、異様に強きよう靭じんなこの魔獣が活動をやめるとは思えない。霧葉が斬ったのは、魔獣の頭上の空間だ。そこにあったのは地下街の天井──人工島の大地そのものだった。

　重力に引かれて、その巨大な岩がん盤ばんが落下する。

　苦く悶もんの雄お叫たけびを放つ時間すら、魔獣には残されていなかった。

　降りそそぐ巨大な岩がん塊かいが、魔獣の巨体を一いつ瞬しゆんで押おし潰つぶす。

　いかに強靭な魔獣とて、大質量の岩塊の下した敷じきになっては、もはや生命活動の継続は不可能だ。たとえ個々の細胞が生きていたとしても、再び動けるようになるまでには相当な時間が必要なはずだし、もちろんそれまで魔獣の死体を放置しておくつもりもない。太たい史し局きよくの六りく刃じん神しん官かんとして、魔ま獣じゆうの脅きよう威いを排除するという最低限の目的は、いちおう達成したことになる。

「なんとかなったわね」

　早さ海みが脱力したように弱々しく微笑ほほえんだ。

「当然よ」

　霧きり葉はは苛いら立だちを隠そうともせずに、吐き捨てるように呟つぶやいた。唇くちびるから流れ出した血を拭ぬぐい、地下街の闇やみの中を殺気に満ちた眼まな差ざしで睨ねめつける。

「相手は、たかだか触しよく手しゆの一本なのだから……！」

　　　　　　　　　　７

　始業式の翌日──

　その日、雪ゆき菜なたちの午前最後の授業は、体力測定を兼ねた体育だった。

　ハンドボール投げ、立ち幅跳び、反復横跳び、持久走、五十メートル走、シャトルラン。雪菜にとっては、どれも苦手な種目ばかりだ。剣けん巫なぎとしての訓練を受けた雪菜が、手を抜くのをうっかり忘れてしまったら、たとえ呪じゆ力りよくによる身エ体ン能チ力ヤ強ン化トを使用しなくても、同世代のトップクラスの成績を叩たたき出してしまうからだ。不自然にならない程度に手加減するのは、雪菜にとっても神経をすり減らす作業なのである。

「はあ……」

　しかし、授業を終えて更衣室に戻ってきた雪菜が深い溜ため息いきをついたのは、そのような気疲れのせいだけではなかった。

　絃いと神がみ新しん島とうに出現したという、魔獣のことを憂うれえているわけでもない。

　太たい史し局きよくは魔獣駆除の専門家だし、性格には少々難があるものの、妃き崎さき霧葉の実力は折り紙つきだ。彼女らが魔獣対策に乗り出してきた以上、雪菜が心配する必要はないとわかっている。

　そして意外なことに、雪菜を悩ませているのは、古こ城じようですらなかった。

　雪菜の溜息の原因は、雪菜自身の任務に関かかわることだ。

　その苦悩は青せい天てんの霹へき靂れきのように、今朝になって、獅し子し王おう機き関かんからもたらされたものだった。

「交代要員、ですか？」

　制服姿の雪菜は、床の上に正座して、一匹の黒猫と向かい合っていた。

　その猫の正体は、雪菜の師匠である長エ生ル種フ、縁えん堂どう縁ゆかりの使い魔フアミリアだ。

　獅子王機関に雇われた魔術師である縁は、遠く離れた日本本土から、この使い魔フアミリアを経由して、時折、獅子王機関の任務を雪菜に直接伝えてくる。今朝も彼女はそうやって、ふらりと雪菜の部屋を訪れたのだった。

「羽は波ば唯ゆい里り。知ってるだろ？」

　黒猫が、首輪につけた金きん緑りよく石せきの飾りを揺らして言った。

　はい、と雪ゆき菜なはうなずいた。ざわり、と胸の奥が疼うずいたが、その理由は雪菜にもわからない。

「唯ゆい里りさんが……わたしの代わりに第だい四よん真しん祖その監視役に？」

「まだ正式に決まったわけじゃないよ。交代の可能性があるから、いつでも部屋の明け渡しが出来るように準備をしておけという話さ。見られて困るものがあるかどうかは知らないけどね」

　黒猫の言葉は、彼女にしてはめずらしく歯切れが悪かった。おそらく獅し子し王おう機き関かんの内部でも、意見の調整が上う手まくいってないのだろう、と雪菜は想像する。

「あの、わたしの働きになにか落ち度がありましたか？」

　雪菜は小さく息を吸い、気力を振り絞って質問した。

　しかし黒猫は、むしろ気の抜けたような態度で首を振り、

「そんな話は出てないね。おまえは望まれた以上によくやってるよ。なにしろあの第四真祖とねんごろになって、言うことを聞かせることまでやってのけてるんだからね」

「ね、ねんごろ……？」

　それは肉体関係のある男女を形容する言葉ではないのか、と雪菜は控えめに抗議の意を表す。しかし黒猫は小さく鼻先で笑っただけだった。

「ただ、それが気に入らないって連中は、少なくないかもしれないね。獅子王機関の中にも、政府の上のほうにもね。監視対象と親密すぎるのが問題だ、とか言い出すような輩やからがね」

「……え？」

　雪菜は驚おどろいて目を見張った。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、というふうに黒猫は短く溜ため息いきをつく。

「第四真祖を自分たちの思いどおりに動かしたい連中にしてみれば、見習い剣けん巫なぎの小娘一人が、真祖を制御できるという状況がおっかないんだろうさ。特におまえは天てん涯がい孤こ独どくで、日本政府に対するしがらみもなにもないからね」

「わたしが反乱を起こすかもしれない、ということですか？」

　すっと体温が下がるような苛いら立だちを覚えて、雪菜は静かに訊きき返した。荒こう唐とう無む稽けいというよりも、悪意すら感じる言いがかりだ。

「疑い始めたらキリがないからね。絃いと神がみ島じまと日本政府──双方の利害が対立したとき、おまえが確実に政府側につくって証拠がない以上、不安に思うのは当然さ」

　黒猫が冷笑的シニカルな口調で答えてくる。

　雪菜はグッと唇くちびるを嚙かみ、膝ひざの上に置いた両手を握にぎりしめた。

「だから、唯里さん──なんですか？　彼女には、家族がいるから」

「家族？」

　ああ、と黒猫はさして興味もなさそうに首を振った。唯里は、孤児の多い高たか神がみの杜もりの出身者にしてはめずらしく、両親が健在だ。歳としの近い弟がいるとも聞いている。それはつまり万一の場合に、彼らを唯ゆい里りに対する人質として使えるということでもある。

　しかしそんな雪ゆき菜なの指摘は、縁ゆかりにとっては的まと外はずれなものだったらしい。

「唯里が交代要員の候補に挙がってるのは、第だい四よん真しん祖そと同世代の剣けん巫なぎがほかにいないからだよ。修行中のは何人かいるけど、今はまだ使い物にならないしね。舞ま威い媛ひめはもっと人手不足だし、そもそも紗さ矢や華かや斐ひ川かわ志し緒おは、性格的に監視役には向いてない──だろ？」

「はい、いえ……それは、なんて言えばいいのか……」

　雪菜は否定も肯定もできずに、もごもごと言葉を濁にごす。

　そして黒猫は、ふふん、と少し意地悪く微笑ほほえんで、

「それとも第四真祖の坊やは、唯里と不仲だったりするのかい？」

「いえ。仲はいいと思います。その……暁あかつき先輩は、唯里さんのことをすごく褒ほめてましたし」

　正確には褒めたというよりも、雪菜や紗矢華に比べてまともだと言ったのだった。たしかに唯里は初対面の彼に向かって、いきなり槍やりを突きつけたり、剣で斬きりかかったりはしていない。

　それを抜きにしても、唯里が魅力的な少女であるのは事実だった。

　穏おだやかな性格で人当たりがよく、剣巫としての腕も雪菜と同等か、それ以上。おまけに隠れ巨乳という噂うわさもある。正直、彼女と競い合って勝てる自信はない。

　もちろん雪菜は、あくまでも任務で古城と一緒にいるだけで、唯里と張り合う必要などこれっぽっちもないのだが──

　そんな雪菜の葛かつ藤とうを見透かしたように、黒猫は皮肉っぽくうなずいた。

「だろうね。あの二人、吸血行為もとっくに済ませてるみたいだし」

「ど、どうしてそのことを……!?」

「まあ、今のところ獅し子し王おう機き関かんの上層部も、監視役を本気で代えようと思ってるわけじゃない。現状、七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーを完全に使いこなせるのはおまえだけだし、それは、ほかならぬ〝三さん聖せい〟が誰よりもわかっているからね」

「……はい、師し家け様さま」

　雪菜はそう言って静かに首しゆ肯こうした。

　七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーは、魔力を無効化し、ありとあらゆる結界を斬り裂く、獅子王機関の秘ひ奥おう兵へい器きだ。無尽蔵の魔ま力りよくを誇る吸血鬼の真祖すら滅ぼしうる、文字どおりの破は魔まの槍やりである。

　雪菜が古城の監視役に選ばれたのも、その槍を操る適性があったからだと聞いている。その状況は今でも変わっていないのだろう。

　だが。

　もし、その七式突撃攻魔機槍シユネーヴアルツアーがなかったら、自分はどうなってしまうのだろう──？

　不意にそのような疑問に囚とらわれて、雪菜は再び溜ため息いきをつく。

「──雪ゆき菜なちゃん、着替えないの？」

　暁あかつき凪なぎ沙さに呼びかけられて、雪菜はハッと我に返った。

　更衣室にいる生徒の数は、いつの間にかずいぶん減っていた。もうすぐ昼休みが始まるということで、皆、いつもより急いで着替えて出て行ったのだろう。凪沙もすでに着替えを終えて、長い髪を結い直しているところだ。いまだに体操服を着ているのは、雪菜一人だけである。

「あ、ごめん。ちょっと、ぼーっとしてた」

　そう言って雪菜は、慌あわてて体操服の裾すそに手を掛ける。凪沙はその様子を心配そうに眺ながめて、

「どうしたの、溜ため息いきついて。悩み事？　まあ、気持ちはわかるけど」

「え？」

　思いがけない凪沙の発言に、雪菜がぎくりと動作を止めた。

　長い間、能力を失ってはいたものの、本来の凪沙は優れた霊れい能のう力りよく者しやなのだ。その力で自分の思考を読み取られたのではないかと、雪菜は本気で警けい戒かいする。

　しかし凪沙の口から出た言葉は、雪菜にとって予想外のものだった。

「さすがに高校生にもなると、みんな発育いいよね。焦るよ。なんか可愛かわいい下着つけてるし」

「……え？　え？」

　自分の控えめな胸元を押さえて、まいったよね、と同意を求めてくる凪沙。どう答えればいいのかわからずに、雪菜は笑顔を引ひき攣つらせて固まった。と、

「いいじゃん、あんたたちは細いんだから」

　雪菜たちの会話に加わってきたのは、同級生の進しん藤どう美み波なみだった。長身の美波は、呆あきれと羨せん望ぼうが入り混じったような表情で雪菜を睨にらんで、

「そもそも雪菜が外見のことで悩むなんて贅ぜい沢たく過ぎでしょ。なにこの引き締まったウエスト!?　舐なめてんの!?　凪沙だって一部の男子に需要ありそうな体型だし！」

「それ、あたしに関しては褒ほめ言葉になってないよね……！」

　むう、と唇くちびるを尖とがらせて、凪沙が恨めしそうに言い返す。その会話を黙だまって聞いていたクラス委員の甲こう島じま桜さくらが、ぼそり、と静かな声で、

「凪沙ん家ちのお兄さんが、巨乳好きだから悩んでるという可能性は？」

「は、はい？」

　会話の飛ひ躍やくについて行けずに、雪菜は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　その間に美波は、なるほど、と勝手に納得して、

「暁先輩かあ。それは悩むねえ。どうなの、凪沙？」

「うーん、どうなんだろ。古こ城じよう君のおっぱいの好みは知らないなあ」

「あの、わたしは、べつにそういうことで悩んでたわけじゃ……」

　このままでは大変なことになる、という危機感を覚えて、雪菜は懸命に否定した。

　しかし美み波なみは、わかったわかった、と真ま面じ目めに取り合わず、

「まあ、その話はあとでゆっくり聞くよ。それより早く着替えて着替えて。うちの班、ただでさえ後片付けで遅れてるんだから。急がないと学食の席がなくなっちゃう」

「ごめん。みんな、先に行ってて」

　雪ゆき菜なは友人たちの説得を諦あきらめて、彼女たちに手を合わせた。

　凪なぎ沙さが時計を確認し、美波たちと目と目で相談する。

「仕方ないなあ。じゃあ、雪菜ちゃんの席も確保とっとくから、早く来てね」

「うん。ありがとう」

　慌あわただしく更衣室を出て行く凪沙たちを見送って、雪菜は苦笑混じりの溜ため息いきをついた。

　沈んでいた気持ちが少しだけ上向いたのを感じて、凪沙たちにこっそり感謝する。第だい四よん真しん祖そ監視の任務が終われば、彼女たちとも別れなければならないが、その考えはあえて封印した。

　唯ゆい里りとの交代が正式に決まったわけではないと、縁ゆかりも言っていたからだ。

「体型……か」

　体操服を脱ぎながら、雪菜は無意識に独ひとりごちる。

　自分の体つきが幼いことをこれまで悩んだことはなかったが、唯里が隠れ巨乳であるという噂うわさが、今日に限っては妙に気になった。古城が本当に巨乳好きではないのかどうか、確認してみたほうがいいのかもしれない──

　そんな馬ば鹿かなことを考えていたせいか、異変に気づくのが一いつ瞬しゆん遅れた。

　背後に強い魔ま力りよくを感じて、雪菜は着替え中の無防備な姿のまま振り返る。

「──誰だれ!?」

　雪菜以外には誰もいないはずの更衣室に、新たな人影が忽こつ然ぜんと現れていた。

　やや小柄で、華きや奢しやな体つきの少女だ。片かた膝ひざをついて座ったまま、雪菜に背中を向けている。

　それは、シミひとつない真っ白な素肌だった。彼女は服を着ていないのだ。制服や体操服はおろか、下着の一枚すら身に着けていない。

　代わりに彼女がまとっていたのは、濃のう密みつな魔力の残ざん滓しだった。

　なにか強力な魔術によって、彼女はこの更衣室に転移してきたのだ。

　裸の少女が、無言で立ち上がって雪菜のほうへと向き直る。そして彼女の顔を目にした瞬間、雪菜は愕がく然ぜんと息を吞のんだ。

「あなたは……!?」

　剣けん巫なぎである雪菜が見せた一瞬の隙すき──その隙を見逃さずに、裸の少女が動いた。

　至近距離から強烈な打撃を喰くらって、雪菜の身体からだが壁かべ際ぎわまであっさりと吹き飛ばされる。

　それが催さい眠みん効果を伴う攻撃だと気づいて、雪菜はうめいた。すでに全身が痺しびれて動けない。意識がものすごい勢いで薄うすれていく。

「そんな……どうして……」

　弱々しく呟つぶやく雪ゆき菜なを見下ろして、裸の少女がニヤリと笑う。

　誰だれよりもよく知っている彼女の顔を呆ぼう然ぜんと見つめたまま、雪菜は意識を失った。
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　絃いと神がみ新しん島とうに出現した魔ま獣じゆうについては、新聞や、地元ケーブルテレビ局のローカルニュースで普通に報道された。特に隠いん蔽ぺいが必要な情報ではないからだ。

　正体不明の大型魔獣に建設会社の作業員が襲おそわれ、二名が行方ゆくえ不ふ明めいになっていること。民間攻魔師二名を含む複数の重軽傷者が出ていること。そして人工島管理公社が派遣した災害対策チームの詳細などが、イメージ映像などを含めて簡単に報じられた。それほど大々的な報道ではない。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃神島では、謎なぞの魔獣などめずらしくもないのだ。

　実は一いつ瞬しゆんだけ流れた琉る威いと優ゆ乃のの映像が、美男子・美少女の民間攻魔師コンビとして密ひそかに話題になって、後のち々のち、彼らへの依頼が殺到することになるのだが、それはまた別の話である。

　魔獣の行方は気がかりだったが、専門家である霧きり葉はが動いている以上、古こ城じようたちに出来ることはなにもない。おまけに古城は、進級後の成績と出席日数について、那な月つきからも昨日きつく警けい告こくされたばかりである。よもや新学期二日目にして、学校をサボるわけにもいかない。

　そんなわけで今日の古城は、何事もなかったかのように普ふ段だんどおりに登校して、普段どおりに授業を受けていた。そして普段どおりに迎えた昼休み、古城は空すきっ腹を抱えながら、矢瀬と一緒に学生食堂へと向かっている。

「香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラ？」

　その矢や瀬ぜが、驚おどろいたように眉まゆをひそめて古城に訊きいた。

「恩おん萊らい島とうの創造主だった鬼族オグレスの子か？　イロワーズの生き残りの？　あの子を、マゾ部の部員に勧誘したのか？」

「なにかまずかったか？　いちおう本人もやる気になってるみたいなんだが」

　どことなく批判的な矢瀬の反応を、古城は意外に思いながら訊き返す。矢瀬は信じられない愚おろか者ものを見る目で古城を見返し、今後の苦労を憂うれうような苦々しい表情で首を振った。

「いや、いいんだ。俺おれは全然いいんだけどな……浅あさ葱ぎと姫ひめ柊らぎちゃんが一緒にいるってだけでも、けっこうピリピリしてんのに、香菅谷ちゃんまでぶちこんで来くるか。天てん下か三さん分ぶんの計かよ……」

「……天下？」

　いったいなんの支配を巡って争ってるんだ、と怪け訝げんな表情を浮かべる古城。

　矢瀬は気を取り直すように溜ため息いきをつき、ポジティブシンキング、ポジティブシンキングと、呪じゆ文もんのように自分自身に言い聞かせる。

「客観的に考えれば、たしかに悪い人選でもないか。魔族特区研究部の部員に魔族がいるのは、なんつーか、自然だし。おまえの正体もバレてるし……まあ、浅葱のやつはあとで説得するとして、姫柊ちゃんがよく納得したな？」

「納得っていうか、カス子の勧誘には姫柊と一緒に行ってきたんだが……？」

　友人がなにを恐れているのか理解できずに、平然とした口調で古こ城じようは答えた。矢や瀬ぜはついにしばし絶句する。

「姫ひめ柊らぎちゃんを連れてったのか？　おまえ……そんなんで、よく揉もめなかったな？」

「多少はギスギスしてたけど、最初のうちはそんなもんだろ。こないだみたいな本気の殺し合いにはならなかったし」

「俺おれ、おまえが第だい四よん真しん祖そなんかになったのは、必然って気がしてきたわ」

　矢瀬が額ひたいを押さえて弱々しく首を振る。感心しているのか呆あきれているのか判然としない彼の言葉に、なんだそれは、と古城は不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「まあ、せいぜい背中には気をつけろよ。姫柊ちゃんに刺されないようにな」

「あ、ああ」

　わけがわからないなりに古城が素直にうなずいたのは、昨日、霧きり葉はが似たようなことを言っていたな、と思い出したせいだった。敵は、いつだって意外なところに潜ひそんでいる──霧葉の口から聞かされたせいか、やけに印象に残る言葉だった。

「お、噂うわさをすれば、姫柊ちゃんじゃん」

　カフェテリア風の学食の建物が見えてきたところで、矢瀬が、いつもの軽けい薄はくな口調に戻って呟つぶやいた。古城たちのいる場所から、ちょうど中庭を挟はさんだ反対側。体育館の方角から出てきた雪ゆき菜なが、学食へと向かっているのが見える。誰だれか知り合いを捜さがしているのか、彼女は時折足を止め、ものめずらしそうに周囲を見回していた。

　そんな雪菜の制服の後ろ姿を眺ながめて、矢瀬は感心したように、ふむ、と息を吐き、

「こうして見てるとやっぱ綺き麗れいな子だよな。一人だけ住んでる世界が違うっつうか。可愛かわいいし細いし顔ちっちぇえし可愛いし。まあ、俺の彼女ほどじゃねーけどな」

「あ、ああ。そうだな」

　まだフられてなかったのか、と、古城は失礼なことを考えながら適当な相あい槌づちを打った。

　矢瀬が彼女と呼んでいるのは、緋ひ稲いな古こ詠よみという年上の少女のことだ。古城たちよりも二学年先輩である彼女は、彩さい海かい学がく園えんを先月卒業し、絃いと神がみ市し内ないの大学に進学したらしい。

　ただでさえ接点の少ない二人のことだから、彼女の進学を機に自然消滅するのではないかと思われていたのだが、どうやらその心配は杞き憂ゆうだったらしい。もっとも彼らがつき合っているという前提そのものが、単なる矢瀬の思いこみという可能性はあるのだが。

　ともあれ、そんな矢瀬と古城が見守る中、雪菜は廊ろう下かを渡り終え、学食の建物に入ろうとした。そして目の前にあったガラス製のドアに、まったく速度を緩ゆるめることなく激突した。ごん、と鈍く痛々しい音が、少し遅れて聞こえてくる。

「……あとちょっと天然入ってるあたりが、なんとも」

　背中を丸めてうずくまる雪菜を庇かばうように、矢瀬が淡々と言葉を続ける。

「いや、あれは天然入りすぎだろ……！　なにやってんだ、あいつ……」

　呆あきれ顔がおで呟つぶやきながら、古こ城じようは雪ゆき菜なのほうへと駆け寄った。痛いたたた、と苦く悶もんを続ける雪菜の背中に、心配そうに声をかける。

「大丈夫か、姫ひめ柊らぎ？」

「あ、はい……なんとか……」

　赤くなった鼻の頭を押さえて、涙目の雪菜が顔を上げた。そして自分を見下ろす古城と目を合わせ、彼女はびっくりしたように息を吞のむ。

「って、あれ？　古城君？」

「……古城君？」

　明らかに普ふ段だんと違う雪菜の口調に、古城は面めん喰くらったように眉まゆを寄せた。

　古城のことをそんなふうに呼ぶのは、母親の深み森もりと妹の凪なぎ沙さ──要するに実の家族だけである。凪沙の口調が伝う染つったのだろうか、と訝いぶかしむ古城に、雪菜はハッとしたように首を振り、

「あ……すみません、失礼しました。暁あかつき先輩」

「いやまあ、俺おれの呼び方はどうでもいいんだけど。それよりも姫柊は、怪け我がしてないのか？」

「はい、問題ありません。このドアって、まだ自動じゃなかったんですね」

　そう言って雪菜は、学食の入り口ドアに恨みがましい視線を向けた。その何気ない発言に、古城はかすかな違和感を覚えた。うっすらと古びたガラス製のドアは、古城が入学する前からずっと手動で、当分、自動化される気配はなさそうだ。

「まあ、あんまり金のない学校だしなあ」

　のんびりと歩いて近づいてきた矢や瀬ぜが、古城の代わりに雪菜に答えた。

　雪菜はゆっくりと振り返り、きょとんとした表情で矢瀬を見る。そして彼女は驚おどろいたように目を見開いて、

「もしかして矢瀬っち……じゃなくて、矢瀬先輩ですか？　え、噓うそ!?」

「なんだよ、今さら。そんな他人行儀な」

　大げさすぎる雪菜の反応に、矢瀬はめずらしく少し照れながら苦笑した。

　しかし雪菜はそのまま矢瀬の全身を凝ぎよう視しし続けて、

「だ、だって……すごく瘦やせてますし」

「え？　瘦せた？　俺、最近そんな太ってたっけか？」

　矢瀬が困惑気味に古城と顔を見合わせる。古城は無言で首を傾かしげた。少なくとも雪菜が驚くほどには、矢瀬の体型は変わっていないはずである。

「それになんだか、髪の毛もふさふさ……」

「は!?　ちょっと待った、そういう俺の将来が不安になるような発言はやめてくれる!?」

　つんつんに逆さか立だてた髪を押さえて、焦った口調で言い返す矢瀬。気にしてたのか、と古城は少し意外に思いながら友人の横顔を眺ながめた。

「すみません。でも、髪の毛を染めたりするのは、少し控えたほうがいいと思います。つまり、その、頭皮へのダメージが」

「た、たしかに絃いと神がみ島じまは紫外線もきついしな」

　雪ゆき菜なの遠回しな忠告に、矢や瀬ぜは真顔でうなずいた。二人の会話を聞いていた古こ城じようが、無言で渋い表情を浮かべる。先ほどから雪菜に対して感じていた疑念は、ますます強くなっていた。具体的にどこがどう、というわけではないのだが、今日の雪菜はなにかが違うと感じる。

「どうしたんだ、姫ひめ柊らぎ？　さっきから、なんか様子が変だぞ」

　ドアに頭をぶつけたせいだろうか、と不安になって、古城は雪菜の額ひたいに手を当てた。しかし目立つほどの怪け我がではないし、熱があるわけでもなさそうだ。

　そして雪菜は、なんの気負いもなく自分に触れてくる古城を、興味深く見上げて、ニヤリと唇くちびるの端を吊つり上げる。

「え……と、先輩？　わりとナチュラルな感じに、わたしに触ってます？」

「ああ、悪い。気に障さわったか？」

「いえ、全然。ただちょっと、ずいぶん馴なれ馴なれし……いえ、親しげなんだなー、と思って。聞いてた話と少し違うっていうか。わたしたち、普ふ段だんからこんなふうに仲良くしてました？」

　他ひ人と事ごとのような雪菜の奇妙な問いかけに、重々しくうなずいて答えたのは矢瀬だった。

「そりゃあもう。いつもいつも人前でいちゃつきやがって古城死ね、ってみんな思ってるから」

「みんなっつーか、それはおまえの個人的な感想じゃねーか！」

　姫柊といちゃついたことなんか一度もねーよ、と古城が顔をしかめて言い返す。

　自覚してなかったのか、と矢瀬はなぜか呆あきれたようなリアクションを見せたが、古城はそれを無視して雪菜に向き直った。声を潜ひそめて、雪菜の耳元に唇を寄せる。

「本当にどうしたんだ？　監視役だなんだって、俺おれにつきまとってるのは姫柊のほうだろ？」

「わたしが先輩につきまとっている……ほほう、そうですか。いえ、そうでしたね」

　雪菜は笑いをこらえているように口元を押さえて、なるほどなるほどとうなずいた。そして彼女は、悪戯いたずらっぽく瞳ひとみを輝かがやかせて古城に密着し、

「つきまとうというと、たとえば一緒に登下校したりとか？」

「ああ、まあ」

「お互いの部屋に行ったり来たりとか？」

「ていうか、昨日も俺が寝てるときに勝手に入ってきただろ？」

　なぜそんなわかりきったことを今さら確認するのだろう、と古城は疑問に思う。

「もちろん血を吸わせたりもしましたよね？」

「そ、それは仕方なかっただろ！　俺が死にかけたり、いろいろあって……！」

「……どうせ、そんなことだろうとは思ってましたけど。まったくいやらしいヒトですね」

　一いつ瞬しゆんだけ、雪菜が醒さめた目つきで遠くを見た。不満と反抗心と言葉にならない無数の感情が入り混じった複雑なまなざしだ。古こ城じようはそんな雪ゆき菜なを訝いぶかしげに見返して、

「……姫ひめ柊らぎ？」

「あ、いえ。なんでもありません。はい、全然」

　雪菜が少し慌あわてたように首を振った。

　誰だれかの騒そう々ぞうしい声が聞こえてきたのは、その直後のことだった。

「あ、いた、雪菜ちゃん！　ずっと学食で待ってたのに、いつまでも来ないから心配したよー──って、あれ、古城君？　矢や瀬ぜっちも久しぶりー！」

　声の主ぬしは、雪菜と同じ青いタイを身に着けた高等部一年の女子だった。ショートカット風に無理やりまとめた長い髪が、彼女の動きに合わせて揺れている。

「凪なぎ沙さ？」

「え？　凪沙おばさん!?　若……っ！」

　見慣れた妹の姿に古城は小さく眉まゆを上げ、雪菜が口を押さえて驚きよう愕がくの声を出す。

「お、おば……!?」

　出会い頭がしらの雪菜のひと言に、凪沙がショックを受けたように固まった。十五歳になって間もない少女にとって、同級生からのおばさん呼ばわりは想像以上のダメージだったらしい。

「ひ、ひどいよ、雪菜ちゃん……たしかに凪沙はよく喋しやべりすぎて田舎いなかのおばちゃんみたいってたまに言われたりするけど……！」

「あ！　ち、違うの、おばさん。今のは……そういう意味ではなくて……」

「ほらまたおばさんって言った！」

　度たび重かさなる雪菜の暴言に、打ちのめされて涙目になる凪沙。普ふ段だんの雪菜が毒舌を吐くキャラではないだけに、余計に心に突き刺さったのだろう。

「……どうしたの？　なんの騒さわぎ？」

　動揺で足元をふらつかせた凪沙を、ちょうどいいタイミングでたまたま通りかかった浅あさ葱ぎが抱き止める。凪沙は、今にも泣き出しそうな表情で、弱った猫のように浅葱にすがりつき、

「浅葱ちゃん。あたし、そんなにおばさんっぽいかなあ」

「は、はい？　ごめん、なにがどうなってるの？」

　事情をなにも知らされていない浅葱が、古城に説明を要求した。

「いや、俺おれにもいったいなにがなんだか……」

　古城が投げやりに首を振る。さすがに今の雪菜が普通でないことはわかっているが、しかし、その原因がわからない。やはり打ち所が悪かったとしか思えない。

　戸惑う古城の横をすり抜けて、雪菜がふらふらと前に出た。熱を帯びたような潤うるんだ瞳ひとみで、彼女が見つめていたのは浅葱だった。

「浅葱さん？」

「……え？」

　尋常ならざる雪ゆき菜なの様子に気づいて、浅あさ葱ぎが無意識に半歩後ずさる。さっきからずっとまともと呼べるような状態ではなかったが、これは完全に越えてならない一線を越えている。浅葱を見つめる雪菜の表情は、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのそれだ。

「博士ドクター……なんですか？　本当に？　うそ……か、可愛かわいい……！」

　両手で浅葱の頰ほおに触れ、雪菜はうっとりと呟つぶやいた。

「ひ、姫ひめ柊らぎさん？　どうしたの……って、ちょっと古こ城じよう、あんたなんとかしなさいよ!?」

　雪菜に怯おびえたようにじりじりと後退しながら、浅葱が古城に助けを求めてきた。

　そう言われてもな、と古城は思考停止状態で立ち尽くす。今の雪菜は普ふ段だんの彼女とはまるで別人だ。その変貌の理由がわからないことには、古城にはどうすることもできない。

　悪あく霊りようにでも取とり憑つかれているのなら、むしろ話が早いが、雪菜に限ってそれは考えづらい。なにしろ彼女は獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ。国家資格を持つ対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうのエキスパートなのだ。

　その雪菜が古城のほうへと勢いよく振り向いた。

「ど、どうしましょう、先輩。女子高生時代の浅葱さんがすごく可愛いです……！」

　興奮気味の表情で古城に詰め寄り、雪菜が早口でまくし立ててくる。

「え？　あ、ああ……？」

「美人だし若いしスタイルもよくていい匂においがして美人だし……アイドルをやってたって噂うわさには聞いてましたけど、ギャル系っていうから、てっきりもっとケバくておかしな恰かつ好こうをしてるのかと……な、なるほど、これじゃあ古城君もたまらんわ……」

　じゅるり、と口からあふれかけた涎よだれを、雪菜は手の甲で慌あわてて拭ぬぐった。そのまま勢い余って咳せきこむ雪菜を、古城は咄とつ嗟さに抱き支え、

「お、おい？　姫柊、どうした？」

「すみません。思わず興奮してしまって……うっ!?」

　口元を押さえた彼女の指の隙すき間まから、ポタポタと深紅の液体が滴したたり落ちる。鮮血だ。それに気づいて古城は表情を引き攣つらせ、浅葱たちは息を吞のんで雪菜を見守っている。

　雪菜はそのまま弱々しく肩を震ふるわせていたが、突然、無言のまま古城の手を振り払い、バッと身体からだを翻ひるがえして走り出す。鮮血にまみれた自分の姿を見られることを、ひどく恐れているような余裕のない態度だ。

「あ、待て！　姫柊……！」

「ゆ……雪菜ちゃん？」

「姫柊さん!?」

　古城たちが口々に雪菜を制止しようとするが、その声が届く前に彼女の姿は見えなくなっていた。雑然とした昼休みの渡り廊ろう下かには、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす古城たちだけが取り残される。

「なんだったの、今の？」

「さあな……まあ新学期だし、マゾ部の勧誘のこともあるし、ああ見えて姫柊ちゃんも、いろいろストレスがたまってたのかもな」

　いまだ動揺から醒さめやらぬ表情で問いかける浅あさ葱ぎに、矢や瀬ぜがもっともらしい口調で答えた。

　古こ城じようは、立ち去る直前の雪ゆき菜なに触れた自分の掌てのひらをジッと見つめて、

「今の、本当に姫ひめ柊らぎか……？」

　自問するようにそう呟つぶやく。

　かすかに殺気めいた凶暴な気配を、古城が背後に感じたのはその直後だ。

　弾はじかれたように振り返った古城の眼前に、ふわりと小柄な影が舞い降りてくる。半はん袖そでの白いトレーニングシャツと短パン──学校指定の体操服を着た女子生徒だ。彼女が右手に持っているのは、ベースギター用の黒いギグケースだった。

「先輩！」

　非常階段から飛び降りてきた雪菜が、鋭く古城の名前を呼んだ。

「ひ……姫柊？」

　ついさっき走り去った方角とはまったく逆方向から現れた雪菜を、古城は呆ぼう然ぜんと見つめ返す。おまけに一いつ瞬しゆんで制服から体操服に着替えた彼女の早はや業わざに、凪なぎ沙さたちは驚おどろいて言こと葉ばもない。

　だが、それ以上に古城が気になったのは、雪菜が抱えているギグケースだった。その中身は、おそらく〝雪せつ霞か狼ろう〟──獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器たる銀色の槍やりだ。

「どうしたんだ、学校内なのに〝雪霞狼〟なんか持って──」

　咎とがめるような響ひびきの古城の質問を、雪菜は小さく首を振っただけで黙もく殺さつした。あえて無視したというよりも、答える余裕がなかったのだ。

　彼女は誰だれかを捜さがすように忙せわしなく周囲を見回し、古城に詰め寄って早口で訊きいた。

「わたしがどこに行ったか、知りませんか!?」

　まったく意味のわからない雪菜の発言に、その場に長い沈黙が降りた。

　しかし雪菜にふざけている様子はない。あくまでも彼女は真剣だ。

　それを確認して全員が、一斉に同じ言葉を口にする。

「……は？」

　違うんです、と雪菜がもどかしそうに首を振り、焦ったようにうめき続ける彼女を見つめて、古城はやれやれと溜ため息いきをついた。
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　雪菜の制服を着た少女は、右手で口元を押さえたまま、人目を避けるように校舎裏の木陰に座っていた。彼女の手の中のハンカチは、拭ふき取った血で赤く濡ぬれている。

　彼女は絃いと神がみ島じまの空を見上げて、くんくん、と鼻を鳴らすように呼吸を繰り返した。鼻血が止まったことを確認していたのだ。

「──うー、なんとか治まった、かな」

　口の中に残った血の味を確かめるようにちらりと唇くちびるを舐なめて、少女は小さく溜ため息いきをつく。

　興奮すると鼻血が出やすくなるのは、彼女が父親から受け継いだ体質だった。いささか見栄えが悪いのは事実だが、必ずしも不便なばかりではない。この体質は、より厄やつ介かいな衝しよう動どうを自制するのに役立つからだ。彼女の種族が持つ、あの極めて強力な衝動の自制に──

「吸血衝動、か」

　少女の耳元で声がした。妙に幼く、そのくせ、なにもかも見透かしたような冷ややかな声だ。

　吸血衝動とは、吸血鬼が宿命的に襲おそわれる発作のようなもの。肉体が人の血を吸いたいという欲求に支配されてしまう一種の生理現象だ。

　ただし吸血衝動を引き起こすのは飢えではなく性的興奮、すなわち性欲である。おそらくは浅あさ葱ぎに対する強い思し慕ぼの念が、少女に吸血衝動を引き起こしたのだ。

　顔を上げた少女の目の前で、波紋のようにゆらりと空間が揺れた。

　なにもない虚こ空くうから溶け出すように、豪ごう奢しやなドレスをまとった小柄な女が現れる。童女と見まがうほどに稚いとけない顔立ちの、人形めいた女性である。

「那な月つきちゃん……!?」

　驚おどろきではなく、好奇心で目を輝かがやかせて少女が声を上げた。

「わ、ホントに那月ちゃんだ!?　まるで成長していない……！」

「ほう……？」

　少女が自分の名前を知っていたことよりも、その発言の内容に眉まゆをひそめて、那月は彼女を睨にらみつけた。間近で見ても、ほとんど見分けがつかないほどに彼女は雪ゆき菜なによく似ている。

　しかし那月は無感動な瞳ひとみで少女を見つめたまま、おもむろに彼女のほうへと手を伸ばした。そして小さな掌てのひらで、少女の胸を思いきり揉もみしだく。

「貴き様さま……この感触は……！」

「ちょっ……那月ちゃん、駄だ目め！　ストップ、やめて……！」

　那月に胸をわしづかみにされた少女が、身をよじりながら悲鳴を上げた。
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　もしもこの場に古城がいれば、その光景に強烈な違和感を覚えたことだろう。違和感の原因は胸のサイズだ。細身で華きや奢しやな体つきに似合わず、少女の制服は胸元の膨ふくらみが妙に目立つ。少なくとも本物の雪菜には、こんなふうにがっつり揉めるほどのボリュームはないはずだ。

　もっとも那月は、胸のサイズを確認するために、彼女に触れたわけではないらしい。

　その証拠に、少女の身体からだに触れた那月の掌てのひらの表面には、チリチリと青白い火花が散っていた。少女の身体が帯びている強い魔ま力りよくが、那月の肉体を覆おおう魔力障しよう壁へきと相そう克こくを起こしているのだ。

「貴様、姫ひめ柊らぎ雪菜ではないな？」

　那月が無表情に証拠を睨んで訊きいた。

「あはは、ばれちゃいました？」

　そう言って少女は、悪びれずに小さく舌を出す。

　彼女の唇くちびるの端からは、白い犬けん歯しがのぞいていた。吸血鬼特有の牙きばである。

　雪ゆき菜なによく似た少女の正体は、古こ城じようと同じ吸血鬼なのだ。

「偶然にしては似すぎているな。姉妹というわけでもなさそうだが？」

「ああ、それ。よく言われます。あの人は、そんなふうに間違われるのも満まん更ざらでもないみたいですけどね」

　どこか反発するような口調で、少女が言う。雪菜のことをよく知っているような口振りだ。那な月つきは面白そうな表情で、そんな少女の反応を眺ながめていたが、

「まあいい。ついさっき、高等部の女子更衣室に転移してきたのは、貴き様さまだな？」

「さすが、那月ちゃん。よく気づきましたね」

　へえ、と少女は本気で感心したように微笑ほほえんだ。那月の表情がかすかに険しさを増す。

「あれは普通の空間制御魔ま術じゆつではなかった。なんだ、あの術式は？」

「なんだと言われても、お答えできないんですけどね。いちおうわたしにも、守秘義務というものがありまして」

「なぜ姫ひめ柊らぎ雪菜になりすまして、彩さい海かい学がく園えんに入りこんだ？　貴様の目的はいったいなんだ？」

　那月はあっさりと質問を変えた。少女の魔術に興味をなくしたわけではなく、より優先度の高い質問から問とい質ただすことにしたのだろう。

「まあ、半分は好奇心ですかね。どうしても会ってみたかったので」

　守秘義務とやらに接触しないと判断したのか、少女は意外にも素直に答えてきた。

「会ってみたかった？　暁あかつき古こ城じようにか？」

「そうですね。ほかにも、まあ、いろいろです」

　那な月つきが淡々と訊きき返し、少女ははぐらかすように笑って肩をすくめた。

「目的の残り半分というのは？」

「えーとですね、それは……わっ!?　やばっ！」

　得意げに口を開きかけた少女が、なにかに気づいて、慌あわてて那月を校舎の陰に連れこんだ。

　少女が見つめる植えこみの先には、古城と、体操服を着た姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なの姿があった。彼らに見つからないように隠れたのだ。

　少女は息を殺して背中を丸め、二人が通り過ぎるのを待っている。やがて雪菜たちが完全に見えなくなって、少女はようやく息を吐き、セーフ、と大きく両腕を広げた。

　那月はそんな少女を呆あきれたような無表情で眺ながめて、

「そんなに姫柊雪菜に見つかりたくないのなら、匿かくまってやろうか。いい場所がある」

「え!?　ホントに？」

　少女がパッと表情を明るくして那月を見た。那月は優しげにうなずいて笑う。作り物めいた美しい微笑ほほえみだ。

「邪じや魔まの入らない場所で、ゆっくり話を聞かせてもらいたいのでな」

「──って、それ、まさか監かん獄ごく結けつ界かいってオチじゃないですよね？」

　本能だけで脅きよう威いを察知して、少女が那月から離れた。しかし怯おびえて身を縮こまらせているというわけではない。重心をわずかに落とした彼女の構えは、本物の雪菜の戦せん闘とう姿勢によく似ていた。

「さあ、どうかな」

　ニヤリと笑う那月の周囲に、巨大な空間の揺らぎが出現した。

　それは那月が自らの夢の中に構築した、〝監獄結界〟と呼ばれる異空間への入り口だ。時間の流れすら存在しない永えい劫ごうの夢の世界。それゆえに絶対に脱獄不能な、凶悪魔ま導どう犯はん罪ざい者しや専門の結界である。魔女である那月は悪魔との契約によって、その結界の管理者となった。そして彼女は自らの夢の中へと、少女を連れこもうとしているのだ。

「やっぱり！」

　虚こ空くうから撃ち放たれた銀色の鎖が、抗議の悲鳴を上げる少女めがけて四方から殺到した。

　銀ぎん鎖さの正体は、神々の手によって造られた古代の魔ま具ぐだ。凶悪な神しん獣じゆうを捕ほ縛ばくするために造られたその鎖は、どれほどの魔力をもってしても容易たやすくちぎれるものではない。が、

「そのお誘いは、丁てい重ちようにお断りしたいかな、なんて」

　少女の眼前で、金色の閃せん光こうが駆け抜けた。彼女の全身を縛しばっていた銀鎖が、その一いつ瞬しゆんで、ことごとく砕け散る。あたかもすべての魔ま力りよくを失い、朽くち果はててしまったかのように。

「なに……!?」

　那な月つきの表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。だがその驚愕は、すぐに深い納得へと変わる。

「貴き様さま、その能力は……そうか。そういうことか……」

「まあ、そんなわけなんで」

　白い犬けん歯しをちらりとのぞかせて、少女が照れたように微笑ほほえんだ。そして彼女は顔の前で両手を合わせ、甘えるような口調で那月に頼みこむ。

「あらためてお願い。可愛い教え子を、ちょっとだけ匿かくまってもらえません？」

　聞きようによっては厚かましい少女の言い分に、那月はわずかに唇くちびるを曲げた。

　本物の姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なならともかく、彼女のような教え子を持った記憶は、那月にはない。しかし少女の奇妙な言動が、完全なデタラメとも思えない。

「まだ貴様の名前を聞いていなかったな」

　那月が少女を見つめて訊きいた。

　少女は、少し考えるように視線をちらりと上に向け、自分の名前だけを短く告げた。

「零れい菜な」
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　雫しず梨りが優ゆ乃のと一緒に暮らしているのは、絃いと神がみ新しん島とう第一島群クラスタにある帰還者用の仮設集合住宅だ。仮設住宅とはいうものの、その実態は〝咎とがの方はこ舟ぶね〟と呼ばれる要よう塞さい都と市しを住居に流用できるか確かめるための実験施設であり、雫梨たち入居者は、ある種の実験動物という扱いになる。

　そのぶん家賃は格安で、キッチンや浴室、トイレなどの設備も充実していた。生活に必要な家具や電気製品も、必要なものは最初から揃そろっている。

　絃神島本島にある彩さい海かい学がく園えんまでは、モノレールと水上バスを乗り継いで片道約一時間。近くはないが、通学に支障を来きたすほどの距離でもない。だがそのわずかな通学時間すらもどかしく感じながら、雫梨は自宅に駆け戻っていた。

「授業が早く終わって、助かりましたわ。編入早々、学校を休みたくはありませんし」

　鏡の前でそう呟つぶやきながら、雫梨は彩海学園の制服を乱雑に脱ぎ捨てた。代わりにクローゼットの奥から取り出したのは、彼女のもうひとつの制服だった。

　金属製の肩当てのついた丈たけ長ながのコート。そしてコバルトブルーの頭巾ウインプル。それはかつて攻こう魔ま高こう専せんと呼ばれていた、今はもう存在しない学校の制服だ。そして雫梨にとっては、聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスとしての正装でもあった。

　制服の腰に革製の剣けん帯たいを巻き、金きん色いろの鞘さやに収められた長ちよう剣けんを装着する。雫しず梨りはその装着感を確かめて、鏡に向かってうなずいた。

「──よベしネ！」

　中等部の授業は午前で終わりだが、高等部は午後も授業があるらしい。つまり雫梨の行動を、古こ城じようたちに気づかれることはない、ということだ。

　琉る威いと優ゆ乃ののお見舞いは学校帰りに済ませてきた。雫梨がやり残したことはあとひとつ。大切な班員なかまである琉威たちを傷つけた魔ま獣じゆうを、彼らに代わって討伐するだけである。だが、

「なにが、よろしくて？」

「にゃっ!?」

　ドアを開けて外に出た瞬しゆん間かん、目の前に立っていた少女に呼びかけられて、雫梨は間の抜けた悲鳴を上げた。

　古風な長い黒髪と、黒を基調にしたセーラー服。白い肌と濡ぬれたような赤い唇くちびる。威圧感のあるその容姿よりも、彼女が姿を見せるまで、一切の気配が感じられなかったことに驚おどろいたのだ。

「あ、あなた……昨日の……！」

　腰の剣けんに手を掛けたまま、雫梨はどうにか体勢を立て直す。黒髪の少女は、ふふっ、と妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。元の顔かお貌かたちが整っているだけに、人じん外がいの魔物を連想させる美しくも恐ろしい微笑みだ。これではどちらが魔族なのだかわからない。

「ええ。太たい史し局きよくの妃き崎さき霧きり葉はよ。香か菅すが谷や雫梨・カスティエラ」

「どうして、わたくしの名前を？」

　雫梨は油断なく相手を見据えたまま訊きき返した。昨日、病院で遭そう遇ぐうしたとき、雫梨は彼女に名乗った記憶がない。古城も雫梨のニックネームしか口にしなかったはずだ。

「悪いけれど調べさせてもらったわ……と言っても、それほど大げさな話じゃないけれど。あなたは有名人だから。そうでしょう、聖団ギゼラ最後の修女騎士パラデイネスさん？」

　霧葉が皮肉っぽい口調で答えてくる。その言葉に揶や揄ゆするような響ひびきを感じて、雫梨は眉まゆを逆さか立だてた。魔力を帯びた抑えきれない怒ど気きが、ゆらり、と全身から立ち上る。

「喧けん嘩かを売りに来たのでしたら、買い叩たたいて差し上げましてよ？」

「それはそれで愉たのしそうだけど、喧嘩を買う相手を間違えているのではなくて？」

　霧葉は涼しげに微笑んで、雫梨の怒りを無造作に受け流した。

「どういう意味ですの？」

「今朝早く、未確認の魔獣と一戦交えたわ」

　なおも刺とげ々とげしい口調で尋ねる雫梨に、霧葉は左腕をかざしてみせた。彼女の手首に巻かれていたのは、真新しい白い包帯だ。

「優乃さんたちを襲おそったやつですのね？」

　雫梨が目を殊こと更さらに大きく見開いた。

「ええ、ある意味では」

　霧きり葉はが曖あい昧まいに言葉を濁にごす。雫しず梨りはムッと眉み間けんにしわを刻んで、

「……ある意味では？」

「私が戦った相手は、宮みや住ずみ琉る威い、および天あま瀬せ優ゆ乃のが切り落とした、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの触手が増ぞう殖しよく・再生した個体よ。つまり魔ま獣じゆうの切れ端ってこと」

「切れ端だけ、ですの？」

　雫梨の瞳ひとみに戸惑いが浮かんだ。こうして話をしているだけでも、妃き崎さき霧葉という攻魔師が、相当な実力の持ち主だとわかる。皮肉屋とクソ真ま面じ目め──二人の性格こそ対照的だが、霧葉から感じる闘とう気きの質は姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なのものによく似ていた。彼女たちの実力もほぼ互角のはずだ。

　その霧葉が、魔獣の切れ端を相手に負傷したという。

「では、魔獣の本体は──」

「そうね。まだこの島のどこかに潜ひそんでいるはずよ」

「な……!?」

　霧葉の素っ気ない返答に、雫梨はしばし言葉を失った。

「ほ、放っておいてよろしいんですの……!?」

「べつに放置しているわけではないわ。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの捜索は、太史局ウチのスタッフが総出で、今も続行中。ただし相手の位置が特定できたとしても、有効な対策が打てるとは限らない」

「……どうして？」

「理由のひとつは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの持っている再生能力よ。回収した魔獣の細胞のサンプルは、ある特定の条件下では、爆ばく発はつ的な速度で増殖することが確認されているわ」

　増殖というキーワードで、雫梨は霧葉の負傷の原因を理解した。

　琉威たちに切断された魔獣の肉片は、わずかひと晩足らずで急激に再生、増殖し、霧葉をてこずらせるほどのサイズにまで成長したのに違いない。

　とはいえ相手は、吸血鬼の真祖のような規格外の化け物ではないのだ。そんなデタラメな再生速度を、なんの制限もなしに維持できるとは思えない。

「特定の条件下、というのは？」

「それが、有効な対策を打てない、もうひとつの理由よ。やつは、魔力を吸収するわ」

「魔力を喰くう、ということですの……？」

　何気ない霧葉の言葉の真意に気づいて、雫梨の背筋を汗が伝った。

　いかなる種類の魔術であれ、それが効果を発はつ揮きするためには、相応の魔力を伴う必要がある。しかしこの魔獣は、その魔力自体を養エ分サにしているのだ。単純に魔力を無効化するより、よほど厄やつ介かいな性質だ。

「ご名答。魔術による攻撃は、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを活性化させるだけよ。やつにダメージを与えるためには、物理的な攻撃手段を用いるしかない」

「ですが、その魔ま獣じゆうには再生能力があると……」

「そうなのよね。銃撃や切断武器で、相手の細胞を飛散させるわけにはいかないわ」

　霧きり葉はが表情も変えずにうなずいた。

　他ひ人と事ごとのように無責任な彼女の物言いに、雫しず梨りは危うくキレそうになる。

「だったら、どうやって駆除するつもりですの？」

「有効な対策が打てないかもしれないと、私は最初から伝えていてよ？」

「うぐ……」

　雫梨は反論できずに言葉を吞のみこんだ。

　悔しげに沈黙する彼女を、霧葉は不意に真ま面じ目めな表情で見返してくる。

「あなたに会いに来たのはそれが理由よ、香か菅すが谷や雫梨・カスティエラ。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスには、〝炎喰蛇ハウラス〟と呼ばれる秘ひ蹟せき兵へい装そうが継承されているそうね。そして現在の〝炎喰蛇ハウラス〟の所有者は、当然、聖団ギゼラ最後の生き残りであるあなたということになる──違って？」

「魔獣を斬きるために、〝炎喰蛇ハウラス〟を使えと仰おつしやるんですの？」

　雫梨は、腰の剣けんを庇かばうように無意識に右半身を霧葉に向けた。それは〝炎喰蛇ハウラス〟がそこにあることを霧葉に教えるようなものだったが、今いま更さらそれを後悔しても遅い。

「〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬りつけた相手の魔力を奪うばって威力を増す魔剣だと聞いていてよ？　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの細胞が魔力によって活性化するのなら、魔力を奪い去ることで無力化することもできると考えているのだけれど──」

「いちおう筋は通ってますわね」

　魔剣の正体を隠すことを諦あきらめて、雫梨は、霧葉の言葉にうなずいた。この未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの性質を考えれば、たしかに〝炎喰蛇ハウラス〟は最適の装備だ。それどころか、唯一の対抗策かもしれない。だからこそ霧葉は、部外者であるはずの雫梨を訪ねてきたのだろう。

「魔獣の追跡や包囲は、太たい史し局きよくがやるわ。私たちは魔獣への対抗手段を手に入れる。あなたは自分の手でお友達の敵かたきを討うつ。どう？　私たちに協力する気になって？」

　雫梨の心を読み取ったかのような口調で、霧葉が協力を要請してくる。甘美な誘惑、と呼ぶにはあまりにも合理的で現実的な提案だ。

　たとえ同じような状況に置かれたとしても、古こ城じようや雪ゆき菜なは、決してこんな取り引きを雫梨に持ちかけてはこないだろう。なぜなら霧葉の作戦は、雫梨の身を危険にさらすものだからだ。

　自分の代わりに他人を戦わせるようなやり方を、古城たちは絶対に認めない。雫梨が傷つく可能性があるなら、尚なお更さらだ。彼らは甘いし、それに愚おろかだ。

　だが、古城たちのその甘さと愚かさが、雫梨には心地ここち好よく感じられる。

　だからこそ雫梨は、彼らが暮らすこの島を護まもるため、自分の手で魔獣を討とうと決めたのだ。

「あなたに言われるまでもなく、わたくしは最初から未ア確ン認ノ魔ウ獣ンとやらを討つつもりでいましたわ。ですけど──」

「なにかしら？」

　霧きり葉はが色っぽく小首を傾かしげた。彼女を見つめたまま、雫しず梨りは嘆息して、

「古こ城じようたちがあなたと気が合わない理由、なんとなくわかってしまいましたわ」

「そう？」

　霧葉は、なぜか傷ついたように、小さく唇くちびるを尖とがらせる。
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「偽にせ者ものに襲おそわれて気絶してた……？」

　ぬるくなったきつねうどんの汁を啜すすりながら、古城が雪ゆき菜なを見つめて訊きいた。

　校内をひと回りして偽者の雪菜を捜そう索さくし、結局見つけられないまま、遅めの昼食を摂とっているところだ。古城たちと同じテーブルには、矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎ、それに凪なぎ沙さの姿がある。

　雪菜の証言によれば、偽雪菜は女子更衣室に突然現れて、背後から襲ってきたのだという。

　その後、意識を取り戻した雪菜が慌あわてて追いかけてきたときには、偽雪菜は逃げ去ったあとだった、というわけだ。

「つまり凪沙たちがさっき会って話してたのは、雪菜ちゃんじゃなかったってこと？」

　凪沙が小動物のようにサンドイッチを頰ほお張ばったまま訊き返す。

　ふむ、と矢瀬は、チャーハンの皿から苦手なピーマンを選より分けつつ、頰ほお杖づえを突き、

「それにしちゃ、ずいぶんよく似てたな」

「そうね。メイクでどうにかできるレベルじゃなかったと思うけど」

　三枚目のピザを平らげた浅葱が、口元を拭ぬぐいながら呟つぶやいた。

　そうだよな、と古城は彼らの意見に同意する。雪菜自身、偽者が自分と瓜うり二ふたつだったことは認めているのだ。

「幻げん術じゆつって感じでもなかったな。顔に触っても違和感なかったし」

「……触ったんですか？　偽者の顔に？」

　体操服姿のままの雪菜が、驚おどろいて古城を見つめてくる。どうして偽者とそんなに仲良くするのか、と責められているような印象を受けたのは、古城の気のせいではないだろう。

「あー、いや。なんていうか話の流れで」

　古城が曖あい昧まいに言い訳するが、雪菜の視線は寒々しいままだ。彼女が注文したパスタサラダも、さっきからほとんど減っていない。と、

　その雪菜に横合いからいきなり抱きついたのは凪沙だった。

　戸惑う雪菜を、凪沙はものすごい勢いで抱きしめて、

「雪菜ちゃん！　死んじゃ嫌だよ！」

「は、はい？　死ぬって、わたしが？」

　あまりにも不吉な凪なぎ沙さの発言に、反応できずに固まる雪ゆき菜な。しかし凪沙にふざけている様子はない。彼女は真剣な表情で雪菜を見つめて、

「だってよく言うでしょ。自分の生いき霊りようだか、ドッペルゲンガーだかに遭あった人は、それからすぐに死んじゃうって」

「そういえば聞くわね、そういう話。呪じゆ術じゆつ的てきな解釈はどうなってるのか知らないけど」

　浅あさ葱ぎが興味を惹ひかれたように言う。たとえ根拠の乏しい噂うわさ話ばなしでも頭ごなしに否定しないのは、〝魔ま族ぞく特とつ区く〟での暮らしが長い彼女らしい態度だ。

　しかし古こ城じようは、凪沙の仮説に直感的な疑問を覚えて、

「さっきの偽にせ姫ひめ柊らぎは生いき霊りようだったのか？　幽ゆう霊れいにしては、ずいぶん騒そう々ぞうしかった気がするが」

「霊体ではない、と思います。わたしを物理的に殴って気絶させましたし、着替えの制服も盗んでいきましたし」

　雪菜が冷静にそう指摘した。なるほど、と古城は納得してうなずく。

「そうか。素っ裸で女子更衣室に現れたんだもんな……ってことは、偽姫柊が着けてる下着も、姫柊のやつか？」

「そ、そうですけど……それはどうでもいいじゃないですか……！」

　体操服の胸元を手で隠しながら、雪菜が頰ほおを赤くして言った。もしも偽雪菜が、雪菜の下着を奪うばっていったのなら、その体操服の下にはなにを着ているのか──とりあえず今は追及しないことにしよう、と古城は思う。

「女子更衣室の中までは、さすがに音響結界サウンドスケープを張ってなかったからな……失敗だったか」

　矢や瀬ぜが他人に聞こえないようにぼそりと呟つぶやく。

　一方、浅葱は、難問に直面した受験生のように不ふ機き嫌げんな顔をして、

「姫柊さん、姉妹きようだいは？　生き別れの双子とか、同い年くらいの従い姉と妹こがいたりしない？」

「それは……少なくとも、わたしの知る限りでは、いないはずですけど」

　雪菜が歯切れの悪い口調で返答した。両親を早くに失った彼女にとって、姉妹の不在を断言するのは困難なのだ。

　たしかに生き霊を疑うよりは、双子の姉妹と言われたほうが、まだ実際にありそうだ。だが、単に姉妹というだけでは、偽物が雪菜の周囲の人間関係を知ち悉しつしていた理由を説明できない。偽雪菜は、古城が吸血鬼であることも知っていたのだから。

「あれは実は人間じゃなくて、姫柊ちゃんをモデルに造られたロボットって可能性はどうだ？　あるいはクローン人間とか」

　矢瀬が、閃ひらめいた、と言わんばかりの自信に満ちた口調で発言した。

　浅葱はそんな矢瀬に蔑さげすむような視線を向けて、

「基もと樹き、あんたね、少しは真ま面じ目めに考えなさいよ。馬ば鹿かじゃないの」

「真面目に考えてるだろ!?　生き別れの双子説とどう違うんだよ!?」

　矢や瀬ぜが本気で傷ついたようにムキになって反論する。とはいえ、さすがにロボットはないな、と古こ城じようはこっそりと息を吐き、

「偽にせ姫ひめ柊らぎの正体はともかく、あいつの目的はなんなんだろうな？」

「べつに悪意は感じなかったわよね」と浅あさ葱ぎ。「誰だれかを傷つけたり、姫柊さんの評判を落とそうとしていたわけでもないし」

「そうかなあ」

　控えめに異議を唱えたのは凪なぎ沙さだ。偽にせ雪ゆき菜なにおばさんと言われたことを、まだ少し根に持っているらしい。

「少なくとも姫柊になりすまして俺おれたちに危害を加えよう、って感じではなかったな」

　偽雪菜の行動を思い出しながら、古城が言う。多少の暴言はあったけれども、偽雪菜はおおむね古城たちに対して友好的だった。

「そもそも彼女、どうしてあたしたちのことを知ってたのかしら？」

　浅葱が古城を見つめて訊きいてくる。古城は頼りなく首をすくめて、

「それは本人を捕まえて訊いてみるしかないんだろうな、やっぱ」

　そうね、と浅葱も弱々しく溜ため息いきをついた。

「とりあえず手分けして捜さがしてみる？　あ、姫柊さんはなるべく一人で行動しないで。なにかあったときに現場不在証明アリバイが必要になるかもしれないわ」

「わかりました」

　浅葱の発言の意図を察して、雪菜はすぐにうなずいた。

「そうか……偽姫柊が、俺たちとは無関係な場所で事件を起こす可能性もあるわけか」

　たしかに偽雪菜は古城たちに友好的だったが、すべての人間に対してもそうであるとは限らないのだ。彼女の目的がわからない以上、警けい戒かいしすぎるということはない。

「モグワイに、市内の監視カメラを使って捜そう索さくさせるわ。見つかったらすぐに連絡するから」

　浅葱が愛用のスマートフォンを握にぎって立ち上がる。ちょうど昼休みの終わりを予告するチャイムが鳴り始めたところだった。

「でも、本当に誰だったんだろうね、さっきの雪菜ちゃんのそっくりさん」

　食べ終えた食器を片付けながら、凪沙が誰にともなく独ひとりごちる。

　浅葱はふとなにかに気づいたように、凪沙の横顔を無言で見つめた。

「浅葱ちゃん？　どうかした？」

「ううん」

　視線に気づいた凪沙が不思議そうに目を瞬またたき、なんでもない、と浅葱が首を振る。

　そして浅葱は自らの想像を振り払うように顔をしかめて、ぼそり、と口の中だけで呟つぶやいた。

「凪沙おばさん……って、まさか……ね」
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　結局それから放課後になるまで、偽にせ雪ゆき菜なが校内に現れることはなかった。

　監視カメラを駆使した浅あさ葱ぎの捜そう索さくにも、それらしき人物が捕ほ捉そくできたという情報はない。彼女はなんの痕こん跡せきも残さないまま、忽こつ然ぜんと消きえ失うせてしまったのだ。まるであの場にいた全員が、揃そろって白昼夢でも見ていたかのような結末だった。

　だが、もちろん偽雪菜の存在は、実体のない幻などではない。持ち去られた本物の雪菜の制服が、彼女の実在を証明している。

　もっとも、だからといって雪菜がいつまでも体操服のままで過ごすわけにもいかない。

　幸いなことに雪菜は予備の制服を大量に持っていた。第だい四よん真しん祖その監視役という任務上、彼女の制服は戦せん闘とうに巻きこまれて、けっこうな頻ひん度どで汚損するからだ。

　そんなわけで下校時に古こ城じようと合流した雪菜は、新品の制服に着替えていた。制服のタイが学校指定の紐ひもタイになっているのは、私物のリボンタイの予備を用意していなかったせいだろう。

　意識不明だった琉る威いが面会可能になったという連絡を受けたのは、その直後のことだった。

「宮みや住ずみ、いるか？」

　扉が開いたままの病室に入ると、そこにはベッドに横たわる琉威と、スーツを着た見知らぬ女性がいた。琉威の病室は四人部屋だが、残り三つのベッドのカーテンは閉まっている。

「暁あかつきくん。それに姫ひめ柊らぎさんも」

　ベッドに座っていた琉威が、古城たちに気づいて振り返る。

　薄うすいブルーのパジャマを着た琉威の姿は、いかにも病弱な美少年という雰ふん囲い気きで、庇ひ護ご欲よくをそそった。まだ健康的といえる顔色ではなかったが、想像よりも体調は良さそうだ。点滴などのチューブもすでに取り外されている。

「──それでは、私はこれで」

「はい。お世話になりました」

　スーツの女性が、琉威と短い挨あい拶さつを交わす。女性の年齢は二十歳前後だろうか。長く伸ばした前髪で眼鏡めがねの下の左目を隠しているが、それでも彼女の美貌は損なわれていない。

　古城と雪菜に無言で会え釈しやくして、彼女は病室を出て行った。見るからに有能な事務員という印象を与える、隙すきのない所しよ作さだった。

「今のは？」

　彼女が病室から出て行ったのを確認して、古城が訊きいた。見舞いに来た、という雰囲気ではなかった彼女のことが少し気になったのだ。

「民間攻こう魔ま師し協会の事務局の人だよ。今回の仕事の後始末をお願いしたんだ」

　琉る威いが微苦笑を浮かべて言った。彼と優ゆ乃のは、仕事中に負傷して病院に運びこまれたのだ。依頼主との交渉や費用の精算などの、面倒な事務作業が残っているのだろう。

　本来訊きくべきではない無神経なことを訊いてしまった気がして、古こ城じようは気まずく首を振り、

「綺き麗れいな人だな」

　誤ご魔ま化かすつもりで思いついたことをそのまま口にする。

　古城の内心の葛かつ藤とうを見抜いたように、琉威は穏おだやかに笑ってうなずき、

「そうだね。見た目どおりの年齢ではないと思うけど」

「……那な月つきちゃんの同類かよ」

　なるほど、と古城は妙に腑ふに落ちた気分で呟つぶやいた。彼女が魔ま女じよや魔術師の類たぐいなら、見た目の若さに似合わぬ有能な雰ふん囲い気きにも納得だ。さすがに民間攻魔師協会の関係者だけあって、事務員といえどもただ者ではないらしい。

「仕事のほうは大丈夫なのか？　手伝えることがあったら、なんでもやるぞ？」

「ありがとう。でも大丈夫。僕たちが建設会社から引き受けた依頼は人ひと捜さがしだけで、さすがに未み確かく認にん魔ま獣じゆうの駆除までは契約に入ってないからね。報ほう酬しゆうはきちんと支払われたし、違約金も発生しない。入院の費用も、協会の保険で賄まかなえるしね」

「そうか。それはよかった……いや、よくないけど、不幸中の幸いっていうか」

　うっかり口を滑すべらせて慌あわてて訂正しつつも、古城は琉威の答えに安心する。名目上は絃いと神がみ市し国こくの領主でありながら、古城自身は貧乏な一高校生に過ぎない。たとえ友人が金に困っていたとしても、ロクに力になれないのがつらいところだ。

「あの、これ、暁あかつき先輩とわたしからお見舞いです。よかったら天あま瀬せさんとご一緒に」

　雪ゆき菜ながそう言って、琉威に見舞いの品を差し出した。花束と菓子、そして暇ひま潰つぶし用のボードゲーム各種である。

「ありがとう。退屈で困っていたから、助かるよ」

　琉威がゲームの外箱を眺ながめて嬉うれしそうに笑う。実は琉威はアナログゲームの愛マ好ニ家アなのだ。

「カス子は、今日はまだ来てないのか？　ここに来れば会えると思ってたんだが」

　退屈という琉威の言葉に、古城は意外そうな表情を浮かべた。

「班長ならもう帰ったよ。このあと用事があるって言ってたけど」

「用事？」

　古城は漠然と嫌な予感を覚えた。ただでさえ偽にせ雪菜の存在で頭が痛いのに、余計な問題を増やさないでくれよ、と祈るような気分で考える。

「まあいいか。ほかになにか必要なものがあったら言ってくれ。香か菅すが谷やには頼みにくいものもあるだろうし──ああ、いや、変な意味じゃなくて、普通に。下着の替えとか」

「変な意味？」

　それはどういう意味か、と雪菜が不思議そうに古城を見つめてきた。その無む垢くな視線から逃れるように、古こ城じようは慌あわてて話題を変える。

「ところで、身体からだのほうはもう大丈夫なのか？」

「優ゆ乃のと違って、もともとたいした怪け我がじゃなかったからね」

　琉る威いがパジャマの袖そでをまくって、治りかけの擦すり傷きずを古城に見せる。

「精気を奪うばわれたって聞いたんだが……？」

「そうだね。攻撃を受けた瞬しゆん間かんの記憶は曖あい昧まいなんだけど、一時的に体内の呪じゆ力りよくをごっそり奪われたのは事実だと思う。ただ、それよりも問題なのは、あの魔ま獣じゆうが、呪術投射機スペルスロワーで撃うちこんだ呪じゆ弾だんを喰くったことのほうなんだ」

　琉威の瞳ひとみから柔にゆう和わな笑みが消え、攻魔師としての貌かおが表に現れる。

　古城がその言葉の意味を理解する前に、雪ゆき菜なが驚きよう愕がくしたように身を乗り出した。

「呪弾を喰った？　撃ちこまれた呪力を吸収したということですか？」

「うん。つまりやつは魔術を無効化するだけじゃなく、魔力による攻撃そのものが効かない可能性がある。もしかしたら吸血鬼の眷けん獣じゆうでさえも」

「……眷獣が？　だけど、相手は魔獣といっても、生物なんだろ？　魔力を喰うにしても、一度に喰える量には限りがあるんじゃないのか？」

　ようやく事態の深刻さに気づいて、古城が反問する。

　琉威は静かに首を振った。

「そうかもしれないけど、断言はできない。魔力を吸収する原理がわからないからね」

「油断は禁物ってことか」

　絃いと神がみ新しん島とうに出現した未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、眷獣の魔力すら吸収する可能性がある。その可能性が否定されるまでは、第だい四よん真しん祖その眷獣を迂う闊かつにぶつけるべきではないだろう。もしも未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが第四真祖の眷獣をも吸収し尽くしたら、それはもはや古城の手にすら負えない制御不能の怪物と化すからだ。

「今の情報、妃き崎さきさんの耳にも入れておいたほうがいいかもしれませんね」

　雪菜がいつもの生き真ま面じ目めな口調で言った。そうだな、と古城も同意する。霧きり葉はが素直に感謝してくれるとは思えないが、この際、そんなことを気にしている場合ではない。

「妃崎さんというのは、太たい史し局きよくの攻魔官？」

　琉威がベッドから古城たちを見上げて訊きいてくる。古城は驚おどろいて琉威を見返した。

「あいつ、宮みや住ずみにも会いに来たのか？」

「ちょうど班長と入れ違いにね。そういえば彼女、班長に興味を持っているみたいだった」

「妃崎がカス子のことを調べてたのか？」

　恩おん萊らい島とうにいたころの習慣で、琉威は今でも雫しず梨りのことを班長と呼んでいる。だがそのことはどうでもいい。問題は霧葉が雫梨の情報を嗅かぎ回っているという事実だった。特に根拠はないものの、嫌いやな予感しかしない。

「なるべく当あたり障さわりのないことを答えておいたけどね」

　琉る威いが少し困ったように笑う。彼も霧きり葉はのことを完全に信用したわけではないのだろう。

「妃き崎さきさんは、香か菅すが谷やさんを魔ま獣じゆうの駆く除じよに連れ出すつもりなのかもしれません」

　雪ゆき菜ながぽつりと呟つぶやいた。古こ城じようはその仮説を少し意外に感じた。雫しず梨りは多くの実戦経験を持つ強力な攻魔師だが、書類上は単なる中学生に過ぎない。彼女が高い戦せん闘とう力りよくを持つ鬼族オグレスであるという条件を加味しても、わざわざ霧葉が部下に加えたがるとは思えない。

「なんでカス子を魔獣駆除に……そうか！　〝炎喰蛇ハウラス〟……！」

　古城がハッと目を剝むいた。

　雫梨の〝炎喰蛇ハウラス〟は、斬きりつけた相手の魔力を喰くって威力を増すという聖団ギゼラの秘ひ蹟せき兵へい装そうだ。

　魔力を吸収するという未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに対して、同じ性質を持つ武器をぶつける──馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど単純だが、リスクの少ない効果的な手段だといえる。そして雫梨には、琉威や優ゆ乃のの敵かたき討うちという動機がある。霧きり葉はの誘いに乗る可能性は高い。

　だがそれは、雫梨が未ア確ン認ノ魔ウ獣ンとの戦いの矢や面おもてに立たされるということでもある。正体不明の魔獣相手の近接戦闘。あまりにも無む謀ぼうな作戦だ。

「香菅谷さんの居場所は、魔族登録証の位置情報で特定できるはずです。藍あい羽ば先輩なら──」

「わかった！　悪い、宮みや住ずみ。またあとで連絡する──」

　雪菜の言葉にうなずいて、古城は病室を飛び出そうとする。雫梨たちが魔獣と接触する前に、彼女を止めなければと思ったのだ。

　だが、その前に古城の携帯電話が鳴った。表示された発信者名は浅あさ葱ぎだった。自分が病室にいることを忘れて古城は通話ボタンに触れ、

「──って、浅葱か！　ちょうどいい。調べて欲しいことがあるんだが」

『そんなこと言ってる場合じゃないから！　テレビ、見てないの!?』

　一方的にしゃべり出そうとした古城を遮さえぎって、回線の向こうで浅葱が怒鳴った。

「は？　テレビ？」

　浅葱の剣幕に圧倒されて古城は戸惑い、琉威が病室に備えつけられていた小型テレビのスイッチを入れた。

　最初に映し出されたのは煙だった。画面を覆おおい尽くすほどの黒い煙。その切れ間に、ちらちらと赤い炎が映りこむ。どうやら絃いと神がみ島じまの市街地の映像らしい。

「なんだ、これ……？　事故……火事か？」

『魔獣よ。人工島北地区アイランド・ノースに、大型の未確認魔獣が出現したの。今、特区警備隊アイランド・ガードの災害対策班が現場に向かってるけど、あたしたちも──って、古城？　聞いてるの？　古城!?』

　浅葱の言葉を、古城は途中から聞いていなかった。画面の片隅を、見覚えのある少女が一いつ瞬しゆん、横切ったからだ。丈たけ長ながの白いコートと青い頭巾ウインプル。そして白い髪──

「先輩！」

　雪ゆき菜なが硬い声で古こ城じようを呼んだ。古城は目元を覆おおってうめく。

「魔ま獣じゆうって……まったく、冗談じゃねーぞ、くそっ！」

　慌あわただしく病室から出て行く古城たちを見送り、琉る威いは不安げに唇くちびるを嚙かんでいた。

　　　　　　　　　　６

　人工島北地区アイランド・ノースは、企業や大学の施設を集めた研究所街だ。魔族の生態の研究と応用技術の開発という、〝魔族特区〟本来の目的を体現した地区である。

　多くのビルが建ち並ぶ、広大な地下空間を持った重層都市。無機質な構造材を剝むき出だしにした景観は、巨大建造物としての人工島らしさを、もっとも色いろ濃こく残している。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの上陸地点は、その四層構造の街の第二層。人工島ギガフロートのほぼ中央に位置する放水路だった。

　進路上にある建物や施設をことごとく蹂じゆう躙りんしながら、魔獣は街の中心部へと進んでいる。

　厄やつ介かいなことに、破壊されたパイプラインから洩もれ出したガスに引火し、大規模な火災が発生していた。ただでさえ危険な資材や薬品が多く貯蔵されている街である。特区警備隊アイランド・ガードの主力部隊は、住民の避ひ難なん誘ゆう導どうと消火活動に追われて、戦力の分散を余よ儀ぎなくされている。その結果、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの対策は後ご手てに回り、足止めすら満足に行えていない。助すけっ人との香か菅すが谷や雫しず梨りを含む太たい史し局きよく未ア確ン認ノ魔ウ獣ン対策班が現場に到着したのは、そんな混乱の真まっ只ただ中なかのことだった。

「魔獣が確認されたのは、絃いと神がみ新しん島とうだったのではありませんの!?」

　立ちこめる煙に目を細めながら、雫梨が八つ当たり気味に霧きり葉はを責め立てた。

　太史局による未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの捜索範囲は、目撃情報があった絃神新島第六島群クラスタが中心だ。絃神島本島は完全に対象外である。そのせいで現場への到着が、大幅に遅れてしまったのだ。

「第六島群クラスタから絃神島本島までは、直線距離で約二十二キロ。その気になれば、人間でも泳げない距離ではなくてよ」

　しかし霧葉は、表情も変えずにそう告げてくる。

　雫梨たちがいるのは、人工島北地区アイランド・ノースの資材搬はん入にゆう路ろだ。第一階層から第二階層へと続く横幅十メートルの地下トンネルは、最終的に魔獣の予想進路と交わることになっている。

　合流ポイントは大型研究施設の建設予定地で、現在は基礎工事を終えただけの空き地だった。少しばかり派手な戦せん闘とうが行われても、周囲への被害は最小限で済む。逆に言えば、その空き地で未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを喰くい止めなければ、甚じん大だいな被害が出るということでもある。

「そういうことを言ってるのではありませんわ！　追跡はどうなってましたの、追跡は!?」

「追跡の結果、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが第六島群クラスタの外に出る可能性は予見されていたわ。だからこうして、待機していたわけ。どこに未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが出現しても対応できるように」

「うー……」

　のらりくらりとした霧きり葉はの言い訳に、雫しず梨りは悔しげに歯を鳴らした。

　霧葉はやれやれと首を振り、資材搬はん入にゆう路ろの出口へと目を向ける。

　直径二百メートルほどの広大な空き地では、すでに特区警備隊アイランド・ガードの拠ガ点ー防デ衛イ部ア隊ンが配置についている。強化戦せん闘とう服ふくを着けた武装警備員だけでなく、装そう輪りん装そう甲こう車しやや対たい魔ま族ぞく用ようの有脚戦車ロボツトタンクの姿もあった。対たい魔ま獣じゆう戦闘という性質上、大型火器の数は少なめだが、それでもかなりの重装備だ。

「焦らなくても、私たちの出番は、特区警備隊アイランド・ガードからの救援要請が出たあとよ。まずは連中のお手並みを拝見しましょう。通常兵器で捕ほ獲かくできるなら、それに越したことはないわけだし」

「それは、そうかもしれませんけど」

「それに誰だれかが多少ひどい目に遭あってくれないと、下しも々じもの者たちに、私たちのありがたさがわからないでしょう？」

　なおも不満げな雫梨に向かって、霧葉は皮肉っぽく笑ってみせる。

　照れ隠しとも本音ともつかない彼女の言葉に、雫梨は深々と溜ため息いきをついた。

「あなたって、やっぱりが性格が悪すぎですわ……」

「そうかしら？」

　自覚がなかったわけではないはずだが、霧葉がわざとらしく驚おどろいた表情を浮かべてみせる。そして彼女は何気ない仕草で、雫梨が腰に提さげた長ちよう剣けんに目を向けた。

「──その剣が、〝炎喰蛇ハウラス〟ね」

「そうですけど……」

　今いま更さら隠しても意味がないと判断して、雫梨は素直にうなずいた。

　霧葉は無言でうなずき返すと、背中のケースから槍やりを抜く。なめらかな金属音とともに槍が伸長し、音おん叉さに似た奇妙な形の穂ほ先さきが広がった。霧葉がその穂先を、雫梨の腰の剣にそっと押し当てる。キン、と耳みみ障ざわりな甲かん高だかい音が鳴り、しかしそれ以上はなにも起きなかった。

　やっぱり、と霧葉は、そうなることを予測していたように呟つぶやく。

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なの槍と同じね。乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レではコピーできないか」

「コピー？」

「その剣の核コアにも、〝天てん部ぶ〟の聖せい遺い物ぶつが使われてるんでしょうね。現在の技術では、複製どころか、動作原理の解かい析せきもできない部品が」

　雫梨の剣けんに目を向けたまま、やれやれ、と霧葉は苦笑した。

「できれば、そんな胡う散さん臭くさい道具に頼りたくはなかったのだけど、贅ぜい沢たくを言ってる場合ではなさそうね。行くわよ、香か菅すが谷や雫梨──早さ海み、指揮は任せるわ」

　耳に掛けた通信機を通じて、霧葉が荒あら島しま早海に呼びかける。しかし、了解、という早海の返事は、耳障りな魔獣の咆ほう哮こうにかき消された。

　放水路から上陸してきた未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが、特区警備隊アイランド・ガードの部隊と接触したのだ。

「あれが……未ア確ン認ノ魔ウ獣ン……！」

　初めて目にする魔ま獣じゆうの姿に、雫しず梨りがごくりと固い唾つばを吞のむ。

　魔獣の全長はおそらく十五メートルほど。エビとトカゲ、そして獰どう猛もうな肉食の昆虫を強引に混ぜ合わせたような奇妙な姿をしている。魔獣の体表は、鱗うろこや羽毛ではなく、サイなどに似た硬質な皮膚だった。首の付け根から伸びているのは、蛇じや腹ばら状の甲こう殻かくに包まれた十数本の触しよく手しゆだ。

　奇怪だが、決して醜しゆう悪あくな姿ではない。生物としてのバランスを危ういところで保っていると感じられる。最先端の兵器に似た、ある種の機能的な美しさすらあるといってもいい。

　もっとも雫梨は、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに恐怖していたわけではなかった。

　彼女の故郷、〝イロワーズ魔ま族ぞく特とつ区く〟を滅ぼしたタルタロス・ラプス──薔ば薇らの眷けん獣じゆうほどの絶望的な力の差は、この魔獣には感じない。

　そして特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちも、雫梨と同じことを感じていたらしい。空き地へと侵入した未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに対して、彼らは怯ひるむことなく攻撃を開始する。

「液体窒ちつ素そ……!?」

　特区警備隊アイランド・ガードの装そう輪りん装そう甲こう車しやが放ったのは、無色の液体だ。その液体の正体に気づいて、雫梨が驚きよう嘆たんの声を出す。

　液体を浴びた魔獣の体表は、たちまち純白の霜しもに覆おおわれた。それはやがて分厚い氷の層へと変わり、魔獣の動きを阻そ害がいする。超低温の液体窒素が、魔獣の全身を凍らせているのだ。

「未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを凍結させるつもりなんですの？」

「定じよう石せきどおりね。麻酔も電流も効果がない──となると、妥当な作戦だわ」

　霧きり葉はが感心したように息を吐く。

　液体窒素による特区警備隊アイランド・ガードの攻撃は今も続いていた。魔獣の巨体は、今や完全に白く凍りつき、完全に動きを止めている。これでは〝炎喰蛇ハウラス〟の出番などあり得ない。あまりにも呆あつ気けない結末に、雫梨は肩透かしを喰くらったような落胆を覚える。

「……どうして未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、人工島北地区アイランド・ノースに上陸したのかしら」

　凍結した魔獣を眺ながめながら、霧葉はぼそりと呟つぶやいた。彼女の吐く息が白く凍る。液体窒素のせいで、周囲の気温が下がっているのだ。

「上陸のしやすさでいえば、運河が網あみの目のように張り巡らされている東地区イーストや、第六島群クラスタに面した南サ地ウ区ス。人間を襲おそうのが目的なら、昼間人口の多い西地区ウエストのほうが妥当でしょう？　北ノ地ー区スは人工物だらけで、生物にとって快適な環境とはいえないわ」

「ただの気まぐれではありませんの？」

　妙なことに興味を持つのだな、と雫梨は霧葉を見返した。

「そうね。だったらいいのだけれど」

　霧葉の返事は投げやりだ。雫梨の言葉に納得していないのだろう。だが、このまま未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが駆く除じよされてしまえば、彼女の疑問はどのみち無意味なものとなる。

「どうやら、わたくしたちの出番はなしのようですわね」

　油断したわけではなかったが、雫しず梨りはどこか気の抜けたような口調で呟つぶやいた。霧きり葉ははそれを咎とがめるように妖あやしく目を眇すがめ、

「それはどうかしら。彼らがどうして魔ま獣じゆうと呼ばれているのだと思って？」

　彼女の言葉が終わる前に、耳みみ障ざわりな高周波音が雫梨たちの鼓こ膜まくに突き刺さった。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体が膨ぼう大だいな魔力に包まれて、周囲の大気が激しく震ふるえる。

「未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが、魔術を……!?」

　目の前の信じられない光景に、雫梨は戦せん慄りつした。

　魔力を操る生物の存在を、知らなかったわけではない。だが、あれほどの強きよう靭じんな肉体と生命力を兼ね備え、魔力の吸収という特殊能力すら備えた魔獣が、その上さらに魔術まで使いこなすとは思っていなかったのだ。

　魔獣の体表を覆おおっていた氷が砕け散った。

　凍りついていたはずの肉体までもが、いつの間にか自由を取り戻していた。

　巨体に似合わぬ敏びん捷しようさで魔獣が動き出す。無数の触手を鞭むちのように唸うならせて、周囲の障害物を薙なぎ払はらう。

「物理防壁と、爆ばく砕さい……いえ、共鳴破砕かしら……接触しなければ発動できないようだけど、なるほど、その能力で地下を掘り進んで移動していたわけね」

「悠ゆう長ちように分析してる場合ですの!?　あれでは装そう甲こう車しやなんてひとたまりもありませんわ──！」

　雫梨が霧葉に向かって叫んだ。

　特区警備隊アイランド・ガードの装輪装甲車が後退し、代わりに有脚戦車ロボツトタンク部隊が前に出る。装着したドーザーブレードで、魔獣を押さえこもうとしたのだ。

　だが、それはあまりにも無む謀ぼうな行動だった。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、自らを取り囲む有脚戦車ロボツトタンク四体を一いつ瞬しゆんで押おし潰つぶし、巨体で踏みつけて容よう赦しやなく粉砕した。

　戦車の対魔術装甲は、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが放つ圧倒的な魔力の前には、まったくの無力だった。

　唯一の救いは、特区警備隊アイランド・ガード所有の有脚戦車ロボツトタンクがすべて人工知能ＡＩ制御の無人機だということだ。そうでなければ戦車の搭乗者たちは、悲ひ惨さんな最さい期ごを迎えていたに違いない。

『霧葉、特区警備隊アイランド・ガードからの支援要請よ』

　後方の指揮所にいる早さ海みが、緊急通信で霧葉たちに呼びかけてくる。自分たちの装備では未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの駆く除じよが不可能と判断した特区警備隊アイランド・ガードが、現場指揮権を太たい史し局きよくに委い譲じようしたのだ。

「もう少し相手の手の内が知りたかったけれど、仕方ないわね──早海、Ｔ術式を用意して」

　偽ぎ悪あく的てきな口調でそう呟いて、霧葉が早海に指示を伝えた。

『了解。六十秒後に予定地点へのＴ術式を起動。各員、配置につけ』

　早海からの指令を受けた太史局の局員たちが、魔獣を包囲するような形で散開した。彼らがそれぞれ手にしているのは、道路工事用のコンクリートブレーカーに似た形の機械式魔ま具ぐだ。

「Ｔ術式？」

　聞き慣れない術式名に、雫しず梨りは怪け訝げん顔がおで霧きり葉はを見た。

「流動性高密度粘着術式。魔ま獣じゆうの動きを封じる太たい史し局きよくの切り札よ。後始末が大変だから、なるべくなら使いたくはなかったのだけど──」

　霧葉が説明を終えると同時に、局員たちが魔ま具ぐを地面に打ちこんだ。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを取り囲む局員の数は六名。ちょうど六ろく芒ぼう星せいを描くような形になる。

　地面にめりこんだ魔具が一斉に起動した。魔獣を中央に捕らえるような形で、地面に巨大な魔法陣が浮き上がる。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに魔術は効かないのではないか──という雫梨の疑問は、すぐに氷解した。Ｔ術式は魔獣本体ではなく、魔獣の足元の地面を対象とした魔術だったからだ。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体が、ゆっくりと沈んだ。

　地面が、粘土のように柔らかくなっているのだ。いや、粘土というよりも粘着質のガムか。人工島の大地そのものがゲル状の接着剤に変わって、魔獣の動きを封じている。おそらく錬れん金きん術じゆつを応用した物質変成術式だ。

「Ｔ弾頭って、トリモチのＴですの!?」

「あら。トリモチなんて、よく知ってたわね。褒ほめてあげてよ」

　啞あ然ぜんと訊きき返す雫梨を見て、霧葉がからかうように微笑ほほえんだ。

「嬉うれしくありませんわ！」

　雫梨がそう言って頰ほおを膨ふくらます。半径十数メートルもの粘液の沼地。魔獣を捕らえるには効果的だが、たしかに後始末が大変だろう。霧葉が使いたがらなかったのも無理はない。

「まずは触手を無力化するわ。Ｔ術式に触れないように注意して！」

「言われなくても、ですわ！」

　霧葉に早口で言い返しながら、雫梨は剣けんを抜いた。

　魔獣の動きは封じたが、十数本の触手はまだ健在だ。たかが触手といえど、それぞれが一般的な魔獣と同程度の巨大さと戦せん闘とう力りよくを持っている。決して侮あなどれる相手ではない。

　最初に触手を斬きり飛ばしたのは、霧葉だった。あたかも空間ごと斬り裂いたかのように、丸太ほどの太さを持つ触手を、なんの抵抗もなく両断してみせる。

「〝炎喰蛇ハウラス〟──！」

　粘液の沼ギリギリの場所から、雫梨は切断された触手へと〝炎喰蛇ハウラス〟を突き立てる。波打つ深紅の刀とう身しんが、炎のようにゆらりと輝かがやいた。触手の中に残っていた魔力を、魔剣が奪い取ったのだ。

　独立した生き物のように痙けい攣れんしていた触手が、急激に衰弱して活動を停止する。〝炎喰蛇ハウラス〟の攻撃が未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに有効だという霧葉の仮説が、証明された形である。

「思ったよりもいい腕ね、香か菅すが谷や雫梨。あなた、太史局でアルバイトする気はない？」

　霧きり葉はが満足げに微笑ほほえんで訊きいてきた。しかし雫しず梨りは迷いなく首を振り、

「お断りですわ。せっかくのお誘いですけど、先約がありますの」

　あら、と霧葉が愉快そうに唇くちびるの端を吊つり上げた。

「それは暁あかつき古こ城じように誘われたの？」

「あ、あなたには関係のないことですわ！」

　特に後ろめたいこともないのだが、雫梨はなぜか動揺して乱暴に言い返した。ふふん、と霧葉はますます愉快そうに失笑して、

「好きなの？」

「こ、こんなときになにを言ってますの……!?　ふざけてると背中から斬きりますわよ！」

　雫梨が本気で剣けんを霧葉に向ける。

　霧葉もさすがにそれ以上、雫梨をからかうのは断念して、再び未ア確ン認ノ魔ウ獣ンへと視線を向けた。いちおう魔ま獣じゆうの足は止めたものの、いまだに無力化というにはほど遠い状態だ。馬ば鹿かな会話を交わしている場合ではない。

　二本目の触しよく手しゆを切断するべく、霧葉が双叉槍スピアフオークを構える。

　どこか焦ったような少女の声が聞こえてきたのは、その直後のことだった。

「わっちゃあ……！　もう始まっちゃってる!?」

　意外なほど近くで放たれたその声に、雫梨が驚おどろいて振り返る。

　そこに立っていたのは、見慣れた彩さい海かい学がく園えんの制服を着た少女だ。粘液の沼に嵌はまりこんだ魔獣を見つめて、彼女は軽く頭を抱えている。

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な？　あなた、どこから……!?」

　意外なタイミングで現れた知人を、雫梨はぽかんと目を丸くして見つめた。

　雪菜と同じ顔をした少女は、そんな雫梨に気づいて、うげっと怯おびえたように大きくのけぞり、

「し……雫梨ちゃん!?」

「な、なに!?　なんですの!?」

　雪菜に馴なれ馴なれしく指を向けられて、逆に雫梨のほうが動揺してしまう。

「まあいいや。退さがって、雫梨ちゃん！　全員早くここから逃げて！」

　一方、雪菜は驚きから素早く立ち直り、妙に真剣な口調で言った。

　雫梨は苛いら立だったように雪菜を睨にらみつけ、

「え……？　なにを言ってますの？　苦労してようやく魔獣を捕らえたのに──」

「捕らえた？　冗談！　泥の中だって振動は伝わるんだよ！」

　雪菜の怒ど声せいに、頰ほおを強こわ張ばらせたのは霧葉だった。

「──破は砕さい攻撃が来るわ！　総員、待たい避ひ！」

「た、待避！」

　霧葉の唐とう突とつな命令にもかかわらず、太たい史し局きよくの局員たちは即座に反応した。

　対魔ま獣じゆう戦せん闘とうにおいては、一いつ瞬しゆんの判断の速さが生死を分ける。霧きり葉はが連れてきた精せい鋭えいたちは、そのことをよく理解しているのだ。

　だが、それでも、魔獣の攻撃のほうが速かった。

　巨大な爆ばく発はつに似た衝しよう撃げきが、人工島の大地を揺るがした。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが放った強力な振動波は、霧葉たちが気づかないほど静かに、ゆっくりと、だが確実に粘液の沼の中に浸透していた。そしてその波の波動が重なり合うことで増幅され、臨界を超えた瞬しゆん間かん、爆発的な衝撃を生み出したのだ。

　その威力に、人工島の地じ盤ばんは耐えきれなかった。強きよう靭じんな構造材がことごとくへし折れ、敷しき詰つめられていた分厚い鋼こう板ばんがねじ切れた。接合部を強化していた魔術は、より強力な魔力の波動によって上書きされ、ひとたまりもなく消え去った。Ｔ術式を維持していた魔ま具ぐが吹き飛び、粘液の沼が消滅する。

　大地が陥かん没ぼつし、人工島北地区アイランド・ノース第二層に巨大な穴が空く。

　第三層へと落下した魔獣が、勝ち誇ったように咆ほう哮こうした。

　あとに残されたのは、粉砕された大地と、有脚戦車ロボツトタンクの残ざん骸がい。そして傷つき倒れた太たい史し局きよく局員たちの姿だけだった。
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　古こ城じようと雪ゆき菜なは、地じ震しんのような激しい大地の揺れを感じて壁に手をついた。内臓を抉えぐるような重々しい爆発音が、地下通路全体を震ふるわせる。

「なんだ、今のは？」

「この魔力……まさか魔獣が魔術攻撃を……!?」

　押し寄せてくる魔術の余波で、空気が帯電したようにひりついている。古城と雪菜は互いに顔を見合わせ、強大な魔力の爆心地へと向かって駆け出した。

　偶然にも、魔獣が現れた北ノ地ー区スの第二層は、琉る威いたちの病院からそれほど離れていなかった。古城たちがこれほど早く現場に駆けつけられたのは、それが理由だ。魔獣の出現が突然だったせいか、特区警備隊アイランド・ガードによる交通規制も完全とはいえない。地元民だけが知る抜け道を使って、誰だれにも邪じや魔まされることなく、古城と雪菜は戦場の近くまで辿たどり着つく。

「爆発？　これを魔獣がやったのか……？」

　広大な空き地に穿うがたれた爆発痕こんに気づいて、古城は呆ぼう然ぜんと立ち止まる。

　特区警備隊アイランド・ガードや太史局と、魔獣の戦せん闘とうの痕こん跡せきなのだろう。第二層の地面が陥没し、地下の第三層へと続く巨大な穴が空いている。破壊された鉄骨や瓦が礫れきが周囲に飛び散り、元の地形がわからなくなっているほどだ。

　しかし、現場に火薬や爆ばく発はつ物ぶつの臭においは残っていなかった。通常兵器による攻撃ではない。魔ま術じゆつによって生み出された、純粋な衝しよう撃げき波はによる破壊の跡だ。

「香か菅すが谷やさん！」

　雪ゆき菜なが、半ば瓦が礫れきに埋もれるような姿で倒れていた少女に駆け寄って抱き起こす。長ちよう剣けんを握にぎった白い髪の少女が、弱々しくうめきながら目を開けた。泥と土に全身まみれているが、大きな負傷はなさそうだ。吹き飛ばされたショックで、動けなくなっていただけらしい。

「カス子、無事か？　なにがあったんだ？」

　自力で上体を起こした雫しず梨りに、古こ城じようが訊きいた。

　雫梨が、まだ少し焦点の合わない瞳ひとみで古城たちを見上げて、首を振る。

「わたくしは、無事ですわ……彼女が庇かばってくれましたから……」

「──妃き崎さきさん!?」

　雪菜が驚おどろいて声を上げた。雫梨が指さした方角には、黒いセーラー服の少女が倒れていた。出血はないのは雫梨と同じだが、衝撃によるダメージは明らかに彼女のほうが深刻だ。雪菜の呼びかけにも、意識を取り戻す気配がない。

「息はあります。至近距離でかなりの衝撃を受けたせいで、脳のう振しん盪とうを起こしているのかも」

「煌きら坂さかのやつと同じ障わ壁ざを使ったのか……」

　地面に残された呪じゆ術じゆつの痕こん跡せきに気づいて、古城が呟つぶやいた。見えない壁に遮さえぎられたように、雫梨の倒れていた場所だけが、衝撃波による直接的な破壊を免れている。擬ぎ似じ空間切断による障しよう壁へきが、魔ま獣じゆうの攻撃を防いだのだ。

　しかし、擬似空間切断の術式の効果は一いつ瞬しゆんだ。複数の方向に障壁を展開することもできない。雫梨を障壁で庇ったことで、霧葉自身は、爆風の余波をもろに浴びてしまったのだろう。それでも致命的な負傷をしっかり避けているのは、さすが六りく刃じん神しん官かんというべきか。

「魔獣は、どこだ？」

　警けい戒かいしたように周囲を見回しながら、古城が訊きいた。

　雫梨はその質問に答えずに、困惑の表情で雪菜を見た。

「……姫ひめ柊らぎ雪菜？　どうしてあなたがここにいますの？」

「え？」

「どういう意味だ？」

　雪菜と古城が、雫梨を見つめて訊き返す。雫梨はなおも戸惑ったように、雪菜と地面に穿うがたれた大穴を交互に見比べて、

「あなたは、魔獣と一緒に地下に降りていったはずですのに……」

「姫柊が、魔獣と一緒に……？」

　雫梨の困惑の原因に気づいて、古城の表情に動揺が走った。

「それって、まさか──」

「彼女が──!?」

　雪ゆき菜なが緊きん張ちようしたように唇くちびるをきつく結んだ。雫しず梨りが雪菜と見間違えた少女。彩さい海かい学がく園えんに現れた偽にせ雪菜と同じ人物だと考えて間違いないだろう。

「カス子、立てるな？　妃き崎さきを連れて今すぐここから離れろ！」

　雫梨が動けるようになったことを確認して、古こ城じようは彼女に強い口調で告げた。

　古城の瞳ひとみに浮かんだ強い意志の輝かがやきに、雫梨が声を荒らげた。

「なにをするつもりなんですの!?　あいつは魔ま力りよくを喰くうんですのよ!?」

　口調は乱暴だが、雫梨は明らかに古城を気き遣づかっていた。魔力を吸収する未ア確ン認ノ魔ウ獣ンには、おそらく眷けん獣じゆうによる攻撃が効かない。それは古城が未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを倒せないというだけではなく、自分の身を護まもることすらできないということでもある。

「だからってこのままほっとくわけにもいかないだろ」

　古城は頼りなく苦笑して立ち上がった。特区警備隊アイランド・ガードや太たい史し局きよくの局員たちが壊かい滅めつに近い現状で、今すぐに行動できるのは古城たちだけだ。たとえ魔獣を倒せなくても、少しでも被害を減らせる可能性があるのなら、このまま見過ごすという選択はあり得ない。

「古城……!?　待ちなさい、古城！」

　雫梨の制止を振り切って、古城と雪菜は爆ばく発はつ痕こんの中心へと向かった。魔獣が穿うがった大穴の周囲には、瓦が礫れきによってなだらかなスロープが形成されている。不安定な足場に気を遣いながら、古城たちは第三層へと降りていく。

「……どっちだ？」

　魔獣の攻撃が引き起こした停電のせいで、地下街である北ノ地ー区ス第三層は、ほぼ完全な暗くら闇やみに閉ざされていた。吸血鬼である古城は夜よ目めが利きくが、立ちこめる粉ふん塵じんと黒煙のせいで、さすがに視界が悪い。魔獣の姿を確認するどころか、地形を把は握あくするだけで精一杯だ。

「いました！　あれです！」

　先に魔獣を発見したのは雪菜だった。ケーブルやパイプラインが張り巡らされた北ノ地ー区ス第三層は、石油コンビナートを思わせる複雑な地形をしている。

　その入り組んだ通路が交わる場所に、獰どう猛もうな外観を持つ魔獣の姿があった。

　しかし古城の予想に反して、魔獣の動きは大人しい。無傷とまではいわないまでも、周囲の建物の被害も少なかった。だからといって魔獣が動きを止めているわけではない。迷いのない足取りで、灰かい黒こく色しよくの巨体がゆっくりと歩き続けている。

　それを先導するように魔獣の前に立っているのは、雪菜と同じ顔をした少女だった。雫梨が目撃したという、偽雪菜だ。

「どうどう。よーし、いい子だね。そう、こっちだよ」

　魔獣の六ろく対ついの目を見上げて、偽雪菜は親しげに話しかけている。まるでその言葉に誘われたように、魔ま獣じゆうは彼女に命じられるまま向きを変えた。

「あいつ……魔獣と話をしてるのか……？」

　予想外の光景を目まの当たりにして、古こ城じようは混乱したように足を止めた。

　たった一人の小柄な少女が、巨大な魔獣を手なずけているのだ。おとぎ話の絵本を見ているような、非現実的な光景だ。

　魔獣を見上げる少女の瞳ひとみは、輝かがやくような深紅に染まっている。それに気づいた古城は息を吞のみ、雪ゆき菜なの反応はそれ以上に劇的だった。

「あの力──っ！」

「え……!?　お、おい！　待て、姫ひめ柊らぎ……！」

　雪菜が銀色の槍やりを構えて走り出し、古城は慌あわてて彼女を止めようとした。しかし、激げつ昂こうした雪菜の耳に古城の声は届かない。魔獣の足元をすり抜けた雪菜が、瞳を深紅に染めた自分の偽にせ者ものの前に立ちはだかる。

「動かないでください！　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの権限で、あなたを拘束します！」

　自分そっくりの少女に向かって、雪菜が冷ややかに宣告した。

「……げ!?　うそ!?　なんであなたがここに……!?」

　偽雪菜がはっきりとうろたえた。まさか本物の雪菜が、これほど早く魔獣の出現地点に現れるとは思っていなかったのだろう。

「その能力、〝魅了〟ですね。吸血鬼が持つ精神操作能力──」

「そ、そうだけど……ていうか、待って。その辺の話はまたあとでゆっくり──」

　偽雪菜は、雪菜の指摘を素直に認めた。自らが吸血鬼であるという事実を肯定した恰かつ好こうだ。しかし偽者のその発言は、雪菜の警けい戒かい心しんを余計に煽あおっただけだった。

「この魔獣を操っていたのは、あなただったんですね！」

「は、はい？」

　偽雪菜が啞あ然ぜんとしたように雪菜を見つめ返す。

「ちょっと待って。なんでそうなるの!?」

「よくも、こんな……香か菅すが谷やさんや妃き崎さきさんを傷つけて……！」

　破壊された人工島の大地を横目で振り返り、雪菜は怒りをあらわにした。

　冗談じゃない、と偽雪菜は、駄だ々だをこねる子どものように激しく首を振る。

「少しはわたしの話を聞いてよ！　あなたはいつもそうじゃない！」

「その前にこの魔獣を止めなさい！」

「だから今やってるのに！　ママの馬ば鹿か！　石頭！」

「マ、ママ……？」

　偽者の口から出た奇妙な言葉に、雪菜が一いつ瞬しゆん、毒どく気けを抜かれたように固まった。

　その沈黙を埋めるかのように、闇の中に閃せん光こうが散った。

　動きを止めていた魔ま獣じゆうの背中に炎がまとわりつき、轟ごう音おんが古こ城じようたちの耳じ朶だを打つ。

「攻撃……!?」

「噓うそ!?　いったい誰だれが……!?」

　雪ゆき菜なと彼女の偽にせ者ものが、同時に叫んだ。

　市街地の闇やみの中に潜ひそんでいた何者かが、大型のロケット弾で魔獣を攻撃したのだ。その衝しよう撃げきで偽雪菜の〝魅了〟が解け、魔獣が凶暴な本性を取り戻す。

　しかもロケット弾による攻撃は一度では終わらなかった。ただし今度の攻撃対象は魔獣ではない。第三層の市街地に張り巡らされたパイプライン──その一本が破壊されたのだ。

　パイプラインから噴き出したのは、物質ではなかった。青白くゆらめく光の霧きり。肉眼で視認できるレベルにまで濃縮された、高濃度の霊れい力りよくの結晶だ。

「精せい霊れい炉ろが起動してるの!?　こんなときに、なんで……！」

　偽雪菜の表情に焦りが浮いた。

「精霊炉!?」

　彼女の動揺が、その言葉を聞いた雪菜にも伝でん播ぱする。

　古城は、よく似た表情で驚おどろく彼女たちを見比べて、

「精霊炉って、たしかアルディギアの飛行船に積んでるってアレか？」

「はい。高次空間から純粋な霊力の塊かたまりである精霊を喚よび出だして、魔術儀ぎ式しきに必要なエネルギーを供給するための装置です」

　雪菜の説明に古城はうなずいた。さすがに細かな理屈はわからないが、精霊炉とやらが膨ぼう大だいな霊力を供給するために造られたシステムということくらいは見当がつく。

「一般には公表されてないんだけど、絃いと神がみ島じまの北ノ地ー区スには、実験用の大型霊力炉が設置されてるんだよ。魔獣が接近してるってことで、緊急停止してたはずなのに……！」

　焦しよう燥そうを滲にじませた口調で、偽雪菜が言った。

「まさか、あの魔獣の目的は、その精霊炉なのか!?　おまえは、それを止めようとして……」

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、魔力を喰くう。古城はその事実を思い出す。

　魔力と霊力は互いに相反する性質を持ってはいるが、電でん荷かのプラスとマイナスに似て、引き出せるエネルギーの総量としては等価である。魔力を吸収できる魔獣が、同じように霊力を体内に取りこめたとしても不思議はない。

「だけど、こうなっちゃうと、あたしの魅了じゃもう止められないかも──」

　古城の問いかけに、偽雪菜は頼りなく首を振った。

　彼女は、魔獣を操って絃神島を襲おそわせていたわけではない。実態はむしろその逆だ。絃神島への被害を抑えるために、魔獣をコントロールしようとしていたのだ。

　魔獣は偽雪菜の制御を振り切って、ゆっくりと頭を巡らせた。パイプラインから洩もれ出した霊力を浴びて、魔獣の肉体が活性化していく。六ろく対ついの目が睨にらみつけた巨大な建物が、おそらく精せい霊れい炉ろの本体なのだろう。巨体に似合わぬ俊しゆん敏びんさで、魔ま獣じゆうがそちらに近づいていく。パイプラインを流れるわずかな霊力では飽き足らず、精霊炉の本体を狙ねらっているのだ。

「あいつが精霊炉の魔力を喰くい尽くしたら、どうなる？」

　偽にせ雪ゆき菜なを振り返って、古こ城じようが訊きいた。

「実験用といっても、精霊炉の霊力は桁けた外はずれだからね。ちょっと手がつけられない感じになっちゃうかも……！」

　参ったねえ、と自や棄けになったような明るい口調で、偽雪菜が答えてくる。

　その声は、キン、と鳴なり響ひびく耳みみ障ざわりな高周波音と、その直後の巨大な爆ばく発はつにかき消された。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが触しよく手しゆを振り回し、自らの行く手を塞ふさいでいた建物を、邪じや魔まだとばかりに粉々に打ち砕いたのだ。

「古城君、あの触手は──」

「ああ。なんか、ヤバそうな臭においがするな……」

　偽雪菜の警けい告こくに、古城は苦い表情でうなずいた。共きよう鳴めい破は砕さいという魔術の知識はなくても、あの触手の危険性は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　障害物が消えたことで、精霊炉までの直線距離は百メートル足らず。魔獣の巨体にとっては、目と鼻の先といえる距離である。

「ここで止めるしかないってことか……くそ、疾きくや在がれれ、〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟──！」

　古城が眷けん獣じゆうを召しよう喚かんした。第だい四よん真しん祖その一番目の眷獣である巨大な大角羊ビツグホーン。その能力は、金こん剛ごう石せきの結晶による不ふ朽きゆう不ふ壊えの防御結界である。

　いかに未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの破は砕さい魔術が強力であろうとも、眷獣の膨ぼう大だいな魔力によって生み出された金剛石結晶を破壊することは不可能だ。が──

「駄だ目め、古城君！」

　偽雪菜が、狼ろう狽ばいしたように古城にしがみついてくる。

　魔獣の触手が、金剛石の結界に、次々にまとわりついていったのはその直後だ。決して破壊されないはずの〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟の防御結界が、シャーベット状に脆もろく崩くずれて消える。結界を維持する眷獣の魔力が、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンによって奪うばい取られたのだ。

「魔力を喰われた……!?　防御も駄目なのかよ!?」

　古城は己の迂う闊かつさに歯は嚙がみした。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの能力は古城の想像以上だ。あの怪物は、本体への直接攻撃だけでなく、周囲に張り巡らされた結界の魔力すら奪うことが出来るのだ。

「精霊炉が……！」

　雪菜が短く悲鳴を上げた。古城たちが手をこまねいている間に、破砕魔術を帯びた魔獣の触手が、精霊炉の外壁を破ったのだ。

　まだ炉心本体には損傷は及んでいない。だが、パイプラインの破損時とは、比較にならない高濃度の霊力が噴ふん出しゆつし、それを吸った魔獣が更さらに活性化する。

「くっ……！」

「おまえ、それ、俺おれの携帯……！」

「──キキモラ、精せい霊れい炉ろを強制停止して！」

　古こ城じようの携帯電話を奪うばい取った偽にせ雪ゆき菜なが、古城の知らない通話相手に向かって叫んだ。

　彼女の唐とう突とつな行動に古城は戸惑う。精霊炉の制御が、どのようなプロセスで行われているのかは知らないが、電話一本で止められるほど安易なものではないはずだ。もし、そんなことが出来る者がいるとすれば、それは浅あさ葱ぎの相棒である人工知能──モグワイくらいのものだろう。

　だが、訝いぶかしげに見守る古城の前で、ゴゥン、と建物が震ふるえた。精霊炉から洩もれていた青白い輝かがやきが消え、断続的な振動音が鳴なり響ひびく。精霊炉の炉心が閉鎖されようとしているのだ。

　精霊炉が停止したからといって、魔ま獣じゆうが吸収した霊力が失われたわけではない。だがこれで、新たな霊力が魔獣へと供給されることはなくなった。

　目の前でエサを奪うばわれた魔獣が、怒り狂ったように咆ほう哮こうする。

「古城君、ダビちゃんを喚よび出だして！」

「ダビ……？」

　偽雪菜が携帯電話を握にぎったまま、古城に命令した。あまりにも曖あい昧まいな彼女の言葉に、古城は混乱したように首を捻ひねって、

「そうか──！　疾きくや在がれれ、〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟！」

　古城が銀水晶の鱗うろこに覆おおわれた新たな眷けん獣じゆうを召しよう喚かんする。光り輝く半透明の翼つばさと、螺ら旋せんの角つのを持つ美しい魚ぎよ竜りゆう。第だい四よん真しん祖その十番目の眷獣だ。

　その能力は精神支配。〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟は、吸血鬼の〝魅了〟の権けん能のうを象徴する眷獣なのである。

　偽雪菜がそのことを知っていた理由はわからない。だが、今はそれを彼女に問い詰めている場合ではない。

　魔力を伴う攻撃も防御も効かない未ア確ン認ノ魔ウ獣ンだが、精神攻撃に対する耐性は強くない。そのことは、単なる〝魅了〟で相手を抑えていた偽雪菜が証明してくれている。今の古城の手札の中で、唯一、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに対抗できるのは、精神を操るこの眷獣だけなのだ。

　しかし今や未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟の結晶から奪った魔力に加えて、精霊炉からも膨ぼう大だいな霊力を吸収していた。それによって活性化した魔獣は、古城の眷獣の精神支配力にすら抵抗してみせる。

「こいつ──!?」

　古城の表情が焦りに歪ゆがんだ。その直後、眷獣を操る古城をめがけて、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが触しよく手しゆを振り上げた。眷獣の制御に集中していた古城は、その攻撃に反応できない。

「古城君！」

　偽雪菜が、動けない古城を庇かばうように両腕を広げた。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、偽雪菜ごと古城を薙なぎ払はらおうと触しよく手しゆを振るう。

　その攻撃を防いだのは雪ゆき菜なだった。古こ城じようたち二人を庇かばうように飛び出した雪菜が、銀色の槍やりを旋せん回かいさせて、魔ま獣じゆうの触手を真正面から受け止める。

　硬い岩に金属を叩たたきつけたような、激しい衝しよう撃げき音おんが鳴り響ひびいた。

　雪菜の槍は、魔力を無効化する。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが操る共きよう鳴めい破は砕さいの魔術は、雪菜が受け止めた瞬しゆん間かんに霧む散さんしていた。

　だが、巨大な触手が生み出す激突の衝しよう撃げきは、〝雪せつ霞か狼ろう〟では無効化できない。それを雪菜は、呪じゆ術じゆつで強化した肉体と、訓練によって身に着けた体術によって強引に受け流す。

「姫ひめ柊らぎ……!?」

「ちょっ……!?　なんて無茶を……！」

　雪菜の無む謀ぼうな行動に、吸血鬼の少女が愕がく然ぜんとうめいた。だが、自分が雪菜に救われたという事実は理解しているのだろう。彼女の声に、雪菜を責めるような響きはない。

「先輩、もう少しだけ眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを続けていてください」

　銀色の槍を再び構えながら、雪菜が古城に呼びかけてくる。

「待って！　一人でどうする気なの……!?」

　そう訊きいたのは、雪菜と同じ顔をしたもう一人の少女だった。

　不安がる子どものような表情を浮かべた偽にせ者ものを、雪菜は不思議そうに見返した。しかし雪菜はなにも答えず、すぐに魔獣へと視線を戻す。

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

　雪菜が、静かに祝詞のりとを紡ぐ。彼女の身体からだが、清せい浄じような神しん気きに包まれる。全金属製の銀色の槍が、眩まばゆい輝かがやきに包まれた。魔力を無効化し、ありとあらゆる結界を斬きり裂く神格振動波の輝きだ。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

　襲おそい来る無数の触手を風のようにすり抜けて、雪菜は魔獣の眼前へと肉にく薄はくした。そして魔獣の喉のど元もとのわずかな隙すき間まに、深々と槍を突き立てる。

　それまで苦痛を表すことのなかった魔獣が、初めて苦く悶もんの雄お叫たけびを上げた。

　雪菜の背中に、眩い光の翼つばさが広がった。高次空間から流入する霊れい力りよくをすべて〝雪霞狼〟へと送りこみ、そこで生み出された神格振動波を、刃に変えて魔獣の体内へと叩たたきこむ。

「あれだけの魔力を……無効化したの……？」

　偽雪菜が、放心したように弱々しく呟つぶやいた。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが体内に蓄たくわえていた、膨ぼう大だいな魔力が消えていた。活性化していた魔獣の細胞も、エネルギーの供給を断たれて弱体化している。吸血鬼の真祖すら滅ぼし得るといわれた雪菜の槍が、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの魔力を根こそぎ消し去ったのだ。消耗した今の魔獣には、もはや第だい四よん真しん祖その眷獣に抵抗する力は残されていなかった。

　古城は未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに眠るように命じた。〝麿羯の瞳晶ダビ・クリユスタルス〟の精神支配を使って、魔獣を二度と目覚めることのない深い眠りへと突き落とす。

　魔ま獣じゆうの巨体が、地じ響ひびきとともに倒れた。すべての触しよく手しゆも活動を停止する。

　魔獣の脅きよう威いを完全に取り除いたとはいえないが、少なくとも目の前の危機は凌しのいだのだ。

　しかし古こ城じようたちに笑顔はなかった。

　倒れ伏した魔獣に背を向けて、雪ゆき菜ながゆっくりと戻ってくる。さすがに疲れた表情を浮かべてはいるが、雪菜に目立つ傷はない。それでも古城は、呆ぼう然ぜんと彼女の右手を見つめる。

　そこに握にぎられている銀色の武ぶ神しん具ぐを──

「姫ひめ柊らぎ……槍やりが……」

「はい」

　古城の言葉に、雪菜は小さくうなずいた。そしてどこか寂しげに笑う。

　彼女が握にぎっていた長ちよう槍そうが、ぱらぱらと銀色の輝かがやきを散らす。中央の主しゆ刃じんと左右の副ふく刃じん──三枚の刃やいばの表面に無数の亀き裂れつが刻まれて、そこから破片がこぼれているのだ。その亀裂は、やがて槍の穂ほ先さき、そして柄つかの付け根にまで広がっていく。

「壊れてしまいました」

　言葉をなくしている古城を見つめて、雪菜が儚はかなげに呟つぶやいた。

　その瞬しゆん間かん、〝雪せつ霞か狼ろう〟と呼ばれていた槍は砕け散り、闇やみの中に澄んだ美しい音を響かせた。

[image: ]


[image: 第三章　折れた聖槍　The Broken Holy Spear]


　　　　　　　　　　１

　灯とう籠ろうの明かりに照らされた寺院風の建物の一室で、人影が三つ、向かい合って座っていた。

　一人は、ヴェールのような薄うす絹ぎぬで顔を隠した若い女だ。身に着けているのは、金きん箔ぱくと宝石をちりばめた絢けん爛らん豪ごう華かな巫み女こ装しよう束ぞく。〝静寂破りペーパーノイズ〟閑しずか古こ詠よみ。吸血鬼の真祖たちも恐れるといわれる獅し子し王おう機き関かん〝三さん聖せい〟筆頭である。

　古詠の右側に座っているのは、純白の髪の小柄な少女だった。同じく獅子王機関〝三聖〟の一人、闇くらき白しろ奈な。彼女の衣装は、純白と漆しつ黒こく、それに華やかな紋もん様ようをあしらった僧そう服ふくだ。

「七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーが失われた、か。いささか面倒なことになったの」

　その白奈が、老女のような独特の口調で言った。それは今の彼女が見た目どおりの少女ではなく、何世代にもわたって引き継がれてきた闇くらきの意思で語っていることを示している。

「状況は？」

　古詠の左手に鎮ちん座ざしていた、獅子王機関〝三聖〟最後の一人が口を開く。漆黒の直ひた垂たれを着た、無ぶ骨こつな巨漢である。隔へだて宗むね慈ちかというのが、彼の名前だった。

　この場にいる人間の中では最年長の隔だが、ほかの二人を小娘と侮あなどるような素そ振ぶりはない。古詠と白奈が、古くから獅子王機関に仕える一族の出身というだけでなく、〝三聖〟を名乗るに相応ふさわしい知見と実力の持ち主だと認めているのだ。

「剣けん巫なぎ見習いである姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、監視対象である第だい四よん真しん祖そとともに未確認の魔ま獣じゆうと接触。その際の戦せん闘とうにより破損したそうです。詳しい状況については、こちらの報告書に」

　古詠が、白奈と隔にそれぞれ小さな水晶球を手渡した。

　それを受け取った二人は、過去感応サイコメトリーの要領で、水晶球に刻みこまれた思念を読み取る。この場にいる全員が、高度な霊れい能のう力りよく者しやだからこそ可能なやり取りだ。

「魔獣か」

　白奈が短く呟つぶやいた。魔獣との戦闘は、第四真祖の監視役という任務を離れた姫柊雪菜の独断専行ではないのか、という疑念を呈しているのだ。

　魔獣対策が太たい史し局きよくの管かん轄かつとされている以上、白奈の批判は決して的まと外はずれなものではない。

　しかし古詠は静かに首を横に振る。

「第四真祖はすでに魔獣との交戦状態にありました。姫柊雪菜の対応は、彼女の任務の範囲内です。七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの使用にも、懲ちよう罰ばつ対象となるような逸脱行動は認められません」

「七なな式しきの手入れに問題があったという意見もあるようだが？」

　続けて質問したのは隔だった。彼の発言は、主に獅子王機関の武器開発を担当する技術者チームの意見を代弁したものだ。七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの喪失は、彼らにとっても、それだけ衝しよう撃げき的てきな出来事だったのだ。

　だが古こ詠よみは、その言葉も重ねて否定する。

「彼女の七なな式しきは、恩おん萊らい島とうの事件の直後に分解検査オーバーホールが行われていました。この短期間で深刻な整備不良が起きる可能性は低いかと」

「ならば使い手の技量の問題ということになるの？」

「いえ。必ずしもそうとは言い切れません」

　白しろ奈なの疑問に答えて、古詠はタブレット型の電子端末を取り出した。表示されたのは、機密指定された情報ではない。絃いと神がみ島じまに敷ふ設せつされた公共の霊れい力りよくセンサの記録である。

　しかしその記録を見た白奈と隔へだては、共に驚おどろきを隠さなかった。

「この数値、本物か？」

　やや疑いを残した口調で、隔が確認する。

「絃神島に設置された複数の測定機器が、同じ数値を示しています」

　古詠は淡々と事実だけを口にした。白奈が、ふむ、と愉快そうに目を細める。

「七式の設計限界を軽く一ひと桁けた超えておるの」

「それが損傷の主原因でしょう。模造天使エンジエル・フオウに匹敵する姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なの霊力量に、七式本体が耐えられなかったようです」

「なるほどの」

　白奈がうなずき、隔も納得したように沈黙した。

　七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー使用時の雪菜の霊力量は、すでに人間の限界を超えている。本来なら、霊力の暴走による高次空間への昇天シフトを起こし、消滅してもおかしくないレベルである。擬ぎ似じ的に第だい四よん真しん祖その〝血の従者〟とすることで彼女は消滅を免れたが、そのような強引な手段の歪ひずみが、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの破損につながったのだろう。

「さて……貴重な七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの一ひと振ふりが失われたのは、我ら獅し子し王おう機き関かんとしても痛手だが、それよりも火か急きゆうの案件は、第四真祖の扱いをどうするか、だな」

　驚きから立ち直った隔が、最年長らしい落ち着いた口調で本来の議題へと話を戻す。

　獅子王機関の秘ひ奥おう兵へい器きたる七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーは、真祖をも滅ぼし得る破は魔まの槍やりだ。それを預けられた監視者が、第四真祖の傍かたわらに常に控えている──いわば、第四真祖の喉のど元もとに致死の刃やいばを突きつけた状態だからこそ、日本政府の要人たちは、彼の存在にも安心していられた。

　しかしその刃が失われたとなると、状況はまったく変わってくる。

「残る七式の使い手は二人──じゃが第四真祖の監視役として、彼女らを四六時中張り付けておくほどの余裕はないの」

　白奈がそう独ひとりごちて溜ため息いきを洩もらす。

　獅子王機関が所有する七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーは、〝雪せつ霞か狼ろう〟の銘めいを与えられた一振りだけではない。だが、残る二振りは、それぞれの使い手とともに、奥おう州しゆうと出雲いずもに送りこまれていた。獅子王機関が直面している脅きよう威いは、第四真祖だけではないということだ。

「しかし吸血鬼の真祖が相手となれば、六式や六式・改では力不足か」

　隔へだてが苦々しげに呟つぶやいて目を閉じた。

　制圧兵器である六式重装降魔弓デア・フライシユツツ。そして、その量産モデルである六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスと六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス。それらは高位の吸血鬼にも通用する最高位の武ぶ神しん具ぐだが、真祖を滅ぼすほどの性能はない。一時的に無力化するのがせいぜいで、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーのような決定力に欠けている。

「すでに廃棄された零れい式しきを除けば、真祖に対抗できる可能性があるのは、九式と、試作段階の十六式だが……」

「九式は集団戦せん闘とう用の武神具です。単独行動が前提の剣けん巫なぎ、ましてや第だい四よん真しん祖その監視任務には不向きでしょう」

　古こ詠よみがやんわりと否定した。隔は、わかっているというふうに顎あごを引いて、

「だが、十六式はまだ実戦で使えるレベルではあるまい？」

「はい」

「では、どうする？」

「十三式を投入しようと思います」

　感情の読めない静せい謐ひつな声こわ音ねで、古詠が告げた。それは取り扱いの難しさや完成度の不足ではなく、あまりの危険性ゆえに、たった一ひと振ふりの試作品で終わった武神具の名だった。

「やむを得んか。使い手には誰だれを？」

　隔が瞑めい目もくのまま問いかける。

　白しろ奈なは皮肉げに唇くちびるを吊つり上げて笑い、

「七式に続いて十三式まで姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なに預けるとなると、さすがに不満を抱いだく者が出てこような。縁えん堂どうの弟子ばかり優遇していると思われるのは、我らとしても面白くはない」

「第四真祖の監視役に旨うま味みがあるとわかった途と端たんに、ですか」

　古詠の声には、かすかな侮ぶ蔑べつの響ひびきがあった。

　かつて生いけ贄にえも同然といわれた第四真祖の監視役に、有望な教え子を送り出すことを認めたのは唯一、縁堂縁ゆかりだけだった。しかし第四真祖が真祖大戦の危機を回避し、夜の帝国ドミニオンの正統な領主であるとされたことで、彼の監視役という肩書きの価値は大きく変わった。縁や姫柊雪菜の影えい響きよう力りよくが増すことに、今いま更さらのように危機感を覚えた連中が少なくないということだ。

「だが、惜しいの。姫柊雪菜が第四真祖と良好な関係を築いていただけにな」

　白奈が無念そうに目を伏せた。

　古詠も無言で同意する。事実として、雪菜がこれまでに上げた成果は期待以上のものだった。特に彼女がこれほど早くに第四真祖の〝伴はん侶りよ〟の地位に近づいたのは、獅し子し王おう機き関かんにとっては好ましい誤算だったといえる。

　だが、それを理解した上で、隔が厳おごそかに首を振る。

「大おお島しま代議士は、それがご不満のようだ」

「……彼女が日本政府を裏切る可能性があると？」

　古こ詠よみが冷ややかな口調で訊きいた。

　姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なには肉親がいない。そのせいで、彼女がいつか獅し子し王おう機き関かんを裏切るのではないかと、無根拠に噂うわさする者たちがいることは知っている。

　だがそれは、古詠にいわせれば愚おろかな理屈だ。

　血を分けた肉親同士が憎み合うことなど、歴史的にみれば枚まい挙きよにいとまがないし、同様に、親兄弟よりも強い絆きずなで結ばれた他人同士もめずらしくない。師匠である縁えん堂どう縁ゆかりや、高たか神がみの杜もりで共に学んだ友人たち──いわば、獅子王機関そのものが雪菜の肉親であり、彼女の枷かせだ。彼女の忠誠心を疑うことは、いわば自分たちの手でその枷を破壊しようとする愚ぐ行こうだといえる。

　そのような古詠の意見に気づいているのか、隔へだてがわずかに論点をずらした答えを返す。

「そこまで直接的な発言はなかったが、第だい四よん真しん祖その抑止力という点に対して疑念を抱いているご様子だった」

「戦せん闘とう能力以外の面で、という意味であろうな。それで羽は波ば唯ゆい里りか。わかりやすい御ご仁じんよの」

　白しろ奈なが嘲あざけるように小さく笑った。

　隔はそれにはなにも答えず、薄うす絹ぎぬに覆おおわれた古詠の顔を真まっ直すぐに見つめた。

「閑しずか殿のお考えは？」

「早さつ急きゆうに結論を出す必要はないかもしれません。いえ、むしろ我々だけで答えを出すべきではないでしょう」

　古詠がはぐらかすように曖あい昧まいに呟つぶやいた。

「なるほどの」

「承知した」

　白奈と隔が、すべてを察したように首しゆ肯こうする。

　姫柊雪菜にはまだ利用価値がある。古詠はそう告げていたのだった。
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「なかなか興味深い映像だった」

　美しい夜景を見下ろす摩ま天てん楼ろうの最上階。ゆったりとした革張りのオフィスチェアにもたれて、男は満足げに唇くちびるの端を上げた。

　目元に穏おだやかな微笑を張り付けた白はく皙せきのアジア人。世界有数の多国籍魔ま導どう企業複合体であるＭＡＲ──マグナ・アタラクシア・リサーチの総そう帥すい、シャフリヤル・レンである。

　彼の眼下には五ご帝てい王おう朝ちよう〝バウヒニア〟特別行政区の街並みが広がっていた。

　天然の良港に恵まれ、高密度の建造物群と多数の人口を抱えた自由貿易都市。その華やいだ雰ふん囲い気きは、極東の〝魔ま族ぞく特とつ区く〟である絃いと神がみ島じまにどこか似ている。東アジア最大の金融街であるこの都ま市ちが、ＭＡＲの本拠地なのだ。

「一時的とはいえ、第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうを退しりぞけるとは予想以上の性能だ。魔力の吸収による細胞の活性化──きみたちの理論の正当性が、証明されたことになるね」

　クリスタルのブランデーグラスを傾けながら、レンは笑い含みの感想を洩もらした。

　デスク上の立体映像ホロスクリーンには、絃神島に出現した未知の魔ま獣じゆうが映し出されている。

　特区警備隊アイランド・ガードの包囲を一いつ蹴しゆうし、太たい史し局きよくの術を破り、精せい霊れい炉ろの霊力を吸い上げて、第四真祖の手を焼かせた。映像には、その一部始終が記録されていた。

　もちろん公開された情報ではない。その場に隠かくれ潜ひそんでデータを収集していなければ、絶対に手に入らない映像だ。

「恐縮です、総そう帥すい」

「例の計画から得られた知見が役に立ちました」

　レンと向かい合って立つ二人組の男女が、喜びと緊きん張ちようを隠しきれない態度で礼を言う。

　おそらく双子の姉弟きようだいなのだろう。白衣を着た彼らの背格好や顔立ちはよく似ていた。年齢は二十代の後半か。無造作に伸ばした前髪や、飾り気の乏しい服装はともかく、ギラギラとした目の輝かがやきには、どことなく技術者らしからぬ野心が感じられる。

「終しゆう焉えんの真祖……〝吸血王計画プロジエクト・ザ・ブラツド〟か」

　中ちゆう天てんにかかる銀色の月を見上げて、レンは感慨深げに呟つぶやいた。

　ＭＡＲ絃神島研究所が手に入れた、とある人工吸血鬼の体細胞。そこから得られた〝天てん部ぶ〟の技術が、あの未ア確ン認ノ魔ウ獣ンには使われているのだ。

「ですが、総帥。本当に、よろしかったのですか？」

「実験体の上陸と精霊炉の強制停止によって、我が社にも少なからぬ損害が出ていますが」

　双子の技術者が、怖おず怖おずとレンに確認した。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの上陸地点となった絃神島の人工島北地区アイランド・ノースには、ＭＡＲの関連施設も少なくない。人的被害こそ出ていないものの、物流の滞とどこおりや、精霊炉の停止に伴う霊力不足などで業務には深刻な影えい響きようが表れていた。わずかながら株価も下落しているはずだ。

　しかしレンは、萎い縮しゆくする部下たちを見返し、愉快そうに笑った。

「構わない。混こん沌とんと恐怖こそが〝魔族特区〟の存在意義だからね。あの実験体の存在によって、魔ま導どう産業に従事する各社は大いに刺激を受けたはずだ。そのことが人類の技術の進歩をどれだけ早めるか──それを思えば、人工島のひとつやふたつ、潰つぶれたとしても安いものさ」

「は、はい」

　超然とした口調で答えるＭＡＲの総帥に、双子は心酔したように背筋を伸ばした。彼らの瞳ひとみの輝きが、一層の眩まばゆさと鋭さを増す。レンは、狂気にも似たその輝きを愛めでるように微笑ほほえみ、

「ああ、そうだ。人工島管理公社は、あの実験体をⅨナイン４フオーと呼称することに決定したそうだよ。以後、我々もその決定に倣ならうとしよう」

「Ⅸナイン４フオー……」

「四体目のグレードⅨナインということですか」

　双子が誇らしげにうなずいた。

　未知の魔ま獣じゆうの危険度を表す尺度スケールにおいて、彼らの魔獣は、グレードⅩテンのレヴィアタン──神々が造り出した生物兵器に次ぐ脅きよう威いと認定されたことになる。しかもⅨナイン４フオーは、いまだ成長の途中なのだ。

「さて、第だい四よん真しん祖その働きによって、我らがⅨナイン４フオーは、昏こん睡すい状態に陥おちいったわけだが、これで終わりというわけではないのだろう？」

　レンは悪戯いたずらっぽく目を細め、期待のこもった表情で双子を見つめた。

　彼のその問いかけに励まされたように、双子は揃そろって力強く答える。

「もちろんです」

「実験体……いえ、Ⅸナイン４フオーに新たな進化をもたらす計画は、すでに発動しています。おそらく七十二時間以内には、よいご報告ができるかと」

「そうか。それは愉たのしみだ。期待しているよ」

「ありがとうございます」

　獰どう猛もうな笑みとともに一礼し、双子の技術者が部屋を出て行く。レンは感情の読めない作り物めいた笑顔で、彼らの背中を見送った。

　双子が完全に退出すると同時に、レンの背後で大気が揺れた。それまで完全に気配を殺していたレンの秘書が、どこからともなく姿を見せたのだ。

　秘書というよりも執事という表現が似合いそうな、テールコート姿の青年である。

「総そう帥すい、失礼します。研究所の暁あかつき深み森もり主任からの伝言を承うけたまわって参りました」

　余計な前置きを挟はさむことなく、秘書が言う。

「暁主任から？　また彼女のおねだりかな？」

　レンは薄うすく苦笑した。秘書はうなずき、かすかに言い淀よどんで返答する。

「それが……〝杭くい〟を使わせて欲しい、とのことです」

「……〝杭〟？」

　レンの顔にかすかな戸惑いが浮いた。だが、その迷いは一いつ瞬しゆんで晴れ、彼は得とく心しんしたように愉たのしそうに笑う。暁深森が、このタイミングで、そんな願い事を申し出た思惑に気づいたのだ。

「そういうことか。たしかに、この状況で暁の帝国が弱体化するのは望ましくないな」

「では──」

「ああ、許可しよう。彼女の権限で好きに使っていい、と伝えてくれ」

「かしこまりました」

　秘書が慇いん懃ぎんに一礼した。まったく隙すきのない完かん璧ぺきな所しよ作さだ。

「ああ、そうだ。ところで、彼のご機き嫌げんは？」

　そのまま気配を消して立ち去ろうとした秘書を、レンが気まぐれに呼び止めた。

　答えはすぐに返ってきた。

「上々とまではいきませんが、今回の魔ま獣じゆう騒そう動どうには、それなりに満足されているご様子です。第だい四よん真しん祖そへの試練は、あの御お方かたの望みに適かなうことでもありますから」

「それはよかった」

　レンが醒さめた表情で笑う。秘書の気配は消えていたが、もはやレンは彼を呼び戻そうとはしなかった。

「さて、ここまでは計画どおり。不確定要素イレギユラーがあるとすれば、彼女の存在か」

　デスク上の立体映像ホロスクリーンは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの姿を映したまま止まっている。その魔獣を正面から見上げているのは、ハイスクールの制服を着た少女だった。

　魔獣を手て懐なずけるように睨にらむ彼女の瞳ひとみは、炎のような深紅に輝かがやいている。

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なと同じ顔をした吸血鬼……何者だ？」

　誰に尋ねるともなく、シャフリヤル・レンが独ひとりごちる。

　遠い太平洋に浮かぶ人工島に思いを馳はせるように、彼はグラスの中の透明な氷を眺ながめている。

　　　　　　　　　　３

「キキモラ？」

　浅あさ葱ぎが大きく目を見開いて古こ城じようを見つめてくる。

　特別教室棟校舎の三階。将来的に魔族特区研究部の部室になる予定の空き教室である。

　いまだマゾ部が正式な部活動として認められていないため、集まっているのは浅葱と矢や瀬ぜ、そして古城の三人だけだ。エアコンも使えないせいで、我慢できないほどではないが蒸し暑い。

　放課後の気け怠だるい陽ひ射ざしの中、制服の胸元を大胆にはだけた浅葱は、奇妙に真剣な表情を浮かべて、古城に顔を寄せてくる。

「本当に彼女はそう言ったの？　キキモラって？」

「ああ」

　古城は、浅葱の襟えり元もとから微妙に視線を逸そらしつつうなずいた。

　偽にせ雪菜が精せい霊れい炉ろを止めるために、古城の携帯電話を奪うばって語りかけた相手の名前だ。一いつ瞬しゆんのことだったので聞き間違いという可能性も疑っていたのだが、それにしては浅葱の妙に真剣な反応が不可解だった。

「知ってるのか、浅葱？」

　予想外に食いつきのいい浅あさ葱ぎを、矢や瀬ぜが少し意外そうに眺ながめて訊きき返す。

　まあね、と浅葱は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを曲げた。

「キキモラっていうのは、コードネームよ。あたしが趣味で開発した人工知能ＡＩのね」

「……人工知能ＡＩ？」

　やや呆あつ気けにとられたような表情で、古こ城じようと矢瀬は顔を見合わせた。キキモラが人工知能ＡＩの名前だったことよりも、そんなものを趣味で開発する女子高生がいるという事実に面食らったのだ。

　しかし浅葱は彼らの困惑に構わず、少し自慢げに胸を張り、

「そ。邪妖精スプリガンシリーズ・バージョンⅦセブン。汎はん用よう性せいが売りのモグワイと比較して、キキモラはハッキングと電子戦能力に特化した設計になってるわ」

「ハッキング……そうか、それで偽にせ姫ひめ柊らぎは、精せい霊れい炉ろを停とめることができたのか」

　古城の瞳に理解の色が広がった。

　浅葱は頰ほお杖づえを突きながら片手で愛用のスマホを操作し、人工知能の稼働状況を確認する。

「うん、たしかにキキモラの稼働ログが残ってる。でも、違うの。そんなはずはないのよ」

「な、なにがだ？」

　激しく首を振る浅葱に、古城は啞あ然ぜんとして訊き返す。

「キキモラの情報は、まだどこにも公開してないの。あたし以外の誰だれも知らないはずなのよ。彼女がキキモラの存在を知ってるはずがない。それなのに正規の認証手順で、キキモラの管理者権限が付与されてる。これって、どういうことなの!?」

「いや、それは俺おれに訊かれても……」

「侵入者の試行回数はゼロ。報復装置の作動履り歴れきなし。防壁にも量子迷宮にも引っかかってない。まさか書きかけのモジュールに残ってたセキュリティホールを突かれた？　あたし以外にそんなことができるやつがいるなんて……やってくれるじゃないの！」

「待て。とりあえず落ち着け、浅葱」

　感情を剝むき出だしにして苛いら立だつ浅葱を、古城は猛もう獣じゆう遣つかいになった気分で懸命になだめた。

　自分が極秘裏に作り上げた人工知能ＡＩを勝手に利用されたことで、どうやら浅葱のプライドは派手に傷ついたらしい。いつも余裕ぶっている浅葱らしからぬ態度である。

「えーと、おまえなら、偽姫柊と同じことが出来るのか？」

「当然でしょ。そもそも誰がキキモラを作ったと思ってんの」

　古城の不ぶ躾しつけな質問に、浅葱が嚙かみつきそうな勢いで答えてくる。

「じゃあ、おまえが前もって使い方を教えておいたら？」

「なんであたしが姫柊さんの偽者にそんなこと教えなきゃいけないのよ」

「だから仮定の話だよ。出来るのか？」

　至近距離から睨にらみつけてくる浅葱に、古城はややビビりながら質問を重ねた。

　浅あさ葱ぎは唇くちびるに手を当てて、むう、と考えこみ、

「それはまあ、不可能じゃないでしょうね。彼女が、最先端のスパコンのアーキテクチャーと、あたしが設計した専用プログラミング言語の文法を知ってればの話だけど」

「……よくわからんが、ほとんど不可能に近いってことはわかった」

　古こ城じようは軽い頭痛を覚えて首を振る。本人は自覚していないらしいが、〝カインの巫み女こ〟と呼ばれる浅葱は、一般的な情報技術者とは別次元の──いわゆる神降ろしに近い状態でコンピューターを扱っているらしい。そんな浅葱が組み上げたプロテクトを破るためには、少なくとも浅葱と同レベルのエンジニアにあらかじめ手ほどきをうけておく必要があるというわけだ。

　ほんの二、三日前に絃いと神がみ島じまに現れた偽にせ雪ゆき菜なに、そんな機会があったとは思えない。だが、彼女が人工知能キキモラを操ったのも事実である。

「まあいいわ。結果的に彼女のおかげで被害の拡大が防げたわけだし、キキモラの管理者権限も取り返したしね」

　しかし浅葱は、そう言って吹っ切ったように溜ため息いきをついた。
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　古城は、その機を逃さずに強引に話題を変える。

「例の魔ま獣じゆうはどうなった？　Ⅸナイン４フオーだっけ……？」

「特区警備隊アイランド・ガードが二十四時間態勢で監視してるが、今のところは目を覚ます気配はないな。このまま永遠に大人しくしてくれてれば助かるんだが」

　質問に答えたのは矢や瀬ぜだった。人工島管理公社の内部情報なのだろう。

　Ⅸナイン４フオーと名付けられた未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、古こ城じようの眷けん獣じゆうの精神支配によって、現在も死んだように眠り続けている。いつ目覚めるのかは、精神支配を仕掛けた眷獣の宿やど主ぬしである古城にもよくわからない。

　人工島管理公社は〝魔ま族ぞく特とつ区く〟内の研究者たちを総動員して、魔ま獣じゆうを完全に無力化する方法を捜さがしているらしいが、今のところめぼしい報告は上がっていなかった。

「本当に俺おれは魔獣の近くにいなくていいのか？」

　落ち着かない気分で古城が確認する。自分の目の届かないところで再び魔獣が暴れ出すかも知れないという状況は、精神的な部分で地味にきつい。

　しかし矢瀬は無情に首を振り、

「太たい史し局きよくの攻魔官が言うには、おまえが見張ってるのは逆効果らしいぜ。なにしろ第だい四よん真しん祖そは絃いと神がみ島じまで最大の魔力源だからな。近くにいるだけで、どんな影えい響きようが出るかわからないとさ」

「だからって、いつまでもこのまま市街地のド真ん中で眠らせておくわけにもいかないだろ？」

「それについては研究者の分析待ちだ。搬送するにしても殺処分するにしても、相手の正体が特定できないことには迂う闊かつに手が出せないって結論になってな」

「……まあ、そりゃそうか」

　古城は納得して小さく肩をすくめた。

　殺処分という言葉に複雑な感情を抱いたのは、たとえ魔獣といえども相手が生き物だという思いがあるからだ。人間にとって迷惑だからという理由で、一方的に殺すことには、やはり抵抗がある。とはいえ、あの魔獣が、とてつもなく危険な存在なのも事実だ。上う手まく共存する方法が見つかればいいんだが、と古城は祈るような気分で考える。

「そういや体細胞のサンプルを渡したとき、叶かな瀬せ賢けん生せいが妙なことを言ってたな」

「叶瀬のおっさんが？」

　矢瀬の唐とう突とつな呟つぶやきに、古城は警けい戒かいの表情を浮かべた。

　叶瀬夏か音のんの父親である叶瀬賢生は、かつてアルディギア王国の宮廷魔ま導どう技師を務めたほどの優れた魔術研究者だ。だが、彼の本職は魔導技師であり、生物学は専門分野ではない。その賢生が真っ先になにかに気づいたという事実に、古城は漠然と不安を覚える。

「あの魔獣の細胞、吸血鬼の細胞に似てるらしい」

　矢瀬が声を潜ひそめて言う。咄とつ嗟さになにを言われたかわからず、古城は無言で彼を見返した。

「……吸血鬼？」

「もちろん吸血鬼そのものじゃないんだが、なんていうか、吸血鬼の因子を取りこんだ形跡があるそうだ。偶発的なものか、人為的なものかは調べてみなきゃわからんらしいが」

「あの魔獣は、吸血鬼と同じ能力を持ってるかもしれないってことか？」

　人為的という矢瀬の言葉に、古城は胸の奥にもやもやとした不快な感覚を覚えた。

　浅あさ葱ぎが、ふぅん、と物もの憂うげに息を吐く。

「そういうことなら納得ね。Ⅸナイン４フオーの魔ま力りよくを吸収するって能力、考えてみたら吸血行為そのものじゃないの」

「あの非常識な再生能力や、魔ま術じゆつ攻撃への耐性もな」

　矢や瀬ぜが感情の籠こもらない声で同意する。浅葱は、やれやれと呆あきれたように首を振り、

「太たい史し局きよくが古こ城じようをあの魔ま獣じゆうに近づけるなっていうのも納得ね。あいつが強力な吸血鬼みたいなものだとわかってたら、古城をぶつけられたもんじゃなかったわ。下へ手たしたらヴァトラーさんとの戦いの二の舞よ」

「昨日だって、結局なんとかなったのは、姫ひめ柊らぎちゃんのおかげだったんだろ？」

「ああ」

　矢瀬の問いかけに古城は力無くうなずいた。偽にせ雪ゆき菜なすら動揺させた雪菜の命いのち懸がけの行動で、魔獣は体内の魔力をごっそりと奪うばわれ、弱体化したのだ。そうでなければ、第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうをもってしても、おそらく魔獣を眠らせることはできなかった。

　だが、魔獣の侵攻を止めた代だい償しようとして、雪菜は〝雪せつ霞か狼ろう〟を失っている。とても手放しで喜べる状況ではない。

「そういえば、姫柊さんは？　今朝は一緒じゃなかったみたいだけど……？」

　浅葱が雪菜たちの教室のほうを振り返りながら、古城に訊きいた。姿を見せない雪菜のことを、ずっと気にしていたらしい。

「姫柊は今日は休んでる」

　古城が感情を交えず事実だけを告げる。

「学校を？　姫柊さんが？」

　浅葱がびっくりしたように古城を見た。いつも古城にべったりとつきまとっている雪菜が、よもや学校にすら来ていないとは思ってもみなかったのだろう。

「あいつに会いに客が来てるらしい」

「お客？」

　曖あい昧まいな口調で答える古城を、へえ、と浅葱がますます興味深そうに見つめる。対する古城の表情は複雑だった。自分の感情を把は握あくできていない、という顔だ。

「俺おれもひとつ質問していいか、古城？」

　そんな古城の横顔を眺めながら、矢瀬が真面目な口調で訊いた。そして矢瀬は古城の返事を待たずに窓の外に目を向けて、

「彼女、何者だ？」

　つられて外を見た古城の視界に映ったのは、中庭を挟はさんだ隣となりの校舎の屋上に立っている、ほっそりとした人影だった。

　ショートヘアの両サイドだけを長めに伸ばした、気の強そうな顔立ちの少女である。彼女が着ているのは、見慣れない市外の高校の制服だ。

　まるで獲え物ものを狙ねらう狩人のように銀色の弓を構えたまま、彼女は古こ城じようをじっと睨にらんでいる。

　古城の知人としては二人目となる獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ──

　斐ひ川かわ志し緒おだった。

　　　　　　　　　　４

　唯ゆい里りは、マンションのリビングで姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なと向かい合っていた。

　高たか神がみの杜もりと呼ばれる獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師し養成機関において、唯里の後輩にあたる少女である。唯里と同じ剣けん巫なぎ見習いだが、実戦投入されたのは彼女のほうが早い。

　唯里も決して大柄ではないが、雪菜はその唯里よりも更さらに華きや奢しやだった。無造作に伸ばした飾り気のない黒髪。端たん整せいな顔立ちと大きな瞳ひとみ。強い霊れい能のう力りよく者しやには美形が多いといわれているが、中でも彼女は別格だ。同性である唯里ですら、気を抜くと見とれてしまいそうになる。

　これまで二人きりで顔を合わせる機会が少なかったせいか、互いに少し緊きん張ちようしていた。それでも沈黙が苦痛にならないのは、雪菜の持つ生き真ま面じ目めな雰ふん囲い気きのおかげだろう。

「これが第だい四よん真しん祖そについての、これまでの監視記録です」

　その雪菜が、積み重ねたノートの束を唯里に差し出した。

　いちばん上の一冊を手にとった唯里は、ぎっしりと書きこまれたノートの内容に目を見張る。

「え？　これ全部、古城くんの記録？　雪菜ゆつきーが書いたの？　てか、雪菜ゆつきーって、彼の監視役になって半年ちょっとだよね？」

　唯里が引ひき攣つった表情で確認した。

　雪菜が使っていたのはごく普通の大学ノートだが、とにかく異常なほどに数が多い。ざっと数えただけでも六十冊を超えている。それらが雪菜らしい几き帳ちよう面めんな文字で、隅から隅まで埋め尽くされている。

　ノートの中身は古城の毎日の行動だ。

　朝の起床から夜の就寝まで。その日の彼の行動。服装。食事の内容。会話。さすがに彼のプライバシーに関かかわる部分はカットされているようだが、逆に言えば、それ以外のほぼすべてがきっちり網もう羅らされているということだ。特に古城とほかの女子との会話は、執しつ拗ようなまでに丹念に再現されていた。その中には、唯里と彼のやりとりも含まれている。記録者である雪菜の感情が、文章にいっさい反映されていないのが少し不気味ですらあった。

　しかし雪菜は、まるでそれだけでは不十分と言わんばかりに恥ずかしそうに目を伏せて、

「はい。すみません、行き届かなくて。ノートに記録できなかったぶんは、こちらに」

「ま、まだあるの……!?」

　雪菜が取り出してきた巨大なトートバッグを、唯里はおそるおそるのぞきこむ。

　そこにはノートに記録できない様々なアイテム──雪ゆき菜なが古こ城じようからもらったとおぼしき、菓子のおまけのマスコットやクレーンゲームの景品、一緒に観みた映画の半券や訪れたレストランのクーポン券、大量の写真を収めたアルバムや、なぜか雪菜と彼が夫婦扱いになっている偽造身分証明書などが、昆虫標本のように丁てい寧ねいに保管されていた。

　さらに雪菜は、一冊の真新しい手帳を唯ゆい里りに差し出した。唯里のためにわざわざ用意してくれたものらしい。

「これが第だい四よん真しん祖その取り扱いマニュアルです。暁あかつき先輩を監視するにあたって、注意すべきことをまとめてあります」

「へ、へえ。古城くんがじゃんけんで最初にチョキを出す確率が五十四パーセント……ポテチの味の好みと好きなカルピスの濃さとおすすめのピザのトッピング……重い……愛が重いよ、雪菜ゆつきー」

　唯里がなにかに打ちのめされたようにその場にぐったりと倒れこむ。

　古城の監視に対する雪菜の執念は、任務に対する熱意という枠組みを明らかに超えている。どちらかといえばストーカーの執着心に近い。正直少し──いや、かなり本気で恐こわかった。この子の代理が自分に務まるのだろうかと、唯里は本気で不安になる。

　しかし雪菜はきょとんと不思議そうに目を瞬またたいて、

「愛？　わたしはただ、暁あかつき先輩の監視役なので……」

　そう言って彼女は、すぐになにかに気づいて言い直した。

「……いえ、監視役だったので」

「そっか……〝雪せつ霞か狼ろう〟、壊れちゃったんだよね」

　唯里も表情を沈ませた。〝雪霞狼〟の銘めいを与えられた銀色の槍やりは、唯里にとっても多少の因いん縁ねんを持つ武ぶ神しん具ぐだった。あの槍に対する適性があれば、暁古城の監視役に任命されていたのは、雪菜ではなく唯里だったかもしれなかったのだ。

「すみません」

　雪菜がきゅっと唇くちびるを結んで謝罪する。

　思い詰めたような後輩の態度に、慌あわてたのは唯里のほうだった。

「謝ることはないよ。壊れたのは雪菜ゆつきーのせいじゃないって聞いてるし。〝三さん聖せい〟からもお咎とがめなしだったんでしょ？」

「はい。でも、結局、こうして唯里さんや斐ひ川かわ先輩にも迷惑をかけてしまいましたから」

　ひどく落ちこんだ様子でうなだれる雪菜。唯里は両手をおろおろと無意味に動かして、

「ううん。迷惑なんて、わたしはそんな全然だよ。グレンダにも、古城くんに会いに行くって言ったらうらやましがられたし。志し緒おちゃんは、さすがにちょっと不満そうだったけど、えっと、つまり自分が監視役に選ばれなかったから。煌きら坂さかさんに自慢したかったみたい」

　くす、と雪菜がようやくかすかに微笑ほほえんだ。

　雪ゆき菜なの元ルームメイトだった煌きら坂さか紗さ矢や華かは、唯ゆい里りの友人である志し緒おのライバルだ。なにかにつけていがみ合う彼女たちの姿を思い出して、思わず口元をほころばせたのだろう。

　その志緒は今、監視役代行である唯里のさらに代理として、古こ城じようの監視を行っていた。

　なお、グレンダはブルーエリジアムにある魔ま獣じゆう庭園で留守番中である。最近の彼女は、魔獣庭園で勤務している飼育係たちと仲が良く、彼らの手伝いをせっせとこなしていた。唯里たちとしては若じやつ干かん寂しくもあるが、魔獣たちに懐なつかれて愉たのしそうなグレンダを見ていると、仕方ないかという気になってくる。

「でも、本当によかったの、雪菜ゆつきー。監視役をわたしと交代して──」

「獅し子し王おう機き関かんの命令ですから」

　心配そうに尋ねる唯里を見つめて、雪菜は諦てい観かんしたようにうなずいた。

「それに、暁あかつき先輩や絃いと神がみ島じまの皆さんと、二度と会えなくなるわけではないですし」

「そっか。そうだね」

　唯里も雪菜の言葉に力強く同意する。前に霊れい力りよくの暴走で雪菜が消滅しかけたときとは状況が違う。〝雪せつ霞か狼ろう〟を失ったからといって、雪菜の命が危険に晒さらされているわけではないのだ。

　剣けん巫なぎとしての任務を続けていれば、いずれまた絃神島を訪れて古城たちと再会する機会もあるだろう。なぜならこの島は〝魔族特区〟で、そして雪菜は対魔族戦せん闘とうの専門家エキスパートなのだから。

「実は監視役の引き継ぎの辞令は、まだ正式には届いてないんだよね。わたしも、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの破損に伴う戦力低下の補ほ塡てんとして、第だい四よん真しん祖そ監視任務の支援を命ず、って言われただけで」

「唯里さんが、暁先輩の監視役になるんじゃないんですか？」

　頼りない口調で告白する唯里を、雪菜が戸惑ったように見返した。

　唯里は居心地悪そうに首を振る。

「そのつもりだったんだけど、ちょっと自信がなくなってきたなあ。いちおう第四真祖対策の新しい武ぶ神しん具ぐは渡されたんだけどね」

　そう言って唯里は、壁に立てかけてあった楽器ケースを引き寄せた。キーボードを運搬するための平たいソフトケースである。

　在庫管理用のシールタグには、『Type-13』の文字が印字されている。それを見て雪菜は、驚おどろいたように目を大きくした。

「十三式？　欠番になったと聞いてました」

「今も公式には存在しないことになってるらしいよ」

　唯里がケースの蓋ふたを開けた。

　透明な緩かん衝しよう材ざいの中に沈んでいたのは、六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスよりも一回り大きな──刃渡り一メートルを超える両手剣だった。

　しかし奇妙なことに、その剣には刃がついていない。刃を潰つぶしてあるのではなく、そもそも刃の形を成なしていないのだ。そこにあるのは分厚く平たい六角形の鋼こう板ばんであり、先端も真まっ直すぐに切り落とされている。斬きることも突き刺すこともできない鉛色の鋼はがねの塊かたまりだ。

　にもかかわらず、その武ぶ神しん具ぐを見つめる雪ゆき菜なたちの目つきは、ひどく真剣だった。

「これが、十三式斬魔大剣ハイデンレースライン……」

「うん。でも、恐こわいから、あんまり使いたくないんだよね。吸血鬼の真祖が相手だから、仕方ないのかもしれないけど。六式・改を取り上げられなくてよかったよ」

　言葉だけでなく、本気で怯おびえているような口調で唯ゆい里りが言う。

　楽器ケースの中にはもう一ひと振ふり、銀色の長ちよう剣けんが収められていた。

　唯里が愛用する六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスである。見た目だけなら、研とぎ澄すました鋭利な刃やいばを持つ六式・改のほうが、遥はるかに恐ろしく感じられる。しかし愛剣を見つめる唯里の表情には、信頼こそあれ、不安や畏い怖ふは感じない。

　裏を返せば、それほどまでに十三式が危険な装備ということだ。

　ある意味、それも当然だろう。この刃のない大たい剣けんも〝雪せつ霞か狼ろう〟と同じ、吸血鬼の真祖を滅ぼし得る獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵へい器きなのだから。

「唯里さんなら、きっと大丈夫です」

　不安がる唯里を励ますように、雪菜が力強く微笑ほほえんだ。

　同じ高たか神がみの杜もりで育った雪菜は、唯里の実力と人柄を知っている。十三式斬魔大剣ハイデンレースラインがどれほど危険な威力を秘めていようとも、使い手があなたなら決して間違いはないはずだ。雪菜の真まっ直すぐな瞳ひとみが雄弁にそう語りかけてくる。

「ありがとう」

　唯里ははにかんで頭を下げた。そして次の瞬しゆん間かん、二人の表情から笑みが消え去った。

　いつでも動けるように腰を浮かせて、雪菜はマンションの玄関に、唯里は背後の窓の外へとそれぞれ鋭い視線を向ける。

「唯里さん」

「うん」

　雪菜の短い呼びかけに、唯里は小さくうなずいた。周囲に隠いん蔽ぺいされた呪じゆ力りよくを感じる。雪菜と二人でなければ気づけなかったほどの、かすかな気配だ。

　この部屋が包囲されている──それを確信した瞬間、強烈な違和感が唯里たちを襲おそった。

　存在しないはずの時間が、無理やり世界に割りこんできたような不快な感覚。耳障りな雑音ノイズが唯里の耳元で鳴り響ひびく。その雑音が消えたとき、唯里と雪菜の前後左右を、紙人形のような厚みのない人影が取り囲んでいた。厚みはなくとも、彼らが握る刀は、本物の刃を備えている。

「式しき神がみ……!?　いつの間に!?」

「この技、まさか……!?」

　唯里と雪菜が同時にうめく。未来視の能力を持つ剣けん巫なぎが二人いて、突然の襲しゆう撃げきに反応することができなかったのだ。その事実が、襲しゆう撃げき者しやとの絶望的な実力差を唯ゆい里りに突きつけてくる。

「両名とも、動かないでください」

　唯里の背後で、囁ささやきに似た静かな声がした。

　振り返った唯里が目にしたのは、顔を薄うす絹ぎぬで覆おおった巫み女こ装しよう束ぞくの女だった。年格好は唯里ともそれほど変わらない。だが、相手が撒まき散ちらす圧倒的な威圧感に、唯里は声を震ふるわせた。

「さ……三さん聖せいの……」

　獅し子し王おう機き関かん〝三聖〟筆頭、閑しずか古こ詠よみ。何度か遭遇したことはあるが、彼女に殺気をぶつけられたのは初めてだ。たったそれだけで唯里の身体からだは、金かな縛しばりにあったように凍りつく。

「姫ひめ柊らぎ攻こう魔ま官かん。あなたを暴行、窃せつ盗とう、および獅子王機関への反逆の容疑で拘こう束そくします」

　動けない唯里の存在を無視して、古詠が雪ゆき菜なに呼びかけた。

「反逆？　わたしが……？」

　雪菜が啞あ然ぜんとしたように訊きき返す。古詠に殺気を向けられているのは雪菜も同じはずだが、彼女はその重圧にかろうじて耐えていた。それは彼女の唯里との経験の差だ。雪菜が古詠と敵対したのは初めてではない。

　その雪菜を冷ややかに見下ろして、古詠が続ける。

「本日午前十一時七分、絃いと神がみ市内の路上で獅子王機関の職員が襲撃され、搬送中だった七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーが強ごう奪だつされました」

「七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー……って、え!?」

　唯里が恐怖を忘れて呟つぶやいた。破損した〝雪せつ霞か狼ろう〟の残ざん骸がいが盗まれた、と古詠は告げているのだ。しかも、その犯人は雪菜だと──

「襲撃された職員の証言、および監視カメラの映像により、獅子王機関は、姫柊雪菜──あなたが実行犯であると判断しました。なにか申し開きはありますか？」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　上うわ擦ずった声で異議を唱えたのは、唯里だった。獅子王機関〝三聖〟に対する恐怖より、真実を伝えなければという使命感のほうが勝ったのだ。

「羽は波ば攻魔官？　なにか？」

　古こ詠よみが怪け訝げんな顔で唯里を見る。唯ゆい里りは、からからになった喉のどをゴクリと鳴らしてうなずき、

「雪菜ゆつきー……いえ、姫ひめ柊らぎ攻こう魔ま官かんは犯人じゃありません。わたしは今日の朝からずっと彼女と一緒にいましたから。襲撃なんてできるはずがありません」

「あなたが彼女の現場不在証明アリバイを証言すると？」

「は、はい……！」

　薄絹越しの視線に射すくめられて、それでも唯里ははっきりとうなずいた。

　古詠が逡しゆん巡じゆんしたように動きを止める。沈黙が続いたのは、せいぜい五秒かそこらだ。しかし唯里には、それが数日間の尋問のようにも感じられた。

　古こ詠よみがかすかに溜ため息いきをついた。唯ゆい里りたちを包囲していた式しき神がみたちが、幻のように姿を消す。

「いいでしょう。姫ひめ柊らぎ攻こう魔ま官かんの処分は一時保留とします。ですが、嫌けん疑ぎが晴れるまで、あなた方お二人は、私の監視下で謹きん慎しんしてもらいます。よろしいですね」

「は、はいっ！」

　唯里がぎくしゃくと姿勢を正してそう言った。

　しかし雪ゆき菜なはなにも答えず、古詠を見上げた。反抗するような表情ではない。雪菜の瞳ひとみは、古詠ではなく、別の誰だれかを探しているように感じられた。

「先ほどのお話ですが、監視カメラにわたしの姿が写っていたということでしょうか？」

「ええ。はっきりと」

　雪菜の質問に、古詠がうなずく。

　その答えに唯里は混乱した。目撃証言だけではなく、映像でも雪菜の姿が確認されている、と古詠は言うのだ。しかし唯里が雪菜と一緒にいたのも間違いなく事実である。

　そして雪菜と見間違うような綺き麗れいな少女が、何人もいるとは思えない。

「それについて、なにか心当たりでも？」

　唯里と同じ疑問を抱いたのか、古詠が雪菜を見つめて訊きく。

「…………」

　雪菜は、無言のままきっぱりとうなずいた。

　　　　　　　　　　５

　ＭＡＲ絃いと神がみ研究所は、魔ま獣じゆう騒そう動どうの現場からほど近い人工島北地区アイランド・ノースの中心街に建っていた。併設の付属病院を含めて一千人近い研究者を抱える、市内最大級の研究機関のひとつである。

　魔ま導どう企業複合体であるＭＡＲにおいて〝魔族特区〟での研究成果は、企業の命いのち綱づなともいえる重要情報だ。魔族の能力や生態の解析と、それらを応用して開発された工業製品や医薬品──そのような絃神島発祥の製品群は、今や巨大企業であるＭＡＲの利益の六割以上を占めているともいわれている。

　当然、研究所内への出入りに対しては、軍事基地に匹敵するほどの警けい備び態勢が敷かれていた。

　特に利益率の高い医療部門のセキュリティは厳格だ。

　武装した警備ポッドによる二十四時間態勢の監視に加えて、魔族警備員の巡回や魔術障壁まで、およそ考え得る最高の侵入者対策が施されている。

　そんな中、医療部門の主任である暁あかつき深み森もりの研究室に予告なく押しかけてきたのは、思いがけない人物だった。深森の娘の友人である制服姿の小柄な女子高生だ。

「こんにちはー。アイスのお届けでーす♪」

　姫柊雪菜と同じ顔をした少女が、保冷バッグを片手に声をかけてくる。誰にも見み咎とがめられることなく研究室の前までやってきた彼女を、深み森もりは、特に驚おどろきもせずに出迎えた。

「あららー、雪ゆき菜なちゃん？　一人？　どうしたの？」

「おば……さまにお願いしたいことがあって、来ちゃいました」

　ガラス越しに人ひと懐なつこく微笑ほほえんで、少女がぺこりと頭を下げる。

　深森は愉たのしそうに眉まゆを上げて彼女を見た。少女に同行者はいない。いつも彼女と一緒にいる深森の息子は、おそらくまだ学校だ。

「古こ城じよう君に内緒で？　ふんふ？　待ってて、すぐに開けるから」

　深森が手首のリモコンを操作すると、ガラス製のドアは音もなく開いた。

　少女は特に警けい戒かいすることもなく、堂々と中に入ってくる。

　深森に与えられた個人用の研究室は、バスケットボールのコートが一面丸ごとすっぽり入るほどの広さがある。普ふ段だんは十二人いる助手たちの誰だれかがたいてい居座っているのだが、今日はめずらしく、室内にいるのは深森だけだった。

　単なる偶然かもしれないし、あるいは少女が、そのタイミングを狙ねらってやってきたのかもしれない。深森にしてみれば、どちらでもいいことだ。

「お久しぶりです。これ、お土産みやげです」

　少女がそう言って保冷バッグを差し出してくる。

　深森はそのバッグを受け取って、わっ、と小さく歓かん声せいを上げた。

「るる家やの新作じゃない！　さくらラズベリーとチョコレートロワイヤル！」

「はい。本日発売です」

　少女がにこやかに答えてくる。

　深森は嬉うれしそうにカップの蓋ふたを開け、さっそく付属のスプーンで新作アイスを口に運んだ。口の中で溶けていくラズベリーアイスの食感に、深森は満面の笑みを浮かべて、

「それで、私に会いに来た目的はなぁに？　雪菜ちゃんの偽にせ者ものさん？」

「あちゃあ……やっぱりバレちゃいましたか？」

　雪菜と同じ顔をした少女は、悪びれることなくペロリと舌を出す。

　深森は彼女を責めることなく、えっへん、と鼻を高くした。

「こう見えても〝魔ま族ぞく特とつ区く〟のお医者さまだから。人間と魔族の区別くらいは……あら？」

　得意げにそう言いかけた深森が、少女を見つめたまま、なにかに気づいたようにスッと目を細めた。アイスのスプーンを口にくわえて、彼女は空いた右手で少女の手に触れる。

「あなた……まさか……へー……そういうことなの。あらあらあらあら」

　瞳ひとみに驚おどろきの色を浮かべながら、深森がにんまりと愉快そうに笑った。

　すべてを見透かしたような深森の態度に、参ったなあ、と少女が嘆息する。

　深森は過適応能力者ハイパーアダプター──いわゆる天然ものの超能力者だった。

　彼女の能力は医療系の接触感応能力サイコメトリーであり、触れるだけで、患者本人すら知らない身体情報を読み取ってしまう。相手が何者で、どうやって生み出されたのか、それを見抜く程度のことは朝飯前というわけだ。

「もうそこまで気づいたんですか？　さすがですね、おば……さま」

「やあね、そんな他人行儀な。深み森もりちゃんって呼んでくれていいのよ。そうだ。せっかく遠いところから遊びに来てくれたんだから、お小こ遣づかいをあげないと」

「あの、深森ちゃん……」

　子どものようにはしゃいでいる深森に、少女が怖おず怖おずと呼びかける。

　しかし彼女が来訪の目的を告げる前に、深森は机の引き出しの中から、小さなケースを取り出していた。ロールケーキほどの大きさのプラスチックケースだ。

「それとも、お目当てのものはこれかしら？」

　深森がケースの蓋ふたを開ける。その中に収められたものを見て、少女は目を丸くした。

「かなわないなあ、深森ちゃんには」

　差し出されたケースを恭うやうやしく受け取って、少女は照れたように首をすくめる。深森は少女がこの研究室を訪れた時点で、彼女の目的に気づいていたらしい。

「でも、これ、勝手に持ち出しちゃっていいんですか……？　ＭＡＲの機密資料なんじゃ……」

「いいのよ。上司の許可は取ってあるから」

　さすがに不安な顔をする少女に、深森はあっけらかんと答えてくる。

　少女は今度こそ本気で驚おどろいて、呆ぼう然ぜんと深森を見返した。

　ＭＡＲの機密資料を持ち出す許可を取っていたということ。それは深森が、この箱の中身の役割を、正確に理解していたということである。

　誰だれがこれを必要としているのか、彼女はすでに知っていたのだ。

「もしかして最初から、あの人に渡すつもりだったの？」

「彼女にいなくなられると、私としても困るから。可愛かわいい孫の顔が見られなくなっちゃう」

　アイスを美お味いしそうに口に含んだまま、深森はさらりとそう言って微笑ほほえんだ。

　少女は苦笑して首を振る。どうやら、ここに長居するのは危険だ。これ以上、会話を続けていると、口にしてはいけないことまでうっかり喋しやべってしまいそうだ。

　そんな少女の葛かつ藤とうに気づいているのか、それじゃあ、と言って立ち去ろうとする彼女を、深森は引き止めようとはしなかった。

「あの、わたしのことは古こ城じよう君たちには──」

　研究室を出る直前に、少女が深森を振り返って言う。

「秘密よね。わかってる。あなたのお祖じ父いちゃんにも内緒にしておくわ」

　深森はそう言って可愛らしく片目を瞑つむってみせた。

　少女はうなずき、逃げるように研究室を飛び出していく。
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「浮気だと……？」

　マンション最上階の豪華なリビングで、ニーナ・アデラードが苦々しげな声を出す。

　身長三十センチにも満たない、オリエンタルな美貌の人形だ。それは齢よわい二百七十歳を超える古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師しの成なれの果はてである。とある事情で生なま身みの身体からだを失ったニーナは、残されたわずかな量の液体金属で肉体を再構成し、南みな宮みや那な月つきの自宅に居候いそうろうしているのだった。

「まったくけしからん旦だん那なよの。こんなときに貴き様さまが嫁を庇かばわなくてどうする。それに引き替え義妹コトメとやら、実にあっぱれな態度。うむ、胸がスッとしたわ」

　だらしなくソファに寝そべったまま、テレビに向かって独ひとり言ごとを垂れ流すニーナ。テレビの画面に映っているのは、主婦向けのワイドショー番組だった。

　ちょうど番組がＣＭに切り替わったタイミングで、零れい菜ながリビングに入ってくる。

　彼女は一昨日おとといからニーナと同様に、那月の自宅で暮らしているのだ。正確には暮らしているというよりも、匿かくまわれている、というべきか。

「ニーナさん、ただいまー」

「おお、主ヌシか。探し物は手に入ったのか？」

　ニーナが艶つややかな髪を揺らして振り返る。雪ゆき菜なと同じ顔をした零菜を見ても、特に気にしている素振りはない。詳しい事情を説明したわけではないのだが、さすがに二百七十年も生きていると、少々のことでは動じなくなるらしい。

　零菜は抱えていた荷物を置いて、ニーナの隣となりに腰を下ろす。

「おかげさまで……って、なに見てんの？」

「うむ。ワイドショーで嫁いびりの再現ドラマをやっておってな」

「古の大錬金術師が、テレビのワイドショー……って……」

　零菜は、呆あきれ顔がおでニーナを見つめて首を振った。こんな相手を信頼しても大丈夫なのか、と自問するような表情だ。

　しかしニーナは、言い訳がましい目つきで零菜を見上げて、

「仕方あるまい。夏か音のんも那月もアスタルテも学校に行ってしまったので退屈なのだ。錬金術師マガジンも読み飽きたしな」

「そんな雑誌あったんだ。しかもアイドルが表紙なんだ……」

　いったい誰だれが読むのだろう、と零菜は机の上に置かれた雑誌をまじまじと眺ながめる。

　その隙すきにニーナは、零菜が持ち帰った荷物を開けていた。

　ギター運搬用のハードケース。零菜が獅し子し王おう機き関かんの輸送担当者を強きよう襲しゆうして強ごう奪だつしたものだ。

　ケースの中身は砕けた無数の金属片と、半壊した槍やりの柄つかの部分だった。〝雪せつ霞か狼ろう〟の残ざん骸がいだ。

「ふむ……たしかに雪ゆき菜なの槍やりだな。これはまた派手に壊れたものだ」

　破片の一つを手にとって、ニーナが感心したような声を出す。

　零れい菜なは、そんな錬れん金きん術じゆつ師しの横顔をのぞきこみ、

「どう？　直せる？」

「うむ。無理だな」

　ニーナは躊ちゆう躇ちよなく即答した。慌あわてたのは零菜のほうだった。

「ど、どうして!?　これって普通の金属でしょ？」

「たしかに材質自体はありふれた特とく殊しゆ鋼こうだな。鉄と炭素、マンガン、モリブデン、バナジウム、クロム、シリコン、あとは硫黄いおうと燐りんか」

　金属片の手触りを確かめながら、ニーナが言う。錬金術の奥おう義ぎを極めた彼女にとって、金属の組成を言い当てることなど、サラダの具材を見分ける程度の手間でしかないらしい。

「だったら──」

「材質自体は普通のものでも、この槍を鍛きたえた人間は普通ではない。結晶構造の隅々にまで、凄すさまじい量の呪じゆ詛そ──いや、祈りが刻みこまれている。狂気か、あるいは純粋さか。何者かは知らんが、壮絶な執念よな。雪ゆき菜な以外に使いこなせなかったというのも道理だ」

　ニーナがめずらしく真剣な口調で、修理できない理由を説明する。古いにしえの大錬金術師と呼ばれる彼女にとっても、〝雪せつ霞か狼ろう〟を鍛えた鍛か冶じの技術は感嘆に値するものらしい。

　しかし零菜は、失望したような目つきでニーナを睨にらみ、

「要するに、ニーナちゃんの負けってこと？」

「は？　だから勝ち負けではなく、執念の問題だと言っておろうが。妾ワシはただ、手間暇を考えると割に合わん技術だということをだな──」

　痛いところを突かれたという自覚があるのか、ニーナがムキになったように言い返してくる。

　零菜はフッと冷笑しながら、これ見よがしに両腕を広げて、

「ニーナちゃんの実力じゃ再現できないってことでしょ。パルミアのニーナ・アデラードっていっても、案外、たいしたことないんだね……期待してたのに、がっかりだよ」

「再現できないとは言っておらぬ……！　単純に供く物もつが足らんのだ！」

「……供物？　材料はここに全部揃そろってるんじゃないの？」

　零菜は怪け訝げんそうに槍の残ざん骸がいを見下ろした。

　獅し子し王おう機き関かんの職員たちによって、砕け散った〝雪霞狼〟の部品は、微細な破片に至るまですべて回収されている。新たに金属を生成する必要がない以上、錬金の材料となる供物は最小限で済むはずだ。

「この場合の供物とは、魔ま力りよくだな。金属の加工に熱や電力が要るように、錬金術には魔力が必要だ。そうさな、活いきのいい霊れい能のう力りよく者しやの四、五人も生いけ贄にえに捧ささげれば足りると思うが」

「無茶苦茶言うなあ……この錬金術師……」

　ニーナの乱暴な説明に、零れい菜なもさすがに顔をしかめる。

　だが事実だ、とニーナは冷ややかに言い放ち、

「それに神格振動波駆動術式ＤＯＥはどうする？　あの術式刻印だけは、妾ワシにも再現できんぞ。あれは魔力を無効化する刻印だからな。そいつがここまで派手に壊れていては、刻印の元の形を推測することもできぬ」

「ああ、それなら大丈夫。ここに刻印のオリジナルがあるからね」

　零菜は制服の胸元から、するり、と銀色の棒を取り出した。

　それは片方の先端を尖とがらせた金属製の短い杭くいだ。直径二センチにも満たない杭の表面には、奇妙な紋もん様ようが刻みこまれている。その紋様に気づいたニーナが、驚きよう愕がくしたように瞳を揺らした。

「真祖殺しの聖せい槍そう……だと？　主ヌシよ、これをどこで手に入れた？」

「うん」

　無意識に詰め寄ってくるニーナを見つめて、零菜はゆっくりと首を振る。

「これは、大切なものなんだ……アヴローラが──わたしたちに残してくれたものだから」

「アヴローラ……そうか、これは先代の第だい四よん真しん祖そを殺した槍やりか……」

　ニーナの呟つぶやきに、零菜は無言で微わ笑らった。

　暁あかつき深み森もりから受け取ったケースの中身。それがこの金属の杭だった。

　かつて第四真祖と呼ばれた少女が、自らの中に在る〝悪意ルート〟を滅ぼすために、己の身に突き立てた破は魔まの槍。それはアヴローラの肉体が失われたあとも、ＭＡＲに保管されていたのだ。

　杭の表面に刻まれた紋様は、獅し子し王おう機き関かんの七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーに使われているものと同じ、神格振動波駆動術式ＤＯＥだ。否いな、この杭の紋様こそがオリジナルの術式であり、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーのものは、単なる複製レプリカに過ぎない。この杭を内部に埋めこむことで、修復不可能とされた〝雪せつ霞か狼ろう〟は蘇よみがえる。破損前よりも、より完全な形で──

「そうそう。この槍と刻印の接合部なんだけど、こんな感じで造り替えてもらえるかな。そのほうが霊れい力りよくの変換効率が上がるはずなんだよね」

　魅入られたように杭を凝ぎよう視しするニーナの前で、零菜はさらさらとメモ用紙になにかを書きつける。意味不明な模様にしか見えないその落書きを、ニーナは、ほう、と興味深そうに眺ながめた。

「ふむ、面白い。バヴァアグラ理論による霊力変換効率化回路の原理は、昨年ようやく発表されたばかりだ。実用化には十年……いや、二十年はかかると言われていたはずだが……？」

「へーえ……そうだっけ？」

　疑念に眉まゆを寄せるニーナの問いかけを、零菜はにこにこと笑ってはぐらかす。ニーナは不満そうに唇くちびるを尖とがらせたが、回路図の出で所どころを無理に追及しようとはしなかった。

「ならば、槍の材質そのものも、こっちに変更したほうがいいな」

　メモ用紙の余白に、ニーナが複雑な組成式を書きこんだ。

　それを見た零れい菜なは、そうそう、と嬉うれしそうに同意する。

「うん。萌もえ葱ぎちゃんにもそう言われてたんだ。忘れてた」

「……して、肝心の魔ま力りよくはどうする？」

　ニーナが、真剣な表情で零菜に訊きいた。貴重な真祖殺しの聖せい槍そうを手に入れたことで、彼女も〝雪せつ霞か狼ろう〟の修復に乗り気になってきたらしい。

　だが、素材が揃そろっていたとしても、錬れん金きん術じゆつを実行するための魔力が足りない。

　錬金術は無から有を生み出す魔法ではなく、あくまで技術だ。価値の高いものを生み出すためには、相応の代価が必要になる。

「供く物もつなら、ここに」

　妖あやしげに笑わらって、零菜が自らの右手を差し出した。

　そして彼女は〝雪せつ霞か狼ろう〟の欠片かけらで、己の手首を深々と斬きり裂く。艶つややかな鮮血が滴したたり落ちて、砕け散った銀色の槍やりの残ざん骸がいを濡ぬらす。

「処女おとめの血だよ。真祖直系の吸血鬼の、ね──」

　瞳ひとみを深紅に輝かがやかせて、零菜が笑った。

　それを見たニーナも妖しく獰どう猛に微笑ほほえんだ。
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　日没直前のくたびれた陽ひ射ざしを浴びながら、古こ城じようはモノレールの駅に向かって歩いていた。

　いつもと同じ通学路。学校からの帰り道だ。

　いつもと違うことがあるとすれば、それは隣となりに雪ゆき菜ながいないこと。そして古城のすぐ背後に、斐ひ川かわ志し緒おの姿があることだろう。

　いつでも武器を取り出せるような姿勢で、志緒は、古城の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見張っている。まるで囚人を護送中の警官か、獲え物ものを付つけ狙ねらういかれたストーカーという雰ふん囲い気きだ。

「あのさ、志緒さん」

　古城がさすがにうんざりした態度で志緒に声をかけ、

「な、なんだ？」

　志緒が、びくっ、と怯おびえたように一歩距離を取る。

　やれやれ、と古城は疲れたような溜ため息いきをついて、

「そんなふうに身構えられると、こっちも気を遣つかってしまうんだが……なんていうか、周りの視線も気になるっていうか。さっきからすげえ目立ってるし」

「そ、そうか。たしかに人目を惹ひくようでは、監視役として失格だな……しかし、あなたからあまり離れてしまって、万一の場合に対処が遅れてしまうのも問題だし」

　うつむいてなにやら真剣に考え始める志し緒お。

　このあたりの生き真ま面じ目めな対応は、さすがに雪ゆき菜なの先輩という感じだ。やや男性恐怖症気味のビクビクとした態度は、出会って間もないころの紗さ矢や華かを彷ほう彿ふつとさせる。

「ていうか、普通に会話しながら移動しちゃまずいのか？」

　古こ城じようが当たり障さわりのない解決策を提案すると、志緒は意外そうに顔を上げた。

「べつに禁止されてるわけじゃないが……姫ひめ柊らぎ雪菜とはいつもそうしていたのか？」

「まあ、だいたいはそんな感じかな」

　それもあって古城は雪菜のことを、監視役として意識したことはあまりない。どこに行くときもついてくる世話の焼ける妹、という感覚だった。もちろん本人にそんなことを言ったら、確実に怒られるので口にしたことはないのだが。

「いったいどんな会話を交わしていたんだ？」

　志緒が、古城の言葉に興味を惹ひかれたように訊きいてくる。

「どんなって言われても、この時間帯だと、だいたい晩飯の献こん立だての話かな」

「晩飯の……？」

　古城の回答が意外だったのか、志緒は狐きつねにつままれたような顔をした。

「そうだ、志緒さん。悪いけど、ちょっと寄り道していいか？　妹に食材の買い出しを頼まれてるんだ……って、しまった。スーパーのクーポン券、姫柊に預けっぱなしだ」

「姫柊雪菜もスーパーに同行していたのか？」

　志緒がますます困惑したように瞬まばたきする。古城は平然とうなずいて、

「あいつも夕飯はウチで喰くってたからな。だいたい買い出しにもつき合ってもらってたけど」

「夕飯……って、それはもうほとんど同どう棲せいじゃないか……」

　志緒が目め眩まいに襲おそわれたようによろめいた。

　いやいやいや、と古城は手を振って、

「だからウチの妹も一緒なんだって」

「家族ぐるみのお付き合いということか……」

　打ちのめされたように標識に手をついていた志緒が、ハッと焦ったように古城を睨ねめつける。

「もしも唯ゆい里りがあなたの監視役になったら、唯里ともそういう関係になるつもりなのか？」

「……そうか。考えたこともなかったな」

　雪菜の代わりに唯里が自分の監視者になったとき、どんなふうに彼女とつき合えばいいのか、古城は少し考えてみたが、上う手まくイメージできなかった。

「でもまあ、今日は一緒にメシ喰ってくだろ、志緒さんも」

「わ、私も？」

　突然の古城の提案に、志緒がためらいの表情を浮かべた。反射的に断ろうと口を開きかけ、しかし志し緒おの口から出たのは意外な言葉だった。

「もしかして牙が城じようさんも一緒だったりするんだろうか？」

「親父おやじ？　あいつはウチにあんまり寄りつかねーからな。志緒さんがあいつに用があるのなら、今から連絡してみるけど──」

　古こ城じようはそう言ってパーカーのポケットから携帯電話を取り出した。

　最近の暁あかつき牙城は絃いと神がみ新しん島とうの調査に駆り出されて、忙しそうにしている。もともと〝聖せい殲せん〟の遺跡の研究者だった牙城にとって、咎神カインの遺産である〝咎とがの方はこ舟ぶね〟は研究材料の宝庫なのだ。

　それでも志緒のような美少女が会いたいといえば、間違いなくすっ飛んで帰ってくるだろうと思われた。それはそれで問題という気もしなくもないのだが。

「い、いや、いいんだ。べつに会いたいわけではないから。いや、本当に」

　志緒が慌あわてふためいて首を振る。その頰ほおは照れたように赤く染まっていたが、夕ゆう陽ひのせいで、それを古城が気づくことはなかった。

　呼吸を落ち着けるために何度も深呼吸を繰り返し、志緒はそれからぼそりと言った。

「なあ、暁古城」

「ん？」

「本当に、いいのか？　その、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜ながこのまま監視役を解任されても」

　志緒の疑問に、古城はどこか醒さめた表情を浮かべた。

　ほんのわずかな沈黙のあと、突き放すような口調で無ぶ愛あい想そうに言い放つ。

「いいも悪いも、そんなもの俺おれが決めることじゃないからな……」

「そ、それはたしかにそうだが、姫柊雪菜はこれまであなたと一緒に何度も戦いを乗り越えてきたんじゃないのか。いくら任務とはいえ、危険な目に遭あって、傷ついて、あなたに血も吸わせて、病めるときも健すこやかなるときも、死がふたりを分かつまで──」

「なんか、途中から変なの混じってるぞ……」

　動揺して意味不明な言葉を口走る志緒に、緊張感を削そがれた古城が頼りなく笑う。

「と、とにかく！　その姫柊雪菜から唯ゆい里りにあっさり乗り換えていいのか？　それであなたの心は痛まないのか……？　それはたしかに唯里は可愛かわいいし、性格もいいし、煌きら坂さかほどじゃないが実はスタイルもかなりのものだが……だがしかし……！」

「だから、姫柊が唯里さんと交代するかどうかなんて、俺が決めることじゃないんだって」

　古城がめずらしく苛いら立だったように声を荒らげた。

　しかし志緒は怯ひるむことなく古城に詰め寄る。

「姫柊雪菜は、〝雪せつ霞か狼ろう〟が壊れたことに責任を感じているだけなんだ。あの槍やりをなくして、自分が監視役の任務を果たせないと思いこんで──」

　そう言いかけて、志緒は不意に言葉を切った。

　古城を見上げる彼女の瞳ひとみに、かすかな戸惑いと驚おどろきが浮かぶ。

「暁あかつき古こ城じよう……もしかして、あなたは……」

　だが志し緒おは、その閃ひらめきを最後まで言い終えることはできなかった。

　誰だれかが追い詰められたような悲痛な声で、志緒たちの名前を呼んだからだ。

「志緒ちゃん！　古城くん！」

「ゆ、唯ゆい里り？」

　モノレールの駅舎からものすごい勢いで飛び出してきたのは、楽器ケースを背負った羽は波ば唯里だった。彼女の頰ほおは青ざめて、大きな瞳ひとみが焦りに揺れている。
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「どうしたんだ、こんなところで？　引き継ぎは終わったのか？」

　息せき切って駆け寄ってくる唯里に、志緒が不安な表情で訊きいた。親友の焦りが伝染したのか、志緒の声もかすかに上うわ擦ずっている。

「二人とも、雪菜ゆつきーを見なかった？」

「……雪菜ゆつきー？」

「姫ひめ柊らぎがどうかしたのか？」

　唯里の質問に、志緒と古城は揃そろって首を傾かしげた。雪ゆき菜なは監視役の任務を引き継ぐために、ほかならぬ唯里と一緒にいたはずなのだ。

「い、いなくなっちゃったの」

　唯里が、そう言って苦悩するように目を伏せる。志緒は混乱したまま彼女の肩を抱き、

「いなくなった？」

「よくわからないんだけど、壊れた〝雪せつ霞か狼ろう〟が雪菜ゆつきーに強ごう奪だつされて、でも雪菜ゆつきーはその間ずっとわたしと一緒にいて、その話を聞いた雪菜ゆつきーが、雪菜ゆつきーを探しに行くって……」

「ごめん、唯ゆい里り。なにを言ってるのか、私にはさっぱり……」

　志し緒おは情けない表情を浮かべた。親友がなにを言っているのか彼女にはまったく理解できない。

「姫ひめ柊らぎの偽にせ者ものが〝雪霞狼〟を盗んだのか？　姫柊はそれを取り返しに行った……？」

　古こ城じようが唯里の言葉を整理する。

　唯里が大きく目を見開いて、我が意を得たりとばかりに古城を勢いよく指さした。

「そう、それ！」

　　　　　　　　　　８

　魔ま獣じゆう監視用のテントの下で、妃き崎さき霧きり葉はは優雅にコーヒーカップを傾けていた。

　彼女の前に置かれているのは、絃いと神がみ市し内ないで評判の有名店のガトーショコラ。ビターで濃厚な漆しつ黒こくのケーキは霧葉の好物のはずだが、なぜか今日に限っては、ほぼ手つかずのままテーブルの上に放置されている。

「ご機き嫌げん斜めですね、霧葉」

　報告書作成のために愛用のノートＰＣに向かっていた早さ海みが、微笑ほほえみながら声をかけてくる。

　高校の制服を着た霧葉に、二十代も後半の早海が敬語を使っているのは、冷静に考えれば不自然なのだが、太たい史し局きよくの局員たちに、その違和感を指摘する者はいなかった。

「まさか。あんなふうに身動きもできない無力な魔獣を眺ながめていると、心が癒いやされてよ」

　霧葉はそう言って気け怠だるく手を振った。

　昏こん睡すい状態の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンからテントまでの距離は四百メートルほど。なにか問題が起きれば、すぐに駆けつけられる距離である。

　Ⅸナイン４フオーと名付けられた未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの包囲を実際に担当しているのは特区警備隊アイランド・ガードで、太史局は単なるアドバイザーという位置づけだ。前回の戦せん闘とうで太史局の局員の多くは負傷しており、単独での任務の続行が困難な状態に陥おちいったからだ。

　もっとも、そのことで太史局や霧葉の評価が下がったかといわれれば、実はそうでもない。負傷者の数では圧倒的に特区警備隊アイランド・ガードのほうが多かったからだ。

　太史局の内部でも、第だい四よん真しん祖そですら殺しきれなかった化け物が相手なのだから、多少の被害は仕方ない、という意見が支配的だった。

　だからといって、それで霧葉の気が晴れるわけでもないのだが。

「獅し子し王おう機き関かんに借りを作ったままというのが不服なのでしょう？」

　笑い顔を隠そうともせずに訊きいてくる早さ海みを、霧きり葉はは無言で睨にらみつけた。早海の言葉を否定しなかったのは、下へ手たな言い訳は逆効果だと自覚していたからだ。

　活躍したのが暁あかつき古こ城じようだけなら、まだよかった。なんだかんだで第だい四よん真しん祖そは、あの魔ま獣じゆうと同じ人じん外がいの怪物なのだから。

　しかしⅨナイン４フオーの無力化には、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが大きな役割を果たしている。しかも彼女はその代だい償しようとして七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを失っているのだ。まさしく早海の言うとおり、霧葉は彼女に借りを作った恰かつ好こうだ。そのことが霧葉には気に入らない。ある意味、屈くつ辱じよくとすら感じている。

「そんな霧葉に朗報です。Ⅸナイン４フオーの処分の方針が決まりました」

　わかりやすく拗すねている霧葉を見つめて、早海が愉たのしげに報告した。

「処分？」

　霧葉が訊き返す。この場で殺すのか、という意味だ。早海はうなずき、

「はい。あの魔獣は移送せず、この場で殺処分することになります」

「それは構わないけど、どうやって？」

　霧葉が疑わしげに早海を見つめた。

　早海は、しばらく無言で、届いたばかりの計画書に目を通す。

「あの魔獣の細胞が、吸血鬼のものに近い性質を持っているという情報は？」

「もちろん聞かされていてよ」

　そう言いかけて、霧葉は、まさか、と唇くちびるを曲げた。

「つまり吸血鬼を滅めつ殺さつする手順を応用するということ？」

　はい、と早海が肯定する。

「真祖クラスの強力な吸血鬼を滅ぼす手段は、大別して三通りしかありません。ひとつは異世界への放ほう逐ちく。第四真祖がアルデアル公を断罪した方法ですが、この方法は今回は使えません」

　霧葉は黙ってうなずいた。監かん獄ごく結けつ界かいに閉じこめるのではなく、どことも知れない異世界に突き落とすだけなら、少しばかり面倒ではあるものの、太たい史し局きよくだけでも実行可能だ。第四真祖の眷けん獣じゆうや、南みな宮みや那な月つきの力を借りるまでもない。

　しかし、その手段はⅨナイン４フオーには使えない。

　魔力を吸収する魔獣に対して、空間制御魔術を発動することができないからだ。

「もうひとつは膨ぼう大だいな霊れい力りよくによる浄化です。この方法の有効性は、姫柊攻魔官により証明済みですが、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーが失われたことにより、現在は実行不能となっています」

「そうね」

　霧葉がふて腐くされたような表情で呟つぶやいた。

　七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーに匹敵する強度の霊力攻撃が可能な装備は、アルディギア王国の擬似聖剣ヴエルンド・システムだけだ。霧葉の乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レでは再現不可能な術式のひとつである。

「従って今回は、第三の方法を実行することになります」

「同族喰くらい……」

　霧きり葉はが早さ海みの言葉を先回りする。不死身の吸血鬼を滅ぼすもっとも確実な手段は、吸血行為によって、相手の存在自体を喰らい尽くすことだ。

　ただし同族喰らいが可能なのは、相手と同格か、それ以上の強力な吸血鬼のみ。弱者が格上の吸血鬼を喰おうとすれば、逆に相手に自分の存在を取りこまれることになる。

　そしてⅨナイン４フオー以上に強力な吸血鬼など、この絃いと神がみ島じまには存在しない。唯一、世界最強の吸血鬼である第だい四よん真しん祖そを除いては。

「まさか、暁あかつき古こ城じようにあいつを喰わせる気？」

「いえ。同族喰らいには、捕食者が被食者に逆に乗っ取られる危険性がありますから……さすがにそのような危険は冒おかせません」

　霧葉の疑問を、早海が慌あわてて否定する。

　どこかホッとしたような態度で霧葉はうなずき、

「当然ね。あの魔ま獣じゆうが第四真祖の力を手に入れるなんて、悪夢だわ」

「ですので、Ⅸナイン４フオーには自分自身を喰らい合ってもらいます」

「……エントーシスを利用するということ？」

「はい。細胞同士の共食いです」

　早海が力強く微笑ほほえんだ。エントーシスとは、細胞が隣りん接せつする他の細胞を捕食する現象だ。喰われた細胞はやがて分解されて消滅する。吸血鬼同士が行う同族喰らいとよく似ている。その類似性を利用して、Ⅸナイン４フオーを肉体的にも魔術的にも自滅させようというのである。

「幸いなことに、Ⅸナイン４フオーの精神攻撃に対する耐性は、それほど高くないことが判明しています。その脆ぜい弱じやく性せいを突いて、呪じゆ詛そを感染させます。細胞同士が互いに互いを喰らい合うように」

「悪くない考えだと思うけど、どうやって呪詛を撃うちこむつもり？」

　霧葉が具体的な手順について確認する。

　無抵抗の昏こん睡すい状態にあるとはいえ、全長十五メートルを超えるⅨナイン４フオーに対して致死的な呪詛を叩たたきこむのは、乙リ型チ呪エ装ル双カ叉ー槍レでも不可能だ。だからといって、通常の呪術攻撃で、あの魔獣の魔術防御を突破できるとは思えない。

　危ぶむ霧葉を焦じらすように、早海がもったいぶった口調で続けた。

「甲型呪装単槍フラツトの使用許可が下りました」

　霧葉が一いつ瞬しゆん、虚きよを突かれたように固まった。彼女らしからぬ素直な反応だ。

「そう……そうなの。それはそれは……よくてよ。すごく」

　ふふ、と唇くちびるの端を吊つり上げて霧葉が笑い出す。

　甲型呪装単槍フラツトは、太たい史し局きよくが保有する抹まつ殺さつ兵器──個人レベルでの運用が可能な中では最強といわれる呪装具だ。その絶大な威力のせいで、実戦投入されたのは、過去十年間で二度しかないといわれている。その希少な兵器の使用が認められたのだ。

　未知の魔ま獣じゆうへの対策がようやくまとまったことに、霧きり葉はの機き嫌げんもようやく回復する。

　見慣れない大型車しや輌りようが魔獣に近づいてきたのは、その直後のことだった。

「あのトレーラーは？」

　かすかな引っかかりを覚えて、霧葉が訊きいた。

　狭いトンネルを抜けて第三層に入ってきたのは、絃いと神がみ島じまではめずらしい大型のセミトレーラーだった。荷台に積載されているのは、防水シートで覆おおわれた建設機械らしい。

「破損した精せい霊れい炉ろの応急修理の予定が入っていますね。まだ少し予定時間には早いですが」

　早さ海みが事務的な口調で答えてくる。

「精霊炉の応急修理……ね。ご苦労なこと」

　霧葉は、破損した精霊炉の外壁を眺ながめて気のない溜ため息いきをついた。

　緊急停止状態とはいえ、再稼働可能な精霊炉が破損したままという状態は問題だ。魔獣が大人しくしている間に、最低限の応急修理を施ほどこすという判断は、理に適かなっている。

　トレーラーは特区警備隊アイランド・ガードの検問を抜けて、眠り続けるⅨナイン４フオーのすぐ傍そばにまで近づいていた。

　その動きに特に不審な点はない。

　だから、なにが根拠というわけでもない。

　ただ六りく刃じん神しん官かんの直感に衝つき動うごかされて、霧葉は弾はじかれたように立ち上がっていた。

「早海！　動ける班員を全員、今すぐ戦せん闘とう装備で呼び戻して。特区警備隊アイランド・ガードにも警けい告こくを！」

「き、霧葉……？」

　唐とう突とつに殺気を撒まき散ちらし始めた霧葉を、早海はさすがに呆ぼう然ぜんと見上げた。しかし早海が動揺したのは一いつ瞬しゆんだ。彼女は即座に意識を切り替えて、霧葉の指示を局員たちに飛ばす。

　トレーラーの荷台の防水シートが、内側から乱暴に引き裂かれた。

　シートの中から現れたのはショベルカーなどの建設機械ではなく、暗あん緑りよく色しよくの防弾装そう甲こうに覆おおわれた三機の有脚戦車ロボツトタンク。そして銃器で武装した覆ふく面めん姿すがたの兵士たちだった。

「太たい史し局きよく局員、戦闘装備──敵よ」

　双叉槍スピアフオークを握にぎった霧きり葉はが、好戦的に笑った。

　人工的に魔獣を生みだし、絃神島を襲おそわせた者たちが、ついにその姿を現したのだ。

　襲しゆう撃げき者しやたちの銃が一斉に火を噴き、特区警備隊アイランド・ガードが応戦を開始する。

　嵐あらしのような銃声と怒ど号ごうが飛び交う中、巨大な魔獣は眠り続けている。
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　　　　　　　　　　１

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なにそっくりの偽にせ者もの？　そいつが〝雪せつ霞か狼ろう〟の残ざん骸がいを強ごう奪だつしたのか？」

　夕刻の路上。志し緒おが首を傾かしげながら唯ゆい里りに問い返す。

　彼女が半信半疑という表情なのも無理はなかった。実際に偽雪菜と遭そう遇ぐうした古こ城じようでさえ、雪菜と同じ顔の少女がいることを、いまだに信じられない気分なのだから。

「うん。たぶん。本物の雪菜ゆつきーはわたしとずっと一緒にいたから、即逮たい捕ほってことはなかったんだけど、完全に疑いが晴れたわけでもなくて、とりあえず自宅謹きん慎しんってことで」

　唯里が、まだ少し息を切らせたまま早口で説明する。

　壊れてしまったとはいえ、〝雪霞狼〟は獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵へい器きだ。それが移送中に強奪されて、犯人は見分けがつかないほど雪菜によく似ていた。雪菜を自宅謹慎にした獅子王機関の対応は、まあ妥当だといえるだろう。

「そ、それなのに姫柊雪菜は勝手に出て行ってしまったのか……！　どういうことだ、暁あかつき古城!?」

　どうにか事情を理解した志緒が、血相を変えて古城に詰め寄ってくる。

「どうもこうも、なんで俺おれに訊きくんだよ……？」

「あの真ま面じ目めな姫柊雪菜が、獅子王機関〝三さん聖せい〟の命令に背そむくなんて、あり得ないだろう!?　あなたの影えい響きようとしか考えられないじゃないか！　あの子になにを吹き込んだんだ!?」

「なんだそれ!?　言いがかりにもほどがあるだろ！」

　乱暴に胸ぐらをつかんで揺さぶってくる志緒に、たまらず抗議する古城。

　見かねた唯里が、まあまあ、と志緒と古城の間に割りこんで、

「古城くん、雪菜ゆつきーの行き先に心当たりはないかなあ？　わたしたち、この島のことはまだよくわかってなくて……」

「行き先と言われてもな……あ……」

「なにかわかったのか!?」

　志緒が勢いよく古城に顔を近づけた。古城は、急接近してくる志緒に軽く圧倒されながら、

「ああ、いや。姫柊のやつ、もしかしたら偽者の居場所に気づいたんじゃないか？」

「偽者の居場所だと!?」

「あ……だから雪菜ゆつきーは飛び出したんだ。偽者に逃げられる前に追いかけようと思って……」

　唯里が、そっか、と納得したように呟つぶやく。なるほど、と志緒もうなずいて、

「それで、偽者の居場所というのはどこなんだ？」

「いや、それはわからないけど。だけど姫柊は気づいたんだよな。しかも他人任せじゃなく、自分で探しに行ったってことは、姫柊じゃないと入れない場所ってことか……？」

「だから、そこはどこなんだ……!?」

　またしても古こ城じようの襟えり元もとをつかんでナチュラルに頸けい動どう脈みやくを絞めにくる志し緒おと、慌あわててそれを止めようとする唯ゆい里り。密着して揉もみ合う三人の様子は、まるで浮気発覚直後の三角関係の修しゆ羅ら場ばのようだ。

　たまたま通りかかった彩さい海かい学がく園えんの生徒が、そんな古城たちの姿を眺ながめて、冷ややかに声をかけてきた。新雪を思わせる純白の髪の女子生徒だ。

「往来のど真ん中でなにをやってますの、古城？」

「……カス子？　おまえ、なんでこんなところに……？」

「優ゆ乃のさんたちのお見舞いに行く途中なのですけれど……」

　カス子呼ばわりされた香か菅すが谷や雫しず梨りが、不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを引ひき攣つらせて言った。

　それから雫梨は、古城の首を絞め上げている志緒を、露ろ骨こつに不審そうな目つきで睨にらみ、

「それよりもこの方たちはなんですの？　見たところ、ずいぶん物ぶつ騒そうな武器どうぐを隠し持っているようですけど……あなた方、古城に手出しするつもりなら、わたくしが相手になりましてよ？」

　青みがかった瞳めを細めて、志緒たちに警告する雫梨。首を絞め上げられている古城を、いちおう庇かばったつもりらしい。一般人ならそれだけで震ふるえ上がりそうな雫梨の殺気を、しかし唯里と志緒は平然と受け止め、

「……どういうことかな、古城くん？　こちらの彼女とはどういう関係なの？」

「え？」

「あなたに手を出すなという、今の発言は見過ごせないな。まるで自分があなたの正式な交際相手だと宣言しているようにも聞こえるが？」

「は？　交際……!?」

　唯里と志緒に交互に問い詰められて古城は困惑する。しかし、それ以上に動揺していたのは雫梨だった。雫梨は耳まで顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいし、

「ち、違っ！　手を出すなというのは危害を加えるなという意味であって、男女交際を禁止するというわけでは──いえ、もちろんわたくしの許可なく交際など認めませんけれども！」

「どうして古城くんとつき合うのにあなたの許可が必要なの？」

　唯里がきょとんとした表情で訊きき返す。雫梨は、ぐっ、と息を詰まらせて、

「ど、どうしてと言われましても、それは……この男の危険性が……」

「逆に、あなたの許可があれば暁あかつき古城と交際できるのか……？」

　真顔で質問を重ねる志緒。古城は急な頭痛を覚えて首を振り、

「おまえら……話がずれまくってるぞ。それより、カス子。どこかで姫ひめ柊らぎを見なかったか？」

「姫柊センパイ……ですの？　ついさっき見かけましたけれど……」

「なんだって!?」

「本当に!?」

　志し緒おと唯ゆい里りが、素早く雫しず梨りを包囲して問とい質ただす。雫梨はその迫力にめずらしく怯ひるんだような表情を浮かべて、

「な、なんですの……!?」

「どこで見たんだ？」

　いつになく真剣な口調で古こ城じようが訊きいた。雫梨は、まだ少し戸惑いながらも体勢を立て直し、

「学校のほうに走って行かれましたけれど。お一人で」

「学校？　彩さい海かい学がく園えんか？」

「え……じゃあ、雪菜ゆつきーじゃなきゃ入れない場所って、雪菜ゆつきーの学校？」

　志緒と唯里が互いに顔を見合わせる。〝雪せつ霞か狼ろう〟の強ごう奪だつ犯はんと学校という組み合わせに、釈然としないものを感じたのだろう。

　だが、たしかに彩海学園は、雪ゆき菜な以外が入りづらい場所という条件を満たしている。他校の制服を着た唯里たちが動き回っていたら、少なくとも目立ってしまうのは間違いない。

「とにかく私たちも行ってみよう。今なら、まだ追いつくかもしれない」

「そ、そうだね。古城くんと一緒なら、わたしたちも入りやすいだろうし」

「わかった。サンキュ、カス子。助かった！」

　志緒の提案に唯里が同意し、古城が雫梨に忙せわしなく礼を言う。

「古城？　いったい、なにがどうなって──」

　慌あわただしく走り出そうとした古城たちを、雫梨が反射的に呼び止める。と──

　その場にいた全員が突然、足を止めた。大気をビリビリと震しん撼かんさせる強烈な気配に気づいたのだ。攻こう魔ま官かんである唯里たちだけでなく、魔術の素人である古城にすら、はっきりと知覚できるほどの霊れい力りよくの波動だ。真夏の直射日光に似た、肌が灼やけるような感覚がある。

「なんだ、この霊力……!?」

「人工島北地区アイランド・ノースの方角だよ！」

　志緒と唯里が、険しい表情で絃いと神がみ島じまの北側を睨にらんだ。人工島北地区アイランド・ノースは、古城たちが今いる南サ地ウ区スから見て、ちょうどキーストーンゲートを挟はさんだ反対側──もっとも遠い人工島ギガフロートということになる。そこで洩もれ出している霊力が、ダイレクトに伝わってくるのだ。とんでもない異変が起きていると、それだけで確信できる。

「北ノ地ー区ス……!?　まさか、あの魔ま獣じゆうが暴れ出したのか？」

　古城の声に焦しよう燥そうが滲にじんだ。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの上陸地点と同じ人工島北地区アイランド・ノースで、これだけの異変が起きているのだ。単なる偶然の一致であるはずがない。たとえ異変の原因がほかにあったとしても、至近距離で強力な霊力を浴びれば、休眠中の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが覚かく醒せいするのは確実だ。

　チッと舌打ちして、古城は身体からだを翻ひるがえした。雪菜のことも気がかりだが、人工島北地区アイランド・ノースで起きた異変のほうが優先度が高い。とはいえ、走って行ける距離でもない。タクシーを捕まえなければ、と古城は車道のほうに近づいて、

「え!?」

　その古こ城じようの視界いっぱいに迫ってきたのは、巨大なセミトレーラーのフロントグリルだった。

　なにが起きたのか、古城にはわからない。理解できたのは異様な唸うなりを上げているエンジン音と、へし折れて宙を舞うセンターポールの軌き跡せきだけ。

　中央分離帯を乗り越えた大型車しや輌りようが、古城たちを目がけて突っ込んできたのだ。

　交通事故、という単語だけが脳裏をよぎる。完全な不意討ちだ。まるで出来の悪いアクション映画を観みているような非現実感がある。

「──古城！」

　雫しず梨りの悲鳴は、金属同士の激突音にかき消された。

　トレーラーの直撃を受けたガードレールが呆あつ気けなく弾はじけ飛とび、信号機の支柱がねじ曲がる。

　そのまま轢ひき殺されそうになった古城を救ったのは、志し緒おだった。横っ跳とびに飛びついてきた志緒が古城を抱きかかえたまま地面を転がり、古城はかろうじて轢れき死しを免れる。

　目標を見失ったトレーラーは、歩道脇わきの斜面に乗り上げて停止した。

　圧あつ壊かいしたラジエーターから白い湯ゆ気げが立ち上り、オイルやブレーキフルードが地面に流れ出す。横転した荷台からは、金属製のコンテナが落下して路上に転がっている。

「古城くん！　志緒ちゃん！」

　漂ただよう異臭に顔をしかめながら、唯ゆい里りが古城たちに呼びかけた。

　志緒は軽く頭を振って立ち上がる。

「私と暁あかつき古城は無事だ！　それよりも──」

「なんなんですの、このトレーラーは……!?」

　雫しず梨りが怒りをあらわにして運転席を睨ねめ上げた。

　これほどの大事故にもかかわらず、トレーラーの運転席はほぼ無傷だ。しかし運転手が顔を出す気配はない。道路には、ブレーキをかけた痕こん跡せきも残っていなかった。まるで最初から意図して古城たちを狙ねらっていたかのようだ。

　ようやく状況を把は握あくした古城が、警けい戒かいしながら立ち上がる。

　その眼前に、ゆっくりと降り立った人影があった。

　白衣姿の線の細い男だ。中性的な整った顔立ちをしているが、無む頓とん着ちやくに長く伸ばした前髪と、その下の冷酷そうな瞳ひとみのせいで、魅力的な風貌とは言い難い。

　反射的に身構えた古城たちを、男は芝居がかった仕草でゆっくりと見回した。彼の表情は、ひどく愉たのしげだ。とっておきの研究成果を発表プレゼンする前の科学者のように。

「やあ、失礼しました。ちょっとした事故が起きてしまったようです。ですが、第だい四よん真しん祖そと〝炎喰蛇ハウラス〟の所有者オーナー、お二人がご一緒なのは幸運でした」

「なん……だと？」

　男は自分たちの正体を知っている──そのことに気づいて、古城たちが戦せん慄りつする。

　口元に酷こく薄はくな笑みを刻んで、白衣の男は握にぎっていたリモコンを操作した。路上に転がっていた金属製のコンテナが振動し、くぐもった爆ばく発はつ音おんとともに扉が吹き飛ぶ。

　白煙に包まれたコンテナの中で、なにかがチラチラと瞬またたいた。

　闇やみの中で燃える熾おき火びに似た、深紅に輝かがやく六ろく対ついの瞳ひとみだ。

「少々荷に崩くずれしてしまったようでしてね。ぜひ回収をお手伝いいただきたい──」

　他ひ人と事ごとのような素っ気ない口調で、男が言う。

　次の瞬しゆん間かん、三基のコンテナから這はい出した六体の魔ま獣じゆうが、夕暮れの路上で一斉に咆ほう哮こうした。
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　戦況は膠こう着ちやくしていた。

　大型トレーラーで突入してきた謎なぞの襲しゆう撃げき者しやと、特区警備隊アイランド・ガードの戦せん闘とうだ。

　装備と火力では襲撃者たちが圧倒的に有利だが、特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちは、戦術と練れん度どで彼らに上う手まく対抗している。

　ただし、その膠着状態は、おそらく長くは続かない。戦闘が長引けば、特区警備隊アイランド・ガード側が不利になるのは、誰の目にも明らかなことだった。襲撃者たちは疲労せず、仲間の死にも、一切の動揺を見せず、負傷による苦痛を感じている様子もないからだ。

「傀儡ゴーレム？」

　襲撃者たちの素す性じように気づいて、霧きり葉はが不ふ興きようげに顔をしかめる。

　彼らは、魔術で操られている人形だ。おそらくは、素材に人間の死体を使っているのだろう。それが苦痛も恐怖も感じない兵士の正体だ。柔軟な判断が出来ない傀儡ゴーレムは優秀な兵士とはいえないが、このような限定的な状況下では、性能スペツク以上に厄やつ介かいな敵となる。

「有脚戦車ロボツトタンクも無人機ですね。いったいなにが目的なんでしょう？」

　早さ海みが冷静な口調で呟つぶやいた。

　襲撃者たちが持ちこんだ有脚戦車ロボツトタンクは、火力に物をいわせた強引な突破を図るでもなく、特区警備隊アイランド・ガードの牽けん制せいに終始している。その消極的な行動が、戦況が膠着している理由のひとつだ。まるで意図的に戦闘を引き延ばしているようにも感じられる。

「特区警備隊アイランド・ガードの増援は？」

「すでに要請は出しています。ですが、到着は遅れるかもしれません」

　霧葉の質問に、早海が即答する。霧葉は訝いぶかしげに相棒を見返した。

「なぜ？」

「人工島東地区アイランド・イーストの燃料備蓄倉庫、および人工島西地区アイランド・ウエストの商業港にそれぞれ小型の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが出現したという通報が入っているそうです。詳細については現在、確認中ですが──」

「偶然──ではないのでしょうね」

「ええ、おそらくは陽動かと」

　早さ海みが険しい表情で告げてくる。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが複数存在するという事実は、特に驚おどろくような情報ではなかった。なにしろ相手は、切断された触しよく手しゆからでも再生するような馬ば鹿かげた生命力を持っているのだ。短期間で増ぞう殖しよくしても不思議ではない。

　しかし、それらが複数の場所で同時に現れたとなると、単なる自然現象では説明がつかない。明らかに人為的な工作の臭においがした。おそらく特区警備隊アイランド・ガードの戦力を分散させて、この場の護まもりを手て薄うすにするのが目的だ。

「陽動、ね……では、ここを襲おそってきた部隊が本命だと仮定してもいいのかしら？　そもそも彼らの目的はなに？　魔ま獣じゆうの回収に来たわけではなさそうだけれど？」

　霧きり葉はが物もの憂うげな表情で訊く。早海は、ふむ、と少し考えこむように頰ほおに指を当て、

「そう……ですね。たしかに本命にしては、敵の戦力が手薄な気がします。この区画には精せい霊れい炉ろの護ご衛えい部隊もいますから、特区警備隊アイランド・ガードが彼らを投入すれば、襲しゆう撃げき者しや側に勝ち目があるとは思えませんし──」

「……精霊炉？」

　霧葉が顔を上げて早海を見た。

　休眠中の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーと、精霊炉施設までの距離はわずか百数十メートル。精霊炉を護衛していた特区警備隊アイランド・ガードの部隊も、すぐ近くまで迫っている襲撃者たちを、当然のように警けい戒かいしているはずだ。そのぶん施設の内部の監視は手薄になる。

「精霊炉本体の護衛はどうなっていて？」

「最小限の人数で警備は続行中のはずですが──」

　早海が専用の端末を操作して、精霊炉の施設内を確認しようとする。しかし画面に表示されたのは、通信途絶を意味するエラーメッセージだけだった。監視カメラとの通信が途切れているのだ。それに気づいた早海が表情を凍らせる。

「やってくれたわね」

　霧葉が投げやりに呟つぶやいた。その呟きが終わる前に、早海の手元で警報が鳴った。精霊炉の護衛部隊からの緊急通信だ。

「こちら太たい史し局きよくです。なにかありましたか？」

『ま、魔獣です！　Ⅸ４と同タイプの未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが、精霊炉の施設内に……！』

「っ……！」

　思いつく限りで最悪の報告に、早海は言葉を失った。襲撃者の別働隊が現れたというのならまだしも、魔獣が精霊炉の施設内に侵入するという事態は完全に想定外だった。

　精霊とは、理論的には吸血鬼の眷けん獣じゆうと対ついになる存在だ。眷獣が意思を持つ魔力の塊かたまりならば、精霊とは同じく濃のう密みつな霊力の塊なのだ。その精霊を人工的に召しよう喚かんして、霊力の供給源としたものが精せい霊れい炉ろのシステムなのである。

　現在の精霊炉は緊急停止状態。張り巡らせた結界によって外部への霊力供給は途絶えているが、炉の内部には、便べん宜ぎ上じよう〝精霊〟と呼ばれる高次元エネルギー体が今も召しよう喚かんされている。

　もしも封印が破壊されれば、精霊炉内部の膨ぼう大だいな霊力がそこから噴ふん出しゆつすることになるだろう。吸血鬼の眷けん獣じゆうが暴走したのと同程度の被害が、精霊炉の周囲に及ぶことになる。

　ましてや、そこに、Ⅸナイン４フオーと同タイプの魔ま獣じゆうが存在するとなると、もはやなにが起きるのか想像もつかない。彼らは、魔力も霊力も、等しく喰くらい尽くすからだ。

「未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが……どうして……!?」

　早さ海みが弱々しく声を絞り出す。

「Ⅸ４を空間転移テレポートで送りこんでくる何者かがいる──ということね。第六島群クラスタに残されていたカプセルが、その証拠。もっと早く気づくべきだったわ」

　霧きり葉はが表情を消して呟つぶやいた。Ⅸ４の最初の出現地点付近で発見された培ばい養ようカプセルに、霧葉は空間転移テレポートの痕こん跡せきを感じた。その直感は間違っていなかったのだ。

　精霊炉の護ご衛えい部隊の注意を傀儡ゴーレムたちの強きよう襲しゆうで引きつけ、手て薄うすになった背後に、魔獣を直接、空間転移テレポートによって送りこむ。それが襲撃者の真の目的だった。この襲撃も囮おとりだったというわけだ。

「封印が解けます！　精霊炉、再起動……！」

　早海の警けい告こくに、周囲の太たい史し局きよく局員たちがどよめいた。武装した若手局員の一人が、たまりかねたように前に出て霧葉に問いかける。

「我々が精霊炉に突入しますか？　今なら、まだ間に合う可能性が──」

「無用よ。放っておきなさい」

　しかし霧葉は、局員の提案を一いつ蹴しゆうした。

「で、ですが……！」

「勘違いしては駄目。ここは絃いと神がみ市し国こく。日本ではなくてよ」

　思いがけない霧葉の言葉に、局員たちは困惑したように黙だまりこむ。そんな彼らに、霧葉は、冷ややかな笑みを向け、

「この程度の危機を乗り越えられないようなら、彼らが夜の帝国ドミニオンとしてやっていくことなんてできやしない。私たちが気に病むことではないわ。くだらないテロ対策は、専門の連中に任せましょう。私たちは私たちの仕事をやる。それでよろしくて？」

　局員たちの表情に、理解の色が広がった。太史局の任務は、魔獣退治。たとえ精霊炉の再起動を未然に防げなかったとしても、その結果、目覚めた未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを自分たちが滅ぼす──霧葉はそう言っているのだ。

「了解しました、妃き崎さき攻魔官」

　局員たちが一斉に霧葉に敬礼した。霧葉は鬱うつ陶とうしげに彼らに手を振り、愛用の双叉槍スピアフオークを握にぎる。

　精せい霊れい炉ろから洩もれ出した膨ぼう大だいな霊れい力りよくで、大気が帯電したように震ふるえていた。

　眠り続けていた魔ま獣じゆうの触しよく手しゆが、脈打つようにかすかに動き出す。
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　彩さい海かい学がく園えんの職員室棟校舎──

　なぜか学園長室よりも偉そうな見晴らしのいい最上階に、南みな宮みや那な月つきの執務室はあった。

　分厚い絨じゆう毯たんと天鵞絨ビロードのカーテン。年代物のアンティーク家具。どこかの王宮と見み紛まがいそうな、気品あふれる部屋である。

「南宮先生は、こちらですか？」

　そう言って雪ゆき菜なは、ノックの返事も待たずにその部屋に入っていく。

　年代物のチェアに埋もれていた那月が、迷いこんできた羽は虫むしを見るような視線を雪菜に向けた。溜ため息いき混じりに口を開く。

「姫ひめ柊らぎ雪菜か。下校時間は過ぎているはずだが、忘れ物か？」

「はい。ある意味では」

　雪菜はゆっくりとうなずいた。その間も那月から目を逸そらさない。

　那月は、ふっと嘲あざけるように笑って、

「どうした、恐こわい顔をして。数少ない取とり柄えの綺き麗れいな顔が台無しだぞ？」

　褒ほめているのか貶けなしているのかわからない那月の物言いに、雪菜は困ったように唇くちびるを嚙かみ、

「彼女は、どこですか？」

「彼女？」

「一昨日おとといの昼休み、この学校で、わたしのふりをしていた女の子です」

「さて、なんのことだ？」

　那月は表情も変えずに空そら惚とぼけた。まったく心当たりがない、と言いたげな態度だ。

　しかし雪菜は目を逸らさない。

「彼女は女子更衣室に空間転移テレポートで現れました。もっと離れた場所や、ほかの魔ま術じゆつならともかく、学園内で起きた空間転移テレポートの痕こん跡せきに、先生が気づかないはずがありません」

「正確には、空間転移テレポートに近い性質を持つ魔術、だがな」

　那月があっさりと口を割る。誤ご魔ま化かしきれないと思ったわけではなく、単に隠すのが面倒になっただけだろう。

　やっぱり、というふうに雪菜は嘆息し、

「そのあとすぐに彼女は姿を消しました。藍あい羽ば先輩の捜索でも、彼女の居場所はわかっていません。島内の監視カメラに写ることなく、この学校から出て行ったということです」

　それはつまり、偽にせ雪ゆき菜なが空間転移テレポートによって島内を移動しているということだ。

　どれだけ高位の魔ま術じゆつ師しでも、空間転移テレポートのような高等魔術を連続で使うことはできない。まるで息をするように空間を操る、小柄な魔女を除いては。

「多めにヒントを残しておいたつもりだったが、意外に気づくのに時間がかかったな。まあ、ギリギリ及第点と言ったところか」

　やれやれ、と那な月つきは華きや奢しやな肩をすくめた。雪菜は小柄な女教師を不服そうに睨にらんで、

「彼女は、どこですか？」

「零れい菜ななら、まだ寝ているはずだ。なにやら魔力を消費して疲れたそうだ」

「……零菜？　それが彼女の名前ですか？」

　雪菜がピクリと眉まゆを上げた。魔力を消費したという那月の言葉も気にかかる。

「それが本名かどうか確かめる手段はないがな」

　那月が無関心に言い放つ。雪菜はもう一度、溜ため息いきをついた。

「今すぐに彼女に会わせてください」

「会ってどうする？」

「強ごう奪だつされた七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを取り返します」

　雪菜が強い口調で言った。那月は呆あきれたように失笑する。

「壊れた槍やりか？　そんなものを手に入れてどうする？」

「それは……」

「あの槍が折れたのも輸送中に強奪されたのも、貴き様さまの責任ではあるまい。それを取り戻したとして、なにが変わる？　それは貴様が本気で望んでいることなのか？」

　どことなく面白がっているような口調で、那月が訊きく。雪菜はムキになって反論する。

「ですが、わたしの偽者が七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを奪うばったのなら、看かん過かするわけにはいきません」

「槍を取り返せと獅し子し王おう機き関かんに命令されたわけではないのだろう？　独断専行してまで、槍の残ざん骸がいを欲しがる理由はなんだ？　あの槍があれば、これまでどおりに暁あかつき古こ城じようの傍そばにいられるとでも思ったか？」

「わたしは、そんなこと……！」

　反射的に声を荒らげた雪菜だが、その勢いは途中で失速した。那月の指摘が本当に的まと外はずれなものなのかどうか、自分でも自信が持てなくなってしまったのだ。

　那月は、そんな雪菜の反応を興味深そうに眺ながめて、

「貴様を止める義理はないが、やめておけ。武器もなしに第二世代の吸血鬼と戦う気か？」

「第二世代……!?」

　雪菜が呆ぼう然ぜんと目を見張った。

　第二世代の吸血鬼とは、真祖の次の世代──すなわち吸血鬼の真祖が、自らの〝血の伴はん侶りよ〟との間にもうけた子だ。個体によっては、その能力は真祖に匹敵し、〝血の伴侶〟から受け継いだ特殊能力を発現することもあるという。

　那な月つきの言葉が真実なら、偽にせ雪ゆき菜な──零れい菜なの両親のどちらかは吸血鬼の真祖ということだ。

　雪菜が真っ先に思い出したのは、変身能力を持つ第だい三さん真しん祖そ──〝混沌の皇女ケイオスブライド〟ジャーダ・ククルカンのことだった。彼女は以前、アヴローラの姿で、雪菜たちの前に現れたことがある。当然、第ジ三ヤ真ー祖ダの娘が雪菜に化けるのも、それほど難しいことではないだろう。

　しかしどこか釈然としないのも事実だった。

　仮にジャーダに娘がいたとして、彼女がわざわざ雪菜に化ける理由がない。未ア確ン認ノ魔ウ獣ン退治を手伝ったり、壊れた〝雪せつ霞か狼ろう〟を奪うばう動機も不明だ。それに浅あさ葱ぎの新型人工知能ＡＩを、彼女が乗っ取れた理由にも説明がつかない。それは彼女が第一真祖や第二真祖の関係者だとしても同じことだ。

「彼女が、第二世代の吸血鬼というのは──」

　雪菜が那月に詰め寄って訊きいた。那月は、なぜかうんざりしたように雪菜を見返し、

「なんだ。まだ気づいてなかったのか。あいつはおまえらの──」

「あーっ……！　那月ちゃん、それ言っちゃ駄だ目めじゃん！」

　バン、と乱暴な音を立てて奥の扉が開き、偽雪菜──零菜が血相を変えて飛び出してくる。

　自分と同じ顔をした少女を、雪菜は啞あ然ぜんとしたように眺ながめた。

「あ、あなたは……！」

「わっちゃ、失敗した。今のなし……ってことで見逃しては、もらえないよね、やっぱり」

「当たり前です！」

　慌あわてて奥の倉庫に戻ろうとする零菜を、雪菜は殺気立った表情で睨にらみつける。

「〝雪霞狼〟を返してください。あの槍やりは獅し子し王おう機き関かんの所有物ものです。素直に返還に応じれば安全は保証します。勧告に応じない場合は、実力をもって奪だつ還かんすることになります」

「はあ……またそれ？」

　一方的な雪菜の宣告に、零菜が苛いら立だったように目を眇すがめた。

　まるで昔からの知り合いに向けたような彼女の言葉に、雪菜は少し面めん喰くらう。

「……また？」

「あなたってば、いつもそうだよね。わたしの事情なんか興味ないんだ」

　零菜が反抗的な口調で言った。溜たまり溜たまった鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせたような彼女の態度に、雪菜はなぜかいわれのない罪悪感を覚える。

「事情？　なにを言ってるんですか？　わたしはあなたのためを思って──」

　咄とつ嗟さに口をついた雪菜の反論は、零菜を余計に激げつ昂こうさせただけだった。

「うわ、出たよ。決まり文句。いつもそうやって一方的に決めつけて、わたしの話なんか聞いてくれたことないじゃん！　自分はその歳としで古こ城じよう君とヤっちゃってるくせに！」

「わ……わたしがなにを……!?」

「吸血行為！」

　身も蓋ふたもない零れい菜なの指摘に、雪ゆき菜なは言葉を詰まらせた。カッと頰ほおが熱くなるのを自覚する。

「そんなこと、あなたには関係ないでしょう……!?」

「それはどうかなあ……ま、べつにいいけどね」

　思わせぶりな表情を浮かべながら、投げやりに肩をすくめる零菜。

　つき合っていられない、とばかりに雪菜は呼吸を整え、表情を消した。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟はどこですか？」

「どうしても返して欲しいなら、力ずくで取り返してみる？」

「あなたがそれをお望みなら──」

　挑ちよう発はつ的てきに嘲あざ笑わらう零菜に、雪菜が本気の殺意を向けた。

　不死身に近い生命力と、眷けん獣じゆうの破壊力は脅きよう威いだが、吸血鬼の肉体そのものは、魔ま族ぞくとしてはむしろ脆ぜい弱じやくだ。〝雪霞狼〟が使えなくても、相手を無力化する手段はいくらでもある。要は、相手が眷獣を召しよう喚かんする前に、脳を破壊してしまえばいいのだから。

　しかし雪菜が先制攻撃を仕掛ける直前、零菜は、ふーん、と意味ありげに微笑ほほえんだ。

「いいのかな。わたしなんかの相手をしてて」

「どういう意味ですか？」

　内心の動揺を隠して雪菜が訊きき返す。

　零菜は真顔で、窓の外へと視線を向けて、

「わりと近くみたいだけど、感じない？　古こ城じよう君、ピンチみたいだよ」

「──っ！」

　雪菜の行動は速かった。迷いなく零菜たちに背中を向けると、部屋の外に向けて、凄すさまじい勢いで駆け出したのだ。呪的身体強化フイジカルエンチヤントを限界まで使っているだろう。零菜が揶や揄ゆする暇ひまもなかった。

「……って、ちょっと……決断早っ……」

　あっという間に見えなくなった雪菜を見送ったまま、零菜は立ち尽くす。その瞳ひとみに浮かんでいたのは驚おどろきと、どこか満足げな気配だった。

「いつもあれくらい素直だと、可愛かわいいのに」

　零菜が嬉うれしさを嚙かみ殺したような口調で独ひとりごちる。

　彼女たちの会話を黙って聞いていた那な月つきが、困ったやつだ、と息を吐いた。

「あまりいじめてやるな。好きなのだろう、あいつのこと？」

　誰が、と反射的に言いかけた言葉を吞のみこんで、零菜はちらりと舌を出した。

　彼女は悪戯いたずらっぽく笑って、自じ嘲ちようするように首を振る。

「それはまあ、なんだかんだで愛してますけどね。でなきゃ、こんな苦労しませんって」

　　　　　　　　　　４

　六体の魔ま獣じゆうの全長は、それぞれ四、五メートルほどだった。尻尾しつぽを除く胴体部分だけなら、大型のサイと同程度の体格だろうか。北ノ地ー区スで休眠中の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーに比べると触しよく手しゆは短く、数も少ない。しかし明らかに同じタイプの魔獣だ。狭いコンテナに閉じこめられて気が立っているのか、Ⅸ４よりも獰どう猛もうな気配を発している。

「魔獣……!?」

「どうしてトレーラーの荷台に……!?」

「どういうことですの!?　あなたは、いったい──」

　唯ゆい里りと志し緒お、そして雫しず梨りが、ほぼ同時に疑問を口にする。

　しかし白衣の男はなにも答えない。代わりに轟とどろいたのは、耳を塞ふさぎたくなるほどおぞましい、魔獣たちの咆ほう哮こうだった。

「くそっ……！」

　古こ城じようが焦りに顔を歪ゆがめて前に出る。

　人工島南地区アイランド・サウスは、学校や図書館などの教育施設が多く集まる文教地区。そして閑静な住宅街だった。古城たちがいる幹線道路沿いにも、多くの民家が建ち並んでいる。こんなところで魔獣の群れを野放しにしたら、北ノ地ー区スとは比較にならない数の犠ぎ牲せい者しやが出るだろう。白衣の男の正体を探るより、魔獣を止めるのが優先だ。

「疾きくや在がれれ、麿羯の瞳ダビ・クリユスタル──」

　しかし眷けん獣じゆうを召しよう喚かんしようとした古城の声は、荒々しい銃声で遮さえぎられた。白衣の男が、背中から取り出したサブマシンガンで古城を撃ったのだ。

「古城くん……!?」

　よろめく古城を見つめて、唯里が悲鳴を上げる。

　古城の口から血けつ塊かいがこぼれた。白衣の男が使ったのは、対魔族用の銀イリジウム弾頭弾だ。吸血鬼の持つ特殊能力が阻害され、傷口に焼けつくような痛みが走る。眷獣の召喚が再開できない。

「あなたの眷獣のデータは、すでに取らせてもらいましたので──できれば今回はべつの形で、我々の研究に貢こう献けんしていただきたいのです、第だい四よん真しん祖そ」

　白衣の男が満足げに笑って言った。

「データ……だと……おまえはいったい……」

　古城は苦痛に顔をしかめて男を睨にらんだ。

　白衣の男は無言のまま後退し、代わりに魔獣たちが押し寄せてくる。古城が撒まき散らす血の臭においが、彼らを興奮させたのだ。

「そんなこと──」

「やらせませんわっ！」

　志し緒おと雫しず梨りが、それぞれ呪じゆ術じゆつを発動する。志緒が展開したのは、魔ま獣じゆうの侵入を妨げる結界。雫梨が張り巡らせたのは、銃撃を防ぐ物理防壁だ。

　それに気づいた白衣の男が、嘲あざけるように高らかに笑う。

「魔力を使っていただけるのはありがたい。感謝します」

「なに!?」

「しまっ……！」

　志緒と雫梨が表情を歪ゆがませた。Ⅸナイン４フオーは魔力を喰くう。結界や防壁は、彼らにとっては餌えさに過ぎない──そのことを思い出したのだ。

　魔獣が呆あつ気けなく結界を踏み越え、物理防壁を喰い破った。術を破られて無防備になった志緒たちへと、無数の触しよく手しゆが殺到する。

「ちっ……！」

　動けない志緒たちを庇かばったのは古こ城じようだった。二人を突き飛ばすようにして前へと飛び出し、自らの身体からだで魔獣の攻撃を受け止める。

「古城!?」

　飛び散る鮮血に気づいて、雫梨が目を見開いた。

　防ぎきれなかった魔獣の触手が、古城の腹部を貫通している。古城が苦く悶もんのうめきを洩もらす。

　貫いた傷口を、無理やり押し広げようとするかのように、触手が激しく蠕ぜん動どうした。粘液に包まれた触手がドクドクと脈打ち、眩まばゆい輝かがやきに包まれる。古城の肉体から、第四真祖の魔力を直接吸い上げようとしているのだ。

　膨ぼう大だいな魔力の流入によって、魔獣の肉体が瞬またたく間まに肥大した。魔獣の全身に血管が浮き上がり、細胞がどす黒く変色していく。魔獣は絶え間なく膨ぼう張ちようを続け、その輪りん郭かくがいびつに歪んだ。そして限界を超えた細胞が、内側から風船のように弾け飛ぶ。無む尽じん蔵ぞうともいわれる真祖の魔力の流入に、魔獣の肉体が耐えられなかったのだ。

「ははっ、さすがは第だい四よん真しん祖そ！　魔力の流入量にⅨ４の細胞が耐えきれないなんて……！」

　雨のように降りそそぐ肉にく片へんを全身に浴びながら、白衣の男が哄こう笑しようした。過剰な好奇心に取とり憑つかれた者の、壊れた笑みだ。

　飛び散った仲間の肉片を、残った五体の魔獣が、奪うばい合うようにして喰い尽くす。細胞に残留した古城の魔力を、肉片経由で取り入れようとしているのだ。

　その凄せい絶ぜつな光景に、戦い慣れした雫梨たちも絶句する。

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス──起動ブートアツプ！」

　恐怖から最初に立ち直ったのは、意外なことに唯ゆい里りだった。背負っていた楽器ケースから銀色の長ちよう剣けんを引き抜いた唯里は、荒れ狂う魔獣たちの群れへと突っこんでいく。

　切断された魔ま獣じゆうの触しよく手しゆが、宙を舞った。

　唯ゆい里りの銀色の長ちよう剣けんには、擬ぎ似じ空間切断の術式が刻印されている。その刃やいばが切断するのは空間そのものであり、魔獣に直接触れているわけではない。当然、魔獣も魔力を吸収することができない。唯里の六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーに有効な数少ない武装のひとつなのだ。

　しかし魔獣たちの異様に高い再生能力に対して、六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラスの切断面は鋭利過ぎた。あまりにもなめらかな傷口は、すぐに癒ゆ着ちやくし、治癒してしまう。そのせいで唯里の攻撃は致命傷にならない。魔獣の触手を斬きり落とし、相手の攻撃を封じるだけで精一杯だ。

「──認証申請！　六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスプロトⅢスリー、解放アンロツク！」

　魔獣に包囲された唯里を援えん護ごするべく、志し緒おが銀色の洋よう弓きゆうを構えた。

　彼女がつがえたのは、鳴なり鏑かぶら矢や。人間には再現不可能な高密度の呪じゆ文もん詠えい唱しようを行い、大威力の呪術砲撃を生み出す必殺の呪じゆ矢しだ。

「志緒ちゃん、あの魔獣に呪術砲撃は──」

「わかってる！」

　唯里の警けい告こくにうなずいて、志緒は呪矢を射放った。

　呪力を帯びた轟ごう音おんが、衝しよう撃げき波はの砲弾へと変わって魔獣たちへと襲おそいかかる。

　魔力を吸収する魔獣に対して、呪術砲撃は逆効果。しかし呪矢が生み出す爆ばく発はつ的な大音量と衝しよう撃げき波はは、それだけでも相応の破壊力を発はつ揮きする。少なくとも、魔獣を牽けん制せいするには十分だ。

　頭部に衝撃波を喰くらった魔獣の一体が転倒した。その隙すきを衝ついて、唯里は魔獣たちの包囲を脱出する。

「こんなことなら、〝炎喰蛇ハウラス〟を持ち歩いておくのでしたわ！」

　一方、雫しず梨りが狙ねらったのは、高みの見物を決めこんでいた白衣の男だった。トレーラーの激突で折れた道路標識のポールを雫梨は片手でつかみ上げ、それを棍こん棒ぼうのように振り上げて白衣の男へと殴りかかる。華きや奢しやな少女のやることとは思えぬ力技に、白衣の男が目を見張った。

「この腕力……鬼族オグレスか！」

「だったらなんですの!?」

　雫梨が力任せに振り下ろしたポールが、見えない壁にぶつかったように、男の眼前で弾はじかれる。魔術による物理障しよう壁へきだ。ついさっき雫梨自身が使ったものと同系統の術である。

　お返しだ、とでも言わんばかりの男のやり口に、雫梨が歯を剝むいて悔しがる。

　しかし男はニヤニヤと笑うだけで、それ以上の反撃を仕掛けてこようとはしなかった。それに違和感を覚えたように、雫梨は歪ゆがんだポールを投げ捨てて後退する。

「この男……まさか、わたくしたちの足止めが目的なんですの……？」

「足止め……だと……？」

　古こ城じようは地面に片かた膝ひざを突いたまま、血に濡ぬれた唇くちびるを拭ぬぐう。人工島北地区アイランド・ノースの方角から伝わってくる異様な波動は、更さらに勢いを増していた。魔術に疎うとい古城にも、はっきりとその正体が感じ取れる。精せい霊れい炉ろから漏ろう出しゆつした霊力の波動だ。

「精霊炉が動き出したのか……ってことは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは……」

「さすがにこれで眠りっぱなしとは思えませんわね」

　古こ城じようと雫しず梨りの表情が、焦しよう燥そうに歪ゆがんだ。

　前回の戦せん闘とうで、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーに対抗できたのは、古城の眷けん獣じゆうと雫梨の〝炎喰蛇ハウラス〟、そして雪ゆき菜なの〝雪せつ霞か狼ろう〟だけだ。〝雪霞狼〟がすでに失われた今、古城と雫梨を足止めすれば、事実上、Ⅸ４の無力化は不可能ということになる。

「じゃあ、わたしたちを人工島北地区アイランド・ノースに行かせないために？」

「私たちというよりも、足止めの対象は暁あかつき古城か……！」

　事態の深刻さを理解して、唯ゆい里りと志し緒おも焦あせりを滲にじませた。

　ここで古城たちがもたついている間にも、北ノ地ー区スでは最悪の事態が進行している。戦闘が長引けば、それだけで白衣の男には十分なのだ。

　それをしっかりと理解しているのだろう。白衣の男は、憎らしいほどの余裕を見せている。負傷した古城を追撃しないのもそのせいだ。ふざけるなよ、と古城が奥歯を嚙かみ鳴らす。

「志緒さん、人払いの結界ってやつを張ることはできるか？　無関係な連中が、うっかり巻きこまれたりしないように」

「あ、ああ。それは特に問題ないと思うが……」

　古城の問いかけに、志緒がうなずく。人払いの結界は効果範囲が広いが、使用する呪じゆ力りよく量りようはごくわずかだ。魔ま獣じゆうが魔力を吸収したとしても、その影えい響きようは誤差の範はん疇ちゆうである。

「唯里さんとカス子は、しばらくあの白衣男を黙だまらせておいてくれ」

　続けて古城は唯里たちに呼びかけた。唯里と雫梨は、少し戸惑ったように古城を見つめて、

「それは構わないけど──」

「魔獣はどうするつもりなんですの、古城？」

「頼む。あいつらは俺おれがなんとかする」

　古城が一方的にそう言って立ち上がる。

　雫梨たちが逡しゆん巡じゆんしたのは、一いつ瞬しゆんだった。このままなにもしなければ、状況が悪化するだけだ。不安でも古城を信じるしかない、という結論に達したのだろう。

「六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス！」

　志緒が上空に向けて、呪じゆ矢しを放つ。大気を引き裂くような轟ごう音おんが触しよく媒ばいとなって、巨大な魔法陣が虚こ空くうに刻まれる。呪術砲撃が生み出す強力な人払いの結界だ。魔獣騒さわぎに気づいて集まりつつあった野次馬たちが、恐怖に駆られたように逃げ出すのが見える。

　それを確認して、古城は獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。血に濡ぬれた上着を脱ぎ捨てて、魔獣たちのほうへと無造作に歩き出す。

「さあ、来いよ、未ア確ン認ノ魔ウ獣ン──化け物同士仲良くやろうぜ！」

　挑ちよう発はつするように吼ほえる古こ城じようへと、魔ま獣じゆうたちが殺到した。無数の触しよく手しゆと巨大な四し肢し。怒ど濤とうのように迫り来るその攻撃の中へと、古城はあえて突入していく。

「あ、暁あかつき古城……!?」

　まるで自ら喰くわれに行くような古城の無む謀ぼうな行動に、志し緒おは顔を蒼そう白はくにしてうめいた。

　そして魔獣たちの雄お叫たけびと地じ響ひびきの中、前触れもなく噴ふき出した膨ぼう大だいな魔力に、志緒は再び瞠どう目もくする。撒まき散らされる魔力の中心地で響き渡ったのは、血まみれになった古城の声だ。

「〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の血けつ脈みやくを継ぎし者、暁古城が、汝なんじの枷かせを解き放つ──！」

　獲え物ものを喰くいちぎるべく開かれた魔獣の口の中へと、古城が右腕を突っ込んでいた。

　噴き出す魔力の圧力で、魔獣は顎あごを閉じられない。無防備に晒さらされた喉のどの奥に向け、古城は自らの眷けん獣じゆうを召しよう喚かんする。

「──疾きくや在がれれ、〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟！」

　灼しやく熱ねつの熔よう岩がんによって形成された牛頭神ミノタウロスが、魔獣の体内で実体化した。

　眷獣の魔力を喰らい尽くそうと、魔獣の肉体が膨ぼう張ちようし、全身の細胞が活性化する。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。体内に撃ちこまれた膨大な魔力量に耐えきれずに、魔獣の肉体は爆ばく散さんし、飛び散った無数の肉にく片へんは、灼熱の熔岩に吞のまれて跡あと形かたもなく蒸発する。

「魔獣に魔力を喰わせたのか……わざと……!?」

　古城の作戦に気づいて、志緒が呆ぼう然ぜんと息を吐いた。

　魔力を喰らう魔獣の体内へと、限界を超えた大量の魔力を叩たたきこむ。自爆スレスレの無謀な攻撃だ。魔獣の爆発に巻きこまれて、古城自身、凄すさまじい傷を負っている。体力の消耗も半端ではないはずだ。が、

「喰いすぎは身体からだによくないってことだろ。人間だろうと、魔獣だろうとな！」

　ふらつきながらも、古城は不敵に笑ってみせた。残る魔獣は四体だ。焼き尽くされた仲間の姿にも怯ひるむことなく、生き残った魔獣たちが古城を襲おそってくる。

「疾きくや在がれれ、〝牛頭王の琥珀コルタウリ・スキヌム〟！　〝甲殻の銀霧ナトラ・シネレウス〟！　〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！　〝水精の白鋼サダルメリク・アルバス〟──！」

　古城は再び魔獣たちの群れへと突っ込んだ。

　連続して眷獣を召喚し、魔獣たちの体内へと直じかに叩きこむ。その凝縮された魔力に耐えきれず、魔獣たちの巨体が続けざまに爆散した。それは魔力の爆弾とでも呼ぶべき光景だった。

　焼き尽くされた魔獣たちの巨体はたちまち灰かい燼じんと化し、荒れ狂う魔力の濃のう密みつさに大気が陽かげ炎ろうのように歪ゆがんでいた。訓練を受けていない普通の人間なら、この場に近づくだけで、意識をなくしていたかもしれない。それほどまでに禍まが々まがしく凶暴な力だ。

「これが、第だい四よん真しん祖その本当の力……！」

「やり過ぎですわ、バカ古城！」

　唯ゆい里りと雫しず梨りが、苦しげに声を震ふるわせる。古城の魔力に当てられて、満足に息もできない。それでも動き続けていられるのが、彼女たちが優れた攻魔師である証あかしだ。

「まさか、そんな馬ば鹿かげたやり方でⅨナイン４フオーを無力化するなんてね。あははは、さすがは第だい四よん真しん祖そ、おかげで面白いデータが取れたよ！」

　白衣の男が、瞳ひとみに歓喜の光をたたえて呟つぶやいた。男の左手に握にぎられているのは、小型の測定デバイスだ。古こ城じようの戦せん闘とうデータを採取するために、彼はこの場に残っていたのだろう。

「ふざけないで！」

「そのデータを無事に持ち帰れると思ってますの!?」

　唯ゆい里りと雫しず梨りが、男を挟はさみ撃うちにするように左右から攻めこんでいく。男の物理防壁を唯里の長ちよう剣けんが強引に斬きり裂き、防壁の裂け目に雫梨が飛びこんだ。即席のチームとは思えない見事な連携だ。男の喉のどを雫梨が右手でわしづかみにして、そのまま背中から地面へと叩たたきつける。

「もちろん」

　意識を失ってもおかしくないほどの衝しよう撃げきだが、男は平然と笑っていた。その異様な手て応ごたえに、雫梨の表情が凍りつく。男の肌が陶器のようにひび割れ、揮き発はつ性せいのガスの臭においが漂ただよい出す。遠えん隔かく操作式の精密な傀儡ゴーレム。自爆装置。カチリ、とスイッチの入る音がする。

「あなたは……！」

　雫梨の声を爆ばく風ふうが吞のみこんだ。

　爆炎と閃せん光こうに包まれる雫梨の姿を、古城たちは為なすすべもなく呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　　　　　　　　　　５

「カス子ォォッ──！」

　自分自身の負傷のことも忘れて、古城は爆煙の中へと飛びこもうとした。

　しかし何歩も進まないうちに、その足が止まる。憮ぶ然ぜんとした表情で爆心地にたたずむ、少女のシルエットに気づいたからだ。けほけほ、という緊張感のない咳せき払ばらいの音も聞こえてくる。

「カ……カス子？」

「まったく……ひどい目に遭あいましたわ」

　古城たちが呆あつ気けにとられて見守る中、乱れた前髪を押さえて雫梨が溜ため息いきをつく。

　決して生なま易やさしい爆発ではなかった。それはズタズタに焼け焦げて裂けた雫梨の制服を見ても明らかだ。爆心地である傀儡ゴーレムに至っては、跡あと形かたすらも残っていない。

　しかし雫梨本人はほぼ無傷。せいぜい顔と手脚が煤すすで薄うす汚よごれている程度である。

「今の爆発を受けて無事だったのか……？」

「鬼族オグレス……だから？」

　志し緒おと唯里も、驚おどろきを隠しきれずに困惑している。それに対する雫梨本人は、

「修女騎士パラデイネスの加護ですわ」

　どこか得意げに胸を張り、平然とそう主張してみせた。そんな彼女の制服から、炭化したボタンがぽろりと落下した。はらり、と上着が左右に分かれて、やや幼めのデザインの清せい楚そな下着があらわになる。
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「──って、み、見ましたわね!?」

「どうやっても見えるだろ、今の状況だと！」

　雫しず梨りが悲鳴混じりに胸元を押さえ、古こ城じようが慌あわてて彼女から目を逸そらす。

　ともあれ、この様子なら、雫梨は本当に無事らしい。鬼族オグレスの種族特性なのか、それとも修女騎士パラデイネスだからなのかはわからないが、驚おどろくべき打たれ強さである。

　もっとも雪ゆき菜なは、その頑がん丈じような雫梨を素手で殴り倒したことがあるのだ。雫梨が雪菜のことを恐れている理由が、今いま更さらながらよくわかる気がした。

「それよりも古城は無事ですの？」

　雫梨が、唯ゆい里りに借りた制服の上着を羽は織おりながら訊きいてくる。

　ああ、とうなずきかけた瞬しゆん間かん、古城の膝ひざから力が抜けた。歩道脇わきの壊れた街灯にもたれて、そのままずるずると地面に座りこむ。

「古城……!?」

「大丈夫だ、少し休めばすぐに治る」

　駆け寄ろうとする雫梨を制止して、古城は頼りなく笑ってみせた。全身の負傷に加えて魔ま力りよくを消耗しすぎたせいで、手脚に力が入らない。

「俺おれのことはいいから、カス子は北ノ地ー区スにいる妃き崎さきたちを手伝ってやってくれ。このままだと宮みや住ずみたちの病院もヤバい」

「わ、わかってますわ！」

　雫しず梨りが表情を引き締めてうなずいた。

　再起動した精せい霊れい炉ろの影えい響きようで、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーは間違いなく覚かく醒せいしたはずだ。

　そして雫梨の〝炎喰蛇ハウラス〟だけが、ノーリスクでⅨ４にダメージを与えることが可能な唯一の武器である。だからこそ白衣の男も、雫梨を足止めの対象に含めていたのだ。

「わたしたちも行こう、志し緒おちゃん」

「そ、そうだな。もしも今回の魔ま獣じゆう騒そう動どうが人為的なテロなら、獅し子し王おう機き関かんの管かん轄かつだ。状況だけでも確認しておかなければ──」

　唯ゆい里りの提案に、志緒も迷わず同意した。だがすぐに、うっ、と思い出したように立ち止まり、志緒は傷ついた古こ城じようを不安そうに眺ながめる。

「だけど、暁あかつき古城はどうする？　誰だれかが監視役としてここに残ってないと……」

「そっか……そうだね。どうしよう……」

　唯里が困ったように呟つぶやいて、志緒と顔を見合わせた。古城を置き去りにはできないが、貴重な戦力を分散するのも得策ではない──そんなジレンマに陥おちいって答えが出せない。

「要するにこの男がさっきみたいな無茶をしなければよろしいのでしょう？」

　苦悩する唯里と志緒の代わりに、古城に近づいたのは雫梨だった。

　彼女がずるずると引きずっていたのは、ひと抱えほどもある金属製のワイヤーだった。大型車しや輌りようを牽けん引いんするためのワイヤーロープを、トレーラーの残ざん骸がいの中から拾ってきたらしい。

「おい、待て、カス子？　なんだ、そのワイヤー……!?」

「カス子カス子連呼しないでくださいまし！　こちらの方たちに本名だと誤解されたらどうしてくれますの!?」

　雫梨が今いま更さらのように抗議しながら、負傷した古城を街灯の支柱に縛しばりつける。直径二センチ近いワイヤーを力任せに固結びにして、古城が身動きできないことを確認し、

「これでよし──と」

「なにがいいんだ!?　これじゃ監禁だろ!?　ていうか、砂漠の陽ひ炙あぶりの刑かよ！」

「眷けん獣じゆうを喚よび出せるくらいまで回復すれば、自力で脱出できるはずですわ。それまではここで大人しくしておいてくださいまし」

　雫梨は満足げにそう言い残すと、もはや古城には目もくれずに大通りに向かって駆け出した。唯里と志緒は、まだほんの少しだけためらいつつも、

「ま、まあ、そういうことなら」

「念のために監視用の式しき神がみもつけておこう」

　無理やり自分たちを納得させて互いにうなずき合う唯ゆい里りと志し緒お。

　志緒は制服の懐ふところから一枚の呪じゆ符ふを取り出すと、短い呪文を唱えて、それを鳥の姿へと変化させた。銀色の羽毛に覆おおわれた、体長六十センチばかりの猛もう禽きんだ。

「なんでハゲワシなんだよ!?　恐こわすぎるだろ！」

　古代神話において、鎖で縛しばりつけられた文明神プロメテウスの内臓をついばむといわれる凶鳥の姿に、古こ城じようはたまらず悲鳴を上げる。

　しかし志緒は、安心しろ、と力強く笑って、

「さっきの結界の効果がまだ残ってる。一般市民に目撃される可能性は低い」

「ごめんね、古城くん。行ってきます」

　啞あ然ぜんとする古城に唯里が手を合わせ、そのまま二人は雫しず梨りのあとを追って走り出す。

　人払いの結界の中にたった一人で取り残されて、古城はぐったりとうなだれた。その瞬しゆん間かん、意識が遠のきそうなほどの強烈な目眩めまいが襲おそってくる。

「さすがに血を流し過ぎたか……くそ……」

　古城は弱々しく呟つぶやいた。このまま眠ってしまえば楽になれるのだろうが、こんなところで意識をなくしている場合ではない。絃いと神がみ島じまの北側からは、今も強烈な霊れい気きが伝わってくる。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーに対して、霧きり葉はたちが苦戦しているのは間違いないだろう。

　今すぐ助けに行きたいところだが、ワイヤーでガチガチに縛り上げられた状態ではどうにもならない。助けるどころか、今の古城は身動きすらできない有あり様さまなのだ。

　どうにかワイヤーから抜け出そうと身体からだを揺する古城だが、雫梨が強引に結んだワイヤーは、その程度ではビクともしなかった。むしろ余計に肌に喰くいこんだだけだ。

　ひとしきり無駄な抵抗を続けた古城は、やがて力尽きたように動きを止める。ただでさえ体力は限界だったのだ。無理やり暴れたせいで息が切れ、全身が苦痛を訴えてくる。

　くそ、と弱々しく呟いて古城は目を閉じた。その直後、

「なにをやってるんですか、先輩」

　頭上から、戸惑い混じりの澄すんだ声が聞こえてくる。

「姫ひめ……柊らぎ……？」

　古城が放心したような表情で、目の前に現れた少女を見上げた。ほんの半日ほど離れていただけなのに、ずいぶん久しぶりに彼女に会った気がした。

　傷だらけの古城を咎とがめるように、雪ゆき菜なはむっつりと古城を睨にらんでいる。自分がちょっと目を離しただけでこのザマか、とでも言いたげな、怒りと呆あきれが入り混じった表情だ。

「どうして、姫柊がここにいるんだ？　偽にせ者ものを追いかけてたんじゃなかったのか？」

「その話はあとです──それよりも、なにがあったんですか？　この式しき神がみ……斐ひ川かわ先輩ですね。いったいどうしてこんなことに？」

　古城の肩に止まったハゲワシを眺ながめて、雪菜が訊きいた。古城を負傷させた責任を感じているのか、志し緒おの式しき神がみもどことなく居心地悪そうに目を逸そらしている。

「志緒さんたちは、先に北ノ地ー区スに行ってもらった」

「北ノ地ー区ス……」

　そのひと言で、雪ゆき菜なはおおよその事情を察したらしかった。精せい霊れい炉ろが再起動した気配に雪菜は当然気づいていたし、このタイミングで古こ城じようたちが襲しゆう撃げきされる理由は、足止め以外にないからだ。

「姫ひめ柊らぎ、このワイヤーをどうにかしてくれ。妃き崎さきたちがヤバいんだ」

　乱暴に身体からだを揺らして、古城が懇こん願がんした。

　雪菜は、古城を縛しばりつけているワイヤーを、なぜか感心したように見つめて、

「もしかして、これは負傷した先輩に無理をさせないために……？」

「その手があったか、っていう顔をするのはやめてくれ。頼むから」

　古城が情けない表情を浮かべて言う。

　雪菜は、ふふっと冗談めかした微苦笑を浮かべて、古城の前に屈かがみこんだ。ちょうど互いに正面から目を合わせるような形になる。

「誰だれかが精霊炉を再起動させたんですね」

　雪菜が真剣な口調で訊きいた。ああ、と古城が静かにうなずく。

　このワイヤーを解ほどけば、古城は再び危険な場所へと行く。そのことを雪菜は確認したのだ。

「先輩、以前、わたしに言ってくれた言葉を覚えていますか？　わたしがこの指輪をもらう前、消滅しそうになっていたときに──」

　そう言って雪菜は、自分の左手を上げて見せた。

　彼女の薬指に嵌はまった銀色の指輪は、古城と彼女の間に霊的経路をつなぐ魔ま具ぐだ。擬ぎ似じ的に吸血鬼の〝血の伴はん侶りよ〟となることで、霊力と魔力のバランスを取る──雪菜はそうやって、常人には耐えきれないほどの膨ぼう大だいな霊力を操っている。その魔具がなければ、雪菜は模も造ぞう天てん使しと化して、とっくに消滅しているはずだった。

「わたしはこの島にいてもいい、と言ってくれましたね。わたしが剣けん巫なぎじゃなくても、先輩の監視役じゃなくなっても」

　古城は無言で首しゆ肯こうした。消えても構わないと言い張る雪菜に、消えるな、と古城は言ったのだ。そのことで彼女が戦う力を失ったとしても──

「でも、やっぱり、それは駄だ目めです。誰かが傍そばで見張ってないと、先輩はこんなに傷だらけになってしまうじゃないですか。〝雪せつ霞か狼ろう〟のないわたしでは、先輩を護まもってあげられない。そんなのは、いやなんです。わたしの代わりに唯ゆい里りさんが先輩を護ってくれるなら──」

　必死のまなざしで訴えてくる雪菜を、古城は無表情に眺ながめていた。〝雪霞狼〟を失った雪菜が、監視役解任の可能性を、あっさりと受け入れた理由がようやくわかる。雪菜は自分が絃いと神がみ島じまに残れないことよりも、古城が傷つくことを恐れたのだ。

　古こ城じようは柔らかく微笑ほほえんで息を吐き、神しん妙みような口調で雪ゆき菜なに告げた。

「……姫ひめ柊らぎ、悪い。一歩だけ前に出てくれるか？」

「はい？　こう……ですか？」

　訝いぶかしみながらも、言われたとおりに近づいてくる雪菜。互いの鼻先が今にも触れあってしまいそうな至近距離だ。

　古城は唇くちびるをきつく引き結び、目を閉じた。

　そして雪菜の額ひたいへと、自分の額を打ちつける。

　ごん、と鈍い音が鳴り響ひびき、予想外に強い反動が襲おそってきた。

　本気の頭突きではないが、それでもけっこう痛い。

　未来視の能力を持つ獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎも、この不意討ちはさすがに予想できなかったらしい。雪菜は、涙目になってふらふらと後退し、

「……痛いった……先輩!?　なにするんですか!?」

「俺おれは、ずっと、怒ってたんだよ、おまえに！」

　雪菜の抗議を遮さえぎって、古城が怒鳴った。雪菜が瞳ひとみを潤うるませたままムッと眉まゆを吊つり上げて、

「わ、わたしがなにをしたっていうんですか!?」

「槍やりの一本や二本へし折れたくらいで勝手に落ちこんで、島を出て行くとか、護まもれないとか、自分一人で決めてんじゃねーよ！　残される人間の気持ちも少しは考えろ！」

「……え？」

　めずらしくストレートに怒りをぶつけてきた古城を、雪菜が何度も目を瞬またたいて見つめる。

　彼女の瞳に浮かんでいたのは、純粋な驚おどろきだった。

「それって、わたしがいなくなるのが嫌いや、という意味ですか？」

「そんなの、面白くなくて当然だろ。凪なぎ沙さたちだって絶対に寂しがる」

　怖おず怖おずと質問してくる雪菜に、古城が不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

　雪菜は目を大きくしてじっと古城を見つめ、

「先輩も寂しいと思ってくれますか？」

「……まあな」

　照れたように視線を彷徨さまよわせながら、古城が認める。

　そのとき雪菜が浮かべたのは、喜びとも安あん堵どともつかない不思議な表情だった。目の端に浮いたままだった涙を、彼女は両手で乱暴に拭ぬぐう。

「姫柊？」

「すみません。なんでもないんです」

　赤くなった頰ほおを押さえて、雪菜は小さく首を振った。まるで無意識に綻ほころんでしまう口元を、無理やり抑えつけているような表情だ。それでも彼女はいつになく愉たのしげで、悪戯いたずらっぽく目を細めたその表情は、偽にせ雪菜のそれにそっくりだった。

「斐ひ川かわ先輩、すみません」

　深呼吸を繰り返してどうにか感情を落ち着かせた雪ゆき菜なは、そう言って志し緒おの式しき神がみに触れた。

　金属製のハゲワシが、もとの呪じゆ符ふの姿へと変わる。雪菜が志緒の術を解除したのだ。まるで、古こ城じようの監視者は自分だと宣言するかのように。

　そして雪菜は、その呪符に強い念をこめ、古城の胸元をめがけて無造作に振り下ろした。

　古城を縛しばりつけていた鋼はがね製せいのワイヤーが、小気味よい音とともに切断される。

「いいのか？」

　身体からだの自由を取り戻した古城が、残ったワイヤーを押しのけながら雪菜に訊きく。自分を魔ま獣じゆう退治に行かせてもいいのか、という意味だ。

　雪菜は、仕方ないですね、と諦あきらめたように溜ため息いきをついて、傷ついた古城の姿を見回した。

「その状態で、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンと戦うつもりですか？」

「なんとかなるだろ」

　古城はそう言って無理やり立ち上がろうとする。撃ちこまれた銀イリジウム弾頭弾のせいか、あるいは魔力を消耗のせいか、普段よりも傷の治りが遅い。わずかでも身体を動かすだけで、全身に刃物が刺さったような激痛が走る。

　苦く悶もんの息を洩もらして膝ひざ立だちになった古城を、雪菜は呆あきれたように眺ながめていた。そして彼女はおもむろに右手を上げると、古城の額ひたいを目がけて容よう赦しやのないデコピンを叩たたきこむ。

「痛いて……！」

　古城はひとたまりもなく仰のけ反ぞって、そのまま無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついた。その反動で襲おそってきた激痛に、声にならない悲鳴を上げる。

「な、なんだ!?」

「さっきのお返しです」

　涙声になって抗議する古城に、雪菜は澄すまし顔がおで言ってのけた。

「……は？」

「わたしだって、怒りますよ。この島のみんなを護まもるために、今の自分になにが必要なのか、先輩にもわかってるんじゃないですか？」

　笑みを消した雪菜が、真まっ直すぐに古城を見据えて訊いてくる。

　彼女の言葉を嚙かみしめて、古城は脱力したように息を吐いた。

「たしかに、そうだな」

　敗北を認めたかのように苦笑する古城に、雪菜がそっと寄り添ってくる。制服の隙すき間まから、細い鎖さ骨こつが見える。彼女が髪をかき上げると、形のいい小振りな耳たぶと、ほっそりとした首筋があらわになった。処女雪のような白い肌を透かして、細い血管が浮かんでいる。

「おまえの血を、吸わせてくれ、姫ひめ柊らぎ」

　雪菜の耳元に、古城が囁ささやいた。ほんの少しくすぐったそうに身じろぎして、雪菜は無防備に目を閉じた。桜色の唇くちびるが、緊張したように震ふるえる。

「はい、先輩」

　古こ城じようは、雪ゆき菜なの華きや奢しやな身体からだを抱き寄せた。彼女の柔らかな感触と甘い匂においが、古城の苦痛を癒いやしていく。古城の唇が雪菜の肌に触れる。雪菜が小さな吐息を洩もらす。

　互いの胸の鼓こ動どうがシンクロして、ひとつに溶け合う感覚があった。

　その心地ここち好よい感覚を全身で味わいながら、古城は彼女の肌へと牙きばを埋うずめていく。
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　黄昏たそがれの陽ひ射ざしに照らされた雲が、ゆっくりと海上へと流れていく。

　穏おだやかな潮しお風かぜに吹かれて、雪菜の髪が音もなく揺れている。

　雪菜は古城の胸に体重を預けたまま、満ち足りた表情で目を閉じていた。長い睫まつ毛げと桜色の唇。頭の芯しんに甘い痺しびれを感じながら、古城は、彼女の端たん整せいな横顔をぼんやりと眺ながめている。

　吸血行為はすでに終わっていた。全身の傷も癒いえつつあった。優秀な霊れい媒ばいである雪菜の血が呼び水となって、古城の体内には再び熔よう岩がん流りゆうのような濃のう密みつな魔ま力りよくが渦うず巻まいている。

　雪菜は瞼まぶたを開けないが、意識をなくしているわけではないらしい。古城は彼女を起こそうとして、自分の右手が彼女の左胸をしっかりとつかんでいたことに今いま更さら気づく。控えめながら、えも言われぬ甘美な感触が、制服の布越しに伝わってくる。

　古城の背中に、汗が滲にじんだ。不可抗力とはいえ、普段の雪菜なら間違いなく怒り出していたはずだ。しかし今日の反応は少し違っていた。

　どことなく諦てい観かんのこもった溜ため息いきとともに、少しだけ不安そうに訊きいてくる。

「そういえば、先輩は、やっぱり胸の大きい女の子のほうが好きなんですか？」

「なんだ、やっぱりって？」

　至近距離から雪菜に見つめられて、わけもなく焦りながら古城は訊き返した。

　雪菜は拗すねたように目を逸そらし、

「いえ、なんとなくそんな気がしたので。すみません、唯ゆい里りさんみたいな隠れ巨乳ではなくて」

「べつに謝る必要は……って、唯里さんは隠れ巨乳なのか？」

　思わず訊き返してしまった古城を、雪菜は責めるように睨にらみつけた。

「やっぱり……！」

「いや、それは普通に気になるだろ！　いきなりそんなこと言われたら……！」

「もういいです。先輩がそういう吸血鬼ヒトだというのはわかってましたから」

「その理解は間違ってるぞ、絶対！」

　必死で弁解する古城から、雪菜が失望したように身を離す。

　そそくさと乱れた制服を直す彼女を眺ながめながら、まあいいか、と古こ城じようは首を振った。人工島北地区アイランド・ノースの異変は今も続いているのだ。こんなところでまったりしている余裕はない。

「先に行ってください、先輩」

　身み繕づくろいを終えた雪ゆき菜なが、不意に目つきを鋭くしてそう言った。

　どことなく攻撃的な視線だが、その敵意は古城に向けられたものではない。

「姫ひめ柊らぎ？」

「すぐに追いかけます」

「……わかった」

　きっぱりと言い切る雪菜を見返して、古城はそれ以上の説明を求めるのを諦あきらめた。彼女には、ここに残らなければならない理由があるのだと理解する。

　古城が地面を蹴けりつけて跳ちよう躍やくした。呪的身体強化フイジカルエンチヤントではなく、眷けん獣じゆうの魔ま力りよくを部分的に引き出した強引な加速だ。負担の大きい乱暴なやり方だが、速い。瞬まばたきする間もなく彼の姿は見えなくなる。

「──いつから、そこにいたんですか？」

　古城の姿を見送った雪菜が、自らの背後に向かって訊きいた。

　横転したままのトレーラーの陰から、小柄な少女が困ったように顔を出す。雪菜と同じ顔をした彼女は、頰ほおを赤らめたまま、笑いをこらえているように口元を押さえて、

「いまきたばかりですし……わたし、なにもみてないですし……」

「どうしてそんなすぐバレる噓うそをつくんですか！」

　とぼけようとする少女を雪菜が一いつ喝かつした。吹きつけてくる本物の殺気に、零れい菜なは慌あわてて後ずさりしながら、

「ちょっ……待って待って！　今はわたしなんかの相手をしてる場合じゃないでしょ！」

「ぐっ……！」

　本気で殴りかかろうとしていた雪菜は、零菜の指摘に、やむなく動きを止めた。たしかに零菜の主張は正しい。真っ先に対処しなければならない相手は、零菜ではなく、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンだ。

「あれ、どこに行くつもりなの？」

　自分を無視して立ち去ろうとする雪菜を、零菜が面白そうに見つめて訊いてくる。

「未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを斃たおします」

　雪菜は、彼女を冷たく睨にらんで言い捨てた。零菜は呆あきれ顔がおで肩をすくめて、

「武器もないのに？」

「わたしは第だい四よん真しん祖その監視役ですから」

　揶や揄ゆするように訊いてくる零菜に、雪菜は吹っ切れたように微笑ほほえんでみせた。気負いのない雪菜の表情に見とれたように、零菜が一いつ瞬しゆん、沈黙する。

「相変わらず頑固だなあ。まあいっか。いいものも見せてもらったしね」

　負け負け、と零れい菜なが投げやりに言った。なにかを思い出したように、うひひ、といやらしく笑う彼女を、雪ゆき菜ながキッと睨にらみつける。

「あ、あなたは──」

「これ、必要でしょ？」

　怒鳴りつけようとする雪菜の機き先せんを制して、零菜が背後からなにかを取り出した。

　ベースギターに似た形状の、長さ一メートル前後の金属の塊かたまり。格納状態の武ぶ神しん具ぐだ。

「……〝雪せつ霞か狼ろう〟……どうして!?」

　無造作に差し出された銀色の槍やりを、雪菜は反射的に受け取った。所有者の霊れい力りよくを感知して、休止状態だった七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーが起動する。

　伸縮式の柄つかがスライドし、左右の副ふく刃じんと中央の主しゆ刃じんが金属音とともに展開。美しい全金属製の長ちよう槍そうへと変わる。その動きは破損する前よりもなめらかだ。そして、動きが軽い。重量ではなく、雪菜の霊力に対する反応が速いのだ。雪菜が流しこんだ霊力が、抵抗なく神しん格かく振しん動どう波はへと変換されていくのがわかる。破損前よりも明らかに性能が上がっている。

「種明かしすると、これを修理してくれたのはニーナさんだよ。あとでお礼言っといて」

　驚おどろく雪菜を満足そうに眺ながめながら、零菜が言った。

「ニーナさんが……？」

　雪菜の瞳ひとみに理解の色が浮かぶ。古いにしえの大だい錬れん金きん術じゆつ師しニーナ・アデラード──原子レベルで自在に金属を操る彼女なら、破壊された〝雪霞狼〟を元の形に修復することも可能なはずだ。

　だが、それだけでは、〝雪霞狼〟の性能が向上していることの説明にはならない。零菜が手を加えたのは間違いないだろう。だが、そのことも今は問題ではない。重要なのは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに対抗するための力を、雪菜が再び手に入れた、という事実だけだ。

「あなたが、壊れた〝雪霞狼〟を奪うばったのは……ニーナさんに修理を依頼するために？」

　槍やりを再び格納状態に戻して、雪菜が訊きいた。

　零菜は少し困ったように微笑ほほえんだ。そして遠くのものを見るようなまなざしで、雪菜を見る。

「あなたがこの島からいなくなると、わたしも困るんだよね。なんていうか、存亡の危機、みたいな──それ以上のことは、なにも訊かないでもらえると嬉うれしいな」

「……わかりました」

　雪菜は少し逡しゆん巡じゆんしたあと、零菜の望みを受け入れることに決めた。どのみち零菜を拷ごう問もんするわけにもいかないのだ。彼女に話す気がなければ、雪菜にはほかに選択肢がない。

　それに害意を持った相手に、ニーナが手を貸すとも思えない。いささか浮き世離れしてはいるものの、ニーナは決して馬ば鹿かではないのだ。むしろ長生きしているぶんだけ、他人の噓うそには敏感ですらある。ニーナが協力したというだけで、零菜が敵ではないと信じるには十分だ。

「じゃあ、行こっか」

　雪菜の警けい戒かいが緩ゆるんだことを察知したのか、零菜が馴なれ馴なれしく距離を詰めてきた。まるで仲のいい恋人同士のように、雪ゆき菜なの腕に自分の腕を搦からめてくる。

「行く？　どこに？」

　妙に慣れた感じの彼女の距離感に、少し戸惑いながら雪菜が訊きく。

　そんなの決まってるでしょ、と言わんばかりに、零れい菜なは華やかに微笑ほほえんで告げてくる。

「古こ城じよう君を助けに、だよ」
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　魔ま術じゆつ実験用の精せい霊れい炉ろは、直径三メートル足らずの球体だ。銀とパラジウムの合金に魔術的な特殊加工を施ほどこし、内側の全面に魔法陣を刻みこんでいる。

　球体の内部に召しよう喚かんされた精霊は、月の満ち欠けとともにゆっくりと崩ほう壊かいし、その際に膨ぼう大だいな霊力を放出する。技術的な難易度と建造コストの関係で量産は不可能だが、精霊炉とは廃熱も汚染物質も残さない凄すさまじく高効率な霊力源なのである。

　ただし、精霊という未知の高次元エネルギー体を取り扱う関係上、安全が完全に保障されているとは言い難い。ひとたび精霊炉が暴走した場合、周囲にどのような被害が出るのか、誰だれもわかっていないのだ。そのため絃いと神がみ島じまの精霊炉の敷しき地ちは、四重の魔術防壁に加えて、厚さ四メートルものコンクリート防護壁に覆おおわれていた。戦略級の魔術攻撃にも耐えうる鉄壁の安全対策だ。

　だが、その強固な防護壁は、今や内部から崩壊を始めていた。

　精霊炉の暴走ではなく、わずか数体の未知の魔ま獣じゆうによって──

「早さ海み、特区警備隊アイランド・ガードを後退させて。このままじゃ戦力を消耗するだけよ。一度退ひいて体勢を立て直すわ」

　霧きり葉はが頰ほおの通信機に向けて叫ぶ。

　戦況はほぼ最悪だ。再起動した精霊炉の影えい響きようを受けて休眠中だった未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーが覚かく醒せいし、眠りを妨げられた腹いせのように、特区警備隊アイランド・ガードの陣地へと突っこんできたのだ。傀儡くぐつ兵へいとの戦せん闘とうで消耗していた特区警備隊アイランド・ガードは、その奇き襲しゆうによって大混乱に陥おちいっていた。指揮系統が分断され、火器や装そう輪りん装そう甲こう車しやなどの装備の多くを失っている。

　唯一の救いは、Ⅸ４の攻撃対象が、特区警備隊アイランド・ガードだけではなかったということだろう。魔獣は襲撃者である傀儡兵や有脚戦車をも、容よう赦しやなく踏みつぶしていたからだ。

『了解！　太たい史し局きよくの局員は特区警備隊アイランド・ガードの後退を支援──』

　早海が霧葉の指示を部下たちに伝えようとする。

　だが、彼女は、その言葉を途中で吞のみこんだ。霧葉の指示以上に緊急度の高い異変が、目の前で起きていたからだ。

『霧葉、精霊炉の防護壁が崩れます──施設内部に大型未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを確認！』

「なんですって……!?」

　霧きり葉はが背後の精せい霊れい炉ろ施設を振り返る。密閉状態にある精霊炉施設のコンクリート壁は、外からはダムの堰えん堤ていのように見える。その分厚い壁が、内側から爆ばく発はつしたように吹き飛んでいた。

　壁の裂け目から這はい出してきたのは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーよりも、更さらにひと回り巨大な新型未ア確ン認ノ魔ウ獣ン──Ⅸナイン５フアイブだ。

「まさか、精霊炉の炉ろ心しんを取りこんだの!?　魔ま獣じゆうが……!?」

　霧葉の表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　Ⅸ５の全長は、おそらく二十五メートルを超えている。これほどの巨体を空間転移テレポートで精霊炉施設に送りこむことなど、どんな優れた魔術師にも不可能だ。

　だとすれば、考えられる可能性はただひとつ──Ⅸ５は精霊炉の内部で成長したのだ。

　精霊炉の炉心そのものを体内に取りこみ、新たな魔獣は、炉心から供給される霊力を今も喰くらい続けている。

　立ち尽くす霧葉の眼前で、Ⅸ４が雄お叫たけびを上げた。

　縄なわ張ばりを侵されたことに、怒りを覚えたのだろう。自分よりも巨大な同て類きへと、怯ひるむことなく轟ごう然ぜんと襲おそいかかっていく。

　だが、精霊炉の霊力を吸収したⅨ５の力は、休眠から目覚めたばかりのⅨ４を圧倒していた。

　共鳴破は砕さいの力を持つ触しよく手しゆを、より強力な共鳴破砕で粉砕し、巨大な顎あぎとで、Ⅸ４の喉のどを喰いちぎる。苦く悶もんするⅨ４の全身に無数の触手を絡みつかせ、Ⅸ５はそのまま相手を喰らい始めた。共喰い──否いな、同族喰らいだ。

「──これはまた、ヤバいことになってるな」

　すぐ隣となりから聞こえてきた吞のん気きな声に、霧葉はハッと我に返る。

　霧葉の隣に、黒く塗られた有脚戦車ロボツトタンクが止まっていた。戦車から降りてきたのは、首にヘッドフォンを引っかけた短髪の男子高校生だ。明らかに場違いな人物だが、不思議と見る者に違和感を与えない。気配を消す訓練を受けているのかもしれない。

「ま、吸血鬼の細胞から造り出された魔獣だ。同族喰らいの性質を受け継いでいても、おかしくはないか」

　独ひとり言ごとのような口調で少年が言う。

　彼がただの学生ではないことを証明するには、その言葉だけで十分だった。Ⅸ４の細胞の正体を知る者は多くない。そして彼は、その秘密を知る権限を持っているのだ。

「あなたは？」

「人工島管理公社の使いっ走りだ。覗き屋ヘイムダルと呼ばれてる。あんた、太たい史し局きよくの六りく刃じん神しん官かんだろ？」

「ええ、そうよ。矢や瀬ぜ基もと樹き」

「だから覗き屋ヘイムダルだって言ってるだろ！」

　霧葉の意地悪な返答に、少年が声を裏返らせて叫ぶ。霧葉は最初から彼の正体に気づいていたのだ。

「とにかく、聞いてくれ。公社は今、人工島北地区アイランド・ノースのＢ７区画を、人工島ギガフロートの本体から切り離す作業を進めてる」

「この付近一帯ごと、Ⅸナイン４フオーを海上に放り出すつもり？」

　自称〝覗き屋ヘイムダル〟こと矢や瀬ぜの言葉に、霧きり葉はは感心したような表情を浮かべた。絃いと神がみ市し国こくの決断の速さに驚おどろいたのだ。実際、あの新たな未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの被害を最小限に抑えるには、おそらくそれ以外に方法がない。

「幸いこのあたりは空き地だし、あの化け物を市街地に到達させるわけにはいかねーからな。それに海の上なら、大規模破壊兵器が使える。細胞の一いつ片ぺんも残さず焼き尽くしてやるよ」

「それまであの魔ま獣じゆうが大人しくしてると思って？」

　景気のいい言葉を口にする矢瀬を、霧葉は冷ややかに見返した。

　この周囲が空き地ということは、逆に言えば、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの侵攻を妨げる障害物がないということでもある。精せい霊れい炉ろを取りこんで活性化した魔獣が、こんなところで大人しくしているとは思えない。

　しかし矢瀬は、わかってる、とうなずいて、

「そこで太たい史し局きよくに依頼だ。あの化け物が、区画ブロツクの境さかい目めの運河を越えないように押さえておいてくれ。運河の向こう側には病院が多い。重病患者を移送するわけにはいかない」

「簡単に言ってくれるわね。相手は精霊炉を吞のみこんで増ぞう殖しよくを続けてる化け物よ？」

　霧葉が呆あきれたように矢瀬を睨ねめつけた。

　特区警備隊アイランド・ガードはすでに戦力の大半を喪失している。残された戦力は、霧葉が連れてきた太史局の職員数名だけだ。おまけにⅨ４系の未ア確ン認ノ魔ウ獣ンには魔術が効かない。魔獣の足止めという危険な任務は、今の霧葉たちには荷が重すぎる。

「あんたたちだけに責任をおっかぶせる気はねえよ。いちおう援軍は連れてきた」

「援軍？」

　みなまで言うな、と矢瀬が自慢げにニヤリと笑い、霧葉が怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

　場違いな女子高生風の少女たちが、霧葉の視界に入ったのはその直後だった。

「志し緒おちゃん！　あの人！」

「妃き崎さき霧葉！　太史局か！」

「獅し子し王おう機き関かん……」

　二人組の少女を見返して、霧葉は驚おどろいたように呟つぶやいた。

　太史局の資料で見た顔だ。羽は波ば唯ゆい里りと斐ひ川かわ志緒。彼女たちが持っている銀色の武器は、獅子王機関が制式採用している六ろく式しき降こう魔ま具ぐの改良型である。二人の戦せん闘とう能力は、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なと同等と考えていいだろう。つまりは、使えるということだ。

「まあ、猫の手よりはマシかしらね」

「もちろん、あの魔ま獣じゆうをここで始末できるのなら、それでも構わない。任せたぜ」

　皮肉っぽく肩をすくめた霧きり葉はに、矢や瀬ぜが挑ちよう発はつ的てきな言葉をかける。

　霧葉はそんな矢瀬をきっぱりと無視して、唯ゆい里りたちのほうへと向き直った。

「聞いてのとおりよ。手を貸していただけて？」

「なにをすればいいの？」

　唯里がすぐに訊きいてくる。余計な前置きを挟はさまない潔いさぎよさに、霧葉はこっそりと好感を抱いだいた。彼女たちは、今がどういう状況なのかよくわかっているのだ。

「あの魔獣をここで足止めするわ。あなた方が囮おとりになって、この区画ブロツクの中央に引きつける。よろしくて？」

「囮か──生なま半はん可かな攻撃じゃあいつの注意を引けそうにないな」

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体を見上げて、志し緒おがうめいた。

　Ⅸナイン４フオーを完全に喰くらい尽くした新型は、この短時間でさらに成長している。そのぶん痛覚も鈍くなっているはずだ。剣で斬きりつけた程度では、痛みを感じることもないだろう。

「志緒ちゃん、あれを」

　唯里が、志緒の横顔を見つめて言う。志緒は唇くちびるを強く嚙かんで目を伏せた。

「わかった、唯里」

「矢瀬基もと樹き──いえ、覗き屋ヘイムダル。悪いけど、彼女たちを向こう側まで運んであげて」

　見つめ合う唯里と志緒を指さして、霧葉が矢瀬に命令する。

「俺おれも手を貸すことになってんのかよ……」

　マジか、と頼りなく頭上を仰あおいで、矢瀬は黒い有脚戦車ロボツトタンクに乗りこんだ。魔獣をこの区画ブロツクに足止めするためには、あの巨体の背後に回りこむ必要があるのだ。

「あんたはどうする？」

「少し準備に手間がかかる道具を使うわ。十五分ばかり時間を稼いで」

「了解だ」

　霧葉の言葉にうなずいて、矢瀬は有脚戦車ロボツトタンクのハッチを閉めた。唯里と志緒が、リクガメに似た戦車の甲こう羅ら部分に、おっかなびっくりという表情でよじ登る。

「つかまってくれ、お二人さん。飛ばすぜ！」

「きゃっ……!?」

「う、うわっ！」

　モーターの唸うなりと少女たちの悲鳴を響ひびかせて、有脚戦車ロボツトタンクは戦場へと飛びこんでいく。

　霧葉はそれを無言で見送ると、愛用の双叉槍スピアフオークを放り捨てるように地面に突き立てた。
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　人工島北地区アイランド・ノースの近未来的な地下街へと辿たどり着いた古こ城じようは、瓦が礫れきの中に屹きつ立りつする魔獣に気づいて、背筋を凍らせた。

「なんなんだ、こいつは──」

　ぐ、と喉のどを鳴らして古城がうめく。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨大さは、すでに周囲のビル群を超えていた。ほんの数十時間前に遭そう遇ぐうしたときと比べて、十倍近い体重があるはずだ。

　もちろん、通常の生物の骨格が耐えきれる重量ではない。不足した骨格強度を魔ま力りよくによって補っているのだ。骨格と同様に強化された筋肉は、砲弾すらも受け止めている。それでいて魔術による攻撃は無効。まさしく魔ま獣じゆうと呼ぶのに相応ふさわしい怪物だ。

　その怪物の攻撃をくぐり抜けて、背後へと回りこむ一台の有脚戦車ロボツトタンクが見えた。戦車の背面に乗っかっているのは、志し緒おと唯ゆい里りだ。特区警備隊アイランド・ガードすら蹴け散ちらす魔獣を相手に、彼女たちは、たった二人で挑いどもうとしているのだ。

「くそっ──」

　出遅れたことに焦りを覚えながら、古城は魔獣のほうへと走り出そうとした。

　ふとそのとき、近くにいた男女の二人組に気づく。破壊された北ノ地ー区ス第二層の床の崖がけっぷちに立って、彼らは魔獣を眺ながめていた。単なる野次馬という雰ふん囲い気きではない。口元に刻んだいびつな笑みは、破壊と混乱に愉ゆ悦えつを覚える愉快犯の表情だ。

「おまえっ！」

　二人組の片割れ──白衣の男の顔を睨にらんで、古城が唸うなった。通学路で古城たちを襲おそってきた傀儡ゴーレムと同じ顔。おそらく傀儡ゴーレムの本体だ。

「おや、ようこそ、第だい四よん真しん祖そ。ちょうど最高の山場です。あなたは運がいい」

　いきり立つ古城を平然と見返して、男は愉たのしげに微笑ほほえんだ。

　やはりこの男が未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーを操っていたのだと、古城は直感する。

「おっと、丸腰の一般市民を攻撃するつもりですか？　夜の帝国ドミニオンを領主であるあなたが？」

　反射的に彼を殴り倒そうとした古城を、白衣の男が嘲あざけるように制止した。

　古城は、ギリッ、と奥歯を軋きしませる。

「一般市民……だと!?」

「ええ。このとおり」

　男はニヤニヤと笑いながら、両手を広げた。自分が武装していない、という事実を、殊こと更さらに強調してみせたのだ。

　出で鼻ばなをくじかれた古城が、悔しげに拳こぶしを震ふるわせる。無抵抗の人間を殴ることへの嫌けん悪おが邪じや魔まをして、目の前にいる犯人を攻撃できない。

「それよりもご覧になってください。あの凄すさまじい生命力。そして際限なく魔力を喰くらい続ける貪どん欲よくさ。いずれあの怪物の危険度はグレードⅨナインを超えて、神々の兵器であるレヴィアタンにも並ぶでしょう」

　葛かつ藤とうする古こ城じようを哀れむように見返して、男は芝居がかった口調で告げた。

「それほどの怪物を人の手によって生み出そうというのです。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟のひとつやふたつ、安い代だい償しようとは思いませんか──？」

　白衣の女が、続けて古城に訊きいてくる。おそらく双子──なのだろう。彼女の瞳ひとみに宿ったギラギラとした光は、白衣の男のものによく似ている。

　古城は怒りを忘れて彼らを眺ながめた。人工的に危険度Ⅸナインを超える魔ま獣じゆうを生み出す──彼らの目的は、ただの実験だ。彼らがこの街を破壊したことに、理由などないのだ。

　自らが望むデータを手に入れる。その過程で犠ぎ牲せいになる人々の存在など、彼らの視界には入らない。その程度の視野しか持たないくせに──持たないからこそ、彼らは自らが正しいと無む邪じや気きに信じていられる。その愚おろかさを、古城は哀れに思う。

「人の手によって生み出された怪物……か。奇遇だな。俺おれの知り合いにもいたぜ、似たような理由で造られた世界最強の殺さつ神じん兵へい器きってやつがな」

「……っ!?」

　白衣の双子は、だからなんだ、とは言わなかった。古城の静かな怒りに気け圧おされたように沈黙して、無意識に数歩後ずさる。自分たちが古城の逆げき鱗りんに触れた──そのことに彼らも気づいたのだ。たとえ古城の怒りの理由を、彼らが理解できないとしても。

「そいつを造り出した〝天てん部ぶ〟は滅んだぞ。自らが生み出した殺さつ神じん兵へい器きの怒りに焼き尽くされてな！」

　古城が一歩だけ足を踏み出した。

　噴ふき出した魔力が、古城の背後で、ゆらり、と翼つばさのように広がった。くは、と双子の喉のどから呼気が洩もれる。古城の圧力に晒さらされて、思うように呼吸が出来ないのだ。

「あの魔獣は俺たちが救ってやる。それが終わったら、おまえらを潰つぶす。この島に手を出したことを後悔させてやるよ。覚えておけ──」

「うっ……くっ……」

　白衣の女が、あらかじめ待機させておいた魔術を発動した。空間制御術式だ。古城の魔力に干渉されながらも、双子の足元に魔法陣が浮かび上がり、空間転移用の門ゲートが開く。

　虚こ空くうへと消えていく双子を見送って、やれやれ、と古城は息を吐いた。

　彼らを追い払ったところで、荒れ狂う未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに影えい響きようはない。なにひとつ問題は解決してはいないのだ。

「空間制御……かなり高位の魔ま導どう技師ですね」

　気け怠だるげに立ち尽くす古城の背後から、生き真ま面じ目めな声が聞こえてくる。

　振り返ると、そこには雪ゆき菜なの姿があった。なぜか偽にせ雪菜も一緒である。

　雪菜は制服の胸元から一枚の呪じゆ符ふを取り出すと、それをハゲワシの姿へと変えた。そして、そのまま空中へと飛ばしてやる。

　謎なぞめいた雪ゆき菜なの行動に古こ城じようは顔をしかめたが、それ以上に気になったのは、彼女の左手に握にぎられた銀色の槍やりだった。それは破損したはずの〝雪せつ霞か狼ろう〟だったからだ。

「姫ひめ柊らぎ、その槍は──」

　戸惑いながら古城が訊きく。

　雪菜はその質問に答えずに、隣となりにいる自分の偽にせ者ものと目を合わせた。そして二人同時に悪戯いたずらっぽく笑う。妙に息の合った彼女たちの仕草に、古城はますます困惑した。

「行きましょう、先輩」

　眼下の魔ま獣じゆうを睨にらんで、雪菜が言う。

　古城はどこか疲れたように息を吐き、猛たけり狂う孤独な未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを見下ろした。

　　　　　　　　　　９

　唯ゆい里りと志し緒おは、巨大化を続ける魔獣の背中を見上げていた。

　Ⅸナイン５フアイブは、すでにⅨナイン４フオーの捕食をほぼ終えている。融ゆう合ごうした二体の魔獣は、このわずかな時間で、更さらにふた回り近く体積を増したようだった。

　魔獣の体内に取りこまれた精せい霊れい炉ろからは、今もなお霊力の供給が続いている。このままⅨ５が成長を続ければ、いずれ人類の手に負えない天災級の怪物となるのは確実だろう。

　この魔獣はこの場で斃たおさなければならないと、霊れい媒ばいとしての予感が唯里たちに告げていた。

「──唯里、剣を」

　緊張で表情を硬くしながら、志緒が親友に呼びかけた。

　うん、と唯里も硬い表情でうなずく。

　煌きら坂さか紗さ矢や華かの六式重装降魔弓デア・フライシユツツが、超長距離呪じゆ術じゆつ砲撃という切り札を隠し持っているように、唯里と志緒の六式・改にも隠し機能が搭とう載さいされている。

　しかし獅し子し王おう機き関かんの攻魔師の中で、過去にそれらを実戦投入したものはいない。

　もちろん唯里たちにとっても、初めての体験だ。しかも上層部の許可を得ていない独断専行。さすがに緊張せずにはいられない。

　だがそれでも、あの魔獣を止める方法はほかにない──

「六式降魔剣・改ローゼンカヴアリエ・プラス──武装解除デイスアーム！」

　唯里が流しこんだ霊力に呼応して、彼女の長ちよう剣けんが変形した。

　刃やいばの部分が分離して、刀とう身しんだけが残される。柄つかの付け根部分も四十五度ほど折れ曲がり、ちょうど拳けん銃じゆうの銃把グリツプのような姿に変わる。銃口を持たないライフル銃に似た形状だ。

　そして唯里から手渡された剣に、志緒は自分の洋よう弓きゆうを装着した。あちこちで金属が嚙かみ合う音が響ひびき、洋弓部分も変形する。剣と弓が一体化した十字型の射しや出しゆつ兵器──ふたつの武器を組み合わせて生み出されたのは、大型の弩おおゆみ──クロスボウだった。

　ただしそこには、矢を装そう塡てんする場所も、弦つるを引く機構も存在しない。

　このクロスボウが撃ち出すのは呪じゆ矢しではなく、呪術砲撃そのものなのだ。

「──認証申請！　六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス・モード・アルムブラスト、解放アンロツク！」

『登録射手・斐ひ川かわ志し緒お、照準手・羽は波ば唯ゆい里りを認証。六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス・モード・アルムブラスト、起動アクテイヴ』

　志緒が詠えい唱しようした起動コマンドに、弩おおゆみが合成音声で応答した。剣と弓──ふたつの武ぶ神しん具ぐに内蔵された呪術機構が同時に起動し、凄すさまじく大がかりな術式を紡ぎ出していく。

　志緒が重心を低くして弩を構えた。

　運河を越えようとする魔ま獣じゆうの背中へと狙ねらいをつけ、引き金を引き絞る──

「っ……！」

　衝しよう撃げきが、志緒の右肩を襲おそった。

　弩から吐き出された一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが、音もなく魔獣を貫いた。長さ数百メートルにも達する、光の槍やりだ。

　その光こう槍そうが消えたとき、魔獣の胴体には、直径二メートルほどもある空洞が、ぽっかりと口を開けていた。血も、肉片も、塵ちりすらも残らない完全な空くう隙げき。一瞬遅れて、あふれ出した鮮血がその空洞を満たし、魔獣が苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げた。

「擬ぎ似じ空間切断……空間ごと削り取ったのか……！」

　有脚戦車ロボツトタンクのハッチから顔を出した矢や瀬ぜが、顔を引ひき攣つらせて低くうめいた。

　六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス・モード・アルムブラストの攻撃は、射線上に存在するすべての物質を空間ごと削り取るという、まさに最強の呪術砲撃だった。

　理論上、この砲撃に耐えられる物質は存在しない。魔術による防御も、ほぼ不可能。これを防げるのは、同じく空間そのものを削り取る能力を持つ真しん祖その眷けん獣じゆうか、神しん格かく振しん動どう波はにより魔力を無効化する七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーだけだろう。

　そのあまりの威力と危険性ゆえに、六式・改は剣と弓に分けられて、それぞれ二人の攻魔師に与えられた。唯里と志緒が常に行動を共にしていたのも、この六式・改の使用に備えてのことだ。七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーとは原理こそ違えど、この六式・改もまた、吸血鬼の真祖を滅ぼし得る武器なのだ。

「志緒ちゃん……!?」

　発射の反動で膝ひざを突く志緒へと、唯里が慌あわてて駆け寄った。

「大丈夫だ。だが、さすがにきついな、こいつは」

　志緒は、唯里を安心させるように無理やり笑ってみせた。

　なにしろ威力が威力だけに、六式降魔弓・改フライクーゲル・プラス・モード・アルムブラストの反動は巨大だ。呪術による身体強化を併用しても、完全に衝撃を抑えつけることは不可能だった。おまけに呪力の消費量も多い。フルパワーで撃てるのは、せいぜいあと一発か二発だろう。

「けど、効いてるぜ」

　焦る志し緒おを励ますように、矢や瀬ぜが力強い口調で言った。

　これまで、人間の攻撃を一いつ顧こだにしなかった未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが振り返り、憤ふん怒ぬのまなざしで志緒たちを睨にらんでいる。あの巨体にとっても、志緒の一撃は無視できない脅きよう威いだったのだ。少なくとも魔ま獣じゆうの足止めという、最低限の目的は達成したことになる。

「やばい、逃げるぞ！」

　魔獣が、巨体からは想像もつかない敏びん捷しようさで志緒に向かってくる。それに気づいて、矢瀬が叫んだ。有脚戦車ロボツトタンクの駆動輪が荒々しく地面を蹴けり、志緒と唯ゆい里りを乗せて後退する。

「速はえェ……！」

　矢瀬の頰ほおが恐怖に凍った。有脚戦車ロボツトタンクの機動性を、魔獣の加速は凌りよう駕がしていた。このままではおそらく十秒と待たずに、彼らは魔獣に踏みつぶされる──

　それを一いつ瞬しゆんで判断して、戦車から飛び降りたのは唯里だった。

　彼女が背中から引き抜いたのは、刃渡り一メートルを超える両手剣だ。

「十三式斬魔大剣ハイデンレースライン、起動ブートアツプ！」

　魔獣までの距離が三十メートルを切ったところで、唯里が両手剣を振り上げた。

　いかな大たい剣けんといえども、攻撃が届く間合いではない。

　しかし唯里は、構わず剣を袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　その瞬間、大剣の刃やいばが、ぐにゃりと歪ゆがんだ。遠心力でも空気抵抗でもない。唯里の意思に反応して、鉛色をした大剣の刀とう身しんが変形しているのだ。

　それは、美しい金属製の噴水のような光景だった。

　一メートル足らずの刀身が、長さ数十メートルもの長大な鞭むちへと変わっていく。厚さ一ミリにも満たない、研とぎ澄すまされた刃を持つ鞭だ。

　その鞭は巨大な魔獣の四し肢しに絡からみつき、その瞬間、再び形を変える。

　魚の骨格を思わせる、連結された無数の針へと──

「〝賢者の霊血ワイズマンズ・ブラツド〟……いや、呪じゆ術じゆつ反応合金か……！」

　矢瀬が、ヒュウ、と口笛を鳴らした。

　唯里が持っていた大剣の正体は、使い手の思いどおりに姿を変える高密度の液体金属だった。

　薄うすく引き延ばせば、その刃は数百メートルにも達し、濃縮することで、その強度は鋼こう鉄てつをも凌しのぐ。だが、その金属の真の恐ろしさは、斬きりつけた相手の体内に入りこみ、内側から対象を破壊できるということだ。

「十三式斬魔大剣ハイデンレースラインは、吸血鬼の真祖を封印するために造られた、獅し子し王おう機き関かんのもうひとつの秘ひ奥おう兵へい器きなんだ。あの剣の刀身を構成する微細な金属粒子は、それ自体が一個の武ぶ神しん具ぐとして目標を拘束し、その再生能力を阻害する──」

　見られてしまった以上、仕方ない、というふうに志緒が解説する。べつに親切で教えているわけではない。その威力を広く知らしめることで犯罪への抑止力にするのも、武器の役割だ。

「〝戦せん王おう領りよう域いき〟のアラダール議長が、古こ城じようを追い詰めたのと同じ理屈か」

　なるほどな、と矢や瀬ぜが唇くちびるを右側だけ上げた。

　相手の体内に無数の刃やいばを突き立てることで、ヴェレシュ・アラダールは古城の身動きを封じた。唯ゆい里りの十三式斬魔大剣ハイデンレースラインは、単体でそれと同じことが可能なのだ。

「ああ。非人道的ということで、これまで死蔵されていたんだが、今回ばかりは相手が相手だからな。だが……」

　慣れない剣を操る唯里の背中を見つめて、志し緒おが、不安げに弩おおゆみを握にぎる。

「さすがに相手がでかすぎる、か」

　矢瀬の表情にも憂うれいがよぎった。

　唯里は、十三式斬魔大剣ハイデンレースラインを上う手まく使いこなしている。敵の動きを封じるのに適した十三式は、攻撃よりも防御に長たけた唯里の性格に合っているのだろう。

　魔ま獣じゆうの足止めという目的と、武器の相性も悪くない。

　だが、完全に動きを封じるには、この魔獣はあまりにも巨大すぎた。

　四し肢しを縫ぬい留とめられて動けなくなった魔獣が、首筋から生えた無数の触しよく手しゆで攻撃してくる。

　十三式斬魔大剣ハイデンレースラインを敵の足止めに使っている唯里には、自分の身を護まもる手段がない。

「唯里っ──！」

「え!?」

　志緒が絶叫し、唯里は頭上から打ち下ろされる触手を見上げて硬直した。

　だが、共鳴破は砕さいの衝しよう撃げきが唯里を襲おそうことはなかった。絶望に見開かれた唯里の瞳ひとみに映ったのは、断ち切られて宙を舞う触手たちと、深紅の波は状じよう剣けんを振り下ろした白はく髪はつの少女の後ろ姿だ。

「〝炎喰蛇ハウラス〟！」

　切断されてなおも地面でのたうつ触手へと、雫しず梨りが剣を突き立てる。魔力を喰くらうという魔剣に力を奪うばわれ、触手は今度こそ動きを止めた。

　焼け焦げた制服の代わりに、雫梨が着ているのは丈たけ長ながの白いコートだ。ほほほほ、と彼女は高らかに笑って、

「危き機き一いつ髪ぱつでしたわね。病院にいる優ゆ乃のさんに、〝炎喰蛇ハウラス〟を預けておいたのは正解でしたわ。さあ、安心なさい。聖団ギゼラの修女騎士パラデイネスたるこのわたくしが来たからには──」

「カス子ちゃん!?」

「……カ、カス子ちゃん……？」

　雫梨が、横よこっ面つらを殴られたような情けない表情でよろめいた。

　文句を言いたくても、唯里はそもそも雫梨の本名を知らないのだ。そのせいでカス子呼ばわりされても抗議できない雫梨は、その鬱うつ憤ぷんを晴らすように、魔獣の触手を次々に斬きり裂いていく。

　十三式斬魔大剣ハイデンレースラインによる足止めと、〝炎喰蛇ハウラス〟の防御──その組み合わせで魔ま獣じゆうを止められるのではないかと、志し緒おたちは一いつ瞬しゆん期待した。

　そんな志緒たちを嘲あざ笑わらうように、魔獣の全身が青白い燐りん光こうに包まれる。精せい霊れい炉ろから吐き出された霊気の輝かがやきだ。

「まだ成長するのか……！」

　矢や瀬ぜが声を洩もらした。全身の筋肉をメキメキと軋きしませて、魔獣の輪りん郭かくが膨ふくれ上がる。

「駄だ目め……もう保もたない……！」

　剣けんの柄つかを握にぎりしめていた唯ゆい里りが、苦く悶もんの声を洩もらす。

　その直後、魔獣の四し肢しに絡からみついていた十三式斬魔大剣ハイデンレースラインの刃やいばが、あちこちで断裂した。魔獣の急激な成長に、武ぶ神しん具ぐが耐えきれなかったのだ。

「いくら斬きっても、キリがありませんわ！」

　同時に雫しず梨りも悲鳴を上げていた。

　たしかに〝炎喰蛇ハウラス〟は未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを斬り裂くことができるが、それを操っている雫梨自身は生なま身みなのだ。いくら鬼族オグレスの肉体が頑がん丈じようでも、魔獣の共鳴破は砕さいを、まともに喰くらえばひとたまりもない。それなのに魔獣は、信じられない増ぞう殖しよく速度で、切断されたはずの触しよく手しゆを増やしていく。

「──にゃぁっ！」

　ついに限界を超えた雫梨が、頼りない悲鳴とともに背後へと吹き飛ばされていた。触手の直撃はかろうじて防御したものの、共鳴破砕によって爆ばく発はつ四し散さんした床材の破片を浴びたのだ。

「カス子ちゃん!?」

　唯里が悲鳴混じりに呼びかける。しかし雫梨がふらつきながら起き上がるよりも、魔獣の追撃のほうが速かった。横殴りに迫ってくる巨大な触手を、雫梨は、焦点の合わない瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　そして眩まばゆい銀色の閃せん光こうが、雫梨の視界を駆け抜けた。

　切断された触手が、自らの勢いと遠心力で遠くへと吹き飛んでいく。

　膝ひざ立だちのまま息を吞のむ雫梨の前に、ふわり、と小柄な少女が着地した。

　彼女が握にぎっていたのは、神しん格かく振しん動どう波はの輝きに包まれた銀色の槍やりだ。

「雪菜ゆつきー？」

「姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な!?　その槍は……!?」

　唯里と志緒が愕がく然ぜんとうめく。雪菜が、壊れたはずの〝雪せつ霞か狼ろう〟を使ったことに動揺したのだ。

　しかし雪菜は、驚おどろく唯里と志緒を、少し困ったように一瞬だけ見返して、

「直りました」

「え!?　ちょっ……」

「直りましたって……」

　そんな簡単に言われても、というふうに途方に暮れる唯ゆい里りと志し緒お。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、彼女たち二人は更さらなる驚きよう愕がくに見舞われた。魔ま獣じゆうの攻撃により立ちこめた土つち煙けむりの中から、雪ゆき菜なとそっくりの少女を連れた古こ城じようが現れたからだ。

　着ている制服はもちろん、顔立ちも体格も、並べて比べても見分けがつかないほどよく似ている。唯一違いがあるとすれば、瞳ひとみに宿った悪戯いたずらっぽい輝かがやきだけだ。

　もっとも彼女は彼女で唯里と志緒を見つめて、「若っ……」と驚おどろいていたりもするのだが。

「遅おせえぞ、古城」

　有脚戦車ロボツトタンクの背中から、矢や瀬ぜが古城に呼びかけた。学校帰りの待ち合わせのような、気負いのない挨あい拶さつの声だった。

「悪い。待たせた」

　古城も平然とそう答えて、成長を続ける未ア確ン認ノ魔ウ獣ンへと向き直る。

「状況は？」

「よくねえな。魔獣の細胞増ぞう殖しよく速度が速すぎて手に負えねえ。あいつの体内に取りこまれた精せい霊れい炉ろを止めるしかないんだが──」

　矢瀬が苦々しげな口調で言った。古城はその説明で、おおよその状況を理解する。

　体内に精霊炉を取りこんだことで未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは急激に成長し、異常なまでに活性化しているのだ。いまだに膨ぼう大だいな霊力を吐き出し続ける精霊炉をどうにかしない限り、魔獣を大人しくさせることも斃たおすことも不可能、というわけだ。

「精霊炉だけなら、私の六式降魔弓・改フライクーゲル・プラスで消滅させられる。ただ、これだけの巨体だと、肝心の精霊炉の位置がわからない」

　握にぎりしめた弩おおゆみに視線を落として、志緒が言った。そういうことか、と古城はうなずく。

「要するに精霊炉を剝むき出しにできればいいんだな？」

　大おお雑ざつ把ぱな理解だが、どのみち細かい作戦を立てられる状況ではない。自分がやるべきことがわかっていれば、それで十分だ。

「さっきみたいな自じ爆ばく技わざはもう通用しないぞ！」

「わかってるって」

　不安そうに念押ししてくる志緒を、古城は苦笑混じりに見返した。

　さすがにあそこまで成長されてしまうと、体内にちょっとやそっとの魔力をぶちこんだところで、あの魔獣を斃せそうにない。最悪、第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうすべてを吸収されてしまうという不安すらあった。

　だからといって、ほかに有効な策をすぐに思いつくはずもない。どうしたものか、と頭を捻ひねる古城に、雫しず梨りがふと思い出したように訊きいてきた。

「それよりも、古城、身体からだはもう大丈夫なんですの？」

「え？　ああ、まあ、なんとかな」

　あまりにも回復が早すぎないか、と疑う雫しず梨りに、古こ城じようは誤ご魔ま化かすことを忘れて、うっかり真ま面じ目めに答えてしまう。

「古城くんたち……まさか……」

　唯ゆい里りが疑惑の表情で呟つぶやいた。戦せん闘とうを続けている雪ゆき菜なの背中をちらりと眺ながめ、それから古城へと視線を戻す。古城は無意識に口元を押さえて目を逸そらす。

　そんな古城を、寒々しい目つきで眺ながめる雫梨と志し緒お。

　雪菜とそっくりの顔の少女は、クスクスと声を殺しながら笑っていた。
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　かつて未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーと呼ばれていた魔ま獣じゆうは、苦しんでいた。

　彼に与えられた本能プログラムはふたつ。魔力を喰くらい続けること。成長を続けること。それだけだ。

　そして彼は、その本能プログラムを忠実に実行してきた。より強い魔力を求めて絃いと神がみ島じまに上陸し、精せい霊れい炉ろを体内に取りこんだ。己の仲間を喰らい、喰らわれ、互いに融ゆう合ごうして新たな成長を遂げた。

　彼は、今や自分がこの島で最強の生物であることを理解していた。だが、それでも本能プログラムは、彼により強くなることを求めている。

　そうやって際限なく成長を続けていった先になにがあるのか、彼にはもちろんわからない。

　なぜ自分が存在するのか、誰だれが、どうして自分を生み出したのか、なんのために成長を続けなければならないのか、彼にはなにもわからない。そのような疑問は、彼の本能プログラムにとっては無価値な問題なのだ。それなのに彼の肉体は、疑問の答えが出ないことに苛いら立だちを覚えている。自分の生命に価値がない、という事実に苦悩を感じている。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、咆ほう哮こうした。

　精霊炉の霊力によって急激に肥大したことで、彼の肉体には歪ひずみが生じていた。

　巨大すぎる肉体はもはや魔力なしでは重力に抗あらがうこともできず、身じろぎするだけで全身が苦痛を訴えてくる。急激な成長は細胞の老化を引き起こし、しかし過剰な再生能力は、細胞の死を許さない。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは絃神島最強の生物であり、同時にもっとも脆ぜい弱じやくな生物なのだ。

　肉体の苦痛と精神の虚きよ無む──そのふたつが未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを苦しめている。

　だからこそ彼は目につくものすべてを破壊しようと決意する。

　小さき生き物たちを蹂じゆう躙りんし、すべてを喰らい尽くそうと。自分の生命が無価値であるのなら、世界のすべてを等しく無価値にしてしまえばいいのだと──

　そう決意した魔獣の頭上に、奇妙ななにかが現れる。

　それが、自分の知らない強大な魔力源だと気づいて、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは戦意を漲みなぎらせた。

　細胞の刻まれた本能プログラムのままに──

「疾きくや在がれれ、〝夜摩の黒剣キフア・アーテル〟！」

　地下街の天井に穿うがたれた巨大な穴から、黄昏たそがれの空を仰あおいで古こ城じようが吼ほえる。

　撒まき散らされた魔ま力りよくは空間を歪ゆがめ、やがて巨大な剣を虚こ空くうに生み出した。

　高度千メートルの高さにありながら、肉眼でくっきりとその姿が見える、優ゆうに刃渡り百メートルを超える馬ば鹿かげた大たい剣けんだ。その正確な形は三さん鈷こ剣けんと呼ばれる古代の武具。神々が使ったといわれる降こう魔まの利り剣けんである。

　第だい四よん真しん祖その七番目の眷けん獣じゆう。意思を持つ武器インテリジエント・ウエポン──裁きの剣だ。

「駄だ目めだ、暁あかつき古城！　意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンとはいえ、実体は魔力の塊かたまりだ。眷獣をぶつけても、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに喰くわれるだけだぞ！」

　志し緒おが慌あわてて古城を止めた。

　古城が召しよう喚かんした剣けんの眷獣は、重力を操る能力を持っている。巨体に加えて、落下の加速度すら自在に操れるということだ。その質量と加速が生み出す衝しよう撃げきは、かつて絃いと神がみ島じまの人工島ギガフロートを半壊させたことすらある。だが、それだけの破壊力をもってしても、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを斃たおせる可能性は低かった。

「そうだな。ただの意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンだけならな」

　志緒の指摘に同意して、古城は意味ありげに微笑ほほえんだ。

「なに……!?」

　古城の全身から噴ふき出した更さらなる魔力に、志緒は今度こそ絶句した。すでに未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは精せい霊れい炉ろを手に入れている。この上、新たに第四真祖の眷獣まで取りこんでしまったら、いったいどんな化け物が生まれるか想像もつかない。ましてや眷獣が二体に増えれば、その危険度は何倍にも跳ね上がる。

　おまえもなんとか言ってやれ、と志緒が雪ゆき菜なに目を向けるが、雪菜は穏おだやかに微笑んだだけだった。彼女とて、古城がなにをしようとしているのか、事前に聞かされていたわけではないはずだ。それなのに古城の判断を、無条件に信じているらしい。

　ふと見れば、唯ゆい里りや雫しず梨りも雪菜によく似た、諦あきらめとも信頼ともつかない表情を浮かべている。なんなんだこれは、と志緒は戸惑う。もしかして私が間違っているのか──と。

「疾きくや在がれれ、〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟！」

　古城が召喚した二体目の眷獣は、紫の炎に包まれた人喰い虎マンテイコアだった。尾は蠍さそり。背中には翼つばさ。志緒が初めて目にする眷獣だ。

　しかし古城は人喰い虎マンテイコアを、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンにぶつけようとはしなかった。代わりに空への上昇を命じる。地上に向けてゆっくりと落ちてくる剣の眷獣と、人喰い虎マンテイコアの軌道が交差する。

　二体の眷獣の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。

　漆しつ黒こくの大剣が紫の炎に包まれ、巨大な刃やいばには浮き彫りのように蠍の尾が刻まれる。二種類の異なる魔力が絡からみ合い、混じり合い、そして新たな眷けん獣じゆうの姿へと変わる。

「この技、アルデアル公の……！」

「眷獣を融ゆう合ごうさせたのか……!?」

　唯ゆい里りと志し緒おが同時に叫んだ。二体の眷獣を融合させて、より強力な眷獣を生み出す技術──それは〝戦せん王おう領りよう域いき〟の貴族、ディミトリエ・ヴァトラーだけが使えるといわれた技だった。かつてヴァトラーはその能力をもって、古こ城じようを消滅ギリギリまで追い詰めたのだ。

「ぶっつけ本番だけど、上う手まくいったな。さすがに目の前であれだけ何度も見せつけられれば、いくら俺おれでもやり方を覚えるぜ、ヴァトラー！」

　強引な融合の反動で額ひたいに脂あぶら汗あせを滲にじませながら、古城は牙きばを剝むいて微笑ほほえんだ。

　紫の炎に包まれた大たい剣けんが加速する。だがそれは、剣の眷獣の本来の能力からすれば、むしろ緩ゆるやかとすらいえる速度だった。相手は、魔ま獣じゆうとはいえ生物だ。人工島ギガフロートを破壊するほどの威力は必要ない。それでも十分に脅きよう威いといえる加速度で地上へと撃ちこまれた大剣は、易やす々やすと未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体を引き裂いた。

「やった……」

　雫しず梨りが歓喜の呟つぶやきを洩もらした。

　紫の炎に包まれた人喰い虎マンテイコア──〝蠍虎の紫シヤウラ・ヴイオーラ〟は、毒を操り、魔力を奪うばう能力を持つ眷獣だ。古城はその人喰い虎マンテイコアを融合させることで、漆しつ黒こくの大剣に同じ能力を与えた。

　魔力を奪う剣の眷獣からは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンも魔力を奪えない。胴体を貫かれ、地上に縫ぬいつけられたせいで身動きもできない。人喰い虎マンテイコアが生み出す猛毒が、魔獣の全身に回っていく。その苦痛から逃れようと、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、自らの肉体を引きちぎって大剣を振り解ほどこうとした。

　皮膚が裂け、筋肉がちぎれ、内臓の一部が露ろ出しゆつする。

　その中に埋めこまれた精せい霊れい炉ろが、ほんの一いつ瞬しゆんだけあらわになる。

「見えた！」

　志緒が、呪じゆ力りよくを装そう塡てんした弩おおゆみを構えた。

　空間を削り取る六式・改の呪術砲撃ならば、精霊炉を安全に破壊できる。

　だがそれは、精霊炉の中心に直撃させるというのが絶対条件だ。中途半端に炉ろ心しんに傷をつけると、そこから洩もれ出した精霊が、爆ばく発はつ的な霊力を一度に撒まき散らすことになる。

「駄だ目めだ。再生が速すぎる！」

　砲撃しようとする志緒を、矢や瀬ぜの有脚戦車ロボツトタンクが制止した。引きちぎられた未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの筋肉が凄すさまじい勢いで再生し、精霊炉の姿を覆おおい隠していく。

　志緒が悔しげに小さく唸うなる。

　慣れない融合眷獣を使ったせいで、暁あかつき古城の消耗が激しい。同じレベルの攻撃を、もう一度繰り返せるとは思えない。このまま未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが完全に再生を終えたら、あの魔獣を斃たおす機会は今度こそ永遠に失われる。

　恐怖に押おし潰つぶされそうになる志し緒おの隣となりで、だが、暁あかつき古こ城じようは猛たけ々だけしく笑っていた。

「──獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる」

　澄すんだ声が、歌を奏かなでるように美しく祝詞のりとを紡ぎ出す。かつてなく清せい冽れつな神しん格かく振しん動どう波はの気配に、ほんの刹せつ那な、志緒は焦りを忘れた。

「姫ひめ柊らぎ……雪ゆき菜な……」

　勝利を授ける巫み女このように、雪菜が舞っている。彼女が握にぎる槍やりの穂ほ先さきには緻ち密みつな魔ま術じゆつ紋もん様ようが浮き上がり、美しい光を放っていた。損傷する前の〝雪せつ霞か狼ろう〟にはなかった現象だ。そして、その状態の槍から放たれる破は魔まの輝かがやきは、かつてのものよりも遥はるかに眩まばゆく澄すみ切っている。

「破魔の曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ！」

　雪菜の身体からだが宙を舞った。未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体を駆け上がり、後頭部の死角へと銀色の槍を深々と突き立てる。ちっぽけな人間の手によって生み出された予期せぬ衝しよう撃げきに、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体が身み悶もだえした。

「そうか、魔力を無効化して再生を阻害するつもりか……」

　矢や瀬ぜが、かすかに声を弾ませて呟つぶやく。

　通常の生物ではあり得ない魔ま獣じゆうの再生能力を支えているのは、細胞内に蓄積した魔力である。しかし雪菜の槍は、その魔力を消滅させる。その結果、魔獣の傷の再生速度は、はっきりと目に見えて低下していた。

「いや、それだけじゃない──！」

　剣の眷けん獣じゆうに斬きり裂かれた魔獣の傷口を睨にらんで、志緒が叫んだ。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの骨格がギシギシと軋きしんで、皮膚や筋肉のあちこちが断裂を始めていた。肉体を強化するための魔力供給が絶たれたことで、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体が、重力に抗あらがいきれなくなったのだ。このままでは自分自身の質量に押おし潰つぶされて、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは自滅する。

　魔力を奪われる苦痛に耐えかねたように、魔獣が激しい雄お叫たけびを上げた。己の背中に槍を突き立てる雪菜へと、魔獣が触しよく手しゆを叩たたきつけてくる。

「やらせない！」

「邪じや魔まはさせませんわ！」

　鞭むちのようにしなる液体金属の刃やいばと、炎のように波打つ深紅の刃が、雪菜の背後で煌きらめいた。

　動けない雪菜を救ったのは、消耗し、傷ついていたはずの唯ゆい里りと雫しず梨りだ。彼女たちが剣を振るうたびに、津波のように襲おそい来る魔獣の触手たちが、ことごとく空中で断ち切られていく。

　唯里たちの援護を得た雪菜が、槍へと流しこむ霊力を増す。神格振動波を流しこまれた魔獣の血管が白く輝き、それはひび割れのように魔獣の全身へと広がった。

　剣の眷獣に魔力を喰われ、銀の槍にも魔力を無効化されている。胴体の中央を大剣に貫かれ、肥大化した肉体が重力に軋む。だが、それでも魔獣は倒れない。

「ここまでやっても足りないのか……！」

　古こ城じようの声には、驚おどろきよりも感嘆が混じっていた。

　精せい霊れい炉ろから供給される霊力を頼りに、魔ま獣じゆうはゆっくりと、だが確実に再生を続けている。信じられないほど強きよう靭じんな生命力だ。白衣の双子が得意がる気持ちに、今なら共感できなくもない。

　しかし素直に感心していられる状況でもない。

　あと一歩で未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは無力化できるのだ。だが、その一歩が届かない。ジリジリと消耗していく己の体力に、古城は追い詰められていく。

「おおう、みんな派手にやってるねえ」

　そんな古城の心境を知ってか知らずか、偽にせ雪ゆき菜なが吞のん気きな口調で言った。

「おまえ……！」

　まだいたのか、と古城は八つ当たり気味に彼女を睨にらみつける。しかし偽雪菜は、恨みがましい目つきの古城を、やけに愉たのしげに見返して、

「わたしの用はもう済んだんだけど、アフターサービスで少しだけ手伝ってあげちゃおっかな」

「なに……？」

　古城が啞あ然ぜんとして見守る中、ダンスのステップを踏むような軽やかな足取りで、偽雪菜が魔獣に近づいてく。そんな彼女の右腕が、突然、濃のう密みつな魔力の渦うずに包まれた。

「〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の血けつ脈みやくを継ぎし者、暁あかつき零れい菜なが、汝なんじの枷かせを解き放つ──！」

　偽雪菜の呟つぶやきは、荒れ狂う魔力の暴風にかき消されて古城たちの耳には届かない。しかし、彼女がなにをしようとしているのかは、今や誰だれの目にも明らかだった。

　そう。彼女は、吸血鬼。古城はそのことを思い出す。

「疾く在れおいで、〝槍の黄金ハスタ・アウルム〟！」

　頭上に掲かかげた偽雪菜の手の中に、彼女の眷けん獣じゆうが姿を現す。

　それは黄金に輝かがやく一ひと振ふりの槍やりだった。金色の槍の眷獣だ。

「そいつも意思を持つ武器インテリジエント・ウエポンか……！」

「正解あたり！」

　偽雪菜が笑顔で跳ちよう躍やくした。雪菜から見た反対側──猛たける魔獣の喉のど元もとを目がけて、金色の槍を突き立てる。黄金の輝きが眩まばゆさを増し、その輝きに吞のまれるように、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの体内からごっそりと魔力が消失した。

　槍の眷獣の権けん能のうは、魔力の無効化──〝雪せつ霞か狼ろう〟と同じ能力なのだ。

「精霊炉が！」

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの背中で、雫しず梨りが叫んだ。

　古城の眷獣に斬きり裂かれた魔獣の傷口が開いていく。大量の魔力を失ったことで、ついに、回復速度が負傷に追いつかなくなったのだ。

　断裂した筋きん繊せん維いの隙すき間まから、肋ろつ骨こつの内側にある精せい霊れい炉ろの姿がはっきりと見えている。

「志し緒おちゃん！」

　唯ゆい里りが親友の名前を呼ぶ。

　志緒はうなずき、残された呪じゆ力りよくをすべて弩おおゆみに注ぎこんだ。

「獅し子しの舞ぶ女じよたる高たか神がみの真ま射い姫ひめが請こい奉たてまつる！」

　祝詞のりとを唱えながら、志緒は走りだす。

　精霊炉を確実に射抜ける場所、魔ま獣じゆうの腹の下へと──

　ありったけの呪力を装そう塡てんされた弩おおゆみを、剝むき出だしになった精霊炉へと向ける。志緒は引き金にかけた指に力を入れる。武ぶ神しん具ぐ二基ぶんの呪術回路が起動し、その砲ほう口こうが閃せん光こうを吐き出した。

「雷霆ひかり、あれ──！」

　音もなく伸びていく閃光の矢が、精霊炉の炉ろ心しんを正確に貫いた。

　爆ばく発はつは起きない。球形の炉心の周しゆう縁えん部ぶだけを残して、内包された高次元エネルギー体ごと、精霊炉が消滅する。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが、苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げて横倒しに倒れた。今度こそ志緒たちの攻撃が効いたのだ。

　倒れてくる魔獣の下した敷じきになりそうになった志緒を、矢や瀬ぜの有脚戦車が庇かばった。魔獣の質量に耐えかねて、有脚戦車が圧あつ壊かいする。だが、戦車が潰つぶれるまでのほんの一いつ瞬しゆんに、矢瀬と志緒は、かろうじて脱出に成功した。

　古こ城じようが眷けん獣じゆうの召しよう喚かんを解除する。融ゆう合ごう眷獣の制御はすでに限界だったのだ。

　そんな古城の隣となりに、雪ゆき菜なが着地した。限界以上に呪力を放出したせいで、彼女も息が上がっている。呪力を使いきった志緒はもちろん、唯里や雫しず梨りの体力ももう限界だ。

　一方、精霊炉を失った未ア確ン認ノ魔ウ獣ンは、いまだに沈黙していなかった。

　傷つき弱った細胞をまるで脱皮するように脱ぎ捨てて、大型未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの体内から、無傷の魔獣が這はい出してくる。それは同族なかまに喰くわれたはずの未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーだった。大型未ア確ン認ノ魔ウ獣ンに比べて全長は半分以下に縮んでいるが、その姿は余計に獰どう猛もうさを増していた。切断された触しよく手しゆも復活している。

「精霊炉がなくなっても、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンそのものは健在か。そりゃそうだわな」

　古城がうんざりしたように舌打ちした。雪菜が槍やりを構えるが、彼女が戦える状況ではないのは明らかだった。それは雫梨たちも同じことだ。

　だからといって、このまま魔獣を地上に出すにはいかない。戦力を消耗しているのは、特区警備隊アイランド・ガードも同じだからだ。

　仕方ないか、と古城が右腕を前に伸ばす。新たな眷獣を喚よび出そうとしたのだ。

　だが、その腕を偽にせ雪菜が横からつかんできた。

　古城の心を読み取ったように、彼女は首を横に振る。

「駄だ目めだよ、古城君。あのでかいのを龍蛇の水銀メルクーリたんで吞のみこんだりしたら、次元の穴がシャレにならないことになるから！　下へ手たしたら世界中に影えい響きようが出るよ！」

　偽にせ雪ゆき菜なの言葉に、古こ城じようは反論しなかった。古城が喚よび出そうとした眷けん獣じゆうの正体を、彼女は正確に見抜いていたのだ。

　第だい四よん真しん祖その三番目の眷獣、〝龍蛇の水銀アル・メイサ・メルクーリ〟は、六式・改と同じく、空間を削り取る能力を持っている。より正確にいえば、古城の眷獣の攻撃は、空間だけでなく、すべての次元のあらゆる存在に対して適用される。

　どれほど未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが強力な再生能力を誇ろうとも、魔ま獣じゆうの肉体が細胞という物質に依存している以上、古城の眷獣は、確実に相手を屠ほふることができるだろう。

　しかし古城の眷獣は強力すぎるぶん、周囲に及ぼす影えい響きようも大きい。あれほどの巨体を、完全に吞のみこむほどの穴を空間に穿うがってしまったら、どんな反動がでるか想像もつかなかった。

　空間の歪ひずみが、地ち殻かくや重力にまで影響を与えたら、偽雪菜の指摘どおり、世界規模の災害を招くことになりかねない。古城が次じ元げん喰ぐいの眷獣で未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを攻撃しなかったのは、それが理由だったのだ。

「だけど、ほかにあいつを斃たおす方法があるのか？」

　古城が苦い表情で訊きき返した。

　偽雪菜は、緊張感のない表情で明るく笑う。

「おもちはおもち屋さんに任せるのがいいんじゃないかな？」

「もち屋？」

　なんだそれは、と古城は偽雪菜を見返した。

　偽雪菜は、黙って右手を上げる。彼女が指さした先にいたのは、古風な黒いセーラー服を着た黒髪の少女だった。太たい史し局きよくの六りく刃じん神しん官かん。魔獣退治の専門家だ。

「妃き崎さき──！」

　魔獣の正面に歩み出る霧きり葉はを、古城は困惑しながら見つめた。

　霧葉が握にぎっていたのは、いつもの双叉槍スピアフオークではなかった。

　鋼はがね色いろの穂ほ先さきを持つ巨大な突ラ撃ン槍スだ。槍やりの全長は霧葉の身長の倍以上。直径は最大で五十センチほど。重量は百キロを軽く超えているだろう。

　いくら霧葉でも、そんなものをまともに振り回せるとは思えない。しかし未ア確ン認ノ魔ウ獣ンの巨体を前にして、その重厚な突ラ撃ン槍スの威容は、奇妙に頼もしくも感じられた。

「礼を言うわ、暁あかつき古城。それに獅し子し王おう機き関かん」

　ありがとう、と霧葉の唇くちびるが動いた気がした。

　あの霧葉が感謝の言葉を口にしたという事実に、古城はかつてない衝しよう撃げきを覚える。

　しかし彼女がそんな殊しゆ勝しような態度を見せたのは、幻のようなほんの一いつ瞬しゆんのことだ。

　妖よう艶えんな瞳ひとみに殺意を滾みなぎらせ、唇を美しく吊つり上げて霧葉は笑う。

「おかげであいつをぶち殺せる！　甲型呪装単槍フラツト！」

「なっ……!?」

　叩たたきつけてくるような爆ばく風ふうを浴びて、古こ城じようはよろよろと後退した。

　それは超音速の砲弾が生み出す、爆発的な衝撃波だった。霧きり葉はが構えていた突ラ撃ン槍スが、閃せん光こうとともに撃ち出されたのだ。魔ま族ぞくである古城の視力をもってしてもとらえきれない、瞬しゆん時じの出来事だ。

「電磁投射砲ＥＭＬか……！」

　矢や瀬ぜが興味深げに呟つぶやきを洩もらす。火薬ではなく、電でん磁じ誘ゆう導どうによって弾体を射しや出しゆつする射出兵器。軍ぐん用よう艦かんの艦かん砲ぽうシステムとして開発されたその電磁投射砲ＥＭＬを、対魔ま獣じゆう用として小型化したのが、太たい史し局きよくの甲型呪装単槍フラツトなのだろう。

　魔力によって強化された強きよう靭じんな筋肉を、圧倒的な弾速によって貫くという、ある意味でシンプルな、それゆえに効果的な武器だった。

「甲型呪装単槍フラツトの弾体にこめられた呪じゆ詛そは、対象の魔力を利用して発動、拡散する──つまりⅨナイン４フオーは自らの魔力で自らを死に至らしめるということ」

　役目を終えた槍やりの柄つか──射出装置を乱暴に投げ捨てて、霧葉は気け怠だるげに髪をかき上げた。

「さすがに精せい霊れい炉ろで無む尽じん蔵ぞうに魔力が供給されてる状態では呪詛が打ち消されて使えなかったのだけど、今なら──」

　霧葉の言葉が終わる前に、鈍い地じ響ひびきが大地を揺らした。まるで起き上がる力を失ったように、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンが倒れこんだのだ。

　咆ほう哮こうしようとした魔獣の喉のどから、ヒュウヒュウと弱々しい悲鳴が洩もれた。

　その細胞が色素を失い、パラパラと砂のようにこぼれ落ちていく。高い増ぞう殖しよく能力を持つからこそ、ひとたび呪詛が全身に回り始めると、細胞の崩ほう壊かいは速かった。

　魔獣は弱々しく瞼まぶたを閉じて、それきり眠るように動くのをやめた。

　触しよく手しゆの先を何度か最後に痙けい攣れんさせ、そして今度こそ完全に沈黙する。

「これで終わり、ですの……？」

　ぺたん、と地面に座りこんだ雫しず梨りが、拍子抜けしたように呟いた。

「結局、美お味いしいところだけ持って行かれた感じだな」

　矢瀬が、さんざん苦労させられた恨み言を口にする。たしかに時間稼ぎをすると申し出たのは矢瀬たちだが、それにしても上う手まく利用されたという印象は拭ぬぐえない。

　しかし霧葉は、悪びれることなく微笑ほほえんで、

「魔獣退治は、太史局わたしたちの管かん轄かつよ。あなたたちにはあなたたちの仕事があるでしょう？」

　違って、と尋ねてくる霧葉を、古城は苦笑混じりに見返した。

　そう。古城にはまだ、借りを返さなければならない相手が残っている。夜の帝国ドミニオンの領主として。そして兵器として生み出された哀れな魔獣の同類なかまとして──

「ああ、そうだな。ここから先は、俺おれの戦争ケンカだ」

　瞳ひとみに深紅の炎をたたえて、古こ城じようが言った。

　そんな古城の隣となりに寄り添うように立って、微笑ほほえんだのは雪ゆき菜なだった。彼女が伸ばした左腕に、一羽の鳥が舞い降りてくる。金属で出来たハゲワシだ。

「いいえ、先輩。わたしたちの聖戦ケンカです」

　猛もう禽きんの式しき神がみを撫なでながら、雪菜は力強く告げてくる。

　息の合った二人の様子を遠目に眺ながめて、雪菜と同じ顔をした少女は、なぜか愉たのしそうに笑っていた。
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　人工島東地区アイランド・イーストの目立たない一角。運河沿いに建つ、小さな倉庫の中に彼らはいた。カイルとキーリー──白衣を着た双子の魔ま導どう技ぎ師しだ。

　バス二台がギリギリ収まる程度の建物の中には、魔ま獣じゆうを培ばい養ようするための設備や、分析機器が所狭しと詰めこまれている。奥の壁には十数枚のディスプレイが整然と貼はりつけられて、島内に仕掛けた監視カメラや無人撮影機の映像を映していた。計測機器のモニタに表示されているのは、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨナイン４フオーに埋めこんだ各種センサーの情報だ。

　だが、そのセンサーからの通信は、一時間ほど前から完全に途絶えている。心拍数、血圧、ともにゼロ。それは未ア確ン認ノ魔ウ獣ンⅨ４が、完全に駆除されたことを示していた。

「あり得ない……太たい史し局きよくはどんな方法を使ったんだ!?　細胞の一いつ片ぺんも残さずにⅨ４を消滅させるなんて……！」

　白衣の男──カイルが、沈黙したままの計測装置を殴りつける。

　たかだか数人の攻魔師と吸血鬼ごときに、彼らが生み出したグレードⅨナインの魔獣が滅ぼされた。予想もしなかったその事実が、彼を激しく苛いら立だたせている。

「いや、それよりも、問題は第だい四よん真しん祖そだ。あいつのせいで、Ⅸ４の観察を中断する羽目になってしまった。こんな映像なんかじゃなく、現場でⅨ４の最さい期ごを見届けていれば……くそっ！」

　カイルの表情が屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。実際には、第四真祖になにをされたというわけでもない。彼はただ、暁あかつき古こ城じようの迫力に恐怖してしまっただけなのだ。その恐怖心は今も身体からだの芯しんに残って、魔導技師としての彼の誇りを苛さいなんでいる。

　そんな彼を白衣の女──キーリーが鬱うつ陶とうしげに見下ろした。

「落ち着きなさい、カイル。実験は成功よ。少なくとも獅し子し王おう機き関かんや、太史局の機密兵器のデータは手に入ったわ。きっと総そう帥すいも喜んでくださるはず」

「そうだね、キーリー……この島にはもう用はない。さっさとデータを持って脱出しよう」

　カイルが、無理やり自分を納得させるようにうなずいた。

　Ⅸ４は斃たおされたが、開発過程で得られた資料は残っている。〝炎喰蛇ハウラス〟や七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの貴重な戦せん闘とうデータも手に入れた。それらを元に改良を重ねれば、やがてグレードⅨナインを超えるグレードⅩテン──神々の生物兵器を、自分たちの手で生み出すことも可能だろう。第四真祖や絃いと神がみ市し国こくへの復ふく讐しゆうを果たすのは、それからでいい。

　そんなことを考えながら、カイルは実験データをポータブル・ストレージに移そうとした。しかし彼の操作に、機材が反応しない。どういうことだ、と双子が同時に眉まゆを寄せ、まるでそれを待ち構えていたかのように、実験機材のスピーカーが起動した。

『それは無理だと思うわよ。上司に褒ほめてもらうのも、この島から脱出するのも』

　聞こえてきたのは、どこか冷ややかな少女の声だった。聞き覚えのない声だ。

「──誰だれ!?」

　キーリーが怯おびえたように訊きき返す。しかし声は、彼女を無視して一方的に続けた。

『第一に、あなたたちの雇い主──ＭＡＲバイオニクス社は、あなたたちとの契約を解除し、損そん害がい賠ばい償しようを求めて訴そ訟しようを起こしたわ。理由は、あなたたちが送りつけたデータの中身が悪質なコンピューターウイルスだったから』

「ウイルス……ですって」

　キーリーが声を震ふるわせた。カイルが弾はじかれたようにデスクに向き直り、目に付く機材を片っ端から操作していく。しかし機材はどれひとつ反応しない。ディスプレイに映し出されたのは、不細工なぬいぐるみの画像だけだ。

　手に入れたはずの実験データが、すべて無意味な情報に書き換えられてしまっている。おそらくＭＡＲバイオニクスの本社でも、同様の現象が起きたのだ。何者かが仕掛けたウイルスによって──

『ＭＡＲバイオニクスの損害額は数兆円規模。株券の価値は紙切れ同然。下へ手たしたら明日にも倒産するんじゃないかしら。あなたたちは刑事訴そ追ついも覚悟しておいたほうがいいわよ。絃いと神がみ市し国こくは株の空から売うりでがっつり儲もうけさせてもらったけど。魔ま獣じゆうの被害を埋め合わせる程度にはね』

　少女はそう言って愉たのしそうに笑った。その言葉で、双子は彼女の正体に気づく。

　冷静に考えれば、わかりきったことだった。世界最高水準のセキュリティを誇るＭＡＲの極秘回線に割りこんで、ウイルスをばらまくことができる人物。そんな化け物は一人しかいない。

「まさか……まさか、おまえがデータの中身をすり替えたのか!?　電子の女帝！」

『第二に、あなたたちはこの島からは出られない』

　激げつ昂こうするカイルの言葉をさらりと聞き流して、藍あい羽ば浅あさ葱ぎが断言する。

　双子のいる建物が、轟ごう音おんとともに揺れたのはその直後だった。

　巨大な獣けものの蹄ひづめに引き裂かれたように、倉庫の壁と天井が粉々に吹き飛んだ。

　全身に暴風をまとった緋ひ色いろの双角獣バイコーンが、夜空を背景に、傲ごう然ぜんと双子を睥へい睨げいする。

「第だい四よん真しん祖その……眷けん獣じゆう……！」

　キーリーが途切れ途切れの悲鳴を上げた。

　単なる威い嚇かくだとわかっていても、間近で目にする眷獣の威圧感は桁けた外はずれだった。

　真祖の眷獣は、その気になれば、いつでも彼女たちを消滅させられる。抵抗は無意味であり、どこにも逃げ場はない。それを思い知らせるために、暁あかつき古こ城じようは、わざわざ眷獣を使って倉庫を破壊してみせたのだ。

「馬ば鹿かな……傀儡くぐつどもはなにをやってるんだ……!?」

　カイルが見張り役の傀儡ゴーレムを探す。傀儡ゴーレムに第四真祖の足止めをさせて、その間に逃走しようと考えたのだ。

　しかし振り返ったカイルが見たのは、行動不能に陥おちいって、倉庫の入り口に無造作に積み上げられた傀儡ゴーレムたちの残ざん骸がいだった。

「ちょっと物足りなかったかな。長い病院暮らしでストレスが溜たまってたんだよね」

　金属製のグローブをつけた獣じゆう人じん種しゆの少女が、傀儡ゴーレムたちの残ざん骸がいを見下ろして、パキパキと指を鳴らしている。単純な命令にしか従えない傀儡ゴーレムは、瞬しゆん時じの判断が要求される格かく闘とう戦せんには滅めつ法ぽう弱よわい。唯一の利点ともいえる打たれ強さも、関節を破壊されてしまえば意味がない。格闘技術を極めた獣人は、傀儡くぐつ兵へいにとって天敵ともいえる存在なのである。

「駄だ目めだよ、優ゆ乃の。まだリハビリ中なんだから」

　獣人の少女を援護していた小柄な銃手ガンナーの少年が、拳けん銃じゆう型の呪術投射機スペルスロワーを乱射する。無造作に撃ち放たれた呪弾は、キーリーが倉庫内に仕掛けていた侵入者防止用の罠トラツプを正確にすべて破壊した。優れた技術と魔ま術じゆつの知識、そしてよほどの経験がなければ出来ない芸当だ。

　双子は彼らの素す性じようを知っている。成長段階のⅨナイン４フオーと遭そう遇ぐうした民間攻魔師だ。取るに足らない相手だと思っていた。魔獣の戦闘力を評価するための単なるデータの一部だと。

　だが、その単なるデータに過ぎないはずの民間攻魔師が、人工島管理公社の助すけっ人ととして、双子に牙きばを剝むいている。双子は自分たちが、もはや絶対安全な観察者ではなく、狩られる側になったのだと理解した。

『──夜の帝国ドミニオンに喧けん嘩かを売って、無事で済むと思ってた？』

　藍あい羽ば浅あさ葱ぎの朗らかな声に、双子は底知れぬ恐怖を覚える。

　絃いと神がみ市し国こくは独立したばかりで、たいした戦力を保有していないと聞いていた。それなのに、未ア確ン認ノ魔ウ獣ンとの戦いを終えたあとのわずかな時間で、人工島管理公社は、これほどの攻魔師をあっさりと投入してきた。まるで夜の帝国ドミニオンの余力を見せつけるかのように。

　絃神島において真に警けい戒かいするべきだったのは、第だい四よん真しん祖そではなく、彼の周囲に集まる多様な人材だったのだ。

「カイル、およびキーリー・マツナガ──傷害、器物損壊、および特区治安維持条例違反の容疑で、あなた方を拘束します。両手を上げて、その場でゆっくり膝ひざを突いてください」

　立ち尽くす双子のすぐ背後で、声がした。

　振り返った先に立っていたのは、銀色の槍やりを握にぎった小柄な少女だ。

　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な。いくら双子が優秀な魔ま導どう技ぎ師しでも、対魔族戦闘の専門家である彼女とまともに戦えば勝ち目はない。

「くっ……！」

　キーリーが空間転移テレポートの術式を発動しようとする。カイルを連れて逃走するのは、ほぼ不可能。だが、自分一人だけなら逃げられると思ったのだ。

「無駄です」

　しかしキーリーの行動を予見していたかのように、雪菜が槍を突き出してくる。

　魔力を無効化する銀色の槍が、キーリーの足元の魔法陣をあっさりと打ち消した。そしてキーリーはなにが起きたのかもわからないまま、床に転がって雪菜に取り押さえられている。

「くっ……！」

　捕らえられた姉を見捨てて、カイルが逃走を始める。彼が向かったのは倉庫の裏口だ。だが、そこに現れた人影に気づいて、彼は、ひっ、と悲鳴を上げる。

「待たせたな。約束どおり、おまえらを潰つぶしに来たぜ」

　禍まが々まがしい覇は気きをまとった暁あかつき古こ城じようが、白い牙きばを剝むいて凶暴に微笑ほほえんだ。

「う……あ……！」

「終わりだ、オッサンっ！」

　硬直したカイルの顔面に、古城が体重を乗せた拳こぶしを思いきり叩たたきこむ。

　声もなく宙を舞った白衣の男は、半回転して顔面から床に落ちた。

　痙けい攣れんしながら意識をなくした彼を、古城が疲れた顔で見下ろす。

　絃いと神がみ市し国こくを震しん撼かんさせた魔ま獣じゆう騒そう動どうは、こうして決着したのだった。
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「古城が、融ゆう合ごう眷けん獣じゆうを使ったのですか？」

　アルディギア王国第一王女──ラ・フォリア・リハヴァインは、銀色のトレイに載せて運ばれてきたクラシカルな電話機に向かって、興味深そうに問い返した。

　彼女がいるのはアルディギア王家の離り宮きゆう。森と雪せつ原げんに囲まれた、小さくも美しい建物である。

「……成長が速すぎる……なるほど、これが彼の狙ねらいですか……」

　窓に映る青い氷河を眺ながめて、ラ・フォリアは独ひとり言ごとのような呟つぶやきを洩もらす。引き続き監視を続けるようにと言い残して、彼女はそっと受話器を置いた。

「ラ・フォリア王女……今の通信は……？」

　質問したのは、獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ──煌きら坂さか紗さ矢や華かだった。

　紗矢華は今回、王女の護ご衛えい役ではなく、日本政府からの密使としてアルディギア王国を訪れている。紗矢華が預かってきたメッセージの内容は、もちろん暁あかつき古こ城じように関するものだ。

　その暁古城が話題になっていたからには、さすがに訊きき返さずにはいられなかった。

「絃いと神がみ島じまでの魔ま獣じゆう騒さわぎは終息したそうですよ」

　電話を運んできた男装の侍じ女じよを追い払い、ラ・フォリアはゆったりと長なが椅い子すにもたれた。

　公務中ではないせいか、彼女はいつもの儀ぎ礼れい服ふくではなく、私服だった。胸元と背中が大きく開いた、シンプルな薄うす手でのナイトドレス。結い上げた美しい銀髪が首筋にこぼれて、高名な画家の手による絵画のような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。美フのレ女イ神ヤの再来との呼び名も伊だ達てではない。

「精せい霊れい炉ろを体内に取りこんだ魔ま獣じゆう──この目で見られなかったのが残念です」

「王女……！」

　事態終息の報告にホッとしたのも束つかの間ま、不ふ謹きん慎しんなラ・フォリアの言い分に、紗矢華は思わず顔をしかめる。

「ＭＡＲバイオニクス社は犯行への関かかわりを否定──ですが、役員は総辞職で事業は解体。古城たちは上う手まくやったようですね」

　ラ・フォリアはそう言って愉たのしげに微笑ほほえんだ。絃いと神がみ市し国こくに手出しをしたものの哀れな末路を、彼らは世界中に見せつけたのだ。

　複合企業体であるＭＡＲ社にとって、関連子会社のひとつやふたつが潰つぶれたところで、どれほどの損失でもないだろう。だが、少なくとも見せしめとしての効果は十分だ。

「これでしばらくはあの島も静かになるでしょう。わたくしたちにとっても僥ぎよう倖こうでした」

「あの……王女。これ、本気なのですか？」

　紗矢華が、怖おず怖おずと上うわ目め遣づかいでラ・フォリアを見つめる。

　困惑の表情で紗矢華が眺ながめているのは、彼女の手の中にある一組の書類だ。王家の名で発行された正式な招待状。そしてアルディギア航空の航空券チケツトである。

「ええ、もちろん」

　ラ・フォリアが真顔でうなずいた。訊き返すまでもなく最初からわかっていたことだった。この王女の言葉は常に本気なのだ。それがどんな悪質な冗談に聞こえたとしても。

「良い返事を期待していますよ、紗矢華」

　王女が、紗矢華を見つめてにこやかに笑いかけてくる。

　暁あかつき古こ城じよう宛あての招待状を握にぎりしめて、紗さ矢や華かは途方に暮れたような表情を浮かべている。
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　誰だれもいない早朝の教室に、少女は一人きりで立っていた。

　彼女が胸元に抱いているのは小さな紙袋だ。座席の配置図を見て、暁古城の机の位置を確かめ、机の下の物入れの中に、彼女はその紙袋をそっと押しこもうとする。

　しかし彼女は途中で動きを止めた。

　教室のドアが静かに開いて、誰かが入ってくる気配がしたからだ。

「ようやく見つけたぜ。今度はいったいなにをする気だ？」

　雪ゆき菜なにそっくりの顔立ちの少女──零れい菜なに向かって、古城が呼びかけた。

　零菜は、驚おどろいたように目を大きくして古城を見る。

「わたしがここにいるってよくわかったね、古城君」

「矢や瀬ぜからさっき連絡があってな。慌あわててやってきたんだよ」

　自分の携帯電話をかざしながら、古城が溜ため息いき混まじりに言った。

　未ア確ン認ノ魔ウ獣ンを斃たおした直後に、ふらりと姿を消した零菜のことを、古城たちはひと晩がかりで探していたのだ。おかげですっかり寝不足である。

「そっか、矢瀬っちの音響結界サウンドスケープかあ……あれは魔ま術じゆつじゃないから、厄やつ介かいなんだよねえ」

　まいったなあ、と呟つぶやいて零菜がぺろりと舌を出した。

「まあいっか……どうせ帰る前に古城君にプレゼントするつもりだったし」

「プレゼント？」

「うん。やっぱりこういうのは古城君に返すのがいちばんいいかな、って思って」

　そう言って零菜が紙袋を差し出してくる。ちょうど焼き菓子が入る程度の小さな袋だ。

　古城は警けい戒かいしながら慎重にそれを受け取った。特に重くも軽くもない。少なくとも危険物という雰ふん囲い気きではなかったことに少しホッとする。

「帰るって、おまえ、どこから来たんだ？」

　ふと零菜の言葉を思い出して、古城が訊きいた。考えてみれば、古城は彼女の素す性じようをなにも知らないのだ。彼女が雪菜に似ている理由も、魔ま獣じゆう退治を手助けしてくれた目的も。

　しかし零菜は少し困ったように窓の外に目を向けて、

「どこって聞かれると答えづらいなー。まあ、ちょっと遠いところかな。光の速さでだいたい二十光年ぶんくらい離れてるかな」

「おまえ……宇宙人だったのか!?」

「そうだね、そういうことにしておいてもいいよ」

　本気で驚く古城を見て、零菜が、ふふっ、と小さく噴ふき出す。

「そういえば、マ……雪ゆき菜なちゃんは？　一緒じゃないの？」

　きょろきょろと周囲を見回して、零れい菜なが訊きいた。明らかになにかを恐れているような表情だ。

「すぐに来る。あいつは裏から回ってきてるから」

「わ、挟はさみ撃うちする気だったの？　さすが、陰険だなあ……！」

　古こ城じようの返事に、零菜が眉まゆをひそめた。雪菜が教室に入ってきたのはまさにそのときだ。

「なにが、さすが、なんですか──？」

　そう言って雪菜はいきなり銀色の槍やりを引き抜いた。初しよっ端ぱなから戦せん闘とう態勢だ。

　零菜は、少し怯おびえたように古城の陰に隠れながら、

「いやまあ……うん、〝雪せつ霞か狼ろう〟の調子も良さそうだね。監視役の続投も決まったんでしょ」

「ええ、まあ」

　雪菜が渋々とうなずいた。零菜が話を逸そらそうとしているのはわかっていたが、〝雪霞狼〟を修復してもらった手前、さすがに無視もできなかったのだろう。

　監視役続投の辞令が正式に獅し子し王おう機き関かんから届いたのは、昨夜ゆうべ遅くになってからのことである。

　その直前、日本本土では、とある政治家のスキャンダルが話題になっていた。政界の重じゆう鎮ちんと呼ばれる与党の大物が、若い愛人を何人も囲っていたことが報道されたのだ。

　政界では無類の巨乳好きとして知られていたという、その政治家こそが、第だい四よん真しん祖その監視役交代を強く主張していた人物だったことは知られていない。

　第四真祖を誑たらしこむために、監視役には女性の魅力を使わせるべきだと彼が考えていた、などという事実は、雪菜の名誉のためにも、闇やみに葬ほうむられるべきなのかもしれなかった。

「よかったよかった。これでわたしも一安心、かな」

　そう言って零菜が安あん堵どの息を吐く。雪菜は、そんな零菜を不審そうに眺ながめて、

「わたしの任務とあなたになんの関係があるんですか？」

「なにそれ。そんなに殺気立たなくてもいいじゃん。せっかくいい感じに別れの挨あい拶さつをしようと思ってたのに──」

　露ろ骨こつに攻撃的な雪菜の態度に、零菜が拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。しかし零菜が文句を言い終える前に、雪菜は彼女に襲おそいかかっていた。

「行かせません！　今度という今度は話を聞かせてもらいます！」

「ちょっ……もしかして最初に殴り倒したことを根に持ってる……!?」

　手加減抜きで放たれた雪菜の打撃を、零菜が防いだ。

　まるで雪菜の攻撃パターンを知り尽くしているかのような、慣れた動きだ。それに気づいて、雪菜の目つきが鋭さを増す。完全に本気になったのだ。

「ま、待て、姫ひめ柊らぎ。いくらなんでもそれは──」

　銀色の槍を構えた雪菜を見て、古城はさすがに動転した。

　零菜のこれまでの悪事といえば、多少の暴言を吐いたくらいで、実質的には誰だれも傷つけていないのだ。いきなり槍やりを突きつけるのは、いくらなんでもやり過ぎだと思う。ましてやそれが、吸血鬼の真祖すら殺し得る聖せい槍そうとなると尚なお更さらだ。

　そして古こ城じよう以外にも、その槍を見て焦る者がいた。それはほかならぬ零れい菜な本人だ。

「げっ!?　〝雪せつ霞か狼ろう〟!?　ちょっと待って！　それだけはまずいから！」

「だったら抵抗をやめなさい！」

　制服を奪うばわれたときによほどひどい目に遭あったのか、雪ゆき菜なの行動には躊ちゆう躇ちよがなかった。

　大気を裂いて突き出された銀色の刃やいばを、零菜が咄とつ嗟さに後退してかわす。しかし、その動きは読まれていた。対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうのエキスパートである雪菜は、霊れい視しによって一いつ瞬しゆん先さきの未来を視みる。たとえ吸血鬼の反応速度をもってしても、雪菜の攻撃は避よけられない。

　銀色の槍が一いつ閃せんして、切断された零菜の髪が数本、はらり、と舞った。

　異変が起きたのは、その直後だ。

　吸血鬼の少女の全身が青白い火花に包まれて、その姿が蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと霞かすむ。

　零菜の身体からだをこの場に留とどめていた魔術結界が破壊されたのだ、と古こ城じようは気づいた。

　この世界にいた彼女は、実体であって実体ではなかった。吸血鬼の真祖に匹敵する膨ぼう大だいな魔力を使って、零菜は、無理やり肉体を維持していたのだ。

　しかし彼女が展開していた魔術結界は、雪菜の槍によって破壊された。

　零菜の姿が、急激に現実感を失って薄うすれていく。彼女の肉体が本来在るべき場所へと、強制的に送り返されていくかのように──

「うう……ホントに人の話を聞いてくれないんだからっ！　ママの馬ば鹿かっ！　石頭っ！」

　槍を構えた雪菜を睨にらんで、零菜がだだっ子のように絶叫する。

　それが彼女の最後の言葉だった。

　眩まばゆい稲いな妻ずまの輝かがやきだけを残して、零菜は完全に消滅する。

　古城と雪菜は、その光景を呆ぼう然ぜんと見つめた。雪菜によく似た少女の存在は、跡あと形かたもなく完全に消えていた。彼女がいったい何者だったのか、もはや確かめる術すべはない。

　唯一残された手がかりは、彼女が最後に口にした言葉だけ──

「……ママ？」

　雪菜の横顔を眺ながめて、古城が訊きく。

　彼女によく似た吸血鬼の少女は、雪菜に向かってはっきりとそう言った。ママの馬鹿、と。

　ふるふる、と雪菜が慌あわてて首を振る。

　もちろん雪菜にも心当たりはないのだろう。彼女に子どもがいるはずはないのだ。ましてや、あんな大きな娘が。

　そう。今はまだ──
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　青白い閃せん光こうに包まれて、裸の少女が現れる。

　かつて姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なと呼ばれていた少女に、そっくりな顔立ちをした吸血鬼の娘だ。

　企業の研究室のような部屋だった。

　片かた膝ひざを立てて座る少女の周囲には、金属製の魔ま具ぐが無数に配置され、複雑な魔法陣を造り上げている。その魔具から伸びるケーブルは几き帳ちよう面めんに束ねられて、卓上の端末に接続されていた。

　端末の前に座っているのは、制服の上に白衣をまとった、もう一人の少女だ。

　端たん整せいな顔立ちに、華やかな髪型の女子高生だった。掛け値なしの美人だが、口元の皮肉っぽい微笑のせいか、あまり色気は感じない。

「──おかえり、零れい菜な。予定よりも帰き還かんが早かったわね」

　その華やかな髪型の女子高生が、トマトジュースを啜すすりながら、裸の少女に呼びかける。ストローをくわえた彼女の唇くちびるの端には、小さな白い牙きばがのぞいていた。

「萌もえ葱ぎちゃん、ただいま。あれ？　博士ドクターは？」

　零菜は、軽く背伸びしながら立ち上がり、研究室の中を見回した。

　室内にいるのは彼女たち二人だけ。研究室のいちばん奥にある、無数のモニタとキーボードに囲まれたデスクは空席になっている。

「母さんならさっき出かけたわ。帝国評議会でトラブルだってさ」

　萌葱と呼ばれた白衣の少女が、洗せん濯たく済ずみの服を零菜に手渡した。下着一式と紺こんのハイソックス。それに最近リニューアルされたばかりの、彩さい海かい学がく園えん中等部の制服だ。

「そうなんだ。大変だね。帝国最高技術顧問も」

　渡された下着を身に着けながら、他ひ人と事ごとのような口調で零菜が言う。彼女が靴下を穿はき終えたタイミングを見計らって、萌葱は冷えたトマトジュースを差し出し、

「それは零菜のお母さんも同じでしょ。飲む？」

「うん。ありがとう」

　受け取ったトマトジュースを一息であおって、零菜は、ふう、と溜ため息いきをついた。

「体調はどう？　転移術式の副作用は？」

「思ったよりも平気だったよ。〝雪せつ霞か狼ろう〟で斬きられたときにはどうなることかと思ったけど」

「斬られた？」

　萌葱が啞あ然ぜんとしたように零菜を見返した。

「まさか、あなた、時間転移術式のことに気づかれてないでしょうね？」

「うん。たぶん、大丈夫。那な月つきちゃんには途中でバレてたみたいだけど」

　心配そうな異母姉あねの質問に答えて、零れい菜なは小さく肩をすくめる。

　那な月つきは空間制御を得意とする強力な魔ま女じよだ。零菜の身体からだに触れた一いつ瞬しゆんで、那月は間違いなく零菜が展開していた結界の正体に気づいていた。

　仕方ないわね、と萌もえ葱ぎは感心したように呟つぶやきを洩もらす。

「〝雪せつ霞か狼ろう〟は修復できたのね？」

「もちろん」

「そう。これで〝吸血王ザ・ブラツド〟も干渉を諦あきらめてくれるといいのだけど」

「そうだね」

　萌葱が物もの憂うげな口調で呟き、零菜がその一瞬だけ表情を引き締めた。真剣になった彼女の横顔は、普段よりも一層、雪菜に似ていた。

「で、どうだった、あの世界は？」

　萌葱が、すぐにいつもの口調に戻って訊きいた。

「楽しかったよ。いろんな人に会えたし、死ぬ前の、元気だったころの古こ城じよう君とも話せたしね」

　遠くを見るような表情で呟いて、零菜は寂しげに微笑ほほえんだ。

　萌葱が一瞬、息を詰まらせたように黙りこむ。

　二人の少女は無言のまましばらく互いを見つめ合い、そして、

「いやいやいや、死んでないから。ていうか、あの吸血鬼ヒトは殺しても死なないでしょうがよ」

　先に沈黙を破ってツッコミを入れたのは萌葱だった。

　冗談です、とでも言いたげに、零菜が悪戯いたずらっぽく舌を出す。そして制服を着終えた零菜は、窓辺へと近づいて、研究室の窓を覆おおっていたブラインドを勢いよく上げた。

　南国の早朝の眩まばゆい陽ひ射ざしが、薄うす暗ぐらい研究室の中を照らし出す。

　窓の外に広がっていたのは一面の朝焼けと、視界を埋め尽くす広大な街並みだった。

　そこはかつて絃いと神がみ島じまと呼ばれていた土地だ。金属と樹脂と魔術によって造られた〝魔族特区〟。世界で四番目の夜の帝国ドミニオン。

　朝陽が長い影を落とす巨大な帝てい都とを見下ろし、零菜は懐なつかしそうに呟いた。

「ただいま、〝暁あかつきの帝国〟──」

　　　　　　　　　　†

　吸血鬼の少女が消え去った場所には、脱ぎ捨てられた彼女の制服だけが落ちていた。

　撒まき散らされた青白い火花や、魔力の余よ韻いんもすでに消えている。

「あいつ、本当に絃神島からいなくなったのか……？」

　教室の中を見回して、古城が訊いた。雪ゆき菜なが頼りなく首を振る。

「わかりません。空間転移テレポートで逃げたという感じでもなかったですけど」

　だよな、と古こ城じようはうなずいた。

　零れい菜なは自分の意思で逃げたわけではない。彼女をこの世界につなぎ止めていた魔ま術じゆつが解けて、その反動で、本来いるべき世界に連れ戻されたという雰ふん囲い気きだった。

「その制服は……？」

　教室に落ちていた零菜の制服に、古城は警けい戒かいしながら触れた。わずかに消え残るその制服の温ぬくもりだけが、今となっては、偽にせ雪ゆき菜なが実在していたことを示す唯一の物証だ。

「わたしのです。更衣室で着替えているときに彼女に襲おそわれて奪とられてしまって」

　憤ふん然ぜんとした口調で言いながら、雪菜は散らばった制服を拾い集める。不意を衝つかれて無力化されてしまったのが、本気で悔しかったらしい。

「それにしてもあいつ、本気で姫ひめ柊らぎによく似てたな。実の親子じゃないかってくらいに。姫柊のことをママって呼んでたし」

　零菜の姿を思い出して、古城は何気なく呟つぶやいた。

　雪菜も、それを否定はしなかった。ただ少し戸惑ったように眉まゆを寄せて、

「だけど、吸血鬼……でしたよね？」

「え？」

　雪菜の指摘に、古城はぎこちなく固まった。

　那な月つきがいうには、零菜は第二世代の吸血鬼らしい。もし彼女が本当に雪菜の娘なら、父親は吸血鬼の真祖でなければならない。

　しかも零菜は矢や瀬ぜや浅あさ葱ぎの知り合いで、さらには凪なぎ沙さを叔母さんと呼んだのだ。

　息苦しいほどの沈黙の中、古城と雪菜は互いに顔を見合わせて、

「まさか、な」

「で、ですよね」

　慌あわてて目を逸そらしながら、二人は乾いた声で笑う。雪菜の顔は耳まで真っ赤に染まっていた。

　再び居心地の悪い沈黙が訪れて、古城はやれやれと嘆息する。

　いろいろと引っかき回してくれた零菜だが、不思議と彼女のことは憎めなかった。できればもう少しだけ話をしてみたかったとも思う。それでも寂しさはあまり感じない。なんとなく、彼女とは再会できるという予感がある。またいつか必ず会えるという予感が。

「そういえば、なんだったんだ、これ……？」

　零菜からプレゼントを渡されていたことを思い出して、古城は抱えていた紙袋を広げた。

　紙袋の中から出てきたのは、石けんの香りが漂ただよう小さな布きれだ。

　古城は何気なくそれを取り出して、無意識に目の前で広げてみる。

　てっきりハンカチかと思ったその布きれの正体は、ストライプ柄の小さな下着だった。

　洗い立てのパンツとブラ──それが零菜のいうプレゼントだったのだ。
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　零れい菜なはそれを、返す、と言った。つまり彼女が着ていた制服と同様に、本来の持ち主がいる、ということだ。それがいったい誰だれのことなのか、考えるまでもなく明らかだった。

「……先輩……！」

　怨えん嗟さに満ちた雪ゆき菜なの声に、古こ城じようはサッと青ざめた。

　硬直した古城はパンツを握にぎり締めたまま弱々しく首を振り、

「ま、待て……これは不可抗力っていうか、その槍やりはやめろ……！」

「いつまで広げて見てるんですか、先輩の馬ば鹿か──っ！」

　雪菜の憤ふん怒ぬの叫びとともに、早朝の教室に、世界最強の吸血鬼の悲鳴が響ひびき渡る。

　歴史は混こん沌とんの中にあり、彼らの前途はいまだ多難だ。

　かすかに垣かい間ま見みた未来もまた、真夏の夜の幻のように消えて、彼らの行方ゆくえを照らしてはくれない。それでも〝魔ま族ぞく特とつ区く〟絃いと神がみ島じまは、今日も静かに海面に浮かんでいる。

　朝あさ陽ひが水平線を白く染めていく。

　ほんの少しだけ未来へと近づく、新しい一日が始まろうとしている。


　　　　　　　　あとがき

　夢判断によれば、怪かい獣じゆうや怪物は不安や恐怖の象徴といわれることが多いそうです。無意識に感じている不安や恐怖が大きければ大きいほど、夢に出てくる怪物も大きく強くなるのだとか。夢判断を本気で信じてるわけじゃないんですが、これに関しては、まあそうだよね、という印象。だからこそ、強大な怪物に立ち向かう登場人物の姿が、不安や恐怖を抱えている読者の皆様の気晴らしになるといいなあ、と思っております。それがフィクションの役割ではないかと。

　そんなわけで『ストライク・ザ・ブラッド17』をお届けしております。

　シリーズ十七冊目です。前巻のあとがきで、次回からいよいよ新シリーズ本番、的なことを書いてしまったような気がするのですが、今回もわりと変則的なエピソードになってしまいました。とはいえ、古こ城じようたちも新学期を迎え、新体制となった絃いと神がみ島じまの姿が少しずつ見えてきたのではないかと思います。古城と雪ゆき菜なの関係も、微妙に進展したような、そうでもないような感じですが、引き続き彼らの日常を見守ってもらえたら嬉うれしいです。

　お気づきの方もいると思いますが、このエピソードは、『電撃文庫創刊20周年記念公式海賊本　電撃文庫20 de 20!!』に掲載された『雪菜[image: ]Before/After』というストライク・ザ・ブラッドの番外編が原型になっています。番外編のほうは文庫に収録する予定がなかったので、特に零れい菜なの登場シーンなどは、元の形をなるべくそのまま残してみました。もっとも番外編のほうは七ページしかない掌しよう編へんなので、本作とは実質的にほぼ別物です。番外編はあくまで番外編ということで、パラレルワールド的な感じで楽しんでいただければと。

　さて、この巻の刊行直前に、『ストライク・ザ・ブラッド』第二期ＯＶＡ全四巻八話が（たぶん）無事に発売になっていると思います。アニメ版スタッフおよびキャストの皆様、長い間、本当に本当にありがとうございました。ＯＶＡでは、今回のエピソードで活かつ躍やくしている霧きり葉はや唯ゆい里り、志し緒おが動いている姿も見られるはずです。楽しみです。

　個人的にはアニメ関係の作業が一段落したので、そのぶん新作の刊行ペースを上げられるといいなあ、と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

　本作のイラストを担当してくださっているマニャ子さま、今回も大変お世話になりました。

　そして本書の制作・流通に関かかわってくださったすべての皆様にも心からお礼を申し上げます。

　もちろんこの本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　
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三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いてる人。ＯＶＡ２期、無事に全巻発売になりました。唯里が、志緒が（あと牙城が）、動いて喋ってる！　ということでちょっと感動しております。スタッフ＆キャスト＆視聴者の皆様、本当にありがとうございました。感謝感謝！
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イラスト／マニャ子こ

佐賀県出身。東京都在住。フリーでイラストレーターをやっています。主にライトノベルの挿絵やゲーム原画＆キャラクターデザイン等。好きなものは銀髪とロン毛です。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。

電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。

ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部
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「マニャ子先生」係
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